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平成 28年度の大学年報の刊行に際して 
 
 麻布大学が両学部の年報を一つにまとめ、全大学教員の一年間の教育・研究活動を記録
し、発刊したのは平成 16 年度である。この年度の年報は平成 13 年度、14 年度および 15
年度の過去 3 年度分の活動状況が収録されたもので、本学の大学年報の創刊であった。当
時の年報の前書きには年報発行の目的の一つは、大学に課せられた自己点検・自己評価お
よび第三者評価を受けるための基礎資料とするためと書かれており、大学教育の質的保証
の取り組みの一環であった。大学年報の発刊は今年度で 14年目となり、その目的は今でも
変わっていないが、そもそも年報として教員個々の一年間の活動状況を記録することは、
そのような内部あるいは外部からの評価のためだけではなく、教員のひとり一人が自省と
自己発展のために、自分自身の一年間の活動を振り返り、教育および研究活動の結果を顧
みる良い機会とし，自己改革の羅針盤とするものである。大学教員の使命は自らが学び、
その結果をもって学生を教育し、それらを有為なる人材に育て、社会に送り出すことにあ
る。そしてそのような教育が日々真剣に行われている場が大学である。大学は、例外なく、
自己改革能力を持つ自律性の高い高等教育組織であらねばならないし、そのための毎年の
年報の編纂であると心得たい。 
 
 平成 30年 3月 
学 長   浅 利  昌 男 

《 平成 28年度 作成基準 》 （作成基準日：平成 28 年 5 月 1日現在） 
 
1. 平成28年度中に在籍している教員（ただし，特任Ⅰ種を除く）を対象とした。 
 
2. 教員毎に，【氏名等】，【現職】，【学歴・学位】，【職歴】，【学会】，【賞罰】，【授業担当科目（当該年度，大学院を含む）】，【現在の主要な研究課題】，【教育業績，研究業績，社会貢献，法人・大学運営に関する事項】，【補遺】について全学統一フォーマットに従って作成した。 
 ただし，「著書，論文，学術発表の実績に関する事項」については，平成28年 1 月から平成
28年12月までに発表したものとした。 
 
3. 論文のカテゴリィは，平成12年度に財団法人大学基準協会相互評価（基礎データ調書）の際に使用した作成基準を踏襲した。 
   ・A論文 権威ある学術誌（欧文・和文） 
   ・B論文 原著の形の国際学会報告 
   ・C論文 財団・調査等研究報告 
   ・D論文 大学紀要・研究所報告 
 
4. 共著の場合，本人の分担箇所の頁数を記載した。 
 
5. 教員本人の都合により，【職歴】～【教育業績，研究業績，社会貢献，法人・大学運営に関する事項】を掲載しない場合は，【補遺】にその旨記載した。 
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Ⅰ 大学の理念・教育方針 
  本学は明治 23 年に欧米先進国の新しい獣医学・畜産学を我が国に導入するとの考えで，東京獣医講習所を開設したのが始まりで，創立者の與倉東隆先生が残した「学理の討究と誠実なる実践」を建学の精神として，学理を討究し実践を重んじる校風は大学の理念として受け継がれている。  現在では， 2 学部 5 学科並びに 2 研究科 3 専攻からなる本学は，人と動物との共存及び環境と健康との調和の途を探求することを教育研究の目的としている。各学部，学科にあっては獣医学，動物応用科学及び環境科学に関する専門の知識を教育研究して，その応用力の展開を図るとともに，進んで学術の進歩と国民生活の向上に寄与し，平和社会の建設に貢献できる若き技術者の養成を教育方針としている。  教育研究の基本は，今日，我々が抱えている問題の多くが地球上の人類がいかに存続できるかとの考えから発しており，人の健康維持，人口増加，食糧危機，環境破壊及び汚染への不安などが問題として挙げられる。これらの問題を解決していく学問分野は new biology と呼ばれる生物学の分野であるとの思いから，獣医学部では獣医学及び動物応用科学の分野が果たすべき社会的責務は重い。したがって，我々は，生命と福祉に係る科学者としての責任感に基づいて，社会的使命を正しく遂行し得る獣医師や動物科学技術者を育成するとの理念に基づき，社会より与えられた責任に対し応えられる人材を育てることを教育研究の目的としている。  一方，生命・環境科学部は，生命科学及び環境科学の立場から，健全な生命をはぐくむための教育研究を展開し，もって，人の健康の維持増進や環境の安全・保全にかかわる専門性の高い技術者を育成すること，さらには，社会科学的観点に立って，環境問題に対応できる人材の育成を教育研究の目的としている。  また，いずれの学部・学科ともに専門性の強い技術教育を主体とする大学であるが，一つの角度ばかりから物事を見るのではなく，学問のすそ野を広げ様々な角度から物事をみることができる能力，自主的総合的に考える力，的確な判断力を養い自分の知識や人生を社会との関係で位置付けることのできる人材を育てるという教養教育の理念・目標に添った教育にも重きを置く教育方針を併せもち，未来を托す若き人材養成に努めている。 
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Ⅱ 沿 革 
  本学は建学の精神に基づき，一途に獣医畜産学の教育研究に精進してきたが，獣医師法の一部改正に伴い昭和 53 年 4 月から獣医学教育年限延長の第 1 年次が発足した。一方，経済成長に伴う社会の要請により人間の健康維持と，これを阻害する環境因子との相互関係を総合的に把握し，究明する創造力に富んだ研究者並びに専門技術者を養成する目的で環境保健学部を開設した。また，環境保健学部の設置に伴い，大学名を昭和 55 年 4 月から「麻布大学」と変更した。  創立以来 120 余年，幾多の変遷を経て今日，獣医，環境保健両学部そして，平成20年度から環境保健学部を改組し新たに設置した生命・環境科学部と大学院からなる特色ある大学に発展した。なお，昭和 58 年 5 月には学校教育法の一部が改正され，獣医学教育の修業年限が 6 年と定められ，昭和 59 年 4 月の入学者から学部 6 年の一貫教育が行われるようになった。その歩を要約すると次のとおりである。 
 1890（明治 23）年 9 月 10 日   東京獣医講習所開設                  当時の農商務大臣松方正義は，先進国から優秀な家畜を輸入して日本の家畜を改良しようと計画し，この事業に呼応して獣医師に新しい獣医学の学術を教授することをもくろみ，その実施を東京農林学校（現在の東京大学農学部の前身）獣医学科長獣医学博士與倉東隆に委嘱した。與倉博士は農商務省の支持を受け東京市麻布区本村町私立慈育小学校内に東京獣医講習所を設け，全国各都道府県から選抜推薦された獣医師に 6 ヶ月間新しい獣医学を教授した。学科目は解剖，生理，薬物，内科，外科，蹄鉄，病院実習，蹄鉄実習であった。 1894（明治 27）年 4 月    麻布獣医学校開設                  東京獣医講習所は 3 年でその教育目的を達成した。この機会に学則を制定して農商務省認可麻布獣医学校を開設した。これに本科（修業年限 3 年で卒業生には無試験で開業の資格を与えた。），別科（獣医師免許試験受験資格を授けた。），蹄鉄工科（装蹄鉄の資格を与えた。昭和 14 年麻布蹄鉄専修学校と改めた。）を設置した。 1895（明治 28）年 10 月   麻布区新堀町に校舎新築                  東京市麻布区新堀町（戦火を被るまで本学園の所在した土地）に校舎を新築し移転した。 1912（明治 45）年 3 月   麻布獣医畜産学校と改称                  獣医師は獣医，畜産両面の教育を受けることが必要であるとされ，畜産学の時間を増加し，畜産関係学科を新たに加え，また東京市目黒区中目黒に附属畜産場を設け，各種の家畜，家禽を飼育し，畜産実習に供することとし，校名を麻布獣医畜産学校と改めた（麻布獣医畜産学校は昭和 14 年  
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3 月 31 日廃止となる。） 1920（大正 9）年 9 月         学校設置者を個人から財団法人に改め，財団法人麻布獣医畜産学校を設立 1934（昭和 9）年 4 月 11 日  麻布獣医専門学校に校名変更                  獣医師法改正に即応して実業専門学校令による専門学校に昇格させ，麻布獣医専門学校と校名変更した。 1944（昭和 19）年 12 月 30 日  麻布獣医畜産専門学校と改称 1945（昭和 20）年 5 月 25 日  戦災                  多年の苦心努力からようやく充実した学校は，激しい爆撃をうけ諸施設はすべて灰燼に帰し，東京都立園芸学校（東京都世田谷区深沢町），旧海軍相模工廠跡（神奈川県寒川町），旧陸軍獣医資料廠跡（東京都立川市），本学分舎（東京都目黒区上目黒）等に移動して授業を継続した。 1947（昭和 22）年 6 月 9 日  現在地に移転                  神奈川県高座郡相模原町矢部新田字長久保133番地（相模原市中央区淵野辺1－17－71）旧陸軍兵器学校跡に移転し，授業を開始した。 
         10 月 13 日   麻布蹄鉄専修学校廃止 1950（昭和 25）年 4 月 1 日   大学開学（第 1 ･ 2 年次同時開講認可）                  麻布獣医科大学が開学となり，初代学長に農学博士板垣四郎が選任された。 1951（昭和 26）年 3 月 6 日   学校法人となり，板垣四郎初代理事長となる           7 月 12 日   鈴木三郎理事長となる 1952（昭和 27）年 3 月 14 日   麻布獣医畜産専門学校廃止 1954（昭和 29）年 7 月 20 日   中村道三郎理事長となる 1956（昭和 31）年 4 月 1 日   獣医学科教職課程（高等学校教諭 2 級普通免許状理科，中学校教諭 1 級普通免許状理科）認定 1957（昭和 32）年 4 月 1 日  獣医学部獣医学専攻科開設                  獣医学専攻科の開設が許可され，開講した。 
    獣医学科教職課程（高等学校教諭 2 級普通免許状農業）認定           9 月 10 日  講堂竣工（1986[昭和61]年，別館分棟に名称変更 2000[平成12]年3月解体） 1960（昭和 35）年 3 月 21 日  大学院修士課程開設                  大学院獣医学研究科（獣医学専攻）修士課程の設置が許可となり，同年 4 月から開講した。          11 月 4 日  学園創立 70 周年記念式典挙行 1961（昭和36）年 5月17日   渕野辺高等学校開校 1962（昭和 37）年 3 月 20 日  大学院博士課程開設                  大学院獣医学研究科（獣医学専攻）博士課程の設置が許可となり，同年 4 月 1 日より開講，初代大学院委員長に教授農
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学博士吉田信行が選任された。          11 月 29 日   堀本宜実理事長となる 1963（昭和 38）年 4 月 19 日   越智勇一学長となる                  学長任期満了に伴う選挙の結果，前東京大学農学部長農学博士越智勇一が選任された。なお前学長板垣四郎は名誉学長となる。 1964（昭和 39）年 4月 1日  麻布公衆衛生学院開学（麻布公衆衛生短期大学の設置に伴い，翌年廃止） 4 月 12 日   学寮竣工（1986[昭和61]年，別館に名称変更し，1995[平成7]年，4号館に名称変更 2014[平成26]年7月解体）                  昭和 38 年 3 月 6 日に学寮焼失のため，新たに鉄筋 3 階建学寮を建設し，4 月 15日 から入寮させた。          6 月 4 日  体育館竣工（2012[平成24]年8月解体） 1965（昭和 40）年 4 月 1 日  麻布公衆衛生短期大学開学                  本邦最初の公衆衛生短大を開設し，公衆衛生・環境衛生の技術者養成を目指すこととなった。初代学長に越智勇一が選任された。          8 月 31 日  獣医学部鉄筋 4 階建研究室等一部（旧第 1 号館）竣工 1966（昭和 41）年 8 月 31 日   同学部の教室関係棟（旧第 2 号館）竣工 1968（昭和 43）年 8 月 31 日   同学部実習室・研究室等（旧第 3 号館）竣工 1969（昭和 44）年 9 月 30 日  竹岸政則理事長となる 1970（昭和 45）年 1 月 15 日   麻布公衆衛生短期大学校舎竣工（2 号館）（2008[平成20]年3月解体）          11 月 14 日   学園創立80周年記念式典挙行 1971（昭和 46）年 8 月 10 日   動物病院棟竣工（5 号館）（2006[平成18]年12月一部解体，2014[平成26]年11月解体） 1973（昭和 48）年 4 月 15 日   越智勇一理事長となる 1976（昭和 51）年 2 月 12 日   獣医学部に家畜環境学科を新設， 4 月から開講 1977（昭和 52）年 4 月 1 日   家畜環境学科教職課程 （高等学校教諭 2 級普通免許状農業）認定          7月31日 長野県信濃研修場寄宿舎竣工          11月14日 長野県信濃研修場職員棟竣工 1978（昭和 53）年 2 月 10 日   環境保健学部設置認可          4 月 1 日   環境保健学部開設                麻布公衆衛生短期大学は学生募集を停止                家畜環境学科教職課程（高等学校教諭 2 級普通免許状理科，中学校教諭 1 級普通免許状理科）認定          11 月 22 日   獣医学部獣医学専攻科廃止 1979（昭和 54）年 2 月 19 日   環境保健学部環境保健学科教職課程（中学校教諭 2 級普通免許状理科，高等学校教諭 2 級普通免許状理科）認定 
（2008[平成 20]年 
3 月解体） 
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               衛生技術学科教職課程（中学校教諭 1 級普通免許状保健，高等学校教諭 2 級普通免許状保健）認定 1979（昭和 54）年 3 月 20 日   環境保健学部鉄筋 4 階建校舎（3 号館）竣工（2012[平成24]年8月解体），管理棟（本館）鉄筋 2 階建竣工          6 月 5 日   麻布公衆衛生短期大学廃止          12 月 20 日   大学名，学科名の変更認可 1980（昭和 55）年 4 月 1 日   麻布獣医科大学を麻布大学に名称変更，同時に獣医学部家畜環境学科を環境畜産学科に変更          11 月 9 日   学園創立90周年記念式典挙行 1981（昭和 56）年 2 月 25 日   附属図書館竣工， 5 号館増築（2014[平成26]年11月解体） 1982（昭和 57）年 1 月 5 日   麻布大学大学院獣医学研究科獣医学専攻（修士課程）入学定員 15 人から 120 人に変更                  昭和52年5月に獣医師法の一部改正（昭和52年法律47条），獣医師国家試験の受験資格が修士課程修了になったことに伴い，獣医学6年制積み上げ教育学生が修士課程に進学するための対応措置。          3 月 10 日    6 号館竣工 1983（昭和 58）年 9 月 25 日   厩舎竣工 1984（昭和 59）年 4 月 1 日   獣医学教育 6 年制発足                  昭和 58 年 5 月に学校教育法の一部改正（昭和 58 年法律第 55 号），獣医学教育の修業年限が 6 年となり，昭和 59 年 4 月入学者から実施。 1985（昭和 60）年 10 月 2 日   渕野辺高等学校が，麻布大学附属渕野辺高等学校に名称変更認可 1986（昭和 61）年 3 月 31 日   学生寮廃止           4 月 30 日   大教室竣工， 7 号館竣工           7 月 19 日   牛舎竣工 1987（昭和 62）年  3月30日 茨城県西茨城郡岩瀬町（現：茨城県桜川市大泉）を実習用地として，越智勇一理事長・学長から寄贈 3 月 31 日   豚舎竣工           4 月 19 日   尾形 學学長となる                  学長任期満了に伴う選挙の結果，麻布大学教授農学博士 尾形 學が選任された。なお前学長越智勇一は，名誉学長となる。           4 月 19 日   尾形 學理事長代行となる           6 月 30 日   糞尿処理施設竣工 1988（昭和 63）年 4 月 1 日   附置生物科学総合研究所設置           6 月 1 日   尾形 學理事長となる 1989（平 成 元）年 12 月 21 日   大学院獣医学研究科博士課程（ 4 年制）認可          12 月 22 日   獣医学部環境畜産学科・環境保健学部の期間付入学定員増に
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係る学則変更認可 1990（平成 2）年 4 月 1 日   大学院獣医学研究科博士課程（ 4 年制）開講           6 月 2 日   中村経紀学長となる                  尾形 學学長退職に伴う選挙の結果，麻布大学教授理学博士中村経紀が選任された。                 高橋 貢理事長代行となる           7 月 25 日   椿 精一理事長となる          11 月 3 日   学園創立 100 周年記念式典挙行 1992（平成 4）年 5 月 15 日   中村経紀理事長代行となる           7 月 28 日   中村経紀理事長となる 1993（平成 5）年 3 月 19 日   大学院獣医学研究科動物応用科学専攻（修士課程）設置承認           4 月 1 日   大学院獣医学研究科動物応用科学専攻（修士課程）開講           9 月 28 日   学生ホール竣工          12 月 21 日   獣医学部動物応用科学科の設置認可 1994（平成 6）年 3 月 9 日   獣医学部動物応用科学科教職課程（理科コース：中学校教諭一種免許状理科，高等学校教諭一種免許状理科，農業コース：高等学校教諭一般免許状農業）認定           3 月 15 日   附属渕野辺高等学校武道館竣工           3 月 16 日   大学院環境保健学研究科環境保健科学専攻（修士課程）の設置認可           4 月 1 日   獣医学部動物応用科学科開講                  獣医学部環境畜産学科は募集停止 
               大学院環境保健学研究科を開設                  環境保健科学専攻（修士課程）は同日から開講                獣医学部並びに環境保健学部に学芸員課程開設 6 月 1 日  倉益茂實理事長となる 1995（平成 7）年 2 月 27 日  大学院獣医学研究科動物応用科学専攻（修士課程）収容定員変更           3 月 16 日   大学院獣医学研究科動物応用科学専攻博士課程（後期）設置承認           4 月 1 日   大学院獣医学研究科動物応用科学専攻博士課程（前・後期）開講           4 月 5 日    8 号館竣工          12 月 22 日   大学院環境保健学研究科環境保健科学専攻博士課程（後期）設置承認 1996（平成 8）年 4 月 1 日   大学院環境保健学研究科環境保健科学専攻博士課程（前・後期）開講           7 月 8 日   上條 峻理事長となる 1997（平成 9）年 7 月 1 日    麻布大学附属動物管理センター設置                 麻布大学学生部保健課を麻布大学健康管理センターに組織変更 
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1998（平成 10）年 2 月 4 日   環境保健学部環境保健学科を健康環境科学科へ名称変更認可           4 月 1 日   環境保健学部健康環境科学科開講                  環境保健学科は募集停止          12 月 22 日   環境保健学部環境政策学科の設置認可                獣医学部動物応用科学科・環境保健学部健康環境科学科・衛生技術学科の期間付入学定員増に係る学則変更認可（平成11年度まで） 1999（平成 11）年 3 月 29 日   獣医学部環境畜産学科廃止           4 月 1 日   環境保健学部環境政策学科開講           6 月 30 日   獣医臨床センター竣工           7 月 28 日   獣医学部動物応用科学科・環境保健学部健康環境科学科・衛生技術学科の期間付入学定員増に係る学則変更認可（平成 16年度まで）                獣医学部動物応用科学科・環境保健学部健康環境科学科・衛生技術学科の期間付入学定員の廃止に伴う収容定員増に係る学則変更認可          10 月 22 日   環境保健学部健康環境科学科・衛生技術学科の編入学定員設定認可 2000（平成 12）年 2 月 28 日   環境保健学部衛生技術学科教職課程（中学校教諭一種免許状理科，高等学校教諭一種免許状理科）認定                環境保健学部環境政策学科教職課程（中学校教諭一種免許状社会，高等学校教諭一種免許状公民）認定           2 月 28 日    9 号館竣工           4 月 1 日   麻布大学附属図書館と麻布大学附属情報処理センターを統合し，麻布大学附属学術情報センターを設置           5 月 13 日   学園創立 110 周年記念式典挙行           5 月 23 日   麻布大学クラブハウス竣工           6 月 1 日   高橋 貢理事長となる 2002（平成 14）年 6 月 25 日   政岡俊夫学長となる                  学長任期満了に伴う選挙の結果，麻布大学教授獣医学博士政岡俊夫が選任された。なお 前学長中村経紀は名誉学長となる。           9 月 30 日   百十周年記念会館竣工          10 月 21 日   麻布総合グラウンド竣工          12 月 19 日   大学院環境保健学研究科環境衛生政策専攻（修士課程）設置承認 2003（平成 15）年 3 月 5 日   大学院獣医学研究科獣医学専攻教職課程（中学校教諭専修免許状理科，高等学校教諭専修免許状理科，高等学校教諭専修免許状農業）認定                 大学院獣医学研究科動物応用科学専攻教職課程（中学校教諭
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専修免許状理科，高等学校教諭専修免許状理科，高等学校教諭専修免許状農業）認定                 大学院環境保健学研究科環境保健科学専攻教職課程（中学校教諭専修免許状理科，高等学校教諭専修免許状理科）認定                               大学院環境保健学研究科環境衛生政策専攻教職課程（中学校教諭専修免許状社会，高等学校教諭専修免許状公民）認定  4 月 1 日  大学院環境保健学研究科環境衛生政策専攻（修士課程）開講 10 月 1 日    事務組織を抜本的に改組（企画課，庶務課，入学広報課，研究交流課，教務課，共同施設事務室等の設置，各課等の事務分掌整理） 2006（平成 18）年 6 月 1 日   村田元秀理事長となる           7 月 28 日   獣医学部動物応用科学科の入学定員増に係る学則変更認可           8 月 31 日   獣医学部棟竣工          12 月 1 日   事務組織を一部改組（共同施設事務室廃止等） 2007（平成 19）年 4 月 1 日   麻布大学獣医学部附属動物病院を麻布大学附属動物病院に組織及び名称変更   麻布大学附属教育推進センターを設置    事務局に改革室を設置           7 月 31 日  生命・環境科学部臨床検査技術学科，食品生命科学科及び環境科学科の設置届出                生命・環境科学部臨床検査技術学科，食品生命科学科及び環境科学科編入学定員設定届出          12 月 25 日  生命・環境科学部臨床検査技術学科教職課程（中学校教諭一種免許状理科，高等学校教諭一種免許状理科）認定                生命・環境科学部食品生命科学科教職課程（中学校教諭一種免許状理科，高等学校教諭一種免許状理科）認定                生命・環境科学部環境科学科教職課程（中学校教諭一種免許状理科，中学校教諭一種免許状社会，高等学校教諭一種免許状理科，高等学校教諭一種免許状公民）認定 2008（平成 20）年 4 月 1 日 生命・環境科学部臨床検査技術学科，食品生命科学科及び環境科学科開講                  環境保健学部健康環境科学科，衛生技術学科及び環境政策学科は募集停止                麻布大学研究推進・支援本部を設置 2009（平成21）年  6 月  1 日 政岡俊夫理事長となる          10 月  1 日 事務組織を改組（総務部及び教務部の二部制施行，監査室及び事務改革室の設置） 2010（平成22）年  3 月 17 日 Companion Dog Laboratory（ｺﾝﾊﾟﾆｵﾝ・ﾄﾞｯｸﾞ・ﾗﾎﾞﾗﾄﾘ）竣工          4 月  1 日 事務局総務部経営企画課事務支援センターを設置 2011（平成23）年  5 月 26 日 茨城県桜川市の学園所有地を処分 
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          9 月 30 日 生命・環境科学部棟、麻布獣医学園アリーナ及び特別高圧変電所竣工 2012（平成24）年  4 月  1 日 事務局総務部経営企画課に学長室を設置、事務改革室を業務終了に伴い廃止 2013（平成25）年  3 月 31 日 環境保健学部健康環境科学科，衛生技術学科及び環境政策学科廃止    事務局総務部経営企画課事務支援センター廃止           6 月 28 日 生命・環境科学部臨床検査技術学科，食品生命科学科及び環境科学科の入学定員変更及び編入学定員の廃止届出           7 月 30 日 馬場の移設竣工 2014（平成26）年  3 月 28 日 カフェテリアさくら竣工           4 月  1 日 麻布大学附属渕野辺高等学校の校名を麻布大学附属高等学校に名称変更           6 月 25 日 柏崎直巳理事長となる   浅利学長となる                  学長任期満了に伴う選挙の結果，麻布大学教授獣医学博士浅利昌男が選任された。なお，前学長政岡俊夫は名誉学長となる。           7 月 14 日 産業動物臨床教育センター（ＬＡＶＥＣ）竣工          12 月 22 日 長野県信濃研修場（佐久市）を処分 2015（平成27）年  3 月 31 日 テラスいちょう竣工         事務局総務部経営企画課学長室を業務終了に伴い廃止           4 月  1 日 麻布大学地域連携センターを設置  事務局総務部にＩＲ室を設置  メンタルヘルス相談室を設置           7 月 10 日 麻布大学いのちの博物館竣工（9月15日開館）           8 月 31 日 ウィンドチャイム（WindChimes）竣工           9 月 12 日 学園創立125周年記念式典挙行          10 月  1 日 事務組織を改組（経営企画課，ＩＲ室，人事課，入試・広報課，経理課，管財課，教務課，学生支援・国際交流課，キャリア支援・地域連携課，学術支援課） 2016（平成28）年  3 月 31 日 大学院環境保健学研究科環境衛生政策専攻（修士課程）廃止           4月  1 日 大学院獣医学研究科動物応用科学専攻博士前期課程の収容定員変更          10 月  1 日 事務組織を改組（一部機能の統合・分轄を行い、広報・IR 室、地域連携室、入試課、キャリア・就職支援課を改組・設置） 2017（平成29）年  1 月 20 日 豚舎，更衣室棟及び飼料倉庫の竣工  
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Ⅲ 大学におけるその年度（平成28年度）の特色ある活動 
 
大 学 年 報 
 
《トピックス》 〇獣医学部動物応用科学科の入学定員を120人から130人に定員増に係る学則変更認可 （平成28年 6 月30日）  ○日本獣医生命科学大学との連携協定を締結（平成28年 8 月 1 日）  〇私立大学研究ブランディング事業「動物共生科学の創生による、ヒト健康社会の実現」に選定（平成28年11月22日）  ○私立大学等改革総合支援事業（産学連携：タイプ 3 ）に選定（平成28年12月 2 日）  〇豚舎，更衣室棟及び飼料倉庫の竣工（平成29年 1 月20日）  〇全国食肉衛生検査所協議会との連携協力に関する包括協定を締結（平成29年 3 月31日）  〇学校教育法第109条第 2 項に基づく平成29年度大学基準協会大学評価（認証評価）申請  （平成29年 3 月31日）  〇公益財団法人大学基準協会獣医学教育に関する基準に基づく獣医学教育評価を申請 （平成29年 3 月31日） 
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Ⅳ 教育・研究 ２８年度年報目次 
 学長  浅利昌男 ·································· 15 
 獣医学部 .................................. 19  獣医学科 ............................... 21   教 授 山本雅子 ························ 22       折戸謙介 ························ 26       山下 匡 ························ 31       村上 賢 ························ 35       浅井史敏 ························ 41       代田欣二 ························ 46       宇根有美 ························ 51       阪口雅弘 ························ 58       田原口智士 ······················ 64       黄 鴻堅 ························ 68       土屋 亮 ························ 72       藤井洋子 ························ 76       塚本健司 ························ 81       勝俣昌也 ························ 85       金子一幸 ························ 89       髙木敬彦 ························ 93       猪股智夫 ························ 98       山田一孝 ······················· 102   准教授 市原伸恒 ······················· 107       坂上元栄 ······················· 111       西田利穂 ······················· 116       白井明志 ······················· 120       上家潤一 ······················· 124       池田輝雄 ······················· 129       平 健介 ······················· 133       久末正晴 ······················· 137       恩田 賢 ······················· 141       齋藤弥代子 ····················· 146       河合一洋 ······················· 150       須永藤子 ······················· 155       鈴木武人 ······················· 159       加藤行男 ······················· 163       並河和彦 ······················· 168   講 師 大石元治 ······················· 172       松井久実 ······················· 177 
      井上真紀 ······················ 181       岡本まり子 ···················· 185       内山淳平 ······················ 190       新井佐知子 ···················· 195       佐藤礼一郎 ···················· 199       青木卓磨 ······················ 204       藤田幸弘 ······················ 208       石原章和 ······················ 212       茅沼秀樹 ······················ 216       篠塚康典 ······················ 220       野口倫子 ······················ 225       杉田和俊 ······················ 230       岡谷友三アレシヤンドレ ········ 234       塚本篤士 ······················ 238   助 教 永根大幹 ······················ 242       藤野 寛 ······················ 246       根尾櫻子 ······················ 251       金井詠一 ······················ 255       村上裕信 ······················ 259 
 
 動物応用科学科 ....................... 265   教 授 神作宜男 ······················ 266       柏崎直巳 ······················ 271       滝沢達也 ······················ 276       田中智夫 ······················ 281       植竹勝治 ······················ 287       菊水健史 ······················ 292       代田眞理子 ···················· 298       坂田亮一 ······················ 303       大木 茂 ······················ 309   准教授 伊藤潤哉 ······················ 314       田中和明 ······················ 319       南 正人 ······················ 324       塚田英晴 ······················ 329       茂木一孝 ······················ 334       和久井 信 ···················· 340   講 師 戸張靖子 ······················ 345       大谷伸代 ······················ 350       竹田志郎 ······················ 354     
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  基礎教育系 ............................ 359   教 授 佐原弘益 ······················· 360   准教授 石井康夫 ······················· 365       委文光太郎 ····················· 369   講 師 荻原利彦 ······················· 373       紙透伸治 ······················· 377       廣田祐士 ······················· 382  生命・環境科学部 ....................... 387  臨床検査技術学科 ..................... 389   教 授 岩橋和彦 ······················· 390       宮武昌一郎 ····················· 394       髙木邦明 ······················· 398       島田章則 ······················· 402       古畑勝則 ······················· 406   准教授 吉原英児 ······················· 411       三田明弘 ······················· 416       村山 洋 ······················· 420       栗林尚志 ······················· 425       本田晃子 ······················· 429   講 師 曽川一幸 ······················· 433       角野洋一 ······················· 438       荻原喜久美 ····················· 442       石﨑直人 ······················· 447       髙田香世子 ····················· 451 
  食品生命科学科 ....................... 457   教 授 福山正文 ······················· 458       小西良子 ······················· 462       守口 徹 ······················· 468       武田 守 ······················· 474       良永裕子 ······················· 479   准教授 島津德人 ······················· 484   講 師 大仲賢二 ······················· 489       小林直樹 ······················· 493   助 教 山本純平 ······················· 498       北岡千佳 ······················· 502  
 環境科学科 ···························· 507   教 授 伊藤彰英 ······················ 508       稲葉一穂 ······················ 512       遠藤 治 ······················ 516       コリンズ パトリック ·········· 520   准教授 大河内由美子 ·················· 525       関本征史 ······················ 529       川上 泰 ······················ 534       大倉健宏 ······················ 538   講 師 久松 伸 ······················ 542       秋山孝洋 ······················ 546       村山史世 ······················ 550       原田 公 ······················ 555       リンチ ジョナサン ············ 559       中野和彦 ······················ 563  
 寄附講座 .............................. 569   特任准教授 原馬明子 ······················ 570  
 教職・学芸員課程 ..................... 575   教 授 小玉敏也 ······················ 576   講 師 福井智紀 ······················ 580  附置生物科学総合研究所 ................ 585   准教授 落合秀治 ······················ 587 
 附属動物病院 ............................ 593   教 授 斑目広郎 ······················ 595       印牧信行 ······················ 599   准教授 渡邊俊文 ······················ 604   講 師 圓尾拓也 ······················ 608       川原井晋平 ···················· 612   助 教 伊藤哲郎 ······················ 616 
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２８年度    
学   長 
－ 13 －

 － 15 －
【氏名】 氏名 浅利 昌男  
【現職】  学科名  研究室名  職名 学長 発令年月日 1995年10月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 岩手大学大学院・農学研究科・修士課程・1976年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布獣医科大学・獣医学部・獣医学科・1974年卒業   〔取得学位〕 獣医学博士 麻布大学 （乙237号） 農学修士 岩手大学大学院 （修202号）  
【職歴】 1977年-1981年 1981年-1987年 1985年-1986年 1987年-1995年 1990年-1990年 1995年-2014年 1995年-2014年 2003年-2005年 2004年-2010年 2006年-2008年 2007年-2009年 2008年-2010年 2008年-2014年 2011年-2014年 2010年-2014年 2010年-2017年 
麻布獣医科大学獣医学部 助手 麻布大学獣医学部 講師 コーネル大学獣医学部在外研修 麻布大学獣医学部 助教授 テキサスA&M大学獣医学部在外研修 麻布大学獣医学部 獣医学科教授 大学院獣医学研究科委員 獣医学科基礎獣医学系主任 北里大学非常勤講師 麻布大学大学院獣医学研究科獣医学専攻主任 麻布獣医学園理事 麻布大学獣医学部獣医学科長 日本獣医生命科学大学非常勤講師 城西大学薬学部・非常勤講師 麻布大学 獣医学部長 麻布大学長 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕     
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕      〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕      〔所属学会〕 日本獣医解剖学会 (国内) 日本獣医学会 (国内) 日本解剖学会 (国内) 獣医神経病研究会 (国内) 
World Association of Veterinary Anatomists 
American Association of Anatomists  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕      〔感謝状等〕     
 － 16 －
 〔永年勤続表彰等〕      〔その他〕  
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数    〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学概論(2;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 動物のリンパ排導路の観察;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 12830号（1974年） 教育職員免許中学校教諭 1 級 高等学校教諭 2 級免許 (1974年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     
 － 17 －
  3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)      4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
犬と猫の神経病学総論・技術編 共著 2016年7月20日 株式会社緑書房 監修者：長谷川大輔、 枝村一弥、齋藤弥代子 28-63    〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）  
－ 16 －
 － 18 －
  〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数  派遣数    〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数  派遣数    〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称 一般社団法人私立獣医科大学協会理事   〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名 学長理事   〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名 学長   〔各種委員会に関する事項（大学）〕 国庫助成に関する全国私立大学教授会連合学内委員会   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
         
２８年度    
獣 医 学 部 
－ 19 －

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
２８年度 
 
 
 
獣  医  学  科 
 
 
－ 21 －
 － 29 －
【氏名】 氏名 山本 雅子  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科  研究室名 解剖学第二研究室 職名 教授 発令年月日 2005年10月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 お茶の水女子大学大学院・理学研究科・生物学専攻・修士課程・1977年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 新潟大学・理学部・生物学科・1974年卒業   〔取得学位〕 理学修士 お茶の水女子大学大学院 （修理第160号） 農学博士 東京大学大学院 （第7060号）  
【職歴】 1977年-1979年 1979年-1980年 1980年-1984年 1984年-1990年 1984年-1991年 1990年-現在 1991年-2005年 1992年-2013年 2005年-現在 2005年-現在 2006年-2012年 2011年-2014年 2012年-2013年 2012年-2016年 
東京慈恵会医科大学助手 麻布獣医科大学獣医学部 助手 麻布大学獣医学部 助手 麻布大学大学院獣医学研究科授業担当（修士課程） 麻布大学獣医学部 講師 麻布大学大学院獣医学研究科授業担当（博士課程） 麻布大学獣医学部 助教授 東京大学非常勤講師 麻布大学獣医学部 獣医学科教授 獣医学研究科委員 獣医学部獣医学科基礎獣医学系主任 学長補佐 北里大学非常勤講師 麻布獣医学園理事 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    1 件 
 〔学会賞等・年〕   〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕   〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕   〔所属学会〕 日本獣医学会 (国内) 日本解剖学会 (国内) 日本先天異常学会 (国内) 
The Society for Experimental Biology and Medicine 
American Association of Anatomists 日本獣医解剖学会 (国内) 日本女性学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕  
2
 － 30 －
 〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学特論(2;必修)、獣医組織学(1;必修)、獣医組織学実習(1;必修)、獣医発生学(1;必修)、総合獣医学(3;必修)、 卒業論文(5;必修)、卒業論文(6;必修)、動物発生学(2;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 環境・食糧・生命操作問題(2;選択)、小動物獣医総合臨床(8;必修)、専門ゼミⅠ(2;必修)、動物機能解剖学実習(1;必修)、 動物機能解剖学Ⅰ(2;必修)、動物機能解剖学Ⅱ(1;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 妊娠中の環境かく乱物質への暴露が生後の生殖器系および内分泌系へ及ぼす影響;胎生期の内分泌腺の発達のメカニズム;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 生殖発生毒性専門家(日本先天異常学会認定 RDT(Reproductive and Developmentak Toxicologist)(2001年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     
－ 22 － 23
 － 31 －
  3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)      4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
小動物の胸部疾患   2016年11月   山根義久 執筆・監修 他、共著者23名     〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Potential of Methylmercury-induced 
death in rat cerebellar granular neurons 
occurs by further decrease of total 
intracellular GSH with BDNF via TrkB 
in Vitro. 
共著 2016年6月 Biol Pharm. Bull. 36(6)   1047-1054  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式第56回日本先天異常学会学術集会 皮膚組織構造の雌雄差に対するホルモンの役割 森田 慶、星川卓也、 坂上元栄、有嶋和義   2016年 7月19日～ 2016年 7月29日 25   
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）  
24
 － 32 －
  〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数  派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称 相模原市文化財保護審議会委員、内閣府食品安全委員会農薬専門調査会専門委員、相模原市人事委員会委員   〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名 麻布獣医学園法人 評議員、麻布獣医学園法人 理事   〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名 人事委員会、企画委員会、給与委員会、創立125周年記念事業委員会、創立125周年実行委員会年史実行委員会委員長   〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 学生用顕微鏡管理・整備委員会委員長，麻布大学ハラスメント等防止委員会委員   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕 防災委員会  
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 24 － 25
 － 26 －
【氏名】 氏名 折戸 謙介  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 研究室名 薬理学研究室 職名 教授 発令年月日 2013年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 東北大学・東北大学大学院・医学部・病態科学系専攻・博士課程・1996年   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・・1990年卒業   〔取得学位〕 博士（医学） 東北大学・東北大学大学院 （医第2894号）  
【職歴】 1990年-1994年 1994年-2000年 2000年-2008年 2003年-2017年 2008年-2017年 2008年-2013年 2013年-現在 2016年- 2016年4月- 2016年12月- 
日本ロシュ株式会社研究所薬理部研究員 株式会社 大塚製薬研究所研究員 麻布大学獣医学部 獣医学科講師 株式会社ノベルテック（大学発ベンチャー）取締役 東京農工大学客員教授 麻布大学獣医学部 獣医学科准教授 麻布大学獣医学部 獣医学科 生理学第二教授 学科長 農林水産省・獣医事審議会臨時委員 厚生労働省薬事・食品衛生審議会臨時委員 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    3 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕 『小動物臨床における抗癲癇薬の特徴』World Association of Traditional Chinese Veterinary Medicine 2016.8.30 
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕 『ステロイドの光と影』第20回記念 日本獣医皮膚科学会学術大会『治せる皮膚科を目指して』大宮ソニックシティ2017.3.12. 9:15-11:40 
 〔所属学会〕 日本薬理学会 (国内) 日本神経精神薬理学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕      
 － 27 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学特論(2；必修)、卒業論文(5；必修)、専門ゼミⅠ(2；選択)、獣医生理学Ⅰ(2；必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学概論(2；必修)、獣医生理学実習Ⅱ(1；必修)、小動物獣医総合臨床(8；必修)、先端獣医医療(1；選択)、 環境毒性学実習(2；必修)、総合獣医学(3；必修)、動物生理学Ⅰ(2；必修)、動物生理学実習(1；必修)、   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 0 副査回数（学内） 1 副査回数（学外） 0  
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 動作解析学,行動;循環薬理学,循環器;毒性学;臨床薬理学;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許（30181）（1992年）   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 
A combination drug for treating vascular 
disorder. 
  閉塞性の末梢動脈疾患治療剤   
Infant movement analysis system and  
infant movement analysis method 
  跛行診断システム   歩行異常判定と治療薬のスクリーニングシステム：骨粗鬆症モデルマウスを用いた検討   カレープラント抽出物を有効成分とする血流改善剤   ヘリピロンAの男性性機能改善作用     〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     
－ 26 －
 － 28 －
  2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額) 株式会社キノス『黒マカエキス末の男性機能改善効果に関する研究』（2015.11.20-2016.5.30） 18（+2間接経費）万円株式会社興人 共同研究（2016.5.1-2017.3.31）『グルタチオンのラットへの投与試験』 90（+10間接経費）万円   4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む） 大学発ベンチャー企業 株式会社ノベルテック運営 東京農工大学農学部客員教授 
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 薬用量マニュアル 犬・猫・エキゾチックアニマル［第4版］ 中毒治療薬 共著 2016年10月 日本小動物獣医師会 折戸謙介 178-182  獣医臨床のための免疫学 第11章 薬物治療 共著 2016年 7月 学窓社 折戸謙介 267-271  犬と猫の神経病学 総論・技術編 第7章 神経薬理学 共著 2016年 7月 緑書房 折戸謙介 233-249  犬と猫の治療薬ガイド2017ポケット版 共著 2016年12月 インターズー 大草潔、折戸謙介編集   犬と猫の治療薬ガイド2017 共著 2016年12月 インターズー 大草潔、折戸謙介編集     〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Antibodies reacting to carbonic 
anhydrase isozymes (I, II) and albumin 
in sera from dogs 
共著 2016年 6月 Res Vet Sci 106 Nishita, T.*, Miyazaki, R.,  Miyazaki, T., Ochiai, H.  
and Orito, K.
180-2  
Swing time ratio, a new parameter of 
gait disturbance, for the evaluation of 
the severity of neuropathic pain in a rat 
model of partial sciatic nerve ligation. 
共著 2016年5-6月 J Pharmacol Toxicol Methods 79 Matsuda, K., Orito, K.,  Amagai, Y., Jang, H.,  
Matsuda, H. and Tanaka, A.* 
7-14  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考         〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 猫における心不全治療薬の薬理 共著 2016年12月 Vet i 17 折戸謙介、宋朦 22-26  注射強心薬の薬理 単著 2016年11月 Veterinary Circulation 5(4) 折戸謙介 14-20  
 － 29 －
論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 副腎皮質ステロイドってどんなクスリ？ 単著 2016年 5月 Small Animal Dermatology 12(3) 折戸謙介 4-8  
シクロスポリンってどんなクスリ？ 単著 2016年 5月 Small Animal 
Dermatology
12(3) 折戸謙介 28-29  
アザチオプリンってどんなクスリ？ 単著 2016年 5月 Small Animal 
Dermatology
12(3) 折戸謙介 38  
循環器薬の正しい使用法がわかる臨床薬理学17 抗不整脈薬 共著 2016年 5月 Veterinary Circulation 5(2) 志賀俊紀、折戸謙介 86-93    〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
     
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所 
新潟小動物臨床研究会  『臨床に役立つ“くすり”の話』 2016年7月17日 サンルート新潟 
World Association of 
Traditional Chinese 
Veterinary Medicine  
 『小動物臨床における抗癲癇薬の特徴』 2016年8月30日  
大阪麻布臨床獣医研究会  『獣医臨床で使える!?薬理・生理のハナシ』 2016年9月11日 大阪ECO動物海洋専門学校
日本臨床獣医学フォーラム  『これだけは知っておきたい抗てんかん薬の相互作用』 2016年9月24日 ホテルニューオータニ
獣医師の卒後再教育プログラム アドバンス イン 農工大！  
『投薬・代謝からみたネコ独特な身体のしくみ』ネコを学ぼう！－ネコの病気に関する最近の知見－ 
2016年11月23日 東京農工大学 
地域セミナー  『循環器薬アップデート』 2016年12月3日 アニマルクリニック こばやし 
学祭企画  『小動物臨床で役立つクスリの話』 2016年12月18日 大阪府社会福祉会館 （大阪） 
JCVIM2017  『異物摂取の現状と催吐剤』 2017年2月18日 パシフィコ横浜 第20回記念 日本獣医皮膚科学会学術大会『治せる皮膚科を目指して』  『ステロイドの光と影』 2017年3月12日 9:15-11:40 大宮ソニックシティ   〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数  派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    
－ 28 －
 － 30 －
 〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等） 『獣医学科でまなぶこと』神奈川県立追浜高校 2016.6.29  
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名 獣医学科長   〔各種委員会に関する事項（大学）〕 キャリア形成と就職支援に関する対策委員、学生委員会委員、学部学生指導委員会委員、学術情報委員会委員、職務発明審査委員   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等 麻布獣医学会総務運営委員   〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
 － 39 －
【氏名】 氏名 山下 匡  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 生化学（獣医） 研究室名 生化学研究室 職名 教授 発令年月日 2012年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 北海道大学・獣医学研究科・・修士課程・1989年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 北海道大学・獣医学部・獣医学科・1987年卒業   〔取得学位〕 獣医学学士 北海道大学 獣医学修士 北海道大学 博士（獣医学） 北海道大学  
【職歴】 1989年-1995年 1995年-2000年 2001年-2004年 2004年-2006年 2006年-2007年 2007年-2012年 2012年-現在 2012年-現在 
北海道大学獣医学部獣医学科助手 北海道大学大学院獣医学研究科助手 米国国立研究所研究員 東京大学医科学研究所客員助教授 北海道大学大学院先端生命科学研究院特任准教授 北海道大学大学院先端生命科学研究院助教授・准教授 麻布大学教授 麻布大学獣医学部 獣医学科 生化学（獣医）教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕   〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕   〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕   〔所属学会〕   
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数   
－ 30 － 1
 － 40 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数    〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)      3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)      4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）     
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（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    
－ 32 － 33
 － 42 －
 〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
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【氏名】 氏名 村上 賢  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 研究室名 分子生物学研究室 職名 教授 発令年月日 2005年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 麻布大学大学院・獣医学研究科・獣医学専攻・修士課程・1986年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・獣医学科・1984年卒業   〔取得学位〕 獣医学修士 麻布大学大学院 （511号） 博士（理学） 東京都立大学大学院 （第995号）  
【職歴】 1986年-1989年 1989年-1991年 1990年-1992年 1992年-1994年 1994年-1998年 1998年-現在 1998年-2002年 2002年-2005年 2005年-現在 2006年-2009年 2007年-2010年 2008年-2012年 2008年-2012年 2012年-2014年 2012年-2016年 2016年-現在 2016年-現在 
日立化成工業株式会社茨城研究所 米国California大学Irvine校医学部免疫学研究室 
Hitachi Chemical Research Center, Inc.基礎研究部細胞生物学研究室 日立化成工業株式会社医薬品研究所 麻布大学獣医学部 助手 麻布大学大学院獣医学研究科獣医学専攻授業担当 麻布大学獣医学部 講師 麻布大学獣医学部 助教授 麻布大学獣医学部 獣医学科教授 基礎獣医学系副主任 学長補佐 研究推進・支援本部長 大学院獣医学研究科獣医学専攻主任 基礎獣医学系主任 大学院獣医学研究科長 学長補佐 学術情報センター長・いのちの博物館館長 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 日本獣医学会評議員 継続 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    7 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本水産学会 (国内) 
International Society for Animal Genetics 日本DNA多型学会 (国内) 日本獣医学会 (国内) 日本分子生物学会 (国内) 日本獣医師学会 (国内) 日本動物学会 (国内) 日本遺伝学会 (国内) 日本発生生物学会 (国内) 
－ 34 － 35
 － 44 －
水産育種研究会 (国内) 
American Society for Bone and Mineral Research 
DNA鑑定学会 (国内) 日本食品微生物学会 (国内) 日本カンピロバクター研究会 (国内) 狂犬病臨床研究会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 分子生物学(A2)(2.0;必修)、分子生物学(V1)(2.0;必修)、最新のバイオサイエンス(V4)(1.0;選択)、細胞生物学(A1)(2.0;必修)、 細胞生物学(V1)(2.0;必修)、獣医学特論Ⅰ(V5)(2.0;必修)、獣医学特論Ⅱ(V6)(2.0;必修)、卒業論文(V6)(8.0;必修)   〔教育担当科目（大学院）〕   ・科目名，単位数 分子生物学特論(2;)、分子生物学特別演習Ⅰ(2;)、分子生物学特別演習Ⅱ(2;)、分子生物学特別演習Ⅲ(2;)、 分子生物学特別演習Ⅳ(2;)、分子生物学特別実験Ⅰ(3;)、分子生物学特別実験Ⅱ(3;)、分子生物学特別実験Ⅲ(3;)、 分子生物学特別実験Ⅳ(3;)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 総合獣医学(3;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 1 副査回数（学内） 1 副査回数（学外） 0 
 
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 動物のDNA鑑定とDNA診断；各種動物の分子系統進化学的解析；多倍数性フナにおける雌性クローン生殖の分子機序の解明；多能性幹細胞から免疫担当細胞を含む各種細胞への分子機序（遺伝子発現制御機構）の解明；遺伝子発現制御機構や細胞内情報伝達因子の相互作用の解明；野生動物のDNA型による種の特定と個体識別法の確立、遺伝子診断法の開発；イヌ先天性脱毛症の遺伝子解析；組織特異的転写因子Mitfが破骨細胞分化ならびに機能において果たす役割とその機構；フラミンゴ、ペンギンのDNA鑑定による雌雄判別；  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 第24883号(1986年) 乙種第4類危険物取扱者免許 交付番号00416(1987年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号    
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  〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)       2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）（基盤研究（C）（一般））課題番号 15K07773 村上 賢 TGF-βによるイヌ破骨細胞形成調節；マウス破骨細胞形成モデルと異なる機構の解明 1,200,000円   2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額) ① 200,000円② 700,000円③ 200,000円   3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額) ① 25,000円② 20,000円③ 15,000円④ 140,000円⑤ 25,000円⑥ 20,000円⑦ 16,000円⑧ 7,000円   4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考 
       〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考 
Expression of uncoupling protein 1 in 
bovine muscle cells. 
共著 2016年12月 J. Anim. Sci. 94(12)
Abd Eldaim M. A.,  
Hashimoto, O., Ohtsuki, H.,  
Yamada, T., Murakami, M.,  
Onda, K., Sato, R.,  
Kanamori, Y., Qiao, Y., 
Tomonaga, S., Matsui, T. and 
Funaba, M.
5097-5104  
Regulation of hepcidin expression by 
inflammation-induced activin B. 
共著 2016年12月 Sci. Rep. 6(6) Kanamori, Y., Sugiyama, M., Hashimoto, O., Murakami, M., 
Matsui, T. and Funaba, M. 
38702  
－ 36 － 37
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論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考 
New categories designated as 
healthcare-associated and community-
associated methicillin-resistant 
Staphylococcus pseudintermedius in 
dogs. 
共著 2016年 8月 Microbiology and 
Immunology 
60(8) Kasai, T., Saegusa, S.,  Shirai, M., Murakami, M. and 
Kato, Y. 
540-551  
Smad8/9 is regulated through the BMP 
pathway. 
共著 2016年 8月 J. Cell. Biochem. 117(8) Katakawa, Y., Funaba, M. 
and Murakami, M. 
1788-1796  
Distribution of major staphylococcal 
cassette chromosome mec types and 
exfoliative toxin genes in 
Staphylococcus pseudintermedius 
strains from dogs with superficial 
pyoderma 
共著 2016年 3月 麻布大学雑誌 27 Kasai, T., Kato, Y.,  Saegusa, S. and  
Murakami, M. 
27-31  
Expression and role of the TGF-β 
family in glial cells infected with 
Borna disease virus. 
共著 2016年 2月 Microbes Infect. 18(2) Nishino, Y., Murakami, M. 
and Funaba, M. 
128-136  
Direct action of capsaicin in brown 
adipogenesis and activation of brown 
adipocytes. 
共著 2016年 1月 Cell Biochem. Funct. 34(1) Kida, R., Yoshida, H., Murakami, M., Shirai, M., 
Hashimoto, O., Kawada, T., 
Matsui, T. and Funaba, M. 
34-41  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考 ボルナ病ウイルスの病原性発現メカニズム解明の研究動向：TGF-βファミリー経路の関与 共著 2016年9月 日本獣医師会雑誌 69(9) 西野佳以、村上 賢、 舟場正幸 517-523  肥育牛の脂肪組織中に褐色/べージュ脂肪細胞が存在することの証明ならびに飼料条件の変化に伴う活性の変化 共著 2016年9月 栄養生理研究会報 60(2)
舟場正幸、山田知哉、 橋本 統、村上 賢、 金森燿平、松井 徹 85-97  
  〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
日本畜産学会第121回大会 黒毛和種去勢牛の脂肪組織由来間質脈管系細胞から分化誘導した脂肪細胞はUCP1を発現する 
○喬 宇航、村上 賢、友永省三、舟場正幸、 松井 徹 日本獣医生命科学大学 2016年 3月27日～ 2016年 3月30日   
第39回日本分子生物学会年会 HepG2細胞におけるIL-1βによるペプシジン遺伝子発現誘導 ○金森耀平、村上 賢、松井 徹、舟場正幸 パシフィコ横浜 2016年11月30日～ 2016年12月 2日    
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所       
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 〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）  
 
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名 評議員   〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 
役職名 学術情報センター運営委員会委員長、学術情報委員会、委員長情報システム委員会、麻布大学いのちの博物館運営委員会委員長、麻布大学いのちの博物館企画委員会委員長、学部学生指導委員会委員長、麻布大学における人を対象とする医学系研究及びヒトゲノム・遺伝子解析に関する倫理審査委員会委員長   〔各種委員会に関する事項（大学）〕 ファカルティ・ディベロップメント委員会、学生委員会、研究推進・支援本部会、放射線安全委員会、麻布大学における人を対象とする医学系研究及びヒトゲノム・遺伝子解析に関する倫理審査委員会、組織DNA実験安全委員会、動物実験委員会、麻布大学年報編集委員会、学術情報センター運営委員会、学術情報委員会、情報システム委員会、麻布大学いのちの博物館運営委員会、麻布大学いのちの博物館企画委員会、学部学生指導委員会   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕  
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（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
0
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【氏名】 氏名 浅井 史敏  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 研究室名 薬理学研究室 職名 教授 発令年月日 2008年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 徳島県立城南高等学校卒業 1972・・・1972年卒業 東京大学理科Ⅱ類入学・農学部・畜産獣医学科・1977年卒業 独国ケルン大学薬理学研究所客員研究員・・・1986年その他 浜松医科大学研究生・・・1993年その他   〔取得学位〕 農学博士 東京大学 （6830）  
【職歴】 1981年-1999年 1991年-2003年 1996年-2000年 2008年-現在 2009年-現在 2009年-現在 
三共株式会社（現 第一三共株式会社） 日本獣医生命科学大学非常勤講師 東京大学非常勤講師 麻布大学獣医学部獣医学科教授 獣医学部・獣医学科学生指導委員会委員 獣医学部・獣医学科職務発明審査委員会委員 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    2 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本薬理学会 (国内) 日本獣医学会 (国内) 
International Society on Thrombosis & Haemostasis(ISTH) 日本循環薬理学会 (国内) 日本トキシコロジー学会 (国内) 日本獣医師会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕    
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【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学特論(2;必修)、獣医薬理学各論(2;必修)、獣医薬理学総論(2;必修)、卒業論文(5;必修)、卒業論文(6;必修)、 専門ゼミⅡ(2;選択)、動物薬理学(2;選択)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医薬理学実習(1;必修)、総合獣医学(3;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）  
 
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 肥満を伴う 2 型糖尿病ラットの病態解析;イヌの歯周病と全身疾患の関連に関する研究;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許（第22522号） (1983年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 2型糖尿病の発症を予防する寄生虫   
Porphromonas gulaeの線毛タイプ     〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)
科学研究補助金 伊藤勝昭 過活動膀胱におけるP2X受容体の役割解明とその受容体を標的とした治療薬の応用 0円
科学研究費補助金 浅井史敏 人獣共通感染症としての犬歯周病に関する研究 0円   2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     
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  3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Therapeutic effects of liraglutide, a 
glucagon-like peptide-1 analog, in 
diabetic WBN/Kob-Leprfa rats with 
obesity and chronic pancreatitis. 
共著 2016年10月 Integr Obesity & 
Diabetes 
2(5) ◎Nagakubo, D., Shirai, M.,  Wakabayashi, K.,  
Nakamura, Y., Kaji, N. and 
Asai, F.
265-270  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
樹液成分マスティックの抗菌作用 共著 2016年 8月 獣医畜産新報 69(8) ◎加藤行男、東出京子、 小林郁美、阿部信之介、 白井明志、浅井史敏 599-602    〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第25回日本循環薬理学会 
肥満を伴う2型糖尿病モデル WBN/Kob-Lepfa ラットの血圧および血管反応性に対する高食塩食負荷の影響 
〇髙木善市、門脇はるの、小林郁美、伊藤 薫、 伊藤勝昭、白井明志、 浅井史敏 
奈良県 奈良市 2015年12月 4日～ 2016年12月 4日    
第43回 日本毒性学会学術年会 
新たな骨格筋障害バイオマーカーとしての2-
hydroxyglutarateの可能性 －ラットにおけるメタボロミクス解析－ 
○大林久佐邦、小林尚子、根津義和、土屋由美、 高崎 渉、白井明志、 浅井史敏 
ウインクあいち 2016年 6月19日～ 2016年 6月19日    
第159回 日本獣医学会学術集会 WBN/Kob- Lepr
fa
 ラットの2型糖尿病発症に対する高食塩食負荷の影響 
〇髙木善市、杉本太一、小林郁美、白井明志、 浅井史敏 
日本大学（神奈川県藤沢市） 2016年 9月 6日～ 2016年 9月 6日    
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学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第159回 日本獣医学会学術集会 
ラット血漿中2-
hydroxyglutarateの骨格筋障害バイオマーカーとしての可能性 
〇大林久佐邦、小林尚子、根津義和、矢本 敬、 白井明志、浅井史敏 
日本大学（神奈川県藤沢市） 2016年 9月 6日～ 2016年 9月 6日 496  
第18回 日本臨床獣医学フォーラム年次大会2016 
僧帽弁閉鎖不全症の犬における歯周病原性細菌
Porphyromonas gulae保有状況 
○白井明志、加藤行男、村上 賢、山崎由衛、 仲野道代、野村良太、 仲野和彦、浅井史敏 
東京（ホテルニューオータニ） 2016年 9月23日～ 2016年 9月23日    
第135回 日本薬理学会関東部会 
高食塩食による肥満を伴う2型糖尿病モデル
WBN/Kob- Lepr
fa
 ラット に対する糖尿病発症への影響 
〇高木善市、杉本太一、小林郁美、白井明志、 浅井史敏 静岡県 浜松市 2016年10月 8日～ 2016年10月 8日    
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 
委員会等の名称 科学技術振興機構・産学共同シーズイノベーション化事業アドバイザー、科学技術振興機構A-STEP分野別評価委員評価委員（創薬分野）   〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名  
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  〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 44 － 45
 － 54 －
【氏名】 氏名 代田 欣二  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 研究室名 病理学研究室 職名 教授 発令年月日 2007年4月1日    
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 東京大学大学院・農学系研究科・獣医学専攻・修士課程・1978年修了 東京大学大学院・農学系研究科・獣医学専攻・博士課程・1981年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 東京農工大学・農学部・獣医学科・1976年卒業   〔取得学位〕 農学修士 東京大学大学院 （農修第1069号） 農学博士 東京大学大学院 （農博第640号）  
【職歴】 1981年-1982年 1982年-1986年 1982年-1986年 1986年-1998年 1986年-1995年 1995年-1996年 1996年-2014年 1998年-現在 2001年-現在 2001年-2003年 2002年-2003年 2002年-2010年 2002年-2003年 2003年-2004年 2004年-2005年 2005年-2006年 2006年-現在 2007年-現在 2010年-現在 2011年-2013年 2012年-2014年 2016年-現在 
麻布大学獣医学部 獣医学科助手 麻布大学大学院獣医学研究科授業担当（修士課程） 麻布大学獣医学部 獣医学科講師 麻布大学大学院獣医学研究科授業担当（博士課程） 麻布大学獣医学部 獣医学科助教授 麻布大学附置 生物科学総合研究所助教授 麻布大学附置 生物科学総合研究所教授 麻布大学大学院獣医学研究科委員会委員 附置生物科学総合研究所運営委員会委員 人権委員会委員 人権委員会委員長 麻布大学附置生物科学総合研究所所長 東京農工大学非常勤講師 東京農工大学非常勤講師 東京農工大学非常勤講師 東京農工大学非常勤講師 大学院獣医学研究科運営委員 麻布大学獣医学部 獣医学科教授 附置生物科学総合研究所部門長 国立大学法人北海道大学非常勤講師 生物科学総合研究所所長 獣医学部・獣医学科病態系その他 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 日本獣医病理学専門家協会（JCVP）理事 継続 日本獣医病理学専門家協会理事長 継続(2017年 9月まで) 日本獣医皮膚科学会監事 日本獣医腎泌尿器学会監事  〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    6 件  〔学会賞等・年〕 平成28年度日本獣医皮膚科学会優秀論文賞（共著者）・2017年 日本獣医病理学専門家協会学術集会大会長賞（共同発表者）・2017年 
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕 第33回日本毒性病理学会学術集会シンポジウム「犬の中毒症」 
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 〔所属学会〕 日本獣医学会 (国内) 日本腎臓学会 (国内) 日本病理学会 (国内) 日本毒性病理学会 (国内) 日本トキシコロジー学会 (国内) 日本獣医がん学会 (国内) 
International Society of Nephrology 日本獣医師会 (国内) 日本獣医臨床病理学会 (国内) 日本獣医皮膚科学会 (国内) 日本獣医病理学会 (国内) 
American Society for Investigative Pathology 
American Society of Nephrology 日本獣医学会 (国内) 
WSAVA International Renal Standerdization Study Group 日本獣医腎泌尿器学会 (国内) 日本豚病研究会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数    〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医病理学各論Ⅰ(;必修)、獣医病理学各論Ⅱ(;必修)、獣医病理学実習(;必修)、獣医病理学総論(;必修)、環境毒性学実習(;必修)、総合獣医学(;必修)、高大一貫授業獣医学部概論Ａ(;選択)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 0 副査回数（学内） 3 副査回数（学外） 0  
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 糸球体腎炎の進行、寛解メカニズム、糸球体腎症、犬の皮膚T細胞リンパ腫の上皮向性に関する研究,皮膚T細胞リンパ腫、上皮向性、ケモカイン;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許  第16709号(1977年) 日本獣医病理学専門家協会（JCVP）認定会員（1991年）  
－ 46 － 47
 － 56 －
 〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額) 実験動物の疾病に関する研究 0円伴侶動物の皮膚疾患に関する研究 0円   3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
SPONTANEOUS LIPOPROTEIN 
GLOMERULOPATHY-LIKE 
NEPHROPATHY IN A SQUIRREL 
(SCIURUS VULGARIS). 
共著 2016年6月 J Zoo Wildl Med. 47(2) Kobayashi, R., Chambers, JK., Yoshida, K., Nakamura, T.,  
Yasuno, K., Uchida, K.,  
Kamiie, J. and Shirota, K. 
663-666  
Expression of phospholipase A2 
receptor in primary cultured podocytes 
derived from dog kidneys. 
共著 2016年6月 J Vet Med Sci. 78(5) Sugahara, G., Kamiie, J.,  Kobayashi, R., Mineshige, T. 
and Shirota, K. 
895-899  
再発と多発性肺転移を伴った皮膚の骨外性粘液性軟骨肉腫の犬の一例 共著 2016年6月 獣医臨床皮膚科 22(2)
高安浩平、村井 妙、 安野恭平、小林亮介、 池田智武、上家 潤一、 代田欣二 105-111  
Cutaneous epitheliotropic T-cell 
lymphoma with systemic dissemination 
in a dog. 
共著 2016年5月 J Vet Diagn Invest. 28(3)
Mineshige, T., Kawarai, S.,  
Yauchi, T., Segawa, K.,  
Neo, S., Sugahara, G.,  
Kamiie, J., Hisasue, M. and 
Shirota K.
327-331  
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論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Quantitative PCR detection of feline 
morbillivirus in cat urine samples. 
共著 2016年1月 J Vet Med Sci 77(12)
Furuya, T., Wachi, A.,  
Sassa, Y., Omatsu, T.,  
Nagai, M., Fukushima, R.,  
Shibutani, M., Yamaguchi, T., 
Uematsu,.Y., Shirota, K.  
and Mizutani, T. 
1701-1703  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 ヨークシャテリアにみられた爪の巨大化を呈する爪床ケラトアカントーマ 共著 2016年12月 獣医臨床皮膚科 22(4) 末次文雄、矢内孝宏、 代田欣二 253-254    〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 糸球体疾患を疑う犬の診断法と腎生検の病理学的評価方法 単著 2016年3月 動物臨床医学 25(1) 代田欣二、菅原 豪、 上家潤一 1-3    〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
8
th
 World Congress of 
Veterinay Dermatology 
Non-epitheliotropic CD4-
positive T-cell lymphoma 
in a dog 
○Kondo,H., Kagawa, Y., 
Shirota, K., Moore, P. and 
Nagata, M.
Bordeaux, 
France 
2016年5月31日～2016年6月4日  ポスター
8
th
 World Congress of 
Veterinay Dermatology 
Diffuse cutaneous 
mastocytosis in a dog 
○Goto, S. J., Saegusa, S., 
Mineshige, T., Hyogo, H., 
Kaji, K. and Shirota, K.
Bordeaux, 
France 
2016年5月31日～2016年6月4日  ポスター
第9回日本獣医腎泌尿器学会学術大会 
先天性チアノーゼ性心疾患に伴う糸球体疾患(Cyanotic glomerulopathy)の犬の一例 
代田欣二、菅原 豪、 上家潤一、來海博樹、 藤井洋子 東京 2016年8月21日～ 2016年8月21日   
第159回日本獣医学会学術集会 犬AAアミロイド症における沈着アミロイド構成
ASSの同定 雲野翔平、野中澪里、 上家潤一、代田欣二 藤沢市 2016年9月6日～ 2016年9月8日   
第109回日本繁殖生物学会大会 
ラット性周期黄体におけるMilk fat globule-EGF 
factor 8（MFG-E8）
mRNAの局在 
末岡花菜子、宮田奈緒、松村 竜、山田峻彰、 松井 陸、代田欣二、 太田 亮、代田眞理子 相模原市
2016年9月12日～ 2016年9月15日   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）   
－ 48 － 49
 － 58 －
 〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 
委員会等の名称 農林水産省動物医薬品検査所プロジェクト研究等評価委員会評価委員、独立行政法人日本学術振興会、 文部科学省大学設置・学校法人審議会専門委員   〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等 麻布大学豚病臨床センター症例発表会   〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
0
 － 59 －
【氏名】 氏名 宇根 有美  
【現職】 獣医学研究科 学科名 獣医学専攻 研究室名 病理学研究室 職名 教授 発令年月日 2011年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布獣医科大学・獣医学部 獣医学科・・1977年卒業 麻布獣医科大学 獣医学部・研究生・獣医学部・・1978年卒業 麻布獣医科大学 獣医学部・研究員・獣医学研究科・・1983年卒業   〔取得学位〕 博士（獣医学） 麻布獣医科大学大学院 （乙第331号）  
【職歴】 1977年-1983年 1983年-1988年 1988年-1998年 1988年-2008年 1998年-2007年 2000年-2005年 2001年-現在 2002年-2003年 2002年-2004年 2003年-2009年 2005年-2007年 2006年-2009年 2007年-2010年 2008年-2009年 2008年-現在 2009年-2010年 2010年-2011年 2010年-2011年 2010年-2011年 2010年-2014年 2010年-2014年 2010年-2014年 2010年-現在 2011年-2012年 2011年-現在 2013年-2015年 
横浜市衛生局食肉衛生検査所技術吏員 麻布大学獣医学部 獣医学科助手 麻布大学獣医学部 獣医学科講師 学生用顕微鏡管理整備委員会委員 麻布大学獣医学部 獣医学科助教授 全学学術情報センター運営委員会委員 標本整備委員会委員 全学カリキュラム委員会委員 全学人権委員会委員 全学学部学生指導委員会委員 宮崎大学非常勤講師 東京大学非常勤講師 麻布大学獣医学部 獣医学科准教授 茨城大学非常勤講師 標本整備委員会委員長 全学e-ランニングコンテンツ作成委員会委員 全学入試制度検討委員会委員 全学学生委員会委員 麻布獣医学会学内運営委員会委員 全学麻布大学キャリア・就職支援対策委員会委員 全学臨時安全衛生委員会委員 国立大学法人東京大学非常勤講師 麻布大学獣医学部 獣医学科教授 国立大学法人山口大学非常勤講師 麻布大学大学院獣医学研究科 獣医学専攻教授 創立125周年記念事業 博物館/資料館設立委員会委員 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 獣医病理学教員交流会委員 継続 全国食肉衛生検査所協議会病理部会助言者 継続 日本動物園水族館協会協議会 種の保存委員会チーター繁殖会議助言者 継続 野生生物保護対策検討会検討委員（トキ緊急時ワーキンググループ委員） 継続 カエルツボカビ実態把握委員会検討委員 継続 野生生物保全繁殖専門家グループ日本委員会国際会員 継続 日本獣医病理学専門家協会評議員 継続 食肉衛生検査研修運営委員会運営委員 継続 特別研究員等審査会専門委員及び国際事業委員会書面審査員委員 継続 日本獣医学会評議員 (2017年 3月まで)   
－ 50 － 1
 － 60 －
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    11 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕 
 
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕 日本爬虫両棲類学会第55回沖縄大会国内外のラナウイルスの現状 
 〔所属学会〕 日本獣医学会 (国内) 日本獣医病理学会 (国内) 獣医病理学教員交流会（旧：獣医病理学若手教員交流会） (国内) 全国食肉衛生検査所協議会病理部会 (国内) 日本野生動物医学会 (国内) 日本骨代謝学会 (国内) サル類の疾病と病理の研究会 (国内) 日本動物園水族館協会協議会（種の保存委員会チーター繁殖会議） (国内) ヒトと動物の共通感染症研究会 (国内) 日本獣医疫学会 (国内) 爬虫類・両生類の臨床と病理のための研究会 (国内) 日本愛玩動物協会 (国内) 日本獣医病理専門家協会 (国内) 野生生物保全繁殖専門家グループ日本委員会 
Global Ranavirus Consortium 日本アミロイドーシス研究会 日本爬虫類両生類学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 卒業論文(;卒業論文)、獣医学特論Ⅰ(;必修)、獣医学特論Ⅱ(;必修)、獣医病理学各論Ⅰ(;必修)、獣医病理学各論Ⅱ(;必修)、 獣医病理学実習(;必修)、獣医病理学総論(;必修)、総合獣医学(;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数    〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 1 副査回数（学内） 0 副査回数（学外） 1  
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; エキゾッチクアニマルや野生動物の感染症、感染症、野生動物、エキゾッチクアニマル  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕 臨床手技カラーマトラス 爬虫類の外科手術 1．カメ 
52
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  〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等 2人  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 中学校教諭一級普通免許（理科）（昭和51中1普第567号） (1977年) 高等学校二級普通免許（理科）（昭和51高2普第647号） (1977年) 獣医師免許（第15877号） (1977年) 衛生検査技師免許（第28005号） (1977年) 日本獣医病理学専門家協会会員（No.91090） (1991年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 エルシニア症ワクチン  2014-96323   〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考 
Porencephaly in a Fennec fox (Vulpes 
zerda). 
共著 2016年11月 The Journal of Veterinary Medical 
Science
78(11) ◎Yamazaki, M.,  Yoshimoto, S., Ishikawa, T. 
and Une, Y.
1749-1751  
－ 52 － 53
 － 62 －
論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考 
Detection of Campylobacter jejuni in 
rectal swab samples from Rousettus 
amplexicaudatus in the Philippines
共著 2016年8月 The Journal of Veterinary Medical 
Science
78(8)   1347-1350  
Spontaneous oral chytridiomycosis in 
wild bullfrog tadpoles in Japan 
共著 2016年5月 Journal of Veterinary 
Medical Science 
78(4) ◎Kadekaru, S., Tamukai, K., Tominaga, A., Goka, K. and 
Une, Y.
573-577  
Ranavirus infection in an outbreak of 
dermatophilosis in captive inland 
bearded dragons (Pogona vitticeps)
共著 2016年4月 Veterinary 
Dermatology 
27(2) ◎Tamukai, K., Tokiwa, T.,  
Kobayashi, H. and Une, Y. 
99-105e28  
Prevalence of Baylisascaris 
Roundworm in Captive Kinkajous in 
Japan 
共著 2016年4月 Journal of Parasitology 102(2) ◎Tokiwa, T., Sugiyama, H.,  Taira, K., Yoshikawa, Y. and 
Une, Y.
293-294  
Gastric carcinoma in a South American 
sea lion (Otaria flavescens) 
共著 2016年4月 the Japanese Society 
of Veterinary Science
78(7) ◎Yamazaki, M.,  
Koutaka, M. and Une, Y. 
1201-1204  
Synovial sarcoma associated with 
indwelling intramedullary pin in a 
Peach-Faced Lovebird (Agapornis 
roseicollis) 
共著 2016年3月 Journal of Avian 
Medicine and Surgery
30(1) ◎Nakano, Y. and Une, Y. 23-29  
Yersiniosis caused by Yersinia 
pseudotuberculosis in captive toucans 
(Ramphastidae) and a Japanese squirrel 
(Sciurus lis) in Japan 
共著 2016年3月 The Journal of Veterinary Medical 
Science 
78(2) ◎Nakamura, S., Hayashidani, H., Sotohira, Y. 
and Une, Y. 
297-299  
Establishment of serological test to 
detect antibody against ferret 
coronavirus 
共著 2016年3月 The Journal of Veterinary Medical 
Science 
78(6)
◎Minami, S., Terada, Y.,  
Shimoda, H., Takizawa, M.,  
Onuma, M., Ota, A.,  
Ota, Y., Akabane, Y.,  
Tamukai, K., Watanabe, K.,  
Naganuma, Y., Kanagawa, E., 
Nakamura, K., Ohashi, M.,  
Takami, Y., Miwa, Y.,  
Tanoue, T., Ohwaki, M.,  
Ohta, J., Une, Y. and  
Maeda, K.
1013-1017  
Isolation and characterization of a novel 
type of rotavirus species A in sugar 
gliders (Petaurus Breviceps) 
共著 2016年2月 Journal of General 
Virology 
97 
◎Okadera, K., Abe, M.,  
Ito, N., Mitake, H.,  
Okada, K., Nakagawa, K.,  
Une, Y., Tsunemitsu, H. and 
Sugiyama, M.
1158-1167  
Detection and molecular 
characterization of Cryptosporidium 
and Eimeria species in Philippine bats 
共著 2016年2月 Parasitol Res 115
◎Murakoshi, F.,  
Recuenco, FC., Omatsu, T.,  
Sano, K., Taniguchi, S.,  
Masangkay,JS., Alviola, P.,  
Eres, E., Cosico, E., Alvarez, J., 
Une, Y., Kyuwa, S.,  
Sugiura, Y. and Kato, K. 
1863-1869  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告）以下は厚生労働科学研究費補助金に関わる研究成果報告書 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考 動物のアミロイドーシス 単著 2016年8月 医学のあゆみ 258(6)  729-734    〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 
論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考            
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 〔学術講演・学会報告〕 
学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第3回日本獣医病理専門家協会学術集会 カエルツボカビ感染が皮膚水吸収に与える影響 〇嘉手苅将、 柴田侑毅、常盤俊大、 鈴木雅一、宇根有美 三鷹市 公会堂 2016年 3月29日～ 2016年 3月30日 87  
第3回日本獣医病理専門家協会学術集会 
フトアゴヒゲトカゲ（Pogona vitticeps）におけるラナウイルス感染を伴ったデルマトフィルス症の流行 
○田向健一、常盤俊大、小林秀樹、宇根有美 三鷹市 公会堂 2016年 3月29日～ 2016年 3月30日 87  
第3回日本獣医病理専門家協会学術集会 リスザルのエルシニア症と予防に関する病理学的および免疫学的研究 ○木ノ下智恵、 津郷孝輔、宇根有美 三鷹市 公会堂 2016年 3月29日～ 2016年 3月30日 87  
第3回日本獣医病理専門家協会学術集会 
猫伝染性腹膜炎自然発症モデルの漿膜における白血球破砕性血管炎の病理学的研究 
○保田裕起、宇根有美、堀 小郁、前田 健、 林 俊春 三鷹市 公会堂 2016年 3月29日～ 2016年 3月30日 87  
サル類の疾病と病理のための研究会 第25回サル疾病ワークショップ 
アカゲザル（Macaca 
mulatta)の致死的
Streptococcus equi 
subspecies zooepidemicus感染症の1例 
○野中澪里、山下達彦、加藤行男、宇根有美 麻布大学 2016年 7月 2日 17  
サル類の疾病と病理のための研究会 第25回サル疾病ワークショップ コモンマーモセットの大葉性脂質性肺炎の1例 ○神谷有美子、 秋田優子、宇根有美 麻布大学 2016年 7月 2日 24  サル類の疾病と病理のための研究会 第25回サル疾病ワークショップ コモンマーモセットの線維性骨異栄養症 ○佐々木瑛美、 秋田優子、宇根有美 麻布大学 2016年 7月 2日 18  サル類の疾病と病理のための研究会 第25回サル疾病ワークショップ コモンリスザルの顆粒膜細胞腫の1例 ○樋口真、秋田優子、 宇根有美 麻布大学 2016年 7月 2日 15  サル類の疾病と病理のための研究会 第25回サル疾病ワークショップ ニホンザルの伝播種血管内凝固の1例 ○西木夏帆、白井 温、加藤行男、宇根有美 麻布大学 2016年 7月 2日 19  サル類の疾病と病理のための研究会 第25回サル疾病ワークショップ 
マムシ咬症を疑うブラウンキツネザル（Eulemur 
fulvus)の1例 
○平野佑実、秋田優子、津郷孝輔、松波志保、 宇根有美 麻布大学 2016年 7月 2日 16  
第159回日本獣医学会学術集会日本獣医病理学会 鳥類のアミロイドβタンパクに関する比較解析 〇森本真帆、山﨑睦美、亀谷富由樹、 
Steven Scott、宇根有美 日本大学 2016年 9月～ 2016年 9月 8日 324  
第159回日本獣医学会学術集会日本獣医病理学会 
アズマヒキガエル（Bufo 
japonicus formosus)における寄生虫せい慢性口炎の流行 
〇佐々木瑛美、 松波志保、田中帆奈、 中尾 稔、宇根有美 日本大学 2016年 9月 5日～ 2016年 9月 8日 321  
第159回日本獣医学会学術集会日本獣医病理学会 アライグマ集団死の死因救命 
〇南 昌平、長田奈緒、米満研三、鍬田龍星、 下田 宙、栗原里緒、 宇根有美、横山真弓、 奥谷晶子、森川 茂、 前田 健 
日本大学 2016年 9月 5日～ 2016年 9月 8日 385  
第159回日本獣医学会学術集会日本獣医病理学会 
トウホクサンショウウオにおける放射線感受性遺伝子のクローニング及びその応用 
〇鎌田駿季、宇根有美、松井久実、池田輝雄、 岡本まり子、 日本大学 2016年 9月 5日～ 2016年 9月 8日 474  
第159回日本獣医学会学術集会日本獣医病理学会 フクロモモンガ(Petaurus breviceps）の乳腺癌の３例 〇高見義紀、田向健一、宇根有美 日本大学 2016年 9月 5日～ 2016年 9月 8日 452  
第159回日本獣医学会学術集会日本獣医病理学会 ボールパイソンのマイコプラズマ症の再現実験 ○前野 愛1、津郷孝輔1、常盤俊大、小林秀樹、 宇根有美 日本大学 2016年 9月 5日～ 2016年 9月 8日 321  
第159回日本獣医学会学術集会日本獣医病理学会 ヨーロッパイエコオロギ（Acheta domestica）の赤染病の流行 
○権守美晴、嘉手苅将、下田 宙、前田 健、 宇根有美 日本大学 2016年 9月 5日～ 2016年 9月 8日 321  
第159回日本獣医学会学術集会日本獣医病理学会 無尾類に由来するブルセラ属菌 
〇木村昌伸、宇根有美、奥谷晶子、鈴木道雄、 朴ウンシル、森川 茂、今岡浩一 日本大学
2016年 9月 5日～ 2016年 9月 8日 419  
第16回人と動物の共通感染症研究会学術集会 
アカゲザル（Macaca 
mulatta)の致死的
Streptococcus equi 
subspecies zooepidemicus感染症の1例 
○野中澪里、山上達彦、加藤行男、宇根有美 国立感染症研究所 2016年10月29日 6  
－ 54 － 55
 － 64 －
学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式第16回人と動物の共通感染症研究会学術集会 輸入ムジボウシインコにおけるオウム病の流行 ○鹿野耀子、眞田靖幸、宇根有美 国立感染症研究所 2016年10月29日 10  日本爬虫両棲類学会第55回沖縄大会 国内外のラナウイルスの現状 ○宇根有美 琉球大学 2016年11月26日～ 2016年11月27日 12   
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所 
 国立保険医療科学院 診断（行政処分）を的確に行うためのスキル１.腫瘍と腫瘍類似病変 2016 年 6月 22日  13：00～15：00 国立保険医療科学院 
 国立保健医療科学院 
診断（行政処分）を的確に行うためのスキル２.免疫染色の基礎とその応用、問題解決方式の演習 
2016 年 6月 22日  15：10～17：10 国立保健医療科学院 
 国立保健医療科学院 と畜検査と病理学（と蓄検査のポイント） 2016 年 6月 22日  10：00～12：00 国立保健医療科学院   〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数  派遣数    〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数  派遣数    〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称 食肉衛生検査研修運営委員会・特別研究員審査会専門委員及び国際事業委員会書面審査員・書面評価員   〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名   
56
 － 65 －
 〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 標本整備委員会委員長   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等 博物館運営委員   〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他） 病理解剖外科病理材料の病性鑑定鑑定医  
【補遺】   
－ 56 － 57
 － 67 －
【氏名】 氏名 阪口 雅弘  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科  研究室名 微生物学第一研究室 職名 教授 発令年月日 2007年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 東京大学・農学研究科・獣医専門課程・修士課程・1981年修了 東京大学・農学研究科・獣医専門課程・博士課程・1984年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 大阪府立大学・農学部・獣医学科・1978年卒業   〔取得学位〕 農学修士（東京大学） 修農1367号  農学博士（東京大学） 博農809号   
【職歴】 1984年-1985年 1985年-1988年 1988年-1989年 1990年-1991年 1991年-1992年 1992年-1997年 1997年-2004年 2004年-2006年 2006年-2007年 2007年-現在 2010年-現在 2012年-2014年 
東京大学医科学研究所助手 国立公衆衛生院（現：国立保健医療科学院） 衛生微生物部研究員 国立公衆衛生院（現：国立保健医療科学院） 衛生微生物部主任研究官 ラ・ホヤアレルギー免疫研究所(米国)研究員（留学） 国立公衆衛生院（現：国立保健医療科学院） 衛生微生物部主任研究官 国立感染症研究所 感染症疫学部主任研究官 国立感染症研究所 免疫部主任研究官 理化学研究所 免疫アレルギー総合研究センター アレルギー制御研究チームチームリーダー 千葉大学大学院医学研究院 耳鼻咽喉科特任助教授 麻布大学獣医学部 獣医学科教授 日本女子大学非常勤講師 研究推進・支援本部長 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 薬事・食品衛生審議会動物用生物製剤調査会委員 継続 薬事・食品衛生審議会食品規格部会委員 継続 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    8 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本獣医学会（国内） 日本アレルギー学会（国内） 日本免疫学会（国内）  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
58
 － 68 －
 〔その他〕  
 
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学特論(2;必修)、卒業論文(5;必修) 
  〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医微生物学各論(3;必修)、獣医微生物学総論(2;必修)、総合獣医学(3;必修)、微生物学(2;必修) 
  〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 2 副査回数（学内） 1 副査回数（学外） 0  
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 犬の遺伝疾患の遺伝子解析, 遺伝子、犬、遺伝病;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 (1978年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)    〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)
科研費基盤C 15K07756 阪口雅弘 食物アレルギーにおける食物アレルゲンを発現する乳酸菌ワクチン研究 150万円   2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)    
－ 58 － 59
 － 69 －
  3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 感染・アレルギー 単著 2016年11月 テクノシステム  186-193    〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Inefficient viral replication of bovine 
leukemia virus induced by spontaneous 
deletion mutation on G4 gene 
共著 2016年10月 Journal of General 
Virolog 
97 Murakami, H., Uchiyama, J.,  Nikaido, S., Sato, R.,  
Sakaguchi, M. and 
Tsukamoto, K.
2753-2762  
Nationwide distribution of bovine 
influenza D virus infection in Japan 
共著 2016年 9月 Plos one 11 
Horimoto, T., Hiono, T.,  
Mekata, H., Odagiri, T.,  
Lei, Z., Kobayashi, T.,  
Norimine, J., Inoshima, Y.,  
Hikono, H., Murakami, K.,  
Sato, R., Murakami, H.,  
Sakaguchi, M., Ishii, K.,  
Ando, T., Otomaru, K.,  
Ozawa, M., Sakoda, Y. and 
Murakami, S.  
e0163828  
IgE reactivity to hen's egg white 
allergens in dogs with cutaneous 
adverse food reaction 
共著 2016年 9月 Veterinary Immunology and 
Immunopathology 
177
Shimakura, H., Saito, T.,  
Uchiyama, J., Miyaji, K.,  
Fujimura, M., Masuda, K.,  
Okamoto, N., DeBoer, D.J. 
and Sakaguchi, M. 
52-57  
Screening of KHP30-like prophage in 
the genome of Helicobacter 4 pylori 
strain NY40 
共著 2016年 8月 FEMS Microbiology 
Letters 
363
Uchiyama, J, 
Takemura-Uchiyama, I.,  
Kato, S., Takeuchi, H.,  
Sakaguchi, Y., Ujihara, T.,  
Daibata, M., Shimakura, H.,  
Okamoto, N., Sakaguchi, M. 
and Matsuzaki, S. 
   
Analyses of short-term antagonistic 
evolution between Pseudomonas 
aeruginosa strain PAO1 and phage 
KPP22 belonging to family Myoviridae 
genus PB1-like viruses 
共著 2016年 8月 Applied and Environmental 
Microbiology 
82 
Uchiyama, J., Suzuki, M.,  
Kato, S., Miyata, R.,  
Nasukawa, T., Yamaguchi, K., 
Hirayama, R., 
Takemura-Uchiyama, I.,  
Ujihara, T., Shimakura, S.,  
Murakami, H., Sakaguchi, Y.,  
Sakaguchi, M. and  
Matsuzaki, S.
4482-3391  
被毛および唾液への感作が認めら れたジャンガリアンハムスターに よるアナフィラキシーの１例 共著 2016年 6月 皮膚臨床 58 
原田 晋、白井秀治、 蔵田圭吾、越本知大、 阪口雅弘、工藤比等志 389-396  
Cross-reactivity between major IgE core 
epitopes on Cry j 2 allergen of Japanese 
cedar pollen and relevant sequences on 
Cha o 2 allergen of Japanese cypress 
pollen 
共著 2016年 2月 Allergology and 
International 
65 Miyaji, K., Okamoto, N.,  Saito, S., Yasueda, H.,  
Takase, Y., Shimakura, H.,  
Saito, S. and Sakaguchi, M. 
286-292  
Characterization of Pseudomonas 
aeruginosa phage KPP21 belonging to 
family Podoviridae genus N4-like 
viruses isolated in Japan 
共著 2016年 1月 Microbiology and 
Immunology 
60 
Shigehisa, R., Uchiyama, J.,  
Kato, S., Takemura-Uchiyama, I., 
Yamaguchi, K., Miyata, R.,  
Ujihara, T., Sakaguchi, Y.,  
Okamoto, N., Shimakura, H.,  
Daibata, M., Sakaguchi, M. 
and Matsuzaki, S. 
64-67  
0
 － 70 －
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 アレルギー疾患における経口および舌下免疫療法の臨床応用 共著 2016年 6月 Japanese Society for Animal Vaccine and 
Biomedical Research
13 島倉秀勝、内山淳平、 阪口雅弘 21-25  
Helicobacter pylori ファージとそのゲノム 共著 2016年 5月 Helicobacter Research 20 内山淳平、竹内啓晃、 平山隆一郎、島倉秀勝、 阪口雅弘、松崎茂展 470-474  環境中のダニアレルゲンの評価と対策 単著 2016年 1月 空気清浄 53  299-304    〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第12回日本 獣医内科学アカデミー 
イヌのリンパ腫症例における血清中可溶性インターロイキン-2受容体α鎖の測定 
水谷格之、後藤越野裕子、蔵田圭吾、藤原亜紀、 阪口雅弘、大野耕一、 辻本 元 横浜 
2016年 2月19日～ 2016年 2月21日   
第89回日本細菌学会 活性型ピロリ菌ファージKHP30 の特徴付け 内山淳平、内山伊代、 竹内啓晃、阪口義彦、 阪口雅弘、松崎茂展 大阪 2016年 3月23日～ 2016年 3月25日   
第89回日本細菌学会 緑膿菌PAO1株とファージKPP22の短期間進化的軍拡競走の解析 
那須川忠弥、内山淳平、鈴木仁人、宮田玲奈、 山口琴絵、平山隆一郎、内山伊代、氏原隆子、 阪口義彦、阪口雅弘、 松﨑茂展 
大阪 2016年 3月23日～ 2016年 3月25日   
第65回日本アレルギー学会 ダニアレルゲンワクチン標準化に関する日本アレルギー学会タスクフォース報告 
高井敏朗、岡本美孝、 大久保公裕、永田 真、阪口雅弘、福冨友馬、 齋藤明美、安枝 浩、 増山敬祐 
東京 2016年 6月17日～ 2016年 6月19日   
第64回日本ウイルス学会 Serological survey reveals the wide distribution of 
bovine influenza D virus 
infection in Japan 
Horimoto, T., Odagiri, T., 
Lei, Z., Kobayashi, T.,  
Endo, M., Uema, A.,  
Mekata, H., Norimine, J., 
Murakami, K., Murakami, H., 
Sakaguchi M, Ishii, K., 
Inoshima, Y., Ozawa, M.,  
Hiono, T., Sakoda, Y., 
Hause, B. and Murakami, S.
札幌 2016年10月23日～ 2016年10月25日   
第22回日本法科学技術学会 DogFilerを用いた犬種推定法に関する研究 旭  愛、岡本憲明、 関口和正，阪口雅弘、 武内ゆかり、松田秀明 東京 2016年11月10日～ 2016年11月11日   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数 日本女子大学 微生物学 1    
－ 60 － 61
 － 71 －
 〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第91回麻布獣医学会 犬のてんかんの遺伝子探索 十川 剛、齋藤弥代子、島倉秀勝、小嶋大亮、 阪口雅弘 相模原 2016年11月12日   
第91回麻布獣医学会 犬のアトピー性皮膚炎の遺伝子解析 村上裕信、佐々木慎二、岡本憲明、島倉秀勝、 阪口雅弘 相模原 2016年11月12日   
第91回麻布獣医学会 犬の遺伝性疾患における原因遺伝子解析のための遺伝子（DNA）バンク拠点形成 阪口雅弘 相模原 2016年11月12日     〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）  
 
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等   
62
 － 72 －
 〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 62 － 63
 － 72 －
【氏名】 氏名 田原口 智士  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 微生物学第二 研究室名 微生物学第二研究室 職名 教授 発令年月日 2013年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 北海道大学・獣医学研究科・予防治療学専攻・博士課程・1996年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・獣医学科・1992年卒業   〔取得学位〕 学士 麻布大学  博士 北海道大学 （第3914号）  
【職歴】 1996年-1999年 1999年-2000年 2000年-2003年 2004年-2007年 2007年-2008年 2008年-2013年 2009年-現在 2011年-2013年 2013年-現在 2014年-2017年 2014年-2017年 2014年-2017年 
株式会社 微生物化学研究所研究員 北海道大学教務職員 北海道大学助手 鹿児島大学助教授 鹿児島大学准教授 麻布大学獣医学部 獣医学科 微生物学第二准教授 生物科学総合研究所運営委員会委員 生涯学習委員会委員 麻布大学獣医学部 獣医学科 微生物学第二教授 麻布獣医学会運営委員会委員 獣医学部入学者選考委員会委員 キャリア・就職支援対策委員会委員 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 相模原警察署協議会委員 継続 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    1 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本獣医学会（国内） 日本ウイルス学会（国内） 日本分子生物学会（国内） 日本防塵防黴学会（国内）  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕  
64
 － 73 －
 
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 微生物学各論II(2.0;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医微生物学実習(1.0;必修)、獣医微生物学総論(2.0;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 0 副査回数（学内） 1 副査回数（学外） 0 
 
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 鶏アデノウイルス新規レセプター分子の解析—筋胃びらん発症機構の解明—,鶏アデノウイルス、レセプター、病原性;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕 動物感染症学   〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 (1992年)     〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)  200千円   3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額) アガリクスの抗ウィルス作用 1,000千円  
－ 64 － 65
 － 74 －
  4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Gallus gallus coxsackievirus and 
adenovirus receptor facilitates the 
binding of fowl adenovirus serotype 1 in 
chickens 
共著 2016年 8月 Japanese Journal of 
Veterinary Research 
64(3) Fujino, K., Fujimoto, Y.,  Ujino, A., Thanasut, K.,  
Taharaguchi, M., Taharaguchi, S. 
and Takase, K.
183-190  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
日本獣医学会学術集会 Myosin9が鶏アデノウイルス（FAV）の感染に与える影響 
佐藤暢彦、氏野昭彦、 小倉大紀、石田起也、 留場寛子、Thaasut, K.、藤野 寛、田原口智士   
2016年 9月 6日～ 2016年 9月 8日   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）   
66
 － 75 －
 〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日 夢ナビ（名古屋） 日本リクルート 2016年 7月21日   〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 66 － 67
 － 76 －
【氏名】 氏名 黄 鴻堅  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 寄生虫学 研究室名 寄生虫学研究室 職名 教授 発令年月日 2013年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 北海道大学・獣医畜産学研究科・・博士課程・修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕    〔取得学位〕 獣医学博士 北海道大学  
【職歴】 2013年-現在 麻布大学獣医学部 獣医学科 寄生虫学教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    2 件  〔学会賞等・年〕   〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕 第14回Asian-Pacific Congress for Parasitic Zoonoses, 相模原市2016年11月26～27日大会長  〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕   〔所属学会〕 
Malaysian Society of Tropical Medicine and Parasitology 
Taiwan Society of Parasitology  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数    〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数  
  〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
 68 
 － 77 －
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許（第20046号）   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)
JST 黄 鴻堅 Sakura Science Plan 8,200,000円   2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考            
－ 68 －  69 
 － 78 －
 〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Habitation was confirmed of the 
Japanese mainland by the brown 
banded cockroach Supella longipalpa 
(Fabricius).  
共著 2016年 Medical Entomology 
and Zoology 67 *Komatsu, N., Ooi, H.K.  and Uchida, A. 79-82  
Invalidation of Diphyllobothrium hottai 
(Cestoda: Diphyllobothriidae) based on 
moepholofix and molecular 
phylogenetic analyses. 
共著 2016年 Parastitology 
International 
65 Bandai-Umehara, A.,  Suzuki, M., Akiyama, T.,  
Ooi, H.K. and *Kawakami, Y. 
459-462  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式       
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所       〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称  
 0 
 － 79 －
  〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕  
 
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 70 －  1 
 － 80 －
【氏名】 氏名 土屋 亮  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科  研究室名 内科学第二研究室 職名 教授 発令年月日 2008年4月1日 併任 獣医学部長、附属動物病院長  
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布獣医科大学・獣医学部・獣医学科・1975年卒業   〔取得学位〕 博士（獣医学） 麻布大学大学院 （乙346号）  
【職歴】 1975年-1986年 1986年-1988年 1988年-1990年 1988年-1998年 1991年-現在 1998年-2007年 2005年-2008年 2007年-2008年 2008年-現在 2010年-2014年 2014年-2016年 2014年-2016年 
長野県技術吏員 麻布大学獣医学部 獣医学科助手 大学院獣医学研究科授業担当（修士課程） 獣医学部 獣医学科講師 大学院獣医学研究科獣医学専攻授業担当（博士課程） 獣医学部 獣医学科助教授 臨床獣医学系副主任 獣医学部 獣医学科准教授 獣医学部 獣医学科教授 獣医学科長 獣医学部長 附属動物病院長 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 薬事・食品衛生審議会専門委員 継続 家畜衛生対策推進協議会 平成24年度育成・確保対策検討会委員 継続  〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本獣医学会（国内） 日本小動物獣医学会（国内） 日本比較臨床医学会（国内）  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
72
 － 81 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学特論(2;必修)、卒業論文(5;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 小動物獣医総合臨床(8;必修)、獣医内科学(2;必修)、臨床病理(2;必修)、総合獣医学(3;必修)、獣医内科学実習(1;必修)、 小動物臨床実習(3;必修)、動物健康管理学(2;選択)、先端獣医療(1;選択)、   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 小動物の血小板免疫および血小板機能,血小板機能、血小板免疫、犬、猫;犬および猫の輸血に関する基礎的研究,犬、猫、輸血;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許（1975年）No.14196 危険物取扱者免状（丙種）（1980年) 交付番号H4894（長野県知事交付）   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)     2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)    
－ 72 － 73
 － 82 －
  4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件    
74
 － 83 －
 〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称 薬事・食品衛生審議会専門委員   〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名 法人評議員   〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 動物管理センター運営委員会委員、生物科学総合研究所運営委員会委員   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他） 小動物診療業務、犬・猫の輸血管理運営責任者、生総研動物実験施設検疫担当  
【補遺】   
－ 74 － 75
 － 84 －
【氏名】 氏名 藤井 洋子  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 外科学第一 研究室名 外科学第一研究室 職名 教授 発令年月日 2013年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 
   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 
The Ohio State University・College of Veterinary Medicine・Dept. of Veterinary Physiology and Pharmacology・1993年卒業 麻布大学・獣医学部・獣医学科・1990年卒業   〔取得学位〕 
Master of Science The Ohio State University  博士（獣医学） 麻布大学 乙第400号  
【職歴】 1990年-1991年 1992年-1993年 1993年-1998年 1998年-1999年 1999年-2007年 1999年-現在 1999年-現在 2001年-2004年 2001年-2004年 2004年-2006年 2007年-2008年 2007年-現在 2007年-2008年 2008年-2013年 2008年-現在 2008年-現在 2008年-2010年 2008年-2011年 2008年-2011年 2009年-現在 2009年-現在 2009年-現在 2009年-2010年 2009年-2011年 2009年-2011年 2010年-現在 2010年-2011年 2013年-現在 2014年-現在 
井本動物病院その他（教員以外） 
The Ohio State UniversityResearch Assistant 鳥取県動物臨床医学研究所研究員 
ASCその他（教員以外） 麻布大学獣医学部 獣医学科 外科学第一助手 付属動物病院小動物診療部門委員 付属動物病院検査部門委員 
AUネット委員会委員 ハラスメント人権委員会相談員委員 ノースカロライナ州立大学動物病院循環器科レジデント&Visiting clinical assistant professor 麻布大学獣医学部 獣医学科 外科学第一講師 動物病院運営委員会委員 第145回日本獣医学会準備委員会委員 麻布大学獣医学部 獣医学科 外科学第一准教授 獣医学部教務委員会委員 獣医学部獣医学科臨床授業担当（博士課程） 入学者選考委員会委員 入学者選考委員会AO部会委員 麻布獣医学会学内運営委員会委員 臨床獣医学系副主任 学生委員会委員 学部学生指導委員会委員 ハラスメント防止委員会委員 生涯学習委員会委員 カリキュラム検討委員会委員 附属動物病院小動物診療部門長 教職員の人事計画および労務管理に関する分科会委員 麻布大学獣医学部 獣医学科 外科学第一教授 学内VetOSCE委員会委員長 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 
International Advisory Boardアドバイザー 継続 獣医学教育特別委員会 カリキュラム検討WG委員 継続 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    3 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕 
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 － 85 －
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 動物臨床医学会 (国内) 日本獣医循環器学会 (国内) 日本獣医学会 (国内) 
American College of Veterinary Internl Medicine 獣医麻酔外科学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕  
 
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学特論(2;必修)、卒業論文(5;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医外科学実習(1;必修)、小動物獣医総合臨床(8;必修)、小動物病院実習(2;その他)、小動物臨床実習(3;必修)、 獣医外科学(2;必修)、総合獣医学(3;必修)、先端獣医療(1;必修)、臨床病理(2;必修)、動物内科学(2;選択)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 1 副査回数（学内） 0 副査回数（学外） 0  
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 犬の循環器疾患の病態および内科治療に関する研究;心臓インターベンショナルカーディオロジーに関する臨床的研究;心臓外科（開心術）に関する研究;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 (1990年) 日本獣医循環器学会認定医 (2004年) 
Diplomate of American College of Veterinary Internal Medicine (Cardiology) (2007年) 
North Carolina Veterinary Medical Board FC53098   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号         
－ 76 － 77
 － 86 －
 〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Effect of Pimobendan in Dogs with 
Preclinical Myxomatous Mitral Valve 
Disease and Cardiomegaly: The EPIC 
Study-A Randomized Clinical Trial. 
共著 2016年 9月 J Vet Intern Med  
Boswood, A., Häggström, J.,  
Gordon, SG., Wess, G.,  
Stepien, RL., Oyama, MA.,  
Keene, BW., Bonagura, J.,  
MacDonald, KA.,  
Patteson, M., Smith, S.,  
Fox, PR., Sanderson, K.,  
Woolley, R., Szatmári, V.,  
Menaut, P., Church, WM.,  
O'Sullivan, ML., Jaudon, JP.,  
Kresken, JG., Rush, J.,  
Barrett, KA., Rosenthal, SL.,  
Saunders, AB., Ljungvall, I.,  
Deinert, M., Bomassi, E.,  
Estrada, AH., Fernandez, Del. 
Palacio, MJ., Moise, NS.,  
Abbott, JA., Fujii, Y.,  
Spier, A., Luethy, MW.,  
Santilli, RA., Uechi, M.,  
Tidholm, A. and Watson, P. 
  
Influence of alterations in heart rate on 
left ventricular echocardiographic 
measurements in healthy cats. 
共著 2016年 8月 J Feline Med Surg  Sugimoto, K., Fujii, Y.,  Ogura, Y., Sunahara, H. and  
Aoki T.
  
78
 － 87 －
論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Pharmacodynamics of alacepril in 
healthy cats. 
共著 2016年 2月 J Feline Med Surg  Sugimoto, K., Fujii, Y., Takubo, I., Shiga, T., 
Sunahara, H., Aoki, T. and 
Orito, K.
  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
          〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
          〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
          〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
平成27年度神奈川県獣医師会学術大会 冠動静脈瘻の犬の1例 上原拓也、藤井洋子、 杉本佳介、砂原 央、 青木卓磨 伊勢原市 2016年 3月 6日～ 2016年 3月 6日   
平成27年度神奈川県獣医師会学術大会 肺動脈狭窄症に卵円孔開存症を併発し多血症を呈した犬の1例 
來海博樹、藤井洋子、 上原拓也、杉本佳介、 砂原 央、青木卓磨 伊勢原市 2016年 3月 6日～ 2016年 3月 6日   
第104回日本獣医循環器学会 フレンチブルドッグにおけるPSバルーンの有効性に関する検討 
○高智正輝、砂原 央、杉本佳介、上原拓也、 中島ちひろ、井口和人、新井田修輔、游 桃子、青木卓磨、藤井洋子 
大宮 2016年 6月17日～ 2016年 6月19日   
第104回日本獣医循環器学会 
動脈管開存症治療後の左室内径短絡率低下に対する大動脈の脈圧および血管コンプライアンスの影響について 
○青木卓磨、藤井洋子、杉本佳介、上原拓也、 砂原 央、若尾義人 大宮 2016年 6月17日～ 2016年 6月19日   
第104回日本獣医循環器学会 猫での心拍数が左心室壁厚・内腔径に与える影響についての検討 
○杉本佳介、藤井洋子、小倉侑人、砂原 央、 上原拓也、青木卓磨  2016年 6月17日～ 2016年 6月19日   
第159回日本獣医学会学術集会 犬の体格差と胸腔内臓器の解剖学的差異に関する検討 
○上原拓也、中村雄海、杉本佳介、砂原 央、 青木卓磨、藤井洋子 日大 2016年 9月 8日～ 2016年 9月 8日    
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    
－ 78 － 79
 － 88 －
 〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称 農水省薬事審議委員会委員   〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
0
 － 100 －
【氏名】 氏名 塚本 健司  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 衛生学第二 研究室名  職名 教授 発令年月日 2012年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 東京大学・農学系研究科・獣医学専攻・修士課程・1982年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 岩手大学・農学部・獣医学科・1980年卒業   〔取得学位〕 博士（農学） 東京大学 （第10714号）  
【職歴】 1982年-1991年 1991年-2001年 2001年-2006年 2006年-2012年 2012年-現在 
農林水産省研究員 農林水産省主任研究員 独立行政法人農業技術研究機構主任研究員 独立行政法人農業技術研究機構上席研究員 麻布大学獣医学部 獣医学科 衛生学第二教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件  〔学会賞等・年〕   〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕   〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕   〔所属学会〕  
 
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 動物衛生学(2;)、家畜衛生学2(1;)、動物衛生学実習(1;)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 家畜衛生学実習(1;)、獣医学概論(;)、産業動物獣医総合臨床(;)、総合獣医学(;)  
－ 80 －  81 
 － 101 －
 〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）       
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 － 102 －
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式       
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所       〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称   
－ 82 －  83 
 － 103 －
 〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕  
 
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
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 － 104 －
【氏名】 氏名 勝俣 昌也  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 栄養学 研究室名 栄養学研究室 職名 教授 発令年月日 2014年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 京都大学・農学研究科・・博士課程・博士課程単位取得後退学   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕    〔取得学位〕 博士（農学） 京都大学 農博第736号 平成4年11月24日  
【職歴】 2014 年-現在 2016 年-2017 年 麻布大学獣医学部 獣医学科 栄養学教授 センター長 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件  〔学会賞等・年〕 日本養豚学会賞・2017年  〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕   〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕   〔所属学会〕 日本畜産学会 (国内) 
British Society of Animal Science 日本アフリカ学会 (国内) 日本養豚学会 (国内) 日本アミノ酸学会 (国内) 日本栄養食糧学会 (国内) 日本ペット栄養学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 動物飼養学(2.0;選択)、獣医栄養学(2.0;必修)    
－ 84 －  85 
 － 105 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 動物健康管理学(2.0;選択)、動物栄養学実習(1.0;選択)、産業動物臨床基礎実習(1.0;必修)、総合獣医学(3.0;必修) 
  〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
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 － 106 －
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式       
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所       〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    
－ 86 －  87 
 － 107 －
 〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕  
 
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
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 － 108 －
【氏名】 氏名 金子 一幸  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科  研究室名 臨床繁殖学研究室 職名 教授 発令年月日 2009年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布獣医科大学・獣医学部・獣医学科・1979年卒業   〔取得学位〕 博士（獣医学） 麻布大学大学院 （乙第345号）  
【職歴】 1979年-1979年 1979年-1996年 1996年-1997年 1997年-2002年 2002年-2007年 2007年-2009年 2009年-現在 
神奈川県農業共済組合連合会勤務 南空知農業共済組合勤務 麻布大学獣医学部獣医学科助手 麻布大学獣医学部獣医学科講師 麻布大学獣医学部獣医学科助教授 麻布大学獣医学部獣医学科准教授 麻布大学獣医学部獣医学科教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    1 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 神奈川県獣医師会 (国内) 日本産業動物獣医学会 (国内) 大動物臨床研究会 (国内) 日本家畜臨床学会 (国内) 日本繁殖生物学会 (国内) 日本獣医学会 (国内) 動物用抗菌研究会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕  
 
－ 88 －  89 
 － 109 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 家畜衛生学Ⅱ(1;必修)、産業動物臨床実習(1;必修)、獣医学特論(2;必修)、獣医臨床繁殖学(2;必修)、 獣医臨床繁殖学実習(1;必修)、総合獣医学(3;必修)、卒業論文(5;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 産業動物獣医総合臨床(6;必修)、小動物獣医総合臨床(8;必修)、獣医学概論(2;必修)、産業動物臨床基礎実習(1;選択)、 牧場実習(1;必修)、家畜人工授精特別実習(1;選択)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; ラットにおける子宮が卵巣機能におよぼす影響に関する研究,繁殖学;雄アライグマの精巣機能に関する研究,繁殖学;牛子宮内膜炎が卵巣機能におよぼす影響,繁殖学;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許（1979年）   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)    
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 － 110 －
  4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Conception rate in Holstein dairy cows 
having both normal sized follicles and 
cystic follicles at estrus. 
単著 2016年9月 Asian Pacific J 
Reprod 
5(5)   406-410  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   
－ 90 －  91 
 － 111 －
 〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
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 － 113 －
【氏名】 氏名 髙木 敬彦  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科  研究室名 公衆衛生学第一研究室 職名 教授 発令年月日 2009年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 麻布大学大学院・獣医学研究科・獣医学専攻・修士課程・1983年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 日本大学・農獣医学部・獣医学科・1981年卒業   〔取得学位〕 獣医学修士 麻布大学大学院 （154号） 獣医学博士 麻布大学大学院 （乙292号）  
【職歴】 1983年-1990年 1990年-1997年 1990年-現在 1997年-2007年 2001年-2002年 2001年-2003年 2001年-2008年 2003年-2006年 2005年-2006年 2006年-2012年 2007年-2009年 2008年-2009年 2008年-現在 2008年-2009年 2008年-2012年 2008年-2012年 2008年-2012年 2008年-2012年 2008年-2012年 2008年-2012年 2008年-2012年 2008年-2012年 2008年-2012年 2008年-2012年 2008年-2012年 2009年-現在 2009年-2015年 2009年-2012年 2011年-2012年 2012年-2014年 2014年-2015年 2015年-2017年 2015年-現在 2015年-2017年 2015年-2017年 
麻布大学獣医学部 獣医学科助手 麻布大学獣医学部 獣医学科講師 麻布大学大学院獣医学研究科授業担当（博士課程） 麻布大学獣医学部 獣医学科助教授 全学生涯学習委員会委員 獣医学部麻布獣医学会学内運営委員委員 獣医学部動物病院運営委員会委員 全学麻布大学インタ－シップ推進委員会委員 全学カリキュラム委員会委員 全学麻布大学雑誌編集委員会委員長 麻布大学獣医学部 獣医学科准教授 麻布大学学生部長 全学キャリア・就職支援委員会委員長 全学学生部長 全学環境整備委員会委員 全学父母会奨学生選考員会委員 全学大学院奨学生選考委員会委員 全学奨学生選考委員会委員 全学自己点検・評価委員会委員 全学学生委員会委員長 全学学生ホール運営委員会委員長 全学クラブハウス運営委員会委員長 全学奨学生選考委員会委員長 評議員 学内評議会評議員 麻布大学獣医学部 獣医学科教授 麻布大学学長補佐 学長補佐 全学被災学生支援対策委員会委員長 学長補佐 学長補佐 麻布大学附属高等学校長 麻布大学 その他 その他 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 相模原市ホテル等建築審議委員会会長 継続 
    
－ 92 －  93 
 － 114 －
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 環境化学会 (国内) 日本獣医学会 (国内) 日本獣医師会 三学会 (国内) 室内環境学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度,大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 公衆衛生学特別演習Ⅰ(2;必修)、公衆衛生学特別演習Ⅱ(2;必修)、公衆衛生学特別演習Ⅲ(2;必修)、公衆衛生学(2;選択)、卒業論文(5;必修)、獣医学特論(2;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医公衆衛生学Ⅲ(1;必修)、獣医公衆衛生学実習(2;必修)、環境毒性学実習(2;必修)、総合獣医学(3;必修)、地球共生論(2;必修)、 公衆衛生学(2;選択)、獣医学概論(2;必修)、高大一貫授業獣医学部概論B   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; ペットフードの変異原性測定;土壌の変異原性測定;犬尿の変異原性測定;  
【教育業績,研究業績,社会貢献,法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕 獣医環境衛生学   〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許（1981年）    
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 － 115 －
 〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           
－ 94 －  95 
 － 116 －
 〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第159回日本獣医学会学術集会 尿中VOC代謝物の測定とクレアチニン補正 杉田和俊、神村若菜、 兼島公香、郭 錦堂、 髙木敬彦 神奈川県日本大学 2016年9月5日～ 9月8日   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称 相模原市委員会会長   〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムでの講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    
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 － 117 －
 〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】  〔論文〕   
－ 96 －  97 
 － 98 －
【氏名】 氏名 猪股 智夫  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科  研究室名 実験動物学研究室 職名 教授 発令年月日 2009年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 麻布大学大学院・獣医学研究科・獣医学専攻・博士課程・1981年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布獣医科大学・獣医学部・獣医学科・1976年卒業   〔取得学位〕 獣医学博士 麻布大学大学院  
【職歴】 1981年-1985年 1985年-1994年 1989年-2014年 1994年-2007年 2007年-2013年 2007年-2009年 2009年-現在 2014年-2016年 2015年-現在 
麻布大学獣医学部 助手 麻布大学獣医学部 講師 獣医学部・獣医学科環境獣医学系部門長 麻布大学獣医学部 獣医学科助教授 玉川大学研究員 麻布大学獣医学部 獣医学科准教授 麻布大学獣医学部 獣医学科教授 麻布獣医学園評議員 麻布大学附置生物科学総合研究所所長 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本獣医学会 (国内) 日本実験動物学会 (国内) 日本動物実験代替法学会 (国内) 日本先天異常学会 (国内) 日本実験動物医学会 (国内) 日本医真菌学会 (国内) 日本実験動物技術者協会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
    
 － 99 －
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 動物実験学(1.0;必修)、実験動物学(1.0;必修)、実験動物学(1.0;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 動物応用科学概論(0.07;必修)、実験動物学実習(1.0;必修)、実験動物学実習(1.0;選択必修)、獣医学概論(0.07;必修)、 環境毒性学実習(0.1;必修)、総合獣医学(;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 0 副査回数（学内） 3 副査回数（学外） 0  
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード； 胸腺の内分泌機能に関する研究、胸腺、甲状腺、副腎、精巣、卵巣、記憶学習、脳、Ultrasonic vocalizations (USV) を用いた実験動物毒性評価法に関する研究、三次元加速度センサを用いたラットの行動解析、三次元加速度センサ、行動解析、胸腺ホルモンに関する研究、胸腺、老化防止  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕 実験動物学   〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 衛生検査技師免許＃27984 (1976年) 獣医師免許＃15705 (1976年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)   
－ 98 －
 － 100 －
  3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
       〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式      
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）   
 － 101 －
 〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数  派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称 ヒューマンサイエンス振興財団・動物実験実施施設認証センター評価委員   〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名 生物科学総合研究所所長   〔各種委員会に関する事項（大学）〕 生物科学総合研究所運営委員会、学生ホール運営委員会、動物実験委員会委員長   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕  
 
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 100 －
 － 122 －
【氏名】 氏名 山田 一孝  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 獣医放射線学 研究室名 獣医放射線学 職名 教授 発令年月日 2016年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 岐阜大学大学院連合獣医学研究科 1997年   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 帯広畜産大学畜産学部獣医学科 1990年   〔取得学位〕 博士（獣医学）  
【職歴】 1990年- 1997年- 2002年- 2008年- 2016年-現在 
第一製薬株式会社 中央研究所 帯広畜産大学 畜産学部 助手 帯広畜産大学 畜産学部 助教授 帯広畜産大学 臨床獣医学研究部門 教授 麻布大学獣医学部 獣医学科 獣医放射線学教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    6 件  〔学会賞等・年〕   〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕   〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕   〔所属学会〕 日本獣医学会（評議員） 動物臨床医学会（評議員） 獣医画像診断学会（評議員） 日本磁気共鳴医学会（代議員）  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数      
0
 － 123 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医放射線学(2;)、獣医放射線学実習(1;)、先端獣医療(1;)、小動物獣医総合臨床1、2(計4;)、小動物臨床実習(3;)、 小動物病院実習(2;)、産業動物獣医総合臨床(6;)、産業動物臨床実習(1;)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 画像診断、畜産物放射能汚染、馬シンチグラフィー  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)
基盤（C） 伊藤めぐみ ペンギンのアスペルキルス症早期診断と感染制御法の開発 15 千円基盤（C） 佐々木基樹 有袋類の機能形態学的多様性と適応進化 15 千円   2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)      3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)      4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額) 小動物臨床における CT診断法に関する研究（共同研究） 20千円  
－ 102 － 0
 － 124 －
 〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 ホルスタイン種乳牛にみられた上顎洞内膿瘍の1症例 共著 2016年 日本獣医師会雑誌 69 高橋英二、山田一孝、 古林与志安、猪熊 壽 93-96  
Experimental assessment of bone 
mineral density using quantitative 
computed tomography in Holstein dairy 
cows 
共著 2016年 Journal of Veterinary 
Medical Science 
78 Maetani, A., Itoh, M., Nishimura, K., Aoki, T., 
Ohtani, M., Shibano, K., 
Kayano, M. and Yamada, K. 
1209-1211  
北海道産鰭脚類化石のデジタル生体復元―フォトグラメトリーおよび
3DCGソフトによる制作― 共著 2016年 化石 99
新村龍也、田中嘉寛、 甲能直樹、山田一孝、 佐々木基樹 85-92  
Autopsy imaging for cardiac tamponade 
in a Thoroughbredfoal 
共著 2016年 Journal of Equine 
Science 
27 Yamada, K., Sato, F.,  Horiuchi, N., Higuchi, T.,  
Kobayashi, Y., Sasaki, N.  
and Nambo, Y.
115-118  
Use of standing low-field magnetic 
resonance imaging to assess oblique 
distal sesamodidean ligament desmitis 
in three Thoroughbred racehorses 
共著 2016年 Journal of Veterinary 
Medical Science 
78 Mizobe, F., Okada, J., Shinzaki, Y., Nomura, M., 
Kato, T., Yamada, K.  
and Spriet, M.
1475-1480  
Quantitative evaluation of cervical cord 
compression by computed tomographic 
myelography in Thoroughbred foals 
共著 2016年 Journal of Equine 
Science 
27
Yamada, K., Sato, F.,  
Hada, T., Horiuchi, N.,  
Ikeda, H., Nishihara, K.,  
Sasaki, N., Kobayashi, Y.  
and Nambo, Y.
143-148  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 前立腺の X線検査 単著 2016 年 クリニックノート 136  16-22    〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
獣医放射線学教育研究会 馬の骨シンチグラフィーの進捗状況について  藤沢 2016年9月6日   
日本ウマ科学会 CT検査を行った馬の腸結石の一症例   東京 2016年11月28日～ 2016年11月28日   
日本ウマ科学会 ウマの関節軟骨欠損に対する骨髄由来間葉系幹細胞シートの検討   東京 2016年11月28日～ 2016年11月28日   
0
 － 125 －
学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
日本ウマ科学会 慢性蹄葉炎症例に対するMRI ならびに CT 画像診断の検討   東京 2016年11月28日～ 2016年11月28日   
日本ウマ科学会 馬の骨シンチグラフィーを日本に導入するための課題   東京 2016年11月28日～ 2016年11月28日    
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所 第46回北海道養護教員研究大会 第46回北海道養護教員研究大会 やさしいほうしゃせんのはなし 2016年 7月29日～ 2016年 7月29日  十勝プラザ （北海道帯広市） 公開総合臨床実習 中央畜産会 馬のCT、シンチグラフィー 2016年8月26日 帯広畜産大学   〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名   
－ 104 － 0
 － 126 －
 〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
0
 － 122 －
【氏名】 氏名 市原 伸恒  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 研究室名 解剖学第一研究室 職名 准教授 発令年月日 2007年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 麻布大学大学院・獣医学研究科・獣医学専攻・博士課程・1997年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・獣医学科・1993年卒業   〔取得学位〕 博士（獣医学） 麻布大学大学院 （甲第72号）  
【職歴】 1997年-1999年 1999年-現在 1999年-2007年 2007年-現在 2010年-2011年 2011年-現在 
国立精神・神経センター神経研究所流動研究員 麻布大学大学院獣医学研究科授業担当（博士課程） 麻布大学獣医学部 獣医学科講師 麻布大学獣医学部 獣医学科准教授 ミュンヘン大学長期海外研修 麻布大学獣医学部獣医学科准教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    1 件  〔学会賞等・年〕   〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕   〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕   〔所属学会〕 日本神経病理学会 (国内) 日本獣医学会 (国内) 獣医神経病研究会 (国内) 日本実験動物学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 卒業論文(5.0;必修)、獣医学特論(4.0;必修)   
－ 106 － 07
 － 123 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 専門学外実習(2.0;必修)、獣医組織学(0.3;必修)、獣医解剖学Ⅰ(0.5;必修)、獣医解剖学Ⅱ(0.4;必修)、 獣医解剖学実習(2.0;必修)、総合獣医学(2.0;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 炭酸脱水酵素アイソザイムの組織局在;神経・筋疾患モデル動物の病態変化;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許（1993年） 特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者（2009年）   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)      3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)      4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）  
 
08
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（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Three-Dimensional Study of the 
Terminal Portion in Sprague-Dawley 
Rat Ejaculatory Ducts. 
共著 2016年 8月 Anat Histol Embryol. 45(4)
Motohashi, M., Inomata, T.,  
Takahashi, H., Ichihara, N.,  
Kansaku, N., Ikegami, M., 
Asari, M., Mutou, T. and 
Wakui, S.
285-290  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式      
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数  
－ 108 － 09
 － 125 －
  〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
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【氏名】 氏名 坂上 元栄  
【現職】 獣医学研究科 学科名 獣医学専攻 研究室名 解剖学第二研究室 職名 准教授 発令年月日 2014年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 東京大学大学院・農学生命科学研究科・・博士課程・2002年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 岩手大学・農学部・獣医学科・1998年卒業   〔取得学位〕 博士（獣医学） 東京大学大学院 （農博甲第2451号）  
【職歴】 2002年-2006年 2006年-2007年 2007年-2009年 2009年-現在 2009年-2012年 2014年-現在 2014年-現在 2015年-現在 
北里大学薬学部公衆衛生学教室・助手 北里大学薬学部・講師 麻布大学獣医学部 獣医学科講師 麻布大学獣医学部 獣医学科准教授 給与委員会委員 麻布大学 大学院 獣医学研究科研究科委員 麻布大学大学院獣医学研究科 獣医学専攻准教授 安全衛生員会委員 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    2 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本獣医学会 (国内) 
 
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 動物機能解剖学Ⅰ(2.0;必修)、動物機能解剖学Ⅱ(1.0;必修)、動物機能解剖学実習(1.0;必修)、専門ゼミ(2.0;必修)   
－ 110 － 11
 － 127 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医組織学(2.0;必修)、獣医組織学実習(1.0;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 0 副査回数（学内） 1 副査回数（学外） 0  
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 星状膠細胞の機能に関する研究、色素細胞に関する研究  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕 イヌ頭蓋骨標本の3Dプリンタモデル   〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 普通自動車免許 (1992年) 獣医師免許（第36776号） (1998年) 麻薬研究者免許証 (2010年) 麻薬研究者免許証 返納 (2012年) 麻薬研究者免許証 (2015年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 質量分析法における質量変化を検出する方法及び安定同位体標識タンパク質の絶対量の定量方法 
 P150011207 
  〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     
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  4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Differentiation of rat adipose tissue-
derived stem cells into neuron-like cells 
by valproic acid, a histone deacetylase 
inhibitor. 
共著 2016年 Exp. Anim. 65
Okubo, T., Hayashi, D.,  
Yaguchi, T., Fujita, Y.,  
Sakaue, M., Suzuki, T.,  
Tsukamoto, A., Murayama, O., 
Lynch, J., Miyazaki, Y.,  
Tanaka, K. and Takizawa, T. 
64-51  
Potentiation of methylmercury-induced 
death in rat cerebellar granular neurons 
occurs by further decrease of total 
intracellular GSH with BDNF via TrKB 
in vitro. 
共著 2016年 Biol. Pharm. Bull. 39
Sakaue, M., Maki, T.,  
Kaneko, T., Hemmi, N.,  
Sekiguchi, H., Horio, T.,  
Kadowaki, E., Ozawa, A.  
and Yamamoto, M. 
1047-1054  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
日本獣医学会第159回学術集会 
脳挫傷モデルマウス
astrocyteにおける
acetylcholinesterase発現局在の免疫組織化学的検討
○堀尾朋世、坂上元栄、池本美貴、松本禎基、 山本雅子 
神奈川県藤沢市 日本大学 2016年 9月 6日～ 2016年 9月 8日  口頭 
第91回麻布獣医学会 脳挫傷モデルマウスastrocyte/microgliaにおけるacetylcholinesterase発現局在の組織学的検討 
○堀尾朋世、坂上元栄、山本雅子 麻布大学（相模原） 2016年11月12日  口頭 
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数     
－ 112 － 13
 － 129 －
 〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所 
  日本大学第二高等学校 獣医・動物系大学のキャリア講義 2016年 6月15日  日本大学第二高等学校 高大一貫授業 学部概論
B 麻布大学および麻布大学附属高校 アドミッションポリシーの説明とグループ面接 2016年 6月28日  麻布大学   〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等） 麻布大学オープンセミナー 個別相談員  
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 麻布大学 学生委員会、麻布大学 学生指導委員会委員、獣医学部入学者選考委員会委員、 基礎獣医系解剖学分野教員選考委員会委員長、学部長選挙規則再考委員会委員長   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日 卒業生子女対象説明会における｢個別相談コーナー｣   2016 年 5月 21日 
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タイトル 媒体 年月日 オープンキャンパス個別相談コーナー相談員   2016 年 8月 7日   〔その他〕 麻布大学獣医学部獣医学科 1 年次クラス担任  
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 114 － 15
 － 130 －
【氏名】 氏名 西田 利穂  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科  研究室名 生理学第一研究室 職名 准教授 発令年月日 2003年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 麻布獣医科大学大学院・獣医学研究科・獣医学専攻・修士課程・1978年修了 麻布大学大学院・・・博士課程・   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布獣医科大学・獣医学部・獣医学科・1976年卒業   〔取得学位〕 獣医学修士 麻布獣医科大学大学院 獣医学博士 麻布大学大学院 （乙236号）  
【職歴】 1978年-1984年 1984年-1988年 1988年-2003年 2001年-現在 2003年-現在 
麻布獣医科大学獣医学部助手 麻布大学獣医学部講師 麻布大学獣医学部助教授 東京工芸大学非常勤講師 麻布大学獣医学部獣医学科准教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    1 件  〔学会賞等・年〕   〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕   〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕   〔所属学会〕 日本動物看護学会 (国内) 日本獣医学会 (国内) 日本炭酸脱水酵素研究会 (国内) 日本生化学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学特論(2;必修)、獣医生理学Ⅱ(2;必修)、卒業論文(5;必修)、獣医生理学実習Ⅰ(1;必修)、動物生理学実習(1;必修)  
16
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 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 動物生理学Ⅰ(2;必修) 
  〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 動物の炭酸脱水酵素に関する研究,獣医生理学;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 第15716号(1976年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)学術研究助成金（基盤C） 西田利穂 犬猫の食事性アレルギーに関与するIsGの研究 1,370,000円   2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)       2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)      3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)      4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）  
 
－ 116 － 17
 － 132 －
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Antibodies reacting to carbonic 
anhydrase isozymes (I and II) and 
albumin in sera from dogs. 
共著 2016年4月 Research in Veterinary 
Science 
106 Nishita, T., Miyazaki, R.,  Miyazaki, T., Ochiai, H.  
and Orito, K.
180-182  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
          〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
          〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考  単著        〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数 東京工芸大学 生理学A 4   〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数     
18
 － 133 －
 〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 118 － 19
 － 134 －
【氏名】 氏名 白井 明志  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科  研究室名 薬理学研究室 職名 准教授 発令年月日 2007年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 麻布大学大学院・獣医学研究科・獣医学専攻・修士課程・1986年修了 麻布大学大学院・獣医学研究科・獣医学専攻・博士課程・1989年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・獣医学科・1984年卒業   〔取得学位〕 獣医学修士 麻布大学大学院 獣医学博士 麻布大学大学院 （甲第53号）  
【職歴】 1989年-1991年 1991年-1994年 1994年-現在 1994年-1997年 1997年-2007年 2007年-現在 
大塚製薬㈱徳島研究所 麻布大学獣医学部助手 大学院獣医学研究科獣医学専攻授業担当 麻布大学獣医学部講師 麻布大学獣医学部獣医学科助教授 麻布大学獣医学部獣医学科准教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    2 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕   〔所属学会〕 日本解剖学会 (国内) 日本中毒学会 (国内) 日本先天異常学会 (国内) 日本獣医学会 (国内) 日本トキシコロジー学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕      
20
 － 135 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学特論(2;必修)、獣医薬理学実習(1;必修) 、卒業論文(5;必修)、卒業論文(6;必修)、専門ゼミⅡ(2;選択)、動物薬理学(2;選択)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医薬理学各論(2;必修)、獣医薬理学総論(2;必修)、総合獣医学(3;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 胎子循環器系に関する研究;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 （第25036号）   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)       2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)      3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)      
－ 120 － 21
 － 136 －
  4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考 
Therapeutic effects of liraglutide, a 
glucagon-like peptide-1 analog, in 
diabetic WBN/Kob-Leprfa rats with 
obesity and chronic pancreatitis. 
共著 2016年9月 Intergrateve Obesity 
and Diabetes 
2(5) Nagakubo, D., Shirai, M.,  Wakabayashi, K.,  
Nakamura, Y., Kaji, N.  
and Asai, F.
265-270  
Direct action of capsaicin in brown 
adipogenesis and activation of brown 
adipocytes. 
共著 2016年1月 Cell Biochem Funct 34(1) Kida, R., Yoshida, H.,  Murakami, M., Shirai, M.,  
Hashimoto, O., Kawada, T.,  
Matsui, T. and Funaba, M. 
34-41  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第159回日本獣医学会学術集会 WBN/Kob-Lep
faの2型糖尿病発症に対する高食塩食の影響 
高木善一、杉本太一、 小林郁美、白井明志、 浅井史敏 藤沢市 2016年 9月 7日～ 2016年 9月 7日 497  
第159回日本獣医学会学術集会 
ラット血漿中 2-hydroxyglutarateの骨格筋障害バイオマーカーとしての可能性 
大林久佐邦、小林尚子、根津義和、矢本 敬、 白井明志、浅井史敏 藤沢市 2016年 9月 7日～ 2016年 9月 7日 496  
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所       
22
 － 137 －
 〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 放射線安全委員会委員、生物研運営委員会委員   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 122 － 23
 － 139 －
【氏名】 氏名 上家 潤一  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 病理学（獣医） 研究室名 病理学研究室 職名 准教授 発令年月日 2013年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 新潟大学・医学研究科・病理学専攻・博士課程・2003年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・獣医学科・1999年卒業   〔取得学位〕 学士 麻布大学  博士（医学） 新潟大学   
【職歴】 2003年-2005年 2005年-2007年 2005年-2007年 2007年-2007年 2007年-2013年 2009年-現在 2013年-現在 2016年-現在 
東京都立大学大学院理学研究科学術研究員 東北大学未来科学研究センター・助手（兼任） 東北大学大学院薬学研究科・助手 東北大学大学院薬学研究科・助教 麻布大学獣医学部 獣医学科 病理学（獣医）講師 顕微鏡委員会委員 麻布大学獣医学部 獣医学科 病理学（獣医）准教授 獣医学研究科委員 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 日本プロテオーム学会理事・広報 継続 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    3 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本腎臓学会（国内） 日本獣医学会（国内） 日本プロテオーム学会 （国内）  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕      
24
 － 140 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数    〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医病理学各論Ⅰ(;必修)、獣医病理学各論Ⅱ(;必修)、獣医病理学実習(;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）  
 
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 白血病における薬剤耐性因子の同定;OMラットにおける蛋白尿発症機序の解明;PAN腎症における糸球体上皮細胞再生機構の解明;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕 動物病理学総論 第3版、動物病理学各論 第2版   〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者 (2009年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 安定同位体標識プローブを用いた質量分析による膜蛋白質の定量方法   質量分析計を使った膜タンパク質の定量方法  PCT/JP2006/321577 質量分析装置を用いたタンパク質定量のための評価用ペプチド、人工標準タンパク質、及びタンパク質の定量方法 
 特開2010-197110 
質量分析装置を用いた代謝酵素群の一斉タンパク質定量に用いるペプチド  特開2010-85103   〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)
科学研究補助金基盤（C）15K07730 上家潤一 SAA遺伝子変異に起因するAAアミロイド症の病理発生機序の解明 1,800,000   2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)  
－ 124 － 25
 － 141 －
   3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Cutaneous epitheliotropic T-cell 
lymphoma with systemic dissemination 
in a dog. 
共著 2016年 5月 J vet Diagn Invest. 28
Mineshige, T., Kawarai, S., 
Yauchi, T., Segawa, K.,  
Neo, S., Sugahara, G.,  
Kamiie, J., Hisasue, M. and 
Shirota, K.
327-331  
SPONTANEOUS LIPOPROTEIN 
GLOMERULOPATHY-LIKE 
NEPHROPATHY IN A SQUIRREL 
(SCIURUS VULGARIS). 
共著 2016年 1月 J Zoo Wildl Med. 47 Kobayashi, R., Chambers JK., Yoshida, K., Nakamura, T.,  
Yasuno, K., Uchida, K.,  
Kamiie, J. and Shirota, K. 
663-666  
Expression of phospholipase A2 
receptor in primary cultured podocytes 
derived from dog kidneys. 
共著 2016年 1月 J Vet Med Sci. 78 Sugahara, G., Kamiie, J., Kobayashi, R., Mineshige, T. 
and Shirota, K. 
895-899  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
      
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数     
26
 － 142 －
 〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕     
－ 126 － 27
 － 143 －
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
28
 － 144 －
【氏名】 氏名 池田 輝雄  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科  研究室名 獣医免疫学研究室 職名 准教授 発令年月日 2007年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 麻布大学大学院・獣医学研究科・獣医学専攻・修士課程・1981年修了 麻布大学大学院・獣医学研究科・獣医学専攻・博士課程・1982年中途退学   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布獣医科大学・獣医学部・獣医学科・1979年卒業   〔取得学位〕 獣医学博士 麻布大学大学院 （第131号） 獣医学士 麻布獣医科大学 獣医学修士 麻布大学大学院 （第264号）  
【職歴】 1982年-1987年 1987年-1999年 1999年-2006年 2004年-2010年 2006年-2007年 2007年-現在 
麻布大学獣医学部獣医学科助手 麻布大学獣医学部獣医学科講師 麻布大学獣医学部獣医学科助教授 生物研プロジェクト班長授業担当（博士課程） 麻布大学獣医学部獣医学科助教授 麻布大学獣医学部獣医学科准教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕   〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕   〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕   〔所属学会〕 日本獣医学会（国内） 日本細菌学会（国内） 日本医真菌学会（国内） アメリカ微生物学会 日本感染症学会（国内） アメリカ免疫学会 日本免疫学会（国内） 日本皮膚科学学会（国内） 日本分子生物学会（国内）  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
    
－ 128 － 29
 － 145 －
 〔その他〕  
 
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学特論(2;必修)、獣医免疫学(2;必修)、卒業論文(5;必修)、卒業論文(6;必修)、専門ゼミⅡ(2;選択)、動物分子免疫学(2;選択)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 総合獣医学(3;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 免疫応答におけるマスト細胞活性化機構の解析,マスト細胞、免疫、サイトカイン、分子機構;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許第18876号（1980年）   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 アンカーペプチド、融合タンパク質、及び蛋白質固定化方法   圧電素子の電極への細胞の固定化方法、細胞容積の測定方法および細胞容積の測定装置 
  
  〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)
  池田輝雄 多能性マスト細胞の戦略的分化誘導と免疫応答における調整機構の包括的解析 0円   2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)    
30
 － 146 －
  3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)      4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 当該頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
      
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）   
－ 130 － 31
 － 147 －
 〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数  派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
32
 － 202 －
【氏名】 氏名 平 健介  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 研究室名 寄生虫学研究室 職名 准教授 発令年月日 2015年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 デンマーク王立獣医農業大学大学院・獣医学研究科・寄生虫学専攻・博士課程・2003年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 日本獣医畜産大学・獣医畜産学部・獣医学科・1999年卒業   〔取得学位〕   
【職歴】 2003年-2004年 2004年-2005年 2005年-2007年 2007年-現在 2009年-現在 2009年-現在 2010年-現在 2011年-現在 2011年-現在 2012年-現在 2012年-2014年 2012年-現在 2013年-現在 2015年-現在 
デンマーク王立獣医農業大学デンマーク寄生虫病研究センター・研究員 茨城大学農学部動物保健衛生学教室・研究員 日生研株式会社寄生虫部・研究員 麻布大学獣医学部 獣医学科 寄生虫学講師 学部学生指導委員会委員 学生委員クラス担任委員 獣医学部獣医学科授業担当（博士課程） 学生用顕微鏡管理・整備委員会委員 生物科学総合研究所運営委員会委員 動物実験委員会委員 入学者選考委員会委員 「学園情報」編集部会委員 
VetCBT学内準備委員会委員 麻布大学獣医学部 獣医学科 寄生虫学准教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 
Helminthologia (An international journal for parasitology)Editorial board 継続 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本豚病研究会 日本獣医学会 (国内) 日本寄生虫学会 (国内) 日本動物原虫病学会 (国内) 
World Association for the Advancment of Veterinary Parasitology 日本獣医寄生虫学会 (国内) 獣医臨床寄生虫学研究会  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
－ 132 － 133
 － 203 －
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 卒業論文(;卒業論文)、 獣医学特論(2.0;必修)、獣医寄生虫学実習(1.0;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 動物健康管理学(2.0;選択)、動物応用科学概論I(2.0;必修) 、総合獣医学(3.0;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 回虫類の幼虫の動物体内における移行動態に関する研究;牛コクシジウム病の診断法および予防治療の検討;肝蛭病の臨床診断法の検討;鞭虫病の診断法および予防治療法の検討;都市部における犬猫の消化管内寄生虫感染の実態調査;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 (1999年) 
Ph. D. （獣医学博士） (2003年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 2 型糖尿病の発症を抑制する寄生虫     〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)  
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 － 204 －
   3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）  
－ 134 － 135
 － 205 －
  〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数    〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
136
 － 153 －
【氏名】 氏名 久末 正晴  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 内科学第二 研究室名 内科学第二研究室 職名 准教授 発令年月日 2008年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 東京大学大学院・農学生命科学研究科・獣医学専攻・博士課程・2000年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 宮崎大学・農学部・獣医学科・1994年卒業   〔取得学位〕 博士（獣医学） 東京大学大学院 （2174号）  
【職歴】 2000年-2000年 2000年-2004年 2004年-現在 2008年-現在 2010年-2010年 2011年-2011年 
東京大学大学院 農学生命科学研究科農学特定研究員 麻布大学獣医学部 獣医学科助手 麻布大学獣医学部 獣医学科講師 麻布大学獣医学部 獣医学科 内科学第二准教授 東京農工大学非常勤講師 国立大学法人東京農工大学非常勤講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本獣医学会 (国内) 日本血液学会 (国内) 日本再生医療学会 (国内) 日本比較臨床医学会 (国内) 動物臨床医学 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕     
－ 136 － 37
 － 154 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕 ・科目名，単位数 獣医学特論(2;必修)、獣医内科学実習(1;必修) 、卒業論文(5;必修)  〔分担科目（学内）〕 ・科目名，単位数 小動物獣医総合臨床(8;必修)、小動物病院実習(2;その他)、小動物臨床実習(3;必修)、総合獣医学(3;必修)、先端獣医療(1;必修)、 臨床病理(2;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 動物の遺伝子診断の確立に関する研究,マイコプラズマ;犬の骨髄細胞から肝細胞への分化誘導,犬 骨髄 肝細胞 HGF;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 (1995年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)
  土屋 亮 乳腺腫瘍の犬や猫にマウス乳癌ウイルス(MMTV)は感染しているか? 0円
科学研究費補助金   自家骨髄移植によるイヌの肝再生医療の確立に関する研究 0円
学術研究振興資金   獣医学領域における再生医療の基盤研究の確立に関する研究 0円   2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額) 犬の肝臓疾患におけるブタのプラセンタ製剤の有用性の検討 0円小動物臨床の内科治療の向上に関する研究 0円ネコ白血病ウイルスの抗原検出系改良に関する研究 0円 
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 － 155 －
  3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
      
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）   
－ 138 － 39
 － 156 －
 〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）  
 
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
40
 － 141 －
【氏名】 氏名 恩田 賢  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科  研究室名 産業動物内科学研究室 職名 准教授 発令年月日 2013年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 東京大学・農学生命科学研究科・獣医学専攻・博士課程・1998年中途退学   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・獣医学科・1992年卒業   〔取得学位〕 学士 麻布大学  博士（獣医学） 東京大学大学院 （第16517号）  
【職歴】 1992年-1995年 1998年-2006年 1998年-1999年 1999年-現在 1999年-2008年 2001年-2004年 2006年-2013年 2007年-現在 2007年-現在 2008年-2010年 2008年-2010年 2010年-2010年 2010年-2012年 2013年-2015年 2013年-2015年 2013年-2014年 2013年-2015年 2016年-現在 
千葉県農業共済組合連合会技師 麻布大学獣医学部 獣医学科助手 動物病院運営委員会委員 動物病院 産業動物診療部門委員 動物病院 検査部門委員 オープンキャンパス委員会委員 麻布大学獣医学部 獣医学科講師 動物管理センター運営委員会牛舎利用代表者委員 獣医学科 4年 臨床病理授業担当 麻布獣医学会運営委員委員 一般入試 試験問題作成および採点委員 東京大学非常勤講師 米国アイオワ州立大学客員研究員 東京大学非常勤講師 麻布大学獣医学部 獣医学科 内科学第三准教授 獣医学部・獣医学科 入学者選考委員会生産獣医学系委員 動物病院運営委員会委員 麻布大学獣医学部 獣医学科 教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    3 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本獣医師会（日本産業動物獣医学会） (国内) 日本生化学会 (国内) 日本獣医学会 (国内) 日本酪農科学会 (国内) 
American Dairy Science Association 日本畜産学会 (国内) 乳腺・泌乳研究会 (国内) 日本抗加齢医学会 (国内)  
－ 140 －
 － 142 －
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 卒業論文(5.0;必修)、獣医学特論(4.0;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 動物応用科学概論I(2.0;必修)、基礎動物保健学概論(1.0;選択)、獣医内科学(2.0;必修)、獣医内科学実習(1.0;必修)、 獣医畜産管理学(1.0;選択)、産業動物獣医総合臨床(6.0;必修)、産業動物臨床基礎実習(1.0;選択)、産業動物臨床実習(1.0;必修)、 臨床病理(2.0;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 0 副査回数（学内） 1 副査回数（学外） 0 
 
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; ウシの電解質代謝に関する研究,牛乳、乳腺、低カルシウム血症;牛の代謝性疾患,肝機能、第四胃変位、ケトーシス、周産期;牛乳腺組織における 5-HT-PTHrP系の泌乳に対する役割;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 第30361号（1992年）   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      
 － 143 －
 〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)
基盤（C）一般 16K08064-0003 恩田 賢 牛乳腺組織における 5-HT-PTHrP 系の泌乳に対する役割 1,560,000円   2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 病態からみた牛の輸液 共著 2016年6月 緑書房 鈴木一由、山田 裕 他     〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Expression of uncoupling protein 1 in 
bovine muscle cells 
共著 2016年12月 J Anim Sci. 94(12)
Abd Eldaim, MA., 
Hashimoto, O., Ohtsuki, H., 
Yamada, T., Murakami, M.,  
Onda, K., Sato, R.,  
Kanamori, Y., Qiao, Y.,  
Tomonaga, S., Matsui, T. and 
Funaba, M.
5097-5104  
Effects of intravenous lactated Ringer's 
solution in cows suffering from hepatic 
disorders 
共著 2016年 8月 Asian Journal of Animal and Veterinary 
Advances 
11(8)
Onda, K., Noda, C.,  
Nakamura, K., Sato, R.,  
Ochiai, H., Arai, S.,  
Madarame, H., Kawai, K. and 
Sunaga, F.
469-476  
Serum Ornithine Carbamoyltransferase 
Activity and Correlation with Fatty 
Liver in Dairy Cows with Displaced 
Abomasum 
共著 2016年 7月 American Journal of Animal and Veterinary 
Sciences 
11(3) Onda, K., Sato, R.,  Sasaki, Y., Madarame, H.,  
Ochiai, H., Kawai, K., and 
Sunaga, F.
85-90  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考            
－ 142 －
 － 144 －
 〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 乳牛の脂肪肝の診断基準：血液生化学検査 単著 2016年 3月 家畜診療 63(3)   171-173  乳牛の周産期における低無機リン血症 単著 2016年 1月 家畜診療 63(1)   5-13    〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
平成27年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会 ホルスタイン種乳牛における後肢断脚の1例． 佐藤礼一郎、石橋愛子、住吉俊亮、河合一洋、 篠塚康典、恩田 賢 秋田 2016年 2月26日～ 2016年 2月28日   
平成27年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会 黒毛和種の鼻腔内大型腫瘍の１例 井坂紗英、佐藤礼一郎、宇根有美、金井詠一、 菊池允人、恩田 賢 秋田 2016年 2月26日～ 2016年 2月28日   
World Buiatrics Congress 
2016 
A case study of the 
hindlimb amputation in a 
Holstein cow. WBC 
congress, Dublin. 2016 
Sato, R., Kawai, K., 
Shinozuka, Y. and Onda, K.
Dublin, 
Ireland 
2016年 7月 3日～ 2016年 7月 8日   
第159回日本獣医学会学術集会 TaqManリアルタイムPCRを用いた牛下痢症関連病原体の網羅的診断 
天野敬太、松岡香里、 佐藤礼一郎、恩田 賢、落合秀治、土赤 忍、 大松 勉、水谷哲也、 須永藤子 
神奈川県藤沢市 亀井野1866 2016年 9月 6日～ 2016年 9月 8日   
第159回日本獣医学会学術集会 
牛の迷走神経性消化不良（幽門移送障害）における血清と第一胃液の電解質濃度の変化 
秋山真之介、佐野麻衣、佐藤礼一郎、恩田 賢 神奈川県藤沢市 亀井野1866 2016年 9月 6日～ 2016年 9月 8日   
第159回日本獣医学会学術集会 神奈川県とその周辺地域における牛のヘモプラズマ感染の実態 
三木聡一郎、清水誠之、佐藤礼一郎、恩田 賢、須永藤子 
神奈川県藤沢市 亀井野1866 2016年 9月 6日～ 2016年 9月 8日    
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称      
 － 145 －
 〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 入学者選考委員会   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕  
 
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他） 動物病院産業動物診療部門、相模原市産業動物臨床技術者交流検討会、動物病院産業動物診療部門部門長  
【補遺】   
－ 144 －
 － 162 －
【氏名】 氏名 齋藤 弥代子  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 研究室名 外科学第二研究室 職名 准教授 発令年月日 2013年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 山口大学・農学部・獣医学科・1993年卒業   〔取得学位〕 博士(獣医学） 山口大学連合大学院 （乙第12号）  
【職歴】 1993年-1997年 1998年-2002年 2002年-2003年 2003年-2006年 2003年-2012年 2006年-2013年 2008年-2013年 2008年-2013年 2009年-2013年 2010年-2012年 2008年-2014年 2011年-2012年 2012年-2014年 2012年-2014年 2013年-現在 
千葉県千葉市ファミリー動物病院小動物臨床獣医師 米国ノースカロライナ州立大学獣医学校神経科客員研究員 三重県上野市南動物病院小動物臨床獣医師（神経科担当） 麻布大学獣医学部 獣医学科 外科学第二助手 ハラスメント相談員その他 麻布大学獣医学部 獣医学科 外科学第二講師 学生委員 学部学生指導委員 授業担当（博士課程） 入学者選考委員会委員 国立大学法人東京農工大学非常勤講師（集中講義） その他 ハラスメント防止委員（人権委員会）委員 麻布獣医学会運営委員 麻布大学獣医学部 獣医学科 外科学第二准教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 学生委員会 継続 学部学生指導委員会 継続 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    1 件 
 〔学会賞等・年〕 1 件 
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕 5 回 
 〔所属学会〕 獣医神経病学会 (国内) 日本獣医師会 (国内) 日本獣医麻酔外科学会 (国内) 
European Society of Veterinary Neurology 日本獣医学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕  
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 〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕  
 
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 小動物病院実習(2;その他)、獣医学特論(2;必修)、卒業論文(5;必修)、先端獣医療(1;選択)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 小動物獣医総合臨床(8;必修)、小動物臨床実習(3;必修)、獣医外科学(2;必修)、獣医外科学実習(1;必修)、総合獣医学(3;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;     中枢神経炎症時の脳脊髄液に関する研究、犬の多発性神経炎;犬の脳波に関する研究,機能的神経外科、水頭症;犬の脳脊髄液に関する研究,beta-2-microglobulin;犬猫の抗てんかん薬に関する研究,てんかん ゾニサミド 犬 猫;小動物の感染性脳炎に関する研究;重症筋無力症;イヌのてんかん外科に関する研究,MST;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許（1993年）   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 てんかん発作のモニタリングシステムおよびモニタリング方法  特許第6193613号   〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)
     2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)  
－ 146 － 47
 － 164 －
   3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額) イヌ用てんかんリアルモニタリング・支援装置の評価データの取得 0円   4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 犬と猫の神経痛学 共著 2016年 緑書房      〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Changes in Resyiratory Function in 
Pernbroke Welsh Corgi Dogs With 
deojeneratve Myelopathy 
共著 2016年      
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 麻布大学雑誌 2件        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式日本臨床フォーラム等複数       神奈川県獣医師会など        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）  
48
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  〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ 犬や猫にもある身近な病気、てんかん 時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名 病院改革プロジェクト委員、動物病院小動物部門委員、教務委員、動物管理センター運営委員など   〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 学生委員会など   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日 ねこのきもち 雑誌 2016年4月 
Vet iなど 雑誌    〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他） 動物病院神経科担当、大学附属動物病院における診療業務 神経外科内科  2 日/週 約 4 ～ 6 症例/日 診療時間 約23時間/週  
【補遺】   
－ 148 － 49
 － 150 －
【氏名】 氏名 河合 一洋  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 衛生学第一 研究室名 衛生学第一研究室 職名 准教授 発令年月日 2014年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 酪農学園大学・獣医学研究科・・修士課程・1987年修了 酪農学園大学・獣医学研究科・・2007年その他    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 酪農学園大学・酪農学部・獣医学科・1985年卒業   〔取得学位〕 博士（獣医学） 酪農学園大学 （酪論博獣第58号）  
【職歴】 1987年 1990年 1994年 1997年 1998年-2007年 2003年 2007年-2007年 2007年 2008年-2009年 2008年-2008年 2009年-2014年 2009年-2014年 2009年-現在 2010年-2016年 2011年-2014年 2011年-2012年 2014年-現在 2015年-現在 2015年-現在 
帯広市農業共済組合技師 十勝農業共済組合帯広支所技師 十勝農業共済組合勤務帯広家畜診療所技師 十勝農業共済組合勤務中部家畜診療センター技師 酪農学園大学 大学院獣医学研究科研究生 十勝農業共済組合勤務西部家畜診療センター診療係主査 帯広畜産大学非常勤講師 十勝農業共済組合勤務中部家畜診療センター診療係長 十勝農業共済組合勤務南部家畜診療センター診療係長 帯広畜産大学非常勤講師 麻布大学講師 麻布大学獣医学部 獣医学科 衛生学第一講師 獣医学部 獣医学科衛生学第一研究室授業担当 麻布大学雑誌編集委員 国立大学法人東京大学非常勤講師 平成23年麻布獣医学園評議員選挙管理委員 麻布大学獣医学部 獣医学科 衛生学第一准教授 獣医学研究科委員 麻布獣医学園評議員選挙管理委員 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 健全な家畜取引推進のための啓発普及事業検討委員会委員 継続 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    4 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 大動物臨床研究会 (国内) 
National Mastitis Council 日本獣医学会 (国内) 日本乳房炎研究会 (国内) 日本家畜衛生学会 (国内) 十勝乳房炎協議会 (国内) 動物用ワクチン-バイオ医薬品研究会 (国内) 動物用抗菌剤研究会 (国内) 
 － 151 －
日本ラクトフェリン学会 (国内) 日本乳房炎研究会 (国内) 日本家畜感染症学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学特論(2;必修)、畜産物利用学(1;選択)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 基礎動物保健学概論( ;選択)、家畜衛生学実習(1;必修)、家畜衛生学Ⅰ(2;必修)、獣医学概論(2;必修)、獣医畜産管理学(1;選択)、 総合獣医学(3;必修)、産業動物臨床基礎実習(1;選択)、卒業論文(6;必修)、産業動物獣医総合臨床(6;必修)、牧場実習(1;  )   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 牛乳房炎に対する牛ラクトフェリンの応用に関する研究;難治性乳房炎の治療と予防に関する研究;牛臨床型乳房炎乳汁の好気培養における原因菌発育陰性の要因分析;微酸性電解水噴霧を利用した病院施設の微生物殺菌効果;Streptococcus乳房炎に対する抗生剤高濃度短期間投与の効果;Streptococcus乳房炎に対する短期間搾乳休止の治療効果;緑膿菌乳房炎多発牛群における疫学調査と防除手法に関する研究;高活性光触媒循環システムが子牛の抗病性に与える影響;牛乳房炎の治療法に関わる研究;乳房炎予防製品の有効性評価に関する研究;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕 参加型臨床教育のための牛・豚・馬のレプリカの製作   〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 普通自動車免許 (1981年) 獣医師免許 (1987年) ミルキングシステム点検技術者認定（北乳改第0122号） 北海道乳質改善協議会(2001年) 衛生管理技師免許 (2010年) 農場HACCP審査員資格 (2011年) クレーン特別教育修了 (2014年) 労働安全衛生法による技能講習修了（玉掛け） (2014年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 飼養動物用腎機能維持剤、腎機能維持用飼料、及び飼養動物の腎機能維持方法 
 特願2015-255097, 2015 
－ 150 －
 － 152 －
発明の名称 公報種別 特許番号 牛乳房炎原因微生物を検出する方法、それに使用されるプライマーセットおよびアッセイキット 
 特願 2013-241167, 2013 
核酸の定量方法、それに使用されるプライマーセット、DNAチップおよびアッセイキット、並びにそれを利用する常在菌の判定方法 
 特許第6226460号, 2017 
乳用家畜の乳房炎予防又は治療剤、乳房炎予防又は治療用飼料、及び乳房炎予防又は治療方法、並びに乳中の体細胞減少方法 
 特許第6253890号, 2017 
乳中の微生物を濃縮および乳中の微生物の核酸を回収する方法  特許第6093530号, 2017 参加型獣医学・畜産学教育のための動物模型の開発  特許第6143256号, 2017   〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)
農林水産省委託事業 研究代表者：河合一洋 平成28年度抗菌性物質薬剤耐性評価情報整備委託事業 「乳房炎の臨床的ブレイクポイント等の検討」(麻布大学、酪農学園大学、動物衛生研究部門） 
9,424千円うち配分額5,424千円
農林水産省食料生産地域再生のための先端技術展開事業 研究分担者：河合一洋 
持続的な畜産経営を可能とする生産・管理技術の実証研究 「新たな乳房炎検査システムと牛群管理ベンチマーキングの導入による生乳生産地域再生実証研究」（動物衛生研究所、酪農学園大学、麻布大学） 
48,627千円うち配分額7,710千円
農林水産省委託プロジェクト研究 研究分担者：河合一洋 
ゲノム情報を活用した家畜の革新的な育種・繁殖・疾病予防技術の開発 「優れたワクチンの開発のための技術開発」（動物衛生研究所、東北大学、大阪府立大学、北海学園大学、酪農学園大学、麻布大学） 
81,630千円うち配分額2,144千円
   2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額) 臨床型牛乳房炎に対するラクトフェリン製剤の治療効果に関する検討 0円   4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）       
 － 153 －
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Serum ornithine carbamoyltransferase 
activity and correlation with fatty liver 
in dairy cows with displaced abomasum 
共著 2016年 American Journal of Animal and Veterinary 
Sciences
11(3) Onda, K., Sato, R., Sasaki, Y., Madarame, H., Ochiai, H.,  
Kawai, K. and Sunaga, F. 
8-90  
Effects of intravenous lactated ringer's 
solution in cows suffering from hepatic 
disorders 
共著 2016年 Asian Journal of Animal and Veterinary 
Advance 
11(8)
Onda, K., Noda, C.,  
Nakamura, K., Sato, R.,  
Ochiai, H., Arai, S.,  
Madarame, H., Kawai, K. and 
Sunaga, F.  
469-476  
Factors associated with marketable milk 
production recovery after treatment of 
naturally occurring acute coliform 
mastitis 
共著 2016年 Journal of Veterinary 
Medical Science 
78(5) Shinozuka, Y., Kaneko, S.,  Kurose, T., Watanabe, A.,  
Kuruhara, K. and Kawai, K.* 
917-920  
Analysis of factors affecting milking 
claw vacuum levels using a simulated 
milking device 
共著 2016年 Animal Science 
journal 
87(6) Enokidani, M., Kuruhara, K.  
and Kawai, K.* 
848-854  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
平成27年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会 コーヒー豆粕サイレージ給与が牛乳汁中体細胞数低減に及ぼす効果 
河合一洋、來原加奈、 秋山 清、田中沙智、 菊 佳男、亦野 浩、 篠塚康典   2016年 2月    
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    
－ 152 －
 － 154 －
 〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
 － 176 －
【氏名】 氏名 須永 藤子  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科  研究室名 伝染病学研究室 職名 准教授 発令年月日 2007年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 麻布大学大学院・獣医学研究科・獣医学専攻・修士課程・1980年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布獣医科大学・獣医学部・獣医学科・1978年卒業   〔取得学位〕 修士（獣医学） 麻布大学大学院 博士（獣医学） 麻布大学大学院 （乙 第402号）  
【職歴】 1980年-1982年 1982年-1988年 1988年-2005年 1990年-現在 2005年-2007年 2007年-現在 
農林水産省動物検疫所家畜防疫官 麻布大学獣医学部助手 麻布大学獣医学部講師 大学院獣医学研究科獣医学専攻授業担当 麻布大学獣医学部獣医学科助教授 麻布大学獣医学部獣医学科准教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕    〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    2 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本獣医学会 (国内) 日本生体防御学会 (国内) 日本獣医師会 (国内) 日本獣医寄生虫学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕      
－ 154 － 55
 － 177 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 家禽疾病学(2;必修)、獣医学特論(2;必修)、卒業論文(5;必修)、家畜伝染病学実習(1;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学概論(2;必修)、総合獣医学(3;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 犬のバベシア症に関する研究;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 17570（1978年）   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)  
56
 － 178 －
 〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Serum Ornithine Carbamoyltransferase 
Activity and Correlation with Fatty 
Liver in Dairy Cows with Displaced 
Abomasum 
共著 2016年11月 American Journal of Animal and Veterinary 
Sciences 
11(3) Onda, K., Sato, R., Sasaki, Y., Madarame, H., Ochiai, H.,  
Kawai, K. and Sunaga, F. 
85-90  
Effects of Intravenous Lactated Ringer's 
Solution in Cows Suffering from 
Hepatic Disorders 
共著 2016年 6月 Asian Journal of Animal and Veterinary 
Advances 
11(8)
◎Onda, K., Noda, C.,  
Nakamura, K., Sato, R.,  
Ochiai, H., Arai, S., 
Madarame, H., Kawai, K. and 
Sunaga, F.
469-476  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第159回日本獣医学会学術集会 TaqManリアルタイムPCRを用いた牛下痢症関連病原体の網羅的診断 
天野敬太、松岡香里、 佐藤礼一郎、恩田 賢、落合秀治、土赤 忍、 大松 勉、水谷哲也、 須永藤子 
神奈川県 藤沢市 2016年 9月 7日～ 2016年 9月 7日 441  
第159回日本獣医学会学術集会 神奈川県と周辺地域における牛のヘモプラズマ感染の実態 
三木聡一郎、清水誠之、佐藤礼一郎、恩田 賢、須永藤子 神奈川県 藤沢市 2016年 9月 7日～ 2016年 9月 7日 438  
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）   
－ 156 － 57
 － 179 －
 〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 
委員会等の名称 薬事・食品衛生審議会専門委員（動物用生物学的製剤調査会），臨床実習等支援事業における育成・確保支援検討会委員、食品安全委員会専門委員（動物用医薬品専門調査会）、薬事・食品衛生審議会薬事分科会 動物用医薬品等部会委員   〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
58
 － 228 －
【氏名】 氏名 鈴木 武人  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 研究室名 栄養学研究室 職名 准教授 発令年月日 2015年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 麻布大学大学院・獣医学・動物応用科学・博士課程・2006年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・獣医学科・2001年卒業   〔取得学位〕 博士（学術） 麻布大学大学院 （第23号）  
【職歴】 2008年-現在 2008年-2015年 2010年-現在 2015年-現在 
麻布大学講師 麻布大学獣医学部 獣医学科講師 授業担当 麻布大学獣医学部 獣医学科 栄養学准教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本食品科学工学会 (国内) 日本獣医学会 (国内) 日本畜産学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 動物栄養学(2.0;必修)     
－ 158 － 159
 － 229 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 動物栄養学実習(1.0;選択)、動物生化学(2.0;必修)、動物生化学実習(1.0;必修)、牧場実習(1.0;必修)、 獣医畜産管理学(1.0;選択)、産業動物臨床基礎実習(1.0;選択)、食品機能学(2.0;選択)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 
Rhizopus oryzae 水抽出物の各種生理活性について;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 第41032号(2002年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 感染を抑制する乳酸菌、ならびにそれを含む発酵物、食品および医薬組成物   感染抑制剤およびそれを含有する飲食品   免疫調節剤および免疫調節食品     〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額) 
Rhizopus oryzae水抽出物の肝障害抑制効果に関する研究 0円   3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)  
160
 － 230 －
  〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   
－ 160 － 161
 － 231 －
 〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
162
 － 180 －
【氏名】 氏名 加藤 行男  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科  研究室名 公衆衛生学第二研究室 職名 准教授 発令年月日 2007年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 東京農工大学大学院・農学研究科・獣医学専攻・修士課程・1984年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 東京農工大学・農学部・獣医学科・1982年卒業   〔取得学位〕 農学修士 東京農工大学大学院 （農修第118号） 博士（獣医学） 麻布大学 （乙第383号）  
【職歴】 1984年-1990年 1990年-1994年 1994年-2001年 1994年-2010年 2001年-2007年 2007年-現在 
日清製粉株式会社勤務 麻布大学獣医学部助手 麻布大学獣医学部講師 麻布大学大学院獣医学研究科獣医学専攻授業担当 麻布大学獣医学部獣医学科助教授 麻布大学獣医学部獣医学科准教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 日本乳酸菌学会誌編集委員会委員 継続 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    2 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本獣医学会 (国内) ブドウ球菌研究会 (国内) 獣医疫学会 (国内) 日本感染症学会 (国内) 日本乳酸菌学会 (国内) 日本獣医公衆衛生学会 (国内) 日本食品微生物学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕       
－ 162 － 63
 － 181 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学特論(2;必修)、卒業論文(5;必修)、獣医公衆衛生学Ⅰ(2;必修)   〔教育担当科目（大学院）〕   ・科目名，単位数 公衆衛生学特論(2)、公衆衛生学特別実験Ⅰ(3)、公衆衛生学特別実験Ⅱ(3)、公衆衛生学特別実験Ⅲ(3)、公衆衛生学特別実験Ⅳ(3)、公衆衛生学特別演習Ⅰ(2)、公衆衛生学特別演習Ⅱ(2)、公衆衛生学特別演習Ⅲ(2)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医公衆衛生学実習(2;必修)、環境毒性学実習(2;必修)、獣医疫学(2;必修)、獣医公衆衛生学Ⅱ(2;必修)、 人と動物の共通感染症(2;選択)、総合獣医学(3;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 各種動物における病原菌の保有状況;真空包装冷蔵肉における低温増殖性乳酸菌の機能;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許（1984年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 
Porphyromonas gulaeの線毛タイプ     〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)    
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 － 182 －
  3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
New categories designated as 
healthcare-associated and community-
associated methicillin-resistant 
Staphylococcus pseudintermedius in 
dogs. 
共著 2016年 8月 Microbiol Immunol 60(8) Kasai, T., Saegusa, S.,  Shirai, M., Murakami, M. and 
Kato, Y. 
540-551  
樹液成分マスティックの抗菌作用 共著 2016年 8月 獣医畜産新報 69(8) 加藤行雄、東出京子、 小林郁美、阿部信之介、 白井明志、浅井史敏 599-602    〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考  単著         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所       
－ 164 － 65
 － 183 －
 〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称 神奈川県動物由来感染症対策検討会委員   〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
        〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 学生用顕微鏡管理･整備委員会委員，獣医学部教務委員会委員，病原体等安全管理委員会委員長   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）       
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 － 184 －
【補遺】   
－ 166 － 67
 － 172 －
【氏名】 氏名 並河 和彦  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科  研究室名 伝染病学研究室 職名 准教授 発令年月日 2007年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布獣医科大学・獣医学部・獣医学科・1975年卒業   〔取得学位〕 博士（獣医学） 麻布大学大学院 (乙366号）  
【職歴】 1978年-1985年 1985年-1990年 1985年-現在 1985年-1998年 1990年-現在 1998年-2007年 2007年-現在 
麻布大学獣医学部 助手 麻布大学大学院獣医学研究科授業担当（修士課程） 獣医学部附属動物病院 小動物部門・検査部門・教育部門その他 麻布大学獣医学部 講師 麻布大学大学院獣医学研究科獣医学専攻授業担当（博士課程） 麻布大学獣医学部 獣医学科助教授 麻布大学獣医学部 獣医学科准教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本獣医学会 (国内) 日本動物原虫病学会 (国内) 日本インターフェロン・サイトカイン学会 (国内) 獣医寄生虫学研究会 (国内) 日本獣医皮膚科学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕       
68
 － 173 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 家畜伝染病学実習(1;必修)、家畜伝染病学Ⅰ(2;必修)、家畜伝染病学Ⅱ(1;必修)、獣医学特論(2;必修)、専門学外実習(2;必修)、 卒業論文(5;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 小動物獣医総合臨床(8;必修)、小動物病院実習(2;その他)、小動物臨床実習(3;必修)、総合獣医学(3;必修)、臨床病理(2;必修)、 動物内科学(2;選択)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)       2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)    
－ 168 － 69
 － 174 －
  4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
      
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件  
0
 － 175 －
 〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 170 － 1
 － 172 －
【氏名】 氏名 大石 元治  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 解剖学第一 研究室名  職名 講師 発令年月日 2016年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 麻布大学・獣医学研究科・・博士課程・2009年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕    〔取得学位〕 博士（獣医学） 麻布大学 （119）  
【職歴】 2016年-現在 麻布大学獣医学部 獣医学科 解剖学第一講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本霊長類学会 (国内) 日本獣医学会 (国内) 日本野生動物医学会 (国内) 日本哺乳類学会 (国内) 日本人類学会 (国内) 日本ウマ科学会 (国内) 護蹄研究会  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数      
 － 173 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医解剖学I(;必修)、獣医解剖学実習(;必修)、臨床解剖学(;選択)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)       2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
 
－ 172 －
 － 174 －
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 小動物の胸部疾患   2016年11月     書いて覚える 塗って身につく 動物解剖学ノート   2016年 3月       〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
The 86th Annual Meeting of 
the American Association of 
Physical Anthropologists 
Preliminary findings of 3D 
analyses of the costal 
remains of 
Australopithecus sediba 
Bastir, M., Martinez, D.G., 
Williams, S.A., Nallah, S., 
Eyre, J., Oishi, M.,  
Ogihara, N., Churchill, S.E., 
Berger, L. and Schmid, P.
  2016年 4月   
6th Annual ESHE (European 
Society for the Study of 
Human Evolution) Meeting 
A geometric morphometric 
reconstruction of the 
thorax of H. naledi 
Bastir,M., Martinez, D.G., 
Williams, S.A., Meyer, M.R., 
Nalla, S., Schmid, P.,  
Barash, A., Oishi, M.,  
Ogihara, N., Churchill, S.E., 
Hawks, J. and Berger, L.R.
  2016年 9月   
第70回日本人類学会大会 チンパンジーにおける足の骨間筋の配置について 平﨑鋭矢、大石元治   2016年10月   
第70回日本人類学会大会 相対重量値からみた大型類人猿の肩関節周囲の筋 大石元治   2016年10月   
第70回日本人類学会大会 静荷重条件下におけるチンパンジー足部の3次元骨格運動の計測 
伊藤幸太、細田 耕、 名倉武雄、関 広幸、 北城雅照、今西宣晶、 相磯貞和、陣崎雅弘、 大石元治、荻原直道 
  2016年10月   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所      
 － 175 －
  〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第91回麻布獣医学会 チーターにおける回内-回外運動の特性について 
城築 悠、大石元治、尼崎 肇、藤田道郎、市原伸恒   2016年10月     〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
－ 174 －
 － 176 －
【補遺】   
 － 184 －
【氏名】 氏名 松井 久実  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科  研究室名 生理学第一研究室 職名 講師 発令年月日 2003年10月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 広島大学大学院・理学研究科・生物科学専攻・博士課程・2000年修了 早稲田大学大学院・理工学研究科・物理及応用物理学専攻・博士課程・2003年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・獣医学科・1998年卒業   〔取得学位〕 修士（理学） 広島大学大学院 博士（理学） 早稲田大学大学院 （修第16638号）  
【職歴】 2003年-2003年 2003年-現在 2003年-現在 2003年-現在 2003年-現在 2003年-現在 2003年-2007年 2004年-現在 2004年-2007年 2004年-現在 2005年-現在 2005年-現在 2007年-現在 2011年-現在 2014年-現在 2016年-現在 
早稲田大学助手 麻布大学獣医学部 獣医学科講師 獣医学部 動物応用科学科動物生理学実習（分担）授業担当 卒業論文授業担当 獣医学特論授業担当 獣医学研究科大学院授業担当（博士課程） 獣医学部 動物応用科学科動物生理学Ｉ（分担）授業担当 獣医学部 獣医学科獣医生理学実習（分担）授業担当 獣医学部基礎獣医学系生物学入門（分担）授業担当 総合獣医学（分担）授業担当 獣医学部獣医学科クラス担任その他 麻布大学附属生物科学総合研究所運営委員会委員 麻布大学人権委員会委員 広島大学大学院理学研究科大学院理学研究科附属研究両生類研究施設・客員研究員 動物応用科学科動物生理学II授業担当 麻布獣医学園学園評議員 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本爬虫両棲類学会 (国内) 日本獣医学会 (国内) 爬虫類・両生類の臨床と病理に関する研究会 日本比較生理生化学会 (国内) 日本カロテノイド研究会  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕 
－ 176 － 77
 － 185 －
 
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学特論(2;必修)、卒業論文(5;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 総合獣医学(3;必修)、獣医生理学実習Ⅰ(1;必修)、動物生理学実習(1;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）  
 
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 両生類のカロテノイド利用能についての生理生態学的研究;両生類保全に役立つ生体マーカーの開発;カエルツボカビに関する研究; 東南アジア地域のメダカ属種分化とカロテノイドによる体色発色の関係;オオサンショウウオの繁殖生理に関する研究;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 37227号(1998年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      
78
 － 186 －
  2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)      3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)      4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
      
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）  
－ 178 － 79
 － 187 －
  〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
0
 － 188 －
【氏名】 氏名 井上 真紀  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科  研究室名 生理学第二研究室 職名 講師 発令年月日 2007年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 麻布大学・獣医学研究科・獣医学専攻・修士課程・1987年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・獣医学科・1985年卒業 
Nijmegen大学・・・1992年その他   〔取得学位〕 修士(獣医学修士) 麻布大学 （第558号） 博士(Ph.D.) Nijmegen大学 （NICI）  
【職歴】 1992年-1996年 1996年-1997年 1997年-2007年 2007年-現在 
麻布大学獣医学部獣医学科 生理学第二助手 麻布大学獣医学部獣医学科 生理学第二講師 麻布大学獣医学部獣医学科 神経生理学講師 麻布大学獣医学部獣医学科 生理学第二講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本生理学会 (国内) 日本獣医学会 (国内) 日本神経科学会 (国内) 獣医神経病学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学特論(2;必修)、卒業論文(5;必修)、卒業論文(6;必修)、専門ゼミⅡ(2;選択)  
－ 180 － 1
 － 189 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 総合獣医学(3;必修)、獣医生理学実習Ⅱ(1;必修)、獣医療倫理・動物福祉(2;必修)、動物生理学実習(1;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; てんかんモデルラットにおける発作発現機構の解明に関する研究,神経生理学;ラットにおける学習中の海馬の機能に関する研究, 神経生理学;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許（1987年）   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)       2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)      4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）  
 
2
 － 190 －
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
      
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称  
－ 182 － 83
 － 191 －
  〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 学術情報委員会   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
84
 － 197 －
【氏名】 氏名 岡本 まり子  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 研究室名 獣医免疫学研究室 職名 講師 発令年月日 2011年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 大阪大学・医学研究科・・博士課程・1998年中途退学   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 大阪府立大学・農学部・獣医学科・1996年卒業 東京理科大学・生命科学研究科・・2005年その他   〔取得学位〕 博士 東京理科大学 （第747号）  
【職歴】 2005年-2006年 2006年-2007年 2007年-2008年 2008年-2009年 2009年-2011年 2011年-現在 2013年-現在 2013年-現在 2014年-2016年 
財団法人日本宇宙フォーラム流動研究員 独立行政法人理化学研究所任期制研究員 財団法人日本公定書協会流動研究員 独立行政法人医薬基盤研究所特任研究員 国立大学法人山口大学助教 麻布大学獣医学部 獣医学科講師 獣医学部獣医学科クラス担任その他 学生委員会委員 
AO入試実施委員会委員 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 日本獣医学会微生物学分科会日本獣医学会微生物学分科会シンポジウム委員 継続 独立行政法人日本学術振興会特別研究員等審査会専門委員及び国際事業委員会書面審査員・書面評価員 (2016年 7月まで) 
NPO獣医系大学間獣医学教育支援機構 獣医学共用試験センターvetCBT委員会・問題精選分科会委員 (2017年 3月まで)  独立行政法人日本学術振興会特別研究員等審査会専門員及び国際事業委員会書面審査員・書面評価員 継続(2017年 7月まで) 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    2 件 
 〔学会賞等・年〕 日本獣医学会微生物分科会若手奨励賞・2015年（指導学生が受賞） 
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本免疫学会 (国内) 日本生化学会 (国内) 日本獣医学会 (国内) 日本分子生物学会 (国内) 日本分析化学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕 
H28年度増井光子賞（指導学生が受賞） 
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
－ 184 － 85
 － 198 －
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 動物分子免疫学(2.0;選択)、卒業論文(;必修)、獣医学特論 I(;必修)、獣医学特論 II(;必修)  〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 動物健康管理学(2.0;選択)、獣医免疫学(2.0;必修)、獣医微生物学実習(2.0;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）  
 
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 細胞膜型女性ホルモン受容体の免疫系における役割について,Gタンパク結合型受容体、サイトカイン、免疫;イヌTh2サイトカイン産生制御にかかわる調節領域に関する研究,アレルギー、サイトカイン、イヌ、マスト細胞、IL-13;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕 獣医免疫学   〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 (1997年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)  
86
 － 199 －
   4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Expression of HIF-1alpha ODD domain 
fused canine caspase 3 by EGFR 
promoter-driven adenovirus vector 
induces cytotoxicity in canine breast 
tumor cells under hypoxia 
共著 2016年10月 Veterinary Research 
Communications 
40 ◎Okamoto, M., Asamura, A., Tanaka, K., Soeda, T.,  
Watanabe, K., Mizuguchi, H.  
and Ikeda, T. 
131-139  
GPER negatively regulates TNFalpha-
induced IL-6 production in human 
breast cancer cells via NF-kappaB 
pathway 
共著 2016年 5月 Endocrine Journal 63(5) ◎Okamoto, M. and 
Mizukami. Y. 
485-493  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第159回日本獣医学会学術集会 
トウホクサンショウウオにおける放射線感受性遺伝子のクローニングおよびその応用 
鎌田駿季、宇根有美、 松井久美、池田輝雄、 岡本まり子 
日本大学、生物資源科学部、藤沢市、神奈川県、日本 
2016年 9月 6日～ 2016年 9月 8日   
第159回日本獣医学会学術集会 炎症性大腸炎におけるガングリオシドGM2/GD2合成酵素の機能解析 
宮澤志織、永根大幹、 遠洞 翠、上家潤一、 岡本まり子、山下 匡 
日本大学、生物資源科学部、藤沢市、神奈川県、日本 
2016年 9月 6日～ 2016年 9月 8日   
The 14th Asian-Pacific 
Congress For Parasitic 
Zoonoses（審査有） Transcriptome profiling of the rat pinworm Syphacia Okamoto, M., Taira, K. and Ito, R. Azabu Univercity 2016年11月26日～ 2016年11月   
－ 186 － 87
 － 200 －
学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第159回日本獣医学会学術集会 
遺伝子治療用アデノウイルスベクターへの利用に向けたイヌHER2プロモーターのクローニング 
渡辺 京、池田輝雄、 岡本まり子 
日本大学、生物資源科学部、藤沢市、神奈川県、日本 
2016年 9月 6日～ 2016年 9月 8日   
第89回日本生化学会大会 ガングリオシドGM3はアレルギー性皮膚炎を抑制する 
森元美紗子、永根大幹、柴田悠貴、斉場遼介、 岡本まり子、上家潤一、池田輝雄、山下 匡 
仙台国際センター/東北大学 川内北キャンパス、仙台市、宮城県、日本 
2016年 9月25日～ 2016年 9月27日   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名   
188
 － 201 －
 〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 188 － 189
 － 202 －
【氏名】 氏名 内山 淳平  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 微生物学第一 研究室名  職名 講師 発令年月日 2015年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 
   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕    〔取得学位〕   
【職歴】 2015年-現在 麻布大学獣医学部 獣医学科 微生物学第一講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 
National Science Centre, Poland Grant Refree （2016年まで） 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    7 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本細菌学会 (国内) 日本感染症学会 (国内) ファージ研究会 ブドウ球菌研究会  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数    〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数   
190
 － 203 －
 〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 黄色ブドウ球菌に結合するタンパク質及びそのタンパク質を利用した黄色ブドウ球菌の測定方法   特許第5925075号 
B群連鎖球菌選択的増菌用培地       〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
 
 
 
－ 190 － 191
 － 204 －
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Taxonomic Proposal 2016.057a-
dB.A.v1.Kpp25virus. Create genus 
Kpp25virus in the family Podoviridae, 
order Caudovirales. 
共著 2016年 ICTV  Kropinski, A.M.*, Adriaenssens, E.M.  
and Uchiyama, J. 
 
http://ww
w.ictv.glo
bal/propo
sals-
16/2016.0
57a-
dB.A.v1.
Kpp25vir
us.pdf
Taxonomic Proposal 2016.024a-
dB.A.v2.Luz7virus. Create genus 
Luz7virus in the family Podoviridae, 
order Caudovirales. 
共著 2016年 ICTV  
Wittmann, J.*,  
Kropinski, A.M., 
Adriaenssens, E.M.,  
Ackermann, H.-W.,  
Lavigne, R., Kuhn J.H.  
and Uchiyama, J. 
 
http://ww
w.ictv.glo
bal/propo
sals-
16/2016.0
24a-
dB.A.v2.
Luz7virus
.pdf
Inefficient viral replication of bovine 
leukemia virus induced by spontaneous 
deletion mutation in the G4 gene. 
共著 2016年 Journal of General 
Virology 
97(10) Murakami, H.*, Uchiyama, J., Nikaido, S., Sato, R.,  
Sakaguchi, M.  
and Tsukamoto, K. 
2753-2762  
Screening of KHP30-like prophages 
among Japanese Helicobacter pylori 
strains, and genetic analysis of a 
defective KHP30-like prophage 
sequence integrated in the genome of 
the H. Pylori strain NY40. 
共著 2016年 FEMS Microbiology 
Letters 
363(16)
Uchiyama, J.,  
Takemura-Uchiyama, I.,  
Kato, S., Takeuchi, H.,  
Sakaguchi, Y., Ujihara, T.,  
Daibata, M., Shimakura, H.,  
Okamoto, N., Sakaguchi, M.  
and Matsuzaki, S.* 
Pii: fnw157  
IgE reactivity to hen egg white allergens 
in dogs with cutaneous adverse food 
reactions. 
共著 2016年 Veterinary Immunology and 
Immunopathology 
177
Shimakura, H., Uchiyama, J.,  
Saito, T., Miyaji, K.,  
Fujimura, M., Masuda, K.,  
Okamoto, N., DeBoer, D.J.  
and Sakaguchi, M.* 
52-57  
Analyses of short-term antagonistic 
evolution between Pseudomonas 
aeruginosa strain PAO1 and phage 
KPP22 belonging to the family 
Myoviridae genus PB1-like viruses. 
共著 2016年 Applied and Environmental 
Microbiology 
82(15)
Uchiyama, J.*, Suzuki, M.,  
Nishifuji, K., Kato, S.,  
Miyata, R., Nasukawa, T.,  
Yamaguchi, K.,  
Takemura-Uchiyama, I.,  
Ujihara, T., Shimakura, H.,  
Murakami, H., Okamoto, N.,  
Sakaguchi, Y., Shibayama, K.,  
Sakaguchi, M.  
and Matsuzaki, S. 
4482-4491  
Characterization of Pseudomonas 
aeruginosa phage KPP21 belonging to 
family Podoviridae genus N4-like 
viruses isolated in Japan. 
共著 2016年 Microbiology and 
Immunology 
60(1)
Shigehisa, R., Uchiyama, J.*, 
Kato, S.,  
Takemura-Uchiyama, I.,  
Yamaguchi, K., Miyata, R.,  
Ujihara, T., Sakaguchi, Y.,  
Okamoto, N., Shimakura, H.,  
Daibata, M., Sakaguchi, M.  
and Matsuzaki, S. 
64-67  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考         
192
 － 205 －
 〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Helicobacter pyloriファージとそのゲノム 共著 2016年10月 Helicobacter Research 20(5) 内山淳平、竹内啓晃、 平山隆一郎、島倉秀勝、 阪口雅弘、松崎茂展 470-474  粘膜免疫をコントロールする「アレルギー疾患における経口及び舌下免疫療法の臨床応用」 共著 2016年 6月
動物用ワクチン−バイオ医薬品研究会ニュースレター 13 島倉秀勝、内山淳平、 阪口雅弘 21-25    〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第89回日本細菌学会総会 C 型ボツリヌス毒素変換ファージのゲノム比較と遺伝子機能解析 
阪口義彦、内山淳平、 小椋義俊、山本由弥子、松崎茂展、林 哲也、 松下 治，小熊惠二、 林 俊治 
 2016年 3月23日～ 2016年 3月25日   
第89回日本細菌学会総会 ファージを利用した細菌検出～黄色ブドウ球菌検出ファージクロマト法の開発～ 
松井秀仁、内山淳平、 津田愛美、松崎茂展、 花木秀明 
大阪国際交流センター、大阪府 2016年 3月23日～ 2016年 3月25日   
第89回日本細菌学会総会 活性型ピロリ菌ファージKHP30 の特徴付けとその潜伏感染性の解析 
内山淳平、内山伊代、 竹内啓晃、阪口義彦、 阪口雅弘、松崎茂展  2016年 3月23日～ 2016年 3月25日   
第89回日本細菌学会総会 緑膿菌 PAO1 株とファージ KPP22 の短期間進化的軍拡競走の解析    2016年 3月23日～ 2016年 3月25日   
ASM Microbe 2016 
Development of a Phage 
Protein-Mediated 
Staphylococcus aureus 
Detection Tool 
Matsui, H., Uchiyama, J., 
Tsuda, M., Matsuzaki, S., 
Nakae, T. and Hanaki, H. 
 2016年 7月16日～ 2016年 7月20日   
学友会セミナー，国立感染症研究所 
バクテリオファージ研究の再考～これまでのファージ療法の研究を通じて～    
2016年 9月 7日～ 2016年 9月 7日   
ファージ・環境ウイルス研究会 合同シンポジウム（第6回ファージ研究会） 
Screening of KHP30-like 
prophage in Helicobacter 
pylori using Japanese 
strains, and analysis of 
their fate by in silico 
approach 
Uchiyama, J.,  
Takemura-Uchiyama, I.,  
Kato, S., Takeuchi, H.,  
Sakaguchi, Y., Ujihara, T., 
Nasukawa, T., Shimakura, H.,
Okamoto, N., Sakaguchi, M. 
and Matsuzaki, S.
JAMSTEC横須賀、神奈川県 2016年10月21日～ 2016年10月22日   
ファージ・環境ウイルス研究会 合同シンポジウム（第6回ファージ研究会） 
新 規 PB1 様 フ ァ ー ジ
KPP22と緑膿菌PAO1株を利用した前適応ファージKPP22M作成過程の遺伝的解析 
那須川忠弥、内山淳平、鈴木仁人、西藤公司、 加藤伸一郎、内山伊代、氏原隆子、島倉秀勝、 村上裕信、岡本憲明、 阪口義彦、柴山恵吾、 阪口雅弘、松崎茂展 
JAMSTEC横須賀、神奈川県 2016年10月21日～ 2016年10月22日   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）   
－ 192 － 193
 － 206 －
 〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数    〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
194
 － 207 －
【氏名】 氏名 新井 佐知子  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 内科学第一 研究室名 内科学第一研究室 職名 講師 発令年月日 2013年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 日本大学・生物資源科学部・獣医学科・2001年卒業   〔取得学位〕 博士 新潟大学 （第30号）  
【職歴】 2001年-2005年 2005年-2007年 2007年-2013年 2013年-現在 
千葉県農業共済連 北部家畜診療所獣医師 麻布大学獣医学部 獣医学科 内科学第一助手 麻布大学獣医学部 獣医学科 内科学第一助教 麻布大学獣医学部 獣医学科 内科学第一講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本獣医学会 (国内) 日本豚病研究会 (国内) 獣医疫学会 (国内) 日本養豚開業獣医師会 (国内) 日本養豚開業獣医師協会 (国内) 日本軟骨代謝学会 (国内) グルコサミン研究会 (国内) 日本畜産学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕     
－ 194 － 195
 － 208 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数    〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医内科学(;必修)、獣医内科学実習(;必修)、産業動物基礎実習(;選択)、産業動物獣医総合臨床(;必修)、 産業動物臨床実習(;必修)、総合獣医学(;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名; 繁殖育成豚および繁殖母豚の脚弱症に関する研究,豚、脚弱症、骨軟骨症、骨関節症、;嚥下障害改善作用を要する開発候補物質の、薬物動態および有効性における、投与態様による特性評価;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕 産業動物総合臨床テキスト   〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 第39827号（2001年） 博士（農学）(2012年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 参加型獣医学・畜産学教育のための動物模型の開発     〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額) 
     
196
 － 209 －
  3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
          〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
          〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
          〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
          〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）   
－ 196 － 197
 － 210 －
 〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 1件 麻布大学   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等   〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日 進路説明会「動物にかかわる仕事」   2016年10月27日   〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他） 豚群衛生巡回指導  
【補遺】   
198
 － 211 －
【氏名】 氏名 佐藤 礼一郎  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科  研究室名 臨床繁殖学研究室 職名 講師 発令年月日 2014年10月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 鹿児島大学大学院・農学研究科・生物生産学専攻・修士課程・1999年中途退学 麻布大学大学院・獣医学研究科・獣医学専攻・博士課程・2010年中途退学   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 鹿児島大学・農学部・生物生産学科・1998年卒業 麻布大学・獣医学部・獣医学科・2004年卒業   〔取得学位〕   
【職歴】 2004年-2010年 2010年-2014年 2014年-2014年 2014年-現在 
根室地区農業共済組合その他 麻布大学獣医学部 獣医学科 臨床繁殖学助教 麻布大学獣医学部 獣医学科 内科学第三助教 麻布大学獣医学部 獣医学科 内科学第三講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 
   〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    6 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕   〔所属学会〕 日本産業動物獣医学会 (国内) 日本獣医輸液研究会 (国内) 日本獣医学会 (国内) 家畜感染症学会 (国内) 日本酪農科学会 (国内) 日本動物超音波技術研究会 護蹄研究会 日本周産期・新生児医学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕  
 
－ 198 － 199
 － 212 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学特論(2;必修)、卒業論文(5;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 産業動物臨床基礎実習(1;選択)、産業動物臨床実習、獣医総合臨床、総合獣医学、獣医畜産管理学、獣医内科学実習   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 牛の骨代謝,ウシ、骨代謝、周産期;腹腔鏡による牛卵巣摘出手術の基礎的研究; 
 
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 家畜商免許資格 (1997年) 第一種教員免許取得 高等学校 農業（第0840号)、理科(第0841号)(1998年) 農業改良普及員 (1998年) 学芸員 麻布大学(2004年) 獣医師免許(第42538号) (2004年) 衛生検査技師免許(第62904号) (2010年) クレーン（5t未満） (2014年) 玉掛け (2014年) 特定化合物質及び四アルキル鉛等作業主任者 (2015年) 麻薬施用者免許 (2016年) フォークリフト (2017年) 農場HACCP指導員 (2017年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 動物用保定装置     〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      
00
 － 213 －
  2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 牛の輸液 共著 2016年12月       〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Expression of uncoupling protein 1 in  
bovine muscle cells. 
共著 2016年12月 J. Anim. Sci. 94(12)   5097-5104  
Inefficient viral replication of bovine 
leukemia virus induced by spontaneous 
deletion mutation in the G4 gene. 
共著 2016年10月 J. Gen.Virol. 97(10)   2753-2762  
Nationwide distribution of bovine 
influenza D virus infection in Japan.
共著 2016年 9月 PLOS ONE. 11(9)      
Effects of intravenous lactated Ringer’s 
solution in cows suffering from hepatic 
disorders 
共著 2016年 8月 Asian journal of animal and veterinary 
advances 
11(8)
◎Onda, K., Noda, C.,  
Nakamura, K., Sato, R., 
Ochiai, H., Arai, S., 
Madarame, H., Kawai, K. and 
Sunaga, F. 
169-479  
Carbamoyltransferase Activity and 
Correlation with Fatty Liver in Dairy 
Cows with Displaced Abomasum. 
共著 2016年 5月 Am. J. Anim. Vet. Sci. 11(3) ◎Onda, K., Sato, R., Sasaki, Y., Madarame, H., 
Ochiai, H., Kawai, K. and 
Sunaga, F. 85-90  
Combining Isoflurane Anesthesia with 
midazolam and butorphanol in rat 
共著 2016年 5月 Experimental Animals 65(3)   223-230  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考             
－ 200 － 01
 － 214 －
 〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式日本獣医師会獣医学術学会年次大会 ホルスタイン種乳牛における後肢断脚の 1 例    2016年   日本獣医師会獣医学術学会年次大会 黒毛和種の鼻腔内大型腫瘍の 1 例    2016年   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    
02
 － 215 －
  〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕  
 
（6）附属施設における活動 附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 202 － 03
 － 204 －
【氏名】 氏名 青木 卓磨  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 研究室名 外科学第一研究室 職名 講師 発令年月日 2015年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 麻布大学大学院・獣医学研究科・獣医学専攻・博士課程・2008年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕    〔取得学位〕 博士（獣医学） 麻布大学大学院 （甲第113号）  
【職歴】 2008年-2010年 2010年-現在 2015年-現在 
有限会社 那須南小動物医療センター青木獣医科 入社獣医師 麻布大学獣医学部 獣医学科助教 麻布大学獣医学部 獣医学科 外科学第一講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 
   〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本小動物獣医学会（国内） 日本獣医循環器学会（国内）  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕  
 
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学特論(2;必修)、卒業論文(5;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 小動物病院実習(3;その他)、獣医外科学実習(1;必修)、総合獣医学(3;必修)  
 － 205 －
 〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 (2004年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額) 青木卓磨 イヌの僧帽弁閉鎖不全症に対する外科的治療 0円   2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          
－ 204 －
 － 206 －
 〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
          〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式       
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
        
 － 207 －
 〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動 附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 206 －
 － 208 －
【氏名】 氏名 藤田 幸弘  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 研究室名 外科学第二研究室 職名 講師 発令年月日 2008年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 
University of California-Davis・Graduate group of comparative pathology・Master program・2001年修了 日本獣医生命科学大学 大学院・獣医学生命科学研究科・獣医学専攻・博士課程・2006年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 日本獣医畜産大学・獣医畜産学部・獣医学科・1999年卒業   〔取得学位〕 
Master of Science University of California-Davis  博士（獣医学）（甲第113号） 日本獣医生命科学大学 大学院   
【職歴】 2006年-2008年 2008年-2016年 2016年-現在 
やまぐちペットクリニック（東京・江東区）獣医師 麻布大学獣医学部獣医学科講師 麻布大学獣医学部獣医学科准教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 獣医麻酔外科学会 (国内) 日本獣医学会 (国内) 日本獣医師会 (国内) 
AOVET 
European Society of Veterinary Orthopaedics and Traumatology  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 小動物獣医総合臨床(8;必修)、獣医学特論(2;必修)、卒業論文(5;必修)  
 － 209 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 小動物病院実習(2;その他)、小動物臨床実習(3;必修)、獣医外科学(2;必修)、獣医外科学実習(1;必修)、総合獣医学(3;必修)、 先端獣医療(1;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）  
 
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 獣医整形外科学;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 (1999年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)      3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）  
－ 208 －
 － 210 －
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
      
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称  
 － 211 －
  〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 210 －
 － 220 －
【氏名】 氏名 石原 章和  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 外科学第二 研究室名 外科学第二研究室 職名 講師 発令年月日 2013年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕    〔取得学位〕   
【職歴】 2013年-現在 麻布大学獣医学部 獣医学科 外科学第二講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件  〔学会賞等・年〕   〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕   〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕   〔所属学会〕  
 
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数    〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数  
  〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）    
12
 － 221 －
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           
－ 212 － 13
 － 222 －
 〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式       
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所       〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
14
 － 223 －
 〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕  
 
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 214 － 15
 － 224 －
【氏名】 氏名 茅沼 秀樹  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科  研究室名 獣医放射線学研究室 職名 講師 発令年月日 2006年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 麻布大学大学院・獣医学研究科・獣医学専攻・博士課程・2000年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・獣医学科・1996年卒業   〔取得学位〕 博士（獣医学） 麻布大学大学院 （甲第84号）  
【職歴】 2000年-2006年 2006年-現在 麻布大学獣医学部 助手 麻布大学獣医学部 獣医学科講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本獣医学会 (国内) 日本獣医画像診断学会 (国内) 日本獣医がん学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 小動物病院実習(2;その他)、獣医学特論(2;必修)、卒業論文(5;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 産業動物臨床実習(1;必修)、小動物獣医総合臨床(8;必修)、小動物臨床実習(3;必修)、獣医放射線学(2;必修)、 獣医放射線学実習(1;必修)、先端獣医療(1;必修)、動物内科学(2;選択) 
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 〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 臨床画像診断に関する研究;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許（）   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考        
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 〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔学術講演・学会報告〕 
学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
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 〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他） 放射線科 毎週月、火、水  
【補遺】    
－ 218 － 19
 － 224 －
【氏名】 氏名 篠塚 康典  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 衛生学第一 研究室名 衛生学第一研究室 職名 講師 発令年月日 2015年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 山口大学・連合獣医学研究科・・博士課程・2009年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕    〔取得学位〕 獣医学博士 山口大学 （獣博甲第232号）  
【職歴】 1992年-1993年 1993年-2015年 2015年-現在 
広島県技師 広島県農業共済組合技師 麻布大学獣医学部 獣医学科 衛生学第一講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 日本家畜衛生学会理事 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    3 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕 急性大腸菌性乳房炎における抗菌剤の選択と課題 
 〔所属学会〕 日本産業動物獣医学会 (国内) 日本獣医学会 (国内) 家畜感染症学会 (国内) 家畜衛生学会 (国内) 日本乳房炎研究会  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 牧場実習(;必修)    
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 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 卒業論文(;必修)、家畜衛生学Ⅰ(;必修)、家畜衛生学実習(;必修)、獣医学特論Ⅰ(;必修)、獣医学特論Ⅱ(;必修)、 産業動物獣医総合臨床(;必修)、産業動物臨床基礎実習(;選択)、産業動物臨床実習(;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 30217(1992年) ミルキングシステム点検技術者認定 北乳改第623号(2008年) 農場指導員 HACCP(2015年) 玉掛け技能講習修了 第45007796号(2016年) クレーン（5 t 未満）特別教育修了(2016年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 家畜の乳房炎治療剤及びこれを用いた乳房炎の治療方法     〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)
  好中球細胞死から見た牛急性大腸菌性乳房炎における抗菌薬の選択 0円   2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)    
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  4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Milking performance evaluation and 
factors affecting milking claw vacuum 
levels with flow simulator 
共著 2016年11月 Anim. Sci. J      
Staphylococcus aureusによる潜在性乳房炎における乾乳期の乳房内タイロシン注入の効果 共著 2016年 6月 家畜診療 63(6)
原口麻子、大田哲夫、 中谷啓二、神岡康博、 竹内泰造、黒瀬智康、 鈴木直樹、檜垣恒夫、 金子宗平 
349-353  
Factors associated with marketable milk 
production recovery after treatment of 
naturally occurring acute coliform 
mastitis. 
共著 2016年 2月 Journal of Veterinary 
Medical Science 
 Shinozuka, Y., Kaneko, S.,  Kurose, T., Watanabe, A.,  
Kuruhara, K. and Kawai, K. 
  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 抗菌剤の使用にともなうエンドトキシン放出と急性大腸菌性乳房炎 単著 2016年 3月 家畜診療 63(3)   149-157    〔学術講演・学会報告〕 
学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
日本獣医師会年次大会 コーヒー豆粕サイレージ給与が牛乳汁中体細胞数低減に及ぼす効果 
來原加奈、秋山 清、 田中沙智、菊 佳男、 亦野 浩、河合一洋 秋田県 秋田市 2016年 2月26日～ 2016年 2月28日   
日本獣医師会年次大会 ホルスタイン種乳牛における後肢断脚の1例 佐藤礼一郎、石橋愛子、住吉俊亮、河合一洋、 篠塚康典、恩田 賢 秋田県 秋田市 2016年 2月26日～ 2016年 2月28日   
World Buiatrics Congress 
Factors associated with 
marketable milk 
production recovery after 
treatment of naturally 
occurring acute coliform 
mastitis 
   2016年 7月 3日～ 2016年 7月 8日   
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（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所 平成28年度家畜診療等技術地区別発表会および研修会 NOSAI福島 急性大腸菌性乳房炎 理論と実践 2016年10月13日～ 2016年10月14日  福島市 
VNETセミナー NOSAI鹿児島 急性大腸菌性乳房炎 理論と実践 2016年10月21日～ 2016年10月22日  鹿児島市 平成28年度家畜伝染病等危機管理対策強化講習会 岡山県農業共済組合連合会 急性大腸菌性乳房炎における抗菌剤の選択と課題 2016年11月21日～ 2016年11月21日  岡山市 平成28年度家畜伝染病等危機管理対策強化講習会 ホテルプラザ菜の花 急性大腸菌性乳房炎における抗菌剤の選択と課題 2016年11月28日～ 2016年11月28日  千葉市 平成28年度家畜伝染病等危機管理対策強化講習会 北海道獣医師会館 急性大腸菌性乳房炎における抗菌剤の選択と課題 2017年 1月26日～ 2017年 1月27日  北海道札幌市 
第七回東京シンポジウム 大動物臨床研究会 急性大腸菌性乳房炎の病態と臨床 2017年 3月11日  東京大学   〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名  
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  〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】    
4
 － 224 －
【氏名】 氏名 野口 倫子  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 臨床繁殖学 研究室名 臨床繁殖学研究室 職名 講師 発令年月日 2015年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 麻布大学・獣医学研究科・・博士課程・2010年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・・2006年卒業   〔取得学位〕   
【職歴】 2007年-2009年 2009年-2010年 2010年-2011年 2011年-2012年 2012年-2014年 2015年-現在 
独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構 動物衛生研究所契約研究員 麻布大学特別研究員（DC2） 独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構 動物衛生研究所特別研究員（PD） 独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構 動物衛生研究所特別研究員 鹿児島大学共同獣医学部 獣医学科 助教 麻布大学獣医学部 獣医学科 臨床繁殖学講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    5 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本獣医学会 (国内) 日本繁殖生物学会 (国内) 日本獣医師会 (国内) 日本養豚学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医臨床繁殖学実習(;必修) 
－ 224 － 5
 － 225 －
  〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医内科学実習(;必修)、獣医畜産管理学(;選択)、産業動物獣医総合臨床(;必修)、産業動物臨床基礎実習(;選択)、 産業動物臨床実習(;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)科研費若手（B）16K18785 野口倫子 非妊娠豚を用いた人為的初乳作出法の開発 2,340,000円日本中央競馬会畜産振興事業 野口倫子 乳母豚を利用した子豚管理技術開発事業 4,200,000円   2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    
6
 － 226 －
 〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Birth of Cloned Microminipigs Derived 
from Somatic Cell Nuclear Transfer 
Embryos that have been Transiently 
Treated with Valproic Acid. 
共著 2016年11月 Cellular 
Reprogramming. 
18(6) ◎Miyoshi, K., Kawaguchi, H., Maeda, K., Sato, M.,  
Akioka, K., Noguchi, M.,  
Horiuchi, M. and Tanimoto, A. 
390-400  
Estrus synchronization in microminipig 
using estradiol dipropionate and 
prostaglandin F2alpha 
共著 2016年 5月 Journal of Reproduction and 
Development.
62(4) Noguchi, M., Ikedo, T.,  Kawaguchi, H. and  
Tanimoto, A.
373-378  
Intrapulmonary concentration of 
enrofloxacin in healthy calves. 
共著 2016年 4月 Journal of Veterinary 
Medicine
78(4)   681-683  
犬の輸送ストレス軽減のための新規鍼治療の試み 共著 2016年 1月 日本獣医師会雑誌 69
川口博明、笹竹 洋、 野口倫子、秋岡幸兵、 三浦直樹、武石嘉一郎、 堀内正久、谷本昭英 143-146  
Microminipigs as a New Experimental 
Animal Model for Toxicological 
Studies: Comparative Pharmacokinetics 
of Perfluoroalkyl Acids. 
共著 2016年 1月 Journal of Applied 
Toxicology 
36(1)
◎Guruge, K. S. Noguchi, M., 
Yoshioka, K., Yamazaki, E.,  
Taniyasu, S., Yoshioka, M.,  
Yamanaka, N., Ikezawa, M.,  
Tanimura, N., Sato, M.,  
Yamashita, N. and 
Kawaguchi, H. 
68-75  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
AI技術をおさらいしよう！ 単著 2016年 9月 Pig Journal 19(9)   16-18  母豚に教わる繁殖講座第16話   2016年 6月 養豚界    67-73  母豚に教わる繁殖講座第15話   2016年 4月 養豚界    37-44  母豚に教わる繁殖講座第14話   2016年 3月 養豚界    73-79  母豚に教わる繁殖講座第13話   2016年 1月 養豚界    67-72    〔学術講演・学会報告〕 
学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数    
－ 226 － 7
 － 227 －
  〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所 
  酪農学園大学 ブタの繁殖学 2016年 5月15日～ 2016年 5月15日   
  JA全農かながわ 夏場のストレス～繁殖成績とどう関係するか～ 2016年 5月20日～ 2016年 5月20日   
  日本全薬工業（株） ブタの教育・臨床・研究の取り組み 2016年 7月21日～ 2016年 7月21日   
  JA全農 飼料畜産中央研究所 ブタの臨床繁殖学の基礎 2016年10月 7日～ 2016年10月 7日   
  株式会社インターベット 種雌豚の繁殖の基礎～ホルモン剤をどう使うか～ 2016年11月14日～ 2016年11月14日   
  株式会社インターベット ブタの基礎繁殖学 2017年 3月13日～ 2017年 3月13日   
  日本養豚大学校 意外と知らない繁殖の落とし穴 2017年 3月14日～ 2017年 3月14日     〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕  
8
 － 228 －
  〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】    
－ 228 － 9
 － 233 －
【氏名】 氏名 杉田 和俊  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 公衆衛生学第一 研究室名 公衆衛生学第一研究室 職名 講師 発令年月日 2014年10月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 愛媛大学・農学部・環境保全学科・1987年卒業   〔取得学位〕 博士(理学) 東京理科大学 709号  
【職歴】 2014年-現在 麻布大学獣医学部 獣医学科 公衆衛生学第一講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本環境化学会 (国内) 日本分析化学会 (国内) 水処理生物学会 (国内) 日本獣医学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数    〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数   
0
 － 234 －
 〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 
  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 環境計量士(濃度) 環境計量士(騒音・振動)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額) 
    3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）      
－ 230 － 1
 － 235 －
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考         〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称  
2
 － 236 －
  〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 232 － 3
 － 237 －
【氏名】 氏名 岡谷 友三 アレシヤンドレ  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科  研究室名 公衆衛生学第二研究室 職名 講師 発令年月日 2003年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 岐阜大学大学院・連合獣医学研究科・獣医学専攻・博士課程・2002年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 サンパウロ州立パウリスタ総合大学・ボツカツ獣医学部・獣医学科・1994年卒業   〔取得学位〕 博士 (獣医学) 岐阜大学大学院 （獣医博甲第117号）  
【職歴】 2003年-現在 麻布大学獣医学部獣医学科講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 獣医疫学会 (国内) 日本獣医学会 (国内) 日本食品衛生学会 (国内) 人と動物の共通感染症研究会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 環境毒性学実習(2;必修)、獣医学特論(2;必修)、卒業論文(5;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医公衆衛生学実習(2;必修)、専門学外実習(2;必修)、総合獣医学(3;必修)、動物内科学(2;選択)、インターンシップ(1;選択)  
4
 － 238 －
 〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード； 人獣共通感染症菌に関する研究;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
       
－ 234 － 5
 － 239 －
  〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
6
 － 240 －
 〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 教職課程委員会委員、学生委員会委員   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等 麻布獣医学会運営委員会委員   〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕 クラス担任  
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 236 － 37
 － 261 －
【氏名】 氏名 塚本 篤士  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 実験動物学 研究室名  職名 講師 発令年月日 2015年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 東京大学大学院・農学生命科学研究科・獣医学専攻・博士課程・修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・獣医学科・卒業   〔取得学位〕 博士（獣医学） 東京大学大学院  
【職歴】 2006年-2006年 2006年-2008年 2012年-2012年 2012年-現在 2012年-現在 2015年-現在 
有限会社 ベッツ 草創舎動物総合病院 日本ビーシージー製造株式会社 麻布大学助教 麻布大学獣医学部 獣医学科 実験動物学助教 麻布大学獣医学部 獣医学科 実験動物学講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    1 件  〔学会賞等・年〕   〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕   〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕   〔所属学会〕 日本獣医学会 (国内) 日本実験動物学会 (国内) 日本獣医師会 (国内) 日本動物実験代替法学会 (国内) 日本実験動物技術者協会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 実験動物学実習(;必修) 、実験動物技術者1級特別実習(;その他)  
38
 － 262 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 実験動物学(獣医学科)(;必修)、実験動物学（動物応用科学科）(;必修)、環境毒性学実習(;必修) 
  〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 (2004年) 麻薬研究者免許 (2013年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
－ 238 － 39
 － 263 －
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 一目でわかる症候シリーズ．「嘔吐②」．薬剤/中毒に起因する嘔吐． 単著 2016年4月 Sa medicine    効果的に使う消化器の治療薬－最新知見を交えて－ 単著 2016年4月 CAP      〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Combining isoflurane anesthesia with 
midazolam and butorphanol in rats. 
共著 2016年7月 Experimental Animals  Tsukamoto, A., Konishi, Y.,  Kawakami, T., Koibuchi, C.,  
Sato, R., Kanai, E.  
and Inomata, T.     〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
日本実験動物学会総会 新生仔ラットにおける各種麻酔法の作用特性 塚本篤士、小西優似、 猪股智夫  2016年5月   
第159回 日本獣医学会学術集会 急性膵炎におけるμ-opioid受容体作動薬の抗炎症効果 
春木希望、小貫雄太、 塚本篤士、堀 正敏、 猪股智夫  2016年9月   
第159回 日本獣医学会学術集会 急性膵炎モデルマウスにおけるマロピタントの抗炎症効果 
塚本篤士、大胡田みなみ、春木希望、堀 正敏、 猪股智夫 日本大学 2016年9月   第50回 日本実験動物技術者協会総会 老齢マウスにおける各種麻酔法の作用特性 坂本瑞歩、鯉渕千春、 塚本篤士、猪股智夫  2016年9月   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所       〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    
40
 － 264 －
 〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕  
 
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 240 － 41
 － 224 －
【氏名】 氏名 永根 大幹  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 生化学（獣医） 研究室名 生化学研究室 職名 助教 発令年月日 2015年10月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 獣医学研究科・獣医学研究科・・博士課程・2014年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕    〔取得学位〕   
【職歴】 2015年-現在 麻布大学獣医学部 獣医学科 生化学（獣医）助教 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    3 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本放射線影響学会 (国内) 日本癌学会 (国内) 日本獣医学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数    〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数  
  
42
 － 225 －
  〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）       
－ 242 － 43
 － 226 －
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Skeletal Muscle Oxygenation Measured 
by EPR Oximetry Using a Highly 
Sensitive Polymer-Encapsulated 
Paramagnetic Sensor 
共著 2016年 8月 Advances in Experimental 
Medicine and Biology
923
◎Hou, H., Khan, N.,  
Nagane, M., Gohain, S.,  
Chen, EY., Jarvis, LA.,  
Schaner, PE., Williams, BB.,  
Flood, AB., Swartz, HM. and  
Kuppusamy, P.
351-357  
Anticancer potential of diarylidenyl 
piperidone derivatives, HO-4200 and H-
4318, in cisplatin resistant primary 
ovarian cancer 
共著 2016年 7月 Journal Cancer 
Biology & Therapy 
17(10)
◎ElNaggar, A C,. Saini, U.,  
Naidu, S., Wanner, R.,  
Sudhakar, M., Fowler, J.,  
Nagane, M., Kuppusamy, P.,  
Cohn, D E. and  
Selvendiran, K., 
1107-1115  
Evaluation of the relative biological 
effectiveness of spot-scanning proton 
irradiation in vitro 
共著 2016年 1月 Journal of Radiation 
Research 
57(3)
◎Maeda, K., Yasui, H.,  
Matsuura, T., Yamamori, T.,  
Suzuki, M., Nagane, M.,  
Nam, JM., Inanami, O. and 
Shirato, H.
307-311  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔学術講演・学会報告〕 
学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    
44
 － 227 －
 〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】    
－ 244 － 45
 － 246 －
【氏名】 氏名 藤野 寛  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 研究室名 微生物学第二研究室 職名 助教 発令年月日 2014年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 大阪大学大学院・医学系研究科・予防環境医学専攻・博士課程・2013年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・獣医学科・2009年卒業   〔取得学位〕 博士（医学） 大阪大学大学院 （25887）  
【職歴】 2013年-2014年 2014年-現在 京都大学特任研究員 麻布大学獣医学部 獣医学科 微生物学第二助教 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    2 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本獣医学会 (国内) 日本ウイルス学会 (国内) 日本分子生物学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 卒業論文(5.0;卒業論文)、獣医学特論(2.0;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 微生物学(2.0;必修)、獣医微生物学各論(2.0;必修)、獣医微生物学実習(2.0;必修)、獣医微生物学総論(2.0;必修)、 総合獣医学(3.0;必修)  
 － 247 －
 〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 
  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 第48752号 (2009年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)科学研究費助成 若手研究（B）15K18787 藤野 寛 非レトロウイルス性内在性ウイルスによる同種ウイルス感染阻害機構解明と治療への応用 1,430,000円   2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額) 
    3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）      
－ 246 －
 － 248 －
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考         〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Gallus gallus coxsackievirus and 
adenovirus receptor facilitates the 
binding of fowl adenovirus serotype 1 in 
chickens 
共著 2016年 8月 Japanese Journal of 
Veterinary Research 
64(3) Fujino, K., Fujimoto, Y.,  Ujino, A., Thanasut, K.,  
Taharaguchi, M.,  
Taharaguchi, S. and Takase, K. 
183-190  
An RNA-dependent RNA polymerase 
gene in bat genomes derived from an 
ancient negative-strand RNA virus 
共著 2016年 5月 Scientific reports 6 (25873)
Horie, M., Kobayashi, Y.,  
Honda, T., Fujino, K.,  
Akasaka, T., Kohl, C.,  
Wibbelt, G., Muhldorfer, K., 
Kurth, A., Muller, M. A.,  
Corman, V. M, Gillich, N.,  
Suzuki, Y., Schwemmle, M. 
and Tomonaga, K. 
  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第159回日本獣医学会学術集会 Myosin9が鶏アデノウイルス（FAV）の感染に与える影響 
佐藤暢彦、氏野昭彦、 小倉大紀、石田起也、 留場寛子、 
Khompakorn, T.,  藤野 寛、田原口智士 
  2016年 9月 6日～ 2016年 9月 8日   
64th Annual Meeting of the 
Japanese Society for 
Virology 
Functional analysis of 
Borna disease virus matrix 
protein 
Yamamoto, Y., Fujino, K., 
Honda, T. and  
Tomonaga, K.
  2016年10月23日～ 2016年10月25日   
第39回日本分子生物学会年会 
ジュウサンセンジリス由来内在性ボルナウイルスのボルナ病ウイルス感染阻害機構の解明 
藤野 寛、鈴木朋弥、 田原口智士、朝長啓造  2016年11月30日～ 2016年12月2日   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所       
 － 249 －
 〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
－ 248 －
 － 250 －
【補遺】   
 － 245 －
【氏名】 氏名 根尾 櫻子  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 研究室名 内科学第二研究室 職名 助教 発令年月日 2008年10月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 麻布大学・獣医学研究科・獣医学専攻・博士課程・2005年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・獣医学科・2001年卒業   〔取得学位〕 麻布大学 学士（獣医学） 麻布大学 （v1648号） 麻布大学大学院 博士（獣医学） 麻布大学 （獣医師免許取得（No.40229））  
【職歴】 2008年-現在 2008年-現在 麻布大学助教 麻布大学獣医学部獣医学科助教 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 
 
 
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学特論(2;必修)、卒業論文(5;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 小動物臨床実習(3;必修)、獣医内科学実習(1;必修)、総合獣医学(3;必修)、臨床病理(2;必修)    
－ 250 － 51
 － 246 －
 〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 犬の肝再生医療,骨髄、肝細胞、イヌ、再生医療;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 
Diploma, ACVP (Clinical Pathologist) ACVP=American college of Veterinary Pathologists(2010年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 骨髄細胞の分化誘導方法     〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）       
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 － 247 －
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
       〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
      
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称   
－ 252 － 53
 － 248 －
 〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】        
54
 － 253 －
【氏名】 氏名 金井 詠一  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 獣医放射線学 研究室名 獣医放射線学研究室 職名 助教 発令年月日 2012年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 麻布大学・獣医学研究科・獣医学・博士課程・2010年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学獣医学部獣医学科 2006年3月卒業   〔取得学位〕 博士（獣医学） 麻布大学 （博122）  
【職歴】 2012年-現在 2012年-現在 麻布大学助教 麻布大学獣医学部 獣医学科 獣医放射線学助教 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 
   〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本獣医画像診断学会 (国内) 日本獣医学会 (国内) 日本レーザー獣医学研究会 日本獣医がん学会 (国内) 日本獣医内視鏡外科研究会  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕  
 
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数     
－ 254 － 5
 － 254 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医総合臨床(;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;  
 
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 44729（2006年）   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）     
6
 － 255 －
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
          〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考         〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式       
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    
－ 256 － 7
 － 256 －
 〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動 附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
8
 － 257 －
【氏名】 氏名 村上 裕信  
【現職】 獣医学部 学科名 獣医学科 衛生学第二 研究室名 衛生学第二研究室 職名 助教 発令年月日 2013年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 日本大学大学院・獣医学研究科・獣医学・博士課程・2011年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 日本大学・生物資源科学部・獣医学・2007年卒業   〔取得学位〕 日本大学大学院獣医学研究科獣医学専攻 日本大学 （4390）  
【職歴】 2011年-2013年 2011年-2013年 2013年-現在 2013年-現在 
独立行政法人 理化学研究所研究員 公益財団法人 エイズ予防財団リサーチ・レジデント 理化学研究所客員研究員 麻布大学獣医学部 獣医学科 衛生学第二助教 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    4 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕 理研シンポジウム「革新的技術で牛白血病ウイルス(BLV)から牛を守る」牛白血病ウイルスの病原性解析 私立大学戦略的研究基盤形成事業 グローバル化社会における動物由来感染症制御のための国際共同研究と若手研究者育成牛白血病 ウイルス性状解析〜病原性はウイルス株間により異なる〜 
 〔所属学会〕 日本獣医学会 (国内) 日本ウイルス学会 (国内) 日本エイズ学会 (国内) 家畜感染症学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 動物衛生学実習(;選択)  
－ 258 － 9
 － 258 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 動物衛生学(;必修)、家畜伝染病学実習(;必修)、家畜衛生学2(;必修)、家畜衛生学実習(;必修)、牧場実習(;必修) 
  〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
60
 － 259 －
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Inefficient viral replication of bovine 
leukemia virus induced by spontaneous 
deletion mutation in the G4 gene 
共著 2016年10月 Journal of general 
virology 
      
Nationwide Distribution of Bovine 
Influenza D Virus Infection in Japan
共著 2016年 9月 Plos ONE       
Molecular Mechanism of HIV-1 Vpr for 
Binding to Importin-α. 
共著 2016年 7月         
Analyses of Short-Term Antagonistic 
Evolution of Pseudomonas aeruginosa 
Strain PAO1 and Phage KPP22 
(Myoviridae Family, PB1-Like Virus 
Genus) 
共著 2016年 7月 Applied and Environmental 
Microbiology 
82(15)   4482-4491  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
日本獣医学会学術集会 牛白血病ウイルスのウイルス産生制御メカニズムの解析     2016年 9月   
日本獣医学会学術集会 牛白血病ウイルス感染牛の疫学調査とその解析     2016年 9月   
日本獣医学会学術集会 
鳥類由来の低病原性鳥インフルエンザウイルスを作出するためのリバースジェネティックス 用発現ベクターの開発 
    2016年 9月   
日本獣医学会学術集会 ポピュレーションプライマーを利用した、H5亜型鳥インフルエンザウイルスの網羅的検出     
2016年 9月 6日～ 2016年 9月 8日   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数     
－ 260 － 61
 － 260 －
 〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所       〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕  
 
 
 
2
 － 261 －
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 262 － 3
－ 264 －
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
２８年度 
 
 
 
動 物 応 用 科 学 科 
 
－ 265 － － 265 －
 － 272 －
【氏名】 氏名 神作 宜男  
【現職】 獣医学部 学科名 動物応用科学科 動物資源育種学 研究室名 動物資源育種学研究室 職名 教授 発令年月日 2009年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 名古屋大学大学院・生命農学研究科・畜産学専攻・修士課程・1994年修了 名古屋大学大学院・生命農学研究科・畜産学専攻・博士課程・1997年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 名古屋大学・農学部・畜産学科・1992年卒業   〔取得学位〕 修士（農学） 名古屋大学大学院 （農博第556号） 博士（農学） 名古屋大学大学院 （農修第1615号）  
【職歴】 1997年-1998年 1998年-2000年 2000年-現在 2000年-2000年 2000年-2006年 2000年-現在 2000年-現在 2006年-2010年 2006年-2007年 2007年-2009年 2007年-2010年 2009年-現在 2016年-現在 
日本学術振興会日本学術振興会特別研究員（PD） 
McGill大学ポストドクトラルフェローその他（教員以外） 大学院獣医学研究科動物応用科学授業担当 日本学術振興会日本学術振興会特別研究員（PD） 麻布大学獣医学部 動物応用科学科講師 授業担当（修士課程） 授業担当（博士課程） インターンシップ推進委員会委員長 麻布大学獣医学部 動物応用科学科助教授 麻布大学獣医学部 動物応用科学科 動物資源育種学准教授 獣医学部動物応用科学科動物生命科学系主任 麻布大学獣医学部 動物応用科学科 動物資源育種学教授 主任 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    5 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本畜産学会 (国内) 
Society for Study of Reproduction 日本動物遺伝育種学会 (国内) 日本家禽学会 (国内) 
Poultry Science  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕  
66
 － 273 －
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医遺伝学(2;選択)、卒業論文(6;必修)、専門ゼミⅠ(2;必修)、動物遺伝育種学実習(1;選択)、動物生体情報科学(2;選択)、 動物生化学実習(1;必修)、分子遺伝学(2;選択)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 インターンシップ(2;選択)、基礎ゼミⅠ(1;必修)、基礎ゼミⅡ(1;必修)、動物応用科学概論Ⅰ(2;必修)、動物分子生殖科学(2;選択)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 鳥類下垂体ホルモン遺伝子の発現調節機構,プロラクチン 成長ホルモン Pit-1;イヌY染色体特異的配列の分子遺伝学的解析,RAPD;タイワンリスの生殖制御に関する分子内分泌学的研究,卵巣膜たんぱく質 ZP;鳥類卵黄膜タンパク質の機能に関する生化学的研究;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     
－ 266 － 67
 － 274 －
  3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額) 
    4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考        〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Effects of vasoactive intestinal 
polypeptide and forskolin on mRNA 
expression of prolactin and prolactin 
regulatory element-binding protein in 
the anterior pituitary gland of chicken 
embryo and laying hens. 
共著 2016年10月 Journal of Poultry 
Science 
53(4) Kansaku, N., Tobari, Y.,  Hiyama, G., Wakui, S.,  
Minoguchi, N., Numata, M.,  
Kino, K. and Zadworny, D. 
313-317  
In utero-exposed di(n-butyl) phthalate 
induce dose dependent, age-related 
changes of morphology and 
testosterone-biosynthesis 
enzymes/associated proteins of Leydig 
cell mitochondria in rats. 
共著 2016年 8月 J Toxicol Sci. 41 
Motohashi, M., Wempe, MF., 
Mutou, T., Okayama, Y., 
Kansaku, N., Takahashi, H., 
Ikegami, M., Asari, M. and 
Wakui, S. 
195-206  
Expression of Prolactin Receptor on the 
Surface of Quail Spermatozoa. 
共著 2016年 4月 Journal of Poultry 
Science
53(3)   157-164  
Male rats exposed in utero to di(n-
butyl) phthalate: Age-related changes in 
Leydig cell smooth endoplasmic 
reticulum and testicular testosterone-
biosynthesis enzymes/proteins. Reprod 
Toxicol. 
共著 2016年 1月 Reprod Toxicol. 59 
Motohashi, M., Wempe, MF., 
Mutou, T., Takahashi, H.,  
Kansaku, N., Ikegami, M.,  
Inomata, T., Asari, M. and 
Wakui, S. 
139-146  
Characterization and Expression of 
Turkey Prolactin Regulatory Element 
Binding in the Anterior Pituitary Gland 
and Pancreas During Embryogenesis. 
共著 2016年 1月 Journal of Poultry 
Science 
53 Hiyama, G., Kansaku,, N.,  Wakui, S., McQuaid, R. and 
Zadworny, D. 
67-75  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
       〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         
68
 － 275 －
 〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
日本家禽学会春季大会 ニワトリ胚下垂体におけるPREB遺伝子の発現 神作宜男、戸張靖子、 檜山源、Zadworny, D. 日本獣医生命科学大学 2016年 3月30日   
日本家禽学会秋季大会 ニワトリ胚発生期下垂体におけるVIP受容体遺伝子の発現 神作宜男、戸張靖子、 Zadworny, D. 
静岡 もくせい会館 2016年 9月16日    
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    
－ 268 － 69
 － 276 －
 〔各種委員会に関する事項（大学）〕 教育支援MMCNS運営委員会、入試制度検討委員会   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
0
 － 271 －
【氏名】 氏名 柏崎 直巳  
【現職】 獣医学部 学科名 動物応用科学科  研究室名 動物繁殖学研究室 職名 教授 発令年月日 2006年10月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 明治大学大学院・農学研究科・農学専攻・修士課程・1986年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・環境畜産学科・1984年卒業   〔取得学位〕 農学修士 明治大学大学院 （農第20号） 博士（農学） 名古屋大学大学院 （論農博418号）  
【職歴】 1986年-1993年 1993年-1995年 1995年-1997年 1997年-2001年 2001年-2006年 2006年-現在 2010年-2014年 
昭和産業株式会社その他（教員以外） 
Bresatec Ltd.その他（教員以外） ㈱ワイエスニューテクノロジー研究所その他（教員以外） 麻布大学獣医学部 講師 麻布大学獣医学部 動物応用科学科助教授 麻布大学獣医学部 動物応用科学科教授 大学院獣医学研究科動物応用科学専攻専攻主任 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 日本学術会議特任連携会員（食料科学委員会畜産分科会） 日本畜産学会理事（副理事長） 日本繁殖生物学会理事 日本卵子学会理事 日本生殖工学会理事長 第17回アジア・大洋州畜産学会議副会長（AAAP Oficers: Vice President） 農林水産省農林水産技術会議拡散防止措置確認会議（動物検討会）委員 継続  〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    4 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕 第61回日本生殖医学会学術講演会（横浜） 
 〔所属学会〕 日本畜産学会 (国内) 日本繁殖生物学会 (国内) 日本養豚学会 (国内) 日本卵子学会 (国内) 
International Embryo Transfer Society 日本実験動物学会 (国内) 
The Society for the Study of Reproduction 関東畜産学会 (国内) 日本生殖工学会（旧生殖工学（研）会） (国内) 日本受精着床学会 (国内) 日本畜産学アカデミー会員（国内）        
－ 270 －
 － 272 －
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 家畜人工授精特別実習(1;選択)、卒業論文(6;必修)、専門ゼミⅠ(2;必修)、専門ゼミⅡ(2;選択)、動物受精卵移植論(2;選択)、 動物繁殖学実習(1;選択)、動物分子生殖科学(2;選択)、動物繁殖学(2;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 基礎ゼミⅠ(1;必修)、基礎ゼミⅡ(1;必修)、動物応用科学概論Ⅰ(2;必修)、環境・食糧・生命操作問題(2;選択)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 1 副査回数（学内） 0 副査回数（学外） 0  
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 哺乳類における形質転換動物の作製および応用に関する研究;ゲノム編集、胚移植、ブタ、ラット  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕 
   〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)        
 － 273 －
 〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)
基盤研究（B）補助金 15H04584 伊藤潤哉 哺乳類着床・妊娠維持におけるカルシウムオシレーションの生物学的意義の解明 100,000円   2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Efficient pig ICSI using Percoll-selected 
spermatozoa; evidence for the essential 
role of phospholipase C-ζ in ICSI 
success 
共著 2016年12月 J Reprod Dev. 62 
Nakai, M., Suzuki, SI., Ito, J., 
Fuchimoto, DI., Sembon, S.,  
Noguchi, J., Onishi, A.,  
Kashiwazaki, N. and  
Kikuchi, K.
639-643  
Lack of calcium oscillation causes 
failure of oocyte activation after 
intracytoplasmic sperm injection in pigs 
共著 2016年12月 J Reprod Dev. 62 
Nakai, M., Ito, J., Suzuki, SI., 
Fuchimoto, DI., Sembon, S.,  
Suzuki, M., Noguchi, J.,  
Kaneko, H., Onishi, A.,  
Kashiwazaki, N. and 
Kikuchi, K.
615-621  
Contribution of in vitro systems to 
preservation and utilization of porcine 
genetic resources 
共著 2016年7月 Theriogenology 86 Kikuchi, K., Kaneko, H.,  Nakai, M., Somfai, T.,  
Kashiwazaki, N. and  
Nagai, T.
170-175  
Treatment with protein kinase C 
activator is effective for improvement of 
male pronucleus formation and further 
embryonic development of 
sperm-injected oocytes in pigs 
共著 2016年3月 Theriogenology 85 
Nakai, M., Ito, J.,  
Kashiwazaki, N., Men, NT.,  
Tanihara, F., Noguchi, J.,  
Kaneko, H., Onishi, A. and 
Kikuchi, K.
703-708  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
      
  〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
       
－ 272 －
 － 274 －
 〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
17th AAAP Animal Science Congress 
M-phase stage-dependent 
kinase inhibitors affect 
expression and 
localization of inositol 
1,4,5-trisphosphate 
receptor 1 (IP3R1) 
expression in pig oocytes
〇Kamoshita, M., 
Sathanawongs, A., 
Fujiwara, K., Kato, T., 
Hirose, M., Ito, J. and 
Kashiwazaki, N. 
KYUSHU 
SANGYO 
UNIVERSITY, 
Fukuoka 
2016年8月  ポスター
SSR 49th Annual Meeting 
Genome editing of 
targeted gene in porcine 
somatic cells using 
zinc-finger nuclease
〇Kashiwazaki, N.,  
Hisamatsu, S., Sakaue, M., 
Takizawa, A., Kato, T., 
Kamoshita, M. and Ito, J.
San Diego（USA） 2016年7月  ポスター
SSR 49th Annual Meeting 
Generation of Myostatin 
knockout rats with 
transcription activator-like 
effector nucleases 
(TALENs) 
〇Kamoshita, M.,  
Suzuki, M., Hisamatsu, S.,
Sakaue, M., Sakuma, T., 
Yamamoto, T., Ito, J. and 
Kashiwazaki, N.
San Diego（USA） 2016年7月  ポスター
42nd Annual Conference of the 
International Embryo Transfer Society（IETS） 
The novel cryoprotective 
agent carboxylated 
ε-poly-L-lysine is 
effective for vitrification 
of pre-implantation mouse 
embryos at the different 
stages 
〇Ito, J., Kawasaki, Y., 
Shibao, Y., Matsumura, K.,
Hyon, SH. and 
Kashiwazaki, N. 
Louisville（USA） 2016年1月  ポスター
42nd Annual Conference of the 
International Embryo Transfer Society（IETS） 
Carboxylated 
ε-poly-l-lysine 
(COOH-PLL) improves 
developmental ability and 
reduces mitochondrial 
damage of vitrified 
porcine embryos at the 
pronuclear stage 
〇Kamoshita, M., 
Fujiwara, K.,  
Matsumura, K.,  
Hyon, SH., Ito, J. and 
Kashiwazaki, N. 
Louisville（USA） 2016年1月  ポスター
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ ラボから始まるいのち―人のくらしを支える動物繁殖学― 時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称 平成28年度拡散防止措置確認会議委員、食料科学委員会、畜産学分科会委員 
 － 275 －
  〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等） 田園調布学園 夢ナビライブ 
 
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名 麻布獣医学園理事長、麻布獣医学園評議員   〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等 麻布大学 生殖・発生工学セミナー世話人   〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕  
 
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】 
  
－ 274 －
 － 283 －
【氏名】 氏名 滝沢 達也  
【現職】 獣医学部 学科名 動物応用科学科  研究室名 動物工学研究室 職名 教授 発令年月日 2003年4月1日 併任 事務局長  
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 麻布大学大学院・獣医学研究科・獣医学専攻・修士課程・1985年修了 麻布大学大学院・獣医学研究科・獣医学専攻・博士課程・1988年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・獣医学科・1983年卒業   〔取得学位〕 修士（獣医学） 麻布大学大学院 （修第421号） 博士（獣医学） 麻布大学大学院 （博第50号）  
【職歴】 1988年-1992年 1992年-1994年 1994年-1997年 1995年-現在 1997年-2003年 2003年-現在 2004年-2008年 2004年-2013年 2007年-2013年 2008年-2010年 2014年-2015年 2015年-2016年 2016年-現在 2016年-現在 2017年-現在 
日本レダリー株式会社生物研究所 麻布大学獣医学部 助手 麻布大学獣医学部 講師 大学院獣医学研究科動物応用科学専攻授業担当（博士課程） 麻布大学獣医学部 動物応用科学科助教授 麻布大学獣医学部 動物応用科学科教授 動物応用科学科 学科長 麻布大学評議員 附属教育推進センター長 学長補佐（教育担当） 学長補佐（広報担当） 学長補佐（就職支援・広報担当） 麻布獣医学園 評議員・理事 事務局長 学長補佐（広報担当） 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    3 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本獣医学会 (国内) 日本繁殖生物学会 (国内) 日本畜産学会 (国内) 日本先天異常学会 (国内) 日本トキシコロジー学会 (国内) 日本発生生物学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕 
76
 － 284 －
  〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 細胞培養工学(2;選択)、生殖生物学(2;必修)、卒業論文(6;必修)、専門ゼミ(2;必修)、科学の伝達(2;選択)、 動物工学実習(1;選択)、動物生命科学基礎実習(1;必修)、動物発生工学(2;必修)、分子細胞生物学(2;選択)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 基礎ゼミⅠ(1;必修)、基礎ゼミⅡ(1;必修)、動物応用科学概論Ⅰ(2;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 4 副査回数（学内） 1 副査回数（学外） 0  
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 周産期および新生子期における時期特異的なNO産生の解析とその調節機構;胎子期特異的な血管系の開存と閉鎖のメカニズム;間葉系幹細胞の多分化能の検討とその応用;新生子肝臓における一酸化窒素の産生とその制御;リゾープス水抽出物の生理作用;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 麻布大学大学院獣医学研究科動物応用科学専攻博士後期課程 講師D合 文部省（1995）獣医師   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)       
－ 276 － 77
 － 285 －
  2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む） 学園の広報活動の活性化のための活動 麻布大学教育セミナーの企画と実施 事務組織の活性化のための活動  
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
A convenient technique for live-cell 
observation on the surface of 
polytetrafluoroethylene with an inverted 
phase-contrast microscope 
共著 2016年10月 Microscopy  Inukai, N., Tanaka, K. and 
Takizawa, T. 
   
Effects of 13 developmentally toxic 
chemicals on the migration of rat 
cephalic neural crest cells in vitro 
共著 2016年 2月 Congenital Anomalies  Usami, M., Mitsunaga, K.,  Miyajima, A., Takamatu, M., 
Kazama, S., Irie, T.,  
Doi, O. and Takizawa, T. 
   
Differentiation of rat adipose tissue-
derived stem cells into neuron-like cells 
by valproic acid, a histone deacetylase 
inhibitor 
共著 2016年 1月 Experimental Animal 65(1)
Okubo, T., Yaguchi, T.,  
Fujita, Y., Sakaue, M.,  
Suzuki, T., Tsukamoto, A.,  
Murayama, O., Lynch, J.,  
Miyazaki, Y., Tanaka, K. and 
Takizawa, T.
45-51  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
            
78
 － 286 －
 〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第89回日本生化学会大会 バルプロ酸によるラット脂肪組織幹細胞の神経分化の促進とNO-シトルリン回路の関与 
林 大希、大久保巧、 宮﨑陽子、田中和明、 滝沢達也 仙台市 2016年 9月26日～ 2016年 9月26日   
第89回日本生化学会 ラット子宮におけるS-ニトロシル化タンパク質の同定とS-ニトロシル化デスミンの変動 
高松美奈、風間崇吾、 宮崎陽子、田中和明、 宇佐見誠、滝沢達也 仙台市 2016年 9月26日～ 2016年 9月26日   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名 法人理事・評議員、防火防災管理責任者   〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名 中期目標・中期計画検討委員会、人事委員会、給与委員会、防災委員会、環境整備委員会、高等学校運営会議   〔役職に関する事項（大学）〕 役職名 キャリア支援・就職対策委員会、学園広報委員会、学長補佐、麻布大学父母会 参与  
－ 278 － 79
 － 287 －
 〔各種委員会に関する事項（大学）〕 大学改革委員会委員、生物科学総合研究所 運営委員会、獣医学部入学者選考委員会、自己点検評価本部、学術情報センター運営委員会、教学会議、研究戦略会議、部局長連絡会議、職務発明審査委員会、麻布大学いのちの博物館運営委員会   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕     〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕 事務局長  
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】    
0
 － 288 －
【氏名】 氏名 田中 智夫  
【現職】 獣医学部 学科名 動物応用科学科  研究室名 動物行動管理学研究室 職名 教授 発令年月日 1996年4月1日 併任 学長補佐  
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 広島大学大学院・農学研究科・畜産学専攻・修士課程・1979年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 広島大学・水畜産学部・畜産学科・1977年卒業   〔取得学位〕 農学士  広島大学 （第4892018号） 農学修士 広島大学大学院 （第4053号） 農学博士 広島大学大学院 （乙第1737号）  
【職歴】 1979年-1984年 1984年-1989年 1989年-1996年 1989年-1990年 1991年-1992年 1993年-現在 1995年-現在 1996年-現在 1998年-2000年 1998年-1999年 1999年-2008年 2000年-2001年 2000年-2004年 2000年-2001年 2001年-2006年 2003年-2004年 2004年-2010年 2007年-2007年 2010年-2014年 2011年-2013年 2014年-現在 
麻布大学獣医学部 助手 麻布大学獣医学部 講師 麻布大学獣医学部 助教授 カナダ国ゲルフ大学客員教授 東京農工大学大学院農学研究科非常勤講師 麻布大学大学院獣医学研究科動物応用科学専攻授業担当（修士課程） 麻布大学大学院獣医学研究科動物応用科学専攻授業担当（博士課程） 麻布大学獣医学部 動物応用科学科教授 麻布大学獣医学部動物応用科学科学科長 茨城大学大学院農学研究科非常勤講師 農林水産省（現 独立行政法人）農業者大学校非常勤講師 名古屋大学大学院生命農学研究科非常勤講師 麻布大学学生部長 東京農工大学農学部非常勤講師 広島県立大学非常勤講師 信州大学非常勤講師 麻布大学大学院獣医学研究科動物応用科学専攻専攻主任 宮崎大学農学部非常勤講師 附属学術情報センター長 ヤマザキ学園大学非常勤講師（各年.4-9月） 学長補佐 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 (独)日本学術振興会科学研究費委員会委員 第17回アジア大洋州畜産学会議組織委員会顧問 継続 日本家畜管理学会監事 継続 応用動物行動学会監事 継続 日本緬羊研究会会長 継続 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    3 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕 
 
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕   〔所属学会〕 日本家畜管理学会 (国内) （公社）日本畜産学会 (国内) 
－ 280 － 1
 － 289 －
日本家禽学会 (国内) 日本緬羊研究会 (国内) 
International Society for Applied Ethology ヒトと動物の関係学会 (国内) 
Universities Federation for Animal Welfare 
The World's Poultry Science Association 関東畜産学会 (国内) 日本養豚学会 (国内) 応用動物行動学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学特論(2;必修)、卒業論文(5;必修)、動物行動学(2;必修)、応用動物行動学(2;必修)、卒業論文(6;必修)、 科学の伝達(2;選択)、動物福祉論(2;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 犬学・猫学(2;選択)、基礎ゼミⅠ(1;必修)、基礎ゼミⅡ(1;必修)、専門ゼミ(2;必修)、動物応用科学概論Ⅱ(2;必修)、 動物人間関係学基礎実習(1;必修)、動物行動管理学実習(1；選択)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 動物の認知能力に関する研究;家畜・家禽の管理と福祉に関する行動学的研究;野生動物の保全および管理に関する研究;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 中学校教諭一種普通免許（理科） (1977年) 家畜人工授精師免許（牛、緬・山羊、豚） (1977年) 高等学校教諭二種普通免許（理科） (1977年) （公社）畜産技術協会 緬山羊出生確認資格者認定 (2006年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号        
2
 － 290 －
 〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Effects of sheltering on behavior and 
fecal corticosterone level of elderly dogs 
共著 2016年11月 Frontiers in Vet. Sci.  Uetake, K., Yang, C. H. 
Endo, A. and Tanaka, T. 
  
Stimuli from feed for sham dustbathing 
in caged laying hens 
共著 2016年9月 Applied Animal 
Behaviour Science
181 Moroki, Y. and (Tanaka, T.) 122-128  
A pecking device as an environmental 
enrichment for caged laying hens. 
共著 2016年8月 Animal Science 
Journal
87(8) Moroki, Y. and (Tanaka, T.) 1055-1062  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        
－ 282 － 83
 － 291 －
  〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式2016年度日本家畜管理学会・応用動物行動学会合同春季研究発表会 イノシシにおける4種類の図形の弁別 
○坂倉健太、江口祐輔、堂山宗一郎、上田弘則、植竹勝治、田中智夫 武蔵野市 2016年 3月30日 35  2016年度日本家畜管理学会・応用動物行動学会合同春季研究発表会 
ヒトの体臭（足裏・腋窩）に対するイヌの反応性の検討   武蔵野市 2016年 3月30日 68  2016年度日本家畜管理学会・応用動物行動学会合同春季研究発表会 
家畜ふん尿処理施設における野鳥の飛来防除策の検討 ○榊原麻優子、植竹勝治、田中智夫 武蔵野市 2016年 3月30日 69  2016年度日本家畜管理学会・応用動物行動学会合同春季研究発表会 屋外のイエネコが市街地生態系に与える影響 
○吉田尚央、植竹勝治、金子一幸、野口倫子、 田中智夫  2016年 3月30日 71  2016年度日本家畜管理学会・応用動物行動学会合同春季研究発表会 
飼育下カンガルーにおける夏季と冬季での行動比較 ○温 俐雯、植竹勝治、和田優子、田中智夫 武蔵野市 2016年 3月30日 63  
2016年度日本家畜管理学会・応用動物行動学会合同春季研究発表会 
飼育下ネコ科動物 2 種での活魚・マタタビ・絶食に対する反応 
○岡部光太、青木翔吾、有馬春香、古茂田千尋、渡辺英博、伊藤英之、 田中正之、田中智夫、 植竹勝治 
武蔵野市 2016年 3月30日 42  
50th Int. Cong. Int.  
Soc. Appl. Ethol. 
A pecking device as an 
environmental enrichment 
for caged laying hens. 
Tanaka, T. and Moroki, Y. 
Edinburgh, 
UK 
2016年 7月12日～ 2016年 7月16日    
XVIIth AAAP Anim. Sci.  
Cong. 
Comparison of grazing 
behavior of Suffolk and 
Paul Dorset ewes in a less-
favored area 
Tanaka, T., Watanabe, Y.  
and Uetake, K. 
Fukuoka 
2016年 8月22日～ 2016年 8月25日 347  
XVIIth AAAP Anim. Sci.  
Cong. 
Discrimination of four 
kinds of figures in the wild 
boar
Sakakura, K., Eguchi, Y., 
Uetake, K. and Tanaka, T. 
Fukuoka 
2016年 8月22日～ 2016年 8月25日 296  
XVIIth AAAP Anim. Sci.  
Cong. 
Residual impact of stress 
factors that newborn calves 
suffer just after birth 
Uetake, K., Hashimura, S.,
Sakagami, N. and  
Tanaka, T.
 
2016年 8月22日～ 2016年 8月25日 351  
XVIIth AAAP Anim. Sci.  
Cong. 
Stimuli from feed for sham 
dustbathing in caged laying 
hens
Moroki, Y. and Tanaka, T. Fukuoka 
2016年 8月22日～ 2016年 8月25日 347  
日本家禽学会2016年度秋季大会 簡易型福祉ケージの開発 ○新村 毅、平原敏史、田中智夫 静岡市 2016年 9月16日     
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所 
講師 日本養豚大学校 豚の行動とアニマルウェルフェア 2016年 8月10日 麻布大学（相模原） 
Special lecture in Dalian 
Medical University 
Dalian Medical University The behavior of dogs 2016年 9月 3日 Dalian, China 
講師 種鶏孵卵衛生管理技術研修会 アニマルウェルフェアを巡る最近の動き 2016年10月28日 家畜改良センター （白河） 
ゲンコーポレーション第20回孵化場経営懇話会 ゲンコーポレーション 採卵鶏におけるアニマルウェルフェアを巡る最近の動き 2017年 3月 8日 岐阜   〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）   
84
 － 292 －
 〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校、大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 
委員会等の名称 
農林水産省「農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業」研究課題評価分科会委員・国際獣疫事務局（OIE）連絡協議会常任メンバー、（公社）畜産技術協会「国産畜産物安心確保等支援事業（家畜飼養管理国際基準等対応推進事業）に係る事業推進委員会」委員・「アニマルウェルフェア専門家養成事業に係るAW推進委員会」委員・「国産畜産物安心確保支援事業（快適性に配慮した家畜の飼養管理推進事業）に係る普及推進検討委員会」委員・めん山羊の多様な利活用推進･体制整備事業に係る推進委員会委員・採卵鶏のアニマルウェルフェアに関する検討委員会委員・豚のアニマルウェルフェアに関する検討委員会委員   〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会、会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会、会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
         〔その他〕（高校生セミナー，小、中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人、大学運営の実績に関する事項  〔役員、評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）    
－ 284 － 85
 － 293 －
【補遺】   
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 － 294 －
【氏名】 氏名 植竹 勝治  
【現職】 獣医学部 学科名 動物応用科学科  研究室名 動物行動管理学研究室 職名 教授 発令年月日 2009年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 帯広畜産大学大学院・畜産学研究科・酪農科学専攻・修士課程・1986年中途退学   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 帯広畜産大学・畜産学部・家畜生産科学科・1985年卒業   〔取得学位〕 博士（農学） 北海道大学大学院 （第5384号）  
【職歴】 1986年-1996年 1995年-1996年 1998年-2002年 1999年-2007年 2000年-2001年 2002年-2007年 2003年-2008年 2005年-2006年 2005年-2006年 2007年-2009年 2007年-現在 2008年-2010年 2009年-現在 2011年-2011年 2012年-2014年 2012年-2014年 2012年-2014年 2014年-現在 2014年-2016年 2014年-2016年 2016年-現在 
農林水産省北海道農業試験場研究員 カナダ・ゲルフ大学農学部客員研究員 麻布大学獣医学部 動物応用科学科講師 大学院獣医学研究科授業担当 茨城大学大学院非常勤講師 麻布大学獣医学部 動物応用科学科助教授 農業者大学校非常勤講師 京都大学霊長類研究所共同利用研究員 岐阜大学非常勤講師 麻布大学獣医学部 動物応用科学科准教授 大学院獣医学研究科委員会委員 獣医学部動物応用科学科系主任（動物人間関係学コース）その他 麻布大学獣医学部 動物応用科学科教授 国立大学法人宮崎大学非常勤講師 日本大学非常勤講師 獣医学部・動物応用科学科学科長 国際交流委員会委員長 日本大学非常勤講師 獣医学研究科動物応用科学専攻専攻主任 研究推進・支援本部研究推進・支援本部長 大学院獣医学研究科科長 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 神奈川県動物愛護管理推進協議会委員 継続 独立行政法人日本学術振興会審査委員候補者 継続 第17回アジア・大洋州畜産学会議（AAAP）組織委員会，学術・プログラム・出版部会員 (2016年 9月まで) 神奈川県動物保護センターあり方検討会 (2017年 3月まで) 人と動物との共生推進よこはま協議会 継続 かながわ産学公連携推進協議会委員 (2016年 6月まで) 相模原市動物愛護推進員の公募に係る選考委員 継続 （公社）日本畜産学会2017年度学会賞・奨励賞受賞候補者選考委員会委員 (2017年 2月まで) 日本家畜管理学会・応用動物行動学会将来構想委員会委員 (2017年 3月まで) 相模原市動物愛護推進員 継続 独立行政法人日本学術振興会 特別研究員等審査会専門委員及び国際事業委員会書面審査員・書面評価員 継続(2017年 7月まで) 相模原市人と動物との共生社会推進懇話会委員 継続(2019年 3月まで) 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    3 件  〔学会賞等・年〕 
Animal Science Journal Excellent Paper Award（優秀論文賞）・2017年 
－ 286 － 87
 － 295 －
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本家畜管理学会 (国内) 日本畜産学会 (国内) 日本動物心理学会 (国内) 
International Society for Applied Ethology 
American Society of Animal Science 日本緬羊研究会 (国内) 応用動物行動学会 (国内) 日本動物行動学会 (国内) 日本哺乳類学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 応用動物管理学特論Ⅰ(;選択)、応用動物管理学特論Ⅱ(;選択)、動物人間関係学基礎実習(;必修)、動物生産生理学(;選択)、 動物行動管理学実習(;選択)、卒業論文(;必修)、卒業論文(;必修)、専門ゼミ(;必修)、獣医学特論(;必修)、生物統計学演習(;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 動物応用科学概論Ⅰ(;必修)、基礎ゼミⅠ(;必修)、基礎ゼミⅡ(;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 1 副査回数（学内） 4 副査回数（学外） 0  
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 応用動物のストレスマネージメントに関する研究;動物愛護管理に関する研究;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 中型車（8 t 限定）運転免許（1981年） 大型車運転免許（2005年） 家畜商免許（2005年）    
88
 － 296 －
 〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 猫侵入抑制組成物  T160623 猫抗リラクゼーション組成物  T160623 猫排泄抑制組成物  T160623   〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)科研費基盤研究（C）（一般）15K07710 植竹勝治 牛の被毛コルチゾール濃度の変動要因解析 1,400,000円   2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額) 超音波ネコ忌避装置評価試験 280,000円  〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 耕作放棄地におけるサフォーク種とポールドーセット種雌羊の行動比較 共著 2016年12月 日緬研会誌 (53) 渡邉祐輔、植竹勝治、 田中智夫 1-6  
Effects of sheltering on behavior and 
fecal corticosterone level of elderly dogs 
共著 2016年11月 Front. Vet. Sci. 3 Uetake, K., C. H. Yang,  
Endo, A. and Tanaka, T. 
1-4  
Fecal corticosterone levels of dogs 
relinquished to a shelter in Japan 
共著 2016年 1月 Vet. Rec. Open 2: e000139
Uetake, K., Uchida, H. 
Ishihara, J., Kushima, S. and 
Tanaka, T.
1-5  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           
－ 288 － 89
 － 297 －
 〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Residual impact of stress factors that 
newborn calves suffer just after birth
共著 2016年 8月 Proc. The 17th AAAP 
Anim. Sci. Cong.
 Uetake, K., Hashimura, S.,  
Sakagami, N. and Tanaka, T. 
1463-1466  
  〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式日本家畜管理学会・応用動物行動学会2016年度春季合同研究発表会 イノシシにおける4種類の図形の弁別 
坂倉健太、江口祐輔、 堂山宗一郎、上田弘則、植竹勝治、田中智夫 日本獣医生命科学大学 2016年 3月30日 35  日本家畜管理学会・応用動物行動学会2016年度春季合同研究発表会 
家畜ふん尿処理施設における野鳥の飛来防除策の検討 榊原麻優子、植竹勝治、田中智夫 日本獣医生命科学大学 2016年 3月30日 69  日本家畜管理学会・応用動物行動学会2016年度春季合同研究発表会 屋外のイエネコが市街地生態系に与える影響 
吉田尚央、植竹勝治、 金子一幸、野口倫子、 田中智夫 日本獣医生命科学大学 2016年 3月30日    日本家畜管理学会・応用動物行動学会2016年度春季合同研究発表会 
飼育下カンガルーにおける夏季と冬季での行動比較 温 俐雯、植竹勝治、 和田優子、田中智夫 日本獣医生命科学大学 2016年 3月30日 63  
日本家畜管理学会・応用動物行動学会2016年度春季合同研究発表会 
飼育下ネコ科動物2種での活魚・マタタビ・絶食に対する反応 
岡部光太、青木翔吾、 有馬春香、古茂田千尋、渡辺英博、伊藤英之、 田中正之、田中智夫、 植竹勝治 
日本獣医生命科学大学 2016年 3月30日 42  
17th AAAP Anim. Sci. Cong. 
Comparison of grazing 
behavior of Suffolk and 
Paul Dorset ewes in a less-
favored area 
Tanaka, T., Watanabe, Y.  
and Uetake, K. 
Fukuoka 
2016年 8月22日～ 2016年 8月25日 347  
17th AAAP Anim. Sci. Cong. 
Discrimination of four 
kinds of figures in wild 
boar
Sakakura, K., Eguchi, Y., 
Doyama, S., Ueda, H., 
Uetake, K. and Tanaka, T.
Fukuoka 
2016年 8月22日～ 2016年 8月25日 296  
17th AAAP Anim. Sci. Cong. 
Residual impact of stress 
factors that newborn calves 
suffer just after birth 
Uetake, K., Hashimura, S., 
Sakagami, N. and  
Tanaka, T.
Fukuoka 
2016年 8月22日～ 2016年 8月25日 351  
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数 日本大学 動物行動学 2   〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所      
  〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件  
0
 － 298 －
 〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 
委員会等の名称 
神奈川県動物愛護管理推進協議会委員学識者、独立行政法人日本学術振興会審査委員候補者、神奈川県動物保護センターあり方検討会、人と動物との共生推進よこはま協議会、かながわ産学公連携推進協議会委員、相模原市動物愛護推進員の公募に係る選考委員、相模原市動物愛護推進員、独立行政法人日本学術振興会 特別研究員等審査会専門委員及び国際事業委員会書面審査員・書面評価員、相模原市人と動物との共生社会推進懇話会委員   〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名 研究推進・支援本部長（職務指定 評議員）、大学院獣医学研究科長   〔各種委員会に関する事項（大学）〕 
TA及びRA選考・指導委員会委員、麻布大学奨学金貸与選考委員会委員、麻布大学大学院日本学生支援機構第一種奨学金返還免除候補者学内選考委員会委員、利益相反マネジメント委員会委員、麻布大学競争的資金等管理委員会委員、ファカルティ・ディベロップメント委員会委員、大学院獣医学研究科教授会委員、TA及びRA選考・指導委員会委員、学生支援運営委員会（大学院学生）委員、学術情報センター運営委員会委員、懲戒委員会（大学院生）委員、教育推進センター運営委員会委員、生物科学総合研究所会議委員、麻布大学学生功労賞選考委員会委員、麻布大学研究倫理委員会委員   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等 麻布獣医学会運営委員，麻布獣医学会学内運営委員会委員   〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 290 － 1
 － 309 －
【氏名】 氏名 菊水 健史  
【現職】 獣医学部 学科名 動物応用科学科 伴侶動物学 研究室名 伴侶動物学研究室 職名 教授 発令年月日 2009年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 東京大学・農学部・獣医学科・1995年卒業   〔取得学位〕   
【職歴】 1995年-1997年 1997年-2007年 2007年-2009年 2007年-現在 2009年-現在 2009年-現在 2009年-現在 2010年-現在 2010年-2011年 2011年-2012年 2011年-現在 2013年-現在 
三共（株）神経科学研究所 東京大学大学院農学生命科学研究科・助手 麻布大学獣医学部 動物応用科学科 伴侶動物学准教授 研究科委員 麻布大学獣医学部 動物応用科学科 伴侶動物学教授 生物研運営委員 教職課程委員 国立大学法人宇都宮大学非常勤講師 国立大学法人千葉大学非常勤講師 国立大学法人名古屋大学非常勤講師 玉川大学客員研究員 慶応義塾大学非常勤講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    7 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕 3 件 
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕 8 件 
 〔所属学会〕 日本獣医学会 (国内) 
Society for Neuroscience 
Society for Behavioral Neuroendocrinology 日本神経内分泌学会 (国内) 日本動物心理学会 (国内) 
Society for Social Neuroscience  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
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 〔その他〕  
 
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学特論(2;必修)、動物発達行動学実習(1;選択)、卒業論文(6;必修)、専門ゼミⅡ(2;選択)、動物健康管理学(2;選択)、 応用動物心理学実習Ⅰ(1;選択)、応用動物心理学実習Ⅱ(1;選択)、動物行動治療学(2;選択)、動物行動神経学(2;選択)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 基礎ゼミⅠ(1;必修)、基礎ゼミⅡ(1;必修)、専門ゼミⅠ(2;必修)、動物応用科学概論Ⅰ(2;必修)、動物人間関係学(2;必修)、 動物人間関係学基礎実習(1;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 4 副査回数（学内） 0 副査回数（学外） 0  
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 早期離乳による神経生理学的変化の解析;哺乳類における匂いを介したコミュニケーション;社会的ストレスに対する雌雄差の解析; 哺乳類の音声コミュニケーション;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等 1名 
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 新規マウスフェロモンESP1類似物によるマウスの繁殖制御   
N-アセチル-D-マンノサミン(N-Acetyl-
D-Mannosamine, ManNAc)の睡眠の改善作用 
  
  〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     
－ 292 － 293
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  2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Early weaning impairs a social 
contagion of pain-related stretching 
behavior in mice. 
共著 2016年 7月 Developmental 
Psychobiology 
58 Kikusui, T., Ishio, Y.,  Nagasawa, M., Mogil, J. and  
Mogi, K.
1101-1107  
Early weaning impairs fear extinction 
and decreases brain-derived 
neurotrophic factor expression in the 
prefrontal cortex of adult male C57BL/6 
mice. 
共著 2016年 6月 Developmental 
Psychobiology 
58 Mogi, K., Ishida, Y.,  Nagasawa, M. and  
Kikusui, T. 
1034-1042  
Heart rate variability predicts the 
emotional state in dogs. 
共著 2016年 4月 Behavioral Processes 128 Katayama, M., Kubo, T.,  Mogi, K., Ikeda, K.,  
Nagasawa, M. and  
Kikusui, T.
108-112  
Self-Exposure to the Male Pheromone 
ESP1 Enhances Male Aggressiveness in 
Mice. 
共著 2016年 3月 Current Biology 26(9)
Hattori, T., Osakada, T.,  
Matsumoto, A., Matsuo, N.,  
Haga-Yamanaka, S.,  
Nishida, T., Mori, Y.,  
Mogi, K., Touhara, K. and  
Kikusui, T.
1229-1234  
Very Low Birth Weight Monochorionic 
Diamniotic Twins as a Risk Factor for 
Symptomatic Patent Ductus Arteriosus. 
共著 2016年 3月 Neonatology 109(3) Yamaguchi, H., Wada, K.,  Nagasawa, M., Kikusui, T.,  
Sakai, H., Mizobuchi, M.,  
Yoshimoto, S. and Nakao, H. 
228-234  
Owners' direct gazes increase dogs' 
attention-getting behaviors. 
共著 2016年 2月 Behavioral Processes. 125 Ohkita, M., Nagasawa, M.,  
Mogi, K. and Kikusui, T. 
96-100  
Draft genome sequence of 
Streptococcus orisasini SH06 isolated 
from a healthy thoroughbred 
gastrointestinal tract. 
共著 2016年 1月 Genome 
Announcements 
4(1)
Takagi, M., Nakano, A.,  
Toh, H., Oshima, K., 
Arakawa, K., Nakajima, F.,  
Tashiro, K., Kikusui, T.,  
Yanagida, F. and Morita, H. 
e01566-15  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考            
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 〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式共感性の進化・神経基盤  第3回領域会議 Majority synching bias toward humans in dogs. 〇永澤美保、茂木一孝、菊水健史 東京大学 2016年 1月30日～ 2016年 1月31日   共感性の進化・神経基盤  第3回領域会議 マウスにおける早期離乳は情動伝染を障害する 〇大山瑠泉、茂木一孝、菊水健史 東京大学 2016年 1月30日～ 2016年 1月31日   共感性の進化・神経基盤  第3回領域会議 マウス情動伝染を支える社会認知と脳機能 〇菊水健史 東京大学 2016年 1月30日～ 2016年 1月31日   
共感性の進化・神経基盤  第3回領域会議 心拍変動解析を用いたヒトからイヌへの情動伝染の検証 〇片山真希、茂木一孝、菊水健史 東京大学 2016年 1月30日～ 2016年 1月31日   
日本内分泌学会 性シグナル伝達神経回路の機能的性差とその構築機構の解明 〇菊水健史 京都国際会議場 2016年 4月21日   
ISOTのサテライトシンポジウム「Olfaction: from 
Chemosensory Signals to the 
Brain」 
The social function of male 
mouse pheromone ESP1 
〇菊水健史 東京大学 2016年 6月 5日   
第14回世田谷ENDO オキシトシンがつくる母子の絆 〇菊水健史 国立成育医療研究センター 2016年 6月 9日   
第7回WJVF市民公開講座 人の表情を読み取る犬の能力について 〇菊水健史 大阪松下IMPホール 2016年 6月18日   
日本神経科学大会 Oxytocin is involved in the pheromonal memory 
formation in the accessory 
olfactory bulb in mice 
〇Suyama, H., Tsuchiya, S., 
Hattori, T., Murata, K.,  
Naito, M., Nagasawa, M., 
Nishimori, K., Mogi, K. 
and Kikusui, T.
パシフィコ横浜 2016年 7月20日～ 2016年 7月22日   
国際心理学会ICP2016 共感性のシンポジウム「The  
Evolution of Empathy」 Oxytocin forms inter-individual relationship 〇Kikusui, T., Nagasawa, M. and Mogi, K.  2016年 7月24日～ 2016年 7月29日   第38回日本生物学的精神医科学会 幼少期ストレス負荷による情動行動の変化 〇菊水健史 福岡国際会議場 2016年 9月10日   
社会心理学会 ヒトとイヌの共生から見えてきたこと 〇菊水健史 関西学院大学 2016年 9月18日   第50回日本実験動物技術者協会総会 マウスの社会性の機能解明 〇菊水健史 ウェスタ川越 2016年 9月30日   行動遺伝学研究会「個体のつながりの分子進化研究」 イヌの卓越した社会認知機能を支える遺伝基盤 〇大滝賢一、菊水健史 国立遺伝学研究所 2016年10月13日～ 2016年10月14日   行動遺伝学研究会「個体のつながりの分子進化研究」 ヒトとイヌの共進化遺伝子の探索 〇菊水健史 国立遺伝学研究所 2016年10月13日～ 2016年10月14日   行動遺伝学研究会「個体のつながりの分子進化研究」 獲得母性の発現制御に関する神経機構 〇度会晃行、菊水健史 国立遺伝学研究所 2016年10月13日～ 2016年10月14日   行動遺伝学研究会「個体のつながりの分子進化研究」 自閉症モデルマウスにおける社会認知機能解析 〇町田暁洋、菊水健史  2016年10月13日～ 2016年10月14日   
日本動物学会 第87回 沖縄大会 ヒトとイヌとの絆形成におけるイヌの視線利用と関連遺伝子探索について 〇永澤美保、菊水健史 
沖縄コンベンションセンター 2016年11月17日～ 2016年11月18日   
第37回 動物臨床医学会年次大会 
犬の問題行動を考えるときに理解してほしいこと―犬とはどんな動物なのか？犬は人をどのように見ているのか？ 
〇菊水健史 大阪国際会議場 2016年11月20日   
－ 294 － 295
 － 313 －
学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
日本動物心理学会 第76回大会 Emotional contagion between dogs and their 
owners 
〇Katayama, M.,  
Nagasawa, M., Kubo, T., 
Yamakawa, T.,  
Fujiwara, K., Mogi, K.,  
Ikeda, K. and Kikusui, T.
北海道大学 2016年11月23日   
日本動物心理学会 第76回大会 
Identification of social cues 
in emotional contagion of 
pain using MSM/Ms and 
C57BL/6 strains of mice 
〇Nakamura, M., Koide, T., 
Kikusui, T., Mogi, K. and 
Nagasawa, M. 
北海道大学 2016年11月23日   
日本動物心理学会 第76回大会 The positive reinforcement of owner's gaze to dogs 〇Ohkita, M., Nagasawa, M., Mogi, K. and Kikusui, T. 北海道大学 2016年11月23日   日本動物心理学会 第76回大会 オキシトシンによるヒトとイヌの関係性の構築 〇菊水健史 北海道大学 2016年11月23日   平成28年度生理研研究会・第6回社会神経科学研究会 
マウスの社会行動発達における幼少期オキシトシンの役割 〇茂木一孝、菊水健史 国立生理学研究所 2016年11月24日～ 2016年11月25日   国際シンポジウム 異種間情報伝達から学ぶコミュニケーションの基礎 
Reciprocal communication 
and endocrine response in 
human-dog interaction 
〇菊水健史、永澤美保 専修大学神田 キャンパス 2016年11月27日   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数 国立大学法人宇都宮大学 動物行動学 2 慶応義塾大学     〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）    
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（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日 人はなぜ危険に近づくか 謎解明へマウスで実験 岐阜新聞 2016年 6月16日 怖いもの見たさ心理の解明へ 危険回避の情報収集か 中國新聞 2016年 6月19日 なぜ危険に見入るのか 謎解明へマウスで研究 静岡新聞 2016年 6月20日 人はなぜ危険に近づく？ マウスで謎解明挑む 闘争シーンに強い関心 福井新聞 2016年 6月21日 人はなぜ危険に近づくか 恐怖、不快…行動の謎解明 熊本新聞 2016年 6月22日 「恐怖への興味」なぜ？ 謎解明へマウスで研究 山梨日日新聞 2016年 6月23日 危険に近づく行動 なぜ？ 麻布大教授ら実験、マウスも闘争映像に関心 信濃毎日新聞 2016年 6月27日   〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 296 － 297
 － 304 －
【氏名】 氏名 代田 眞理子  
【現職】 獣医学部 学科名 動物応用科学科 研究室名 比較毒性学研究室 職名 教授 発令年月日 2012年10月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 東京農工大学・農学研究科・獣医学専攻・修士課程・1980年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 東京農工大学・農学部・獣医学科・1976年卒業 東京農工大学・農学部・獣医学科家畜生理学教室研究生・1978年その他 
McGill大学・医学部・Royal Victoria病院分子内分泌学研究室・1989年留学   〔取得学位〕 博士（農学） 東京大学 （12045）  
【職歴】 1976年-1977年 1980年-1981年 1981年-2009年 1987年-1989年 1998年-2009年 2003年-2009年 2006年-2008年 2009年-2009年 2009年-2012年 2010年-2012年 2012年-現在 2014年-2016年 2014年-現在 
動物繁殖研究所 東京女子医科大学ラジオアッセイ科研究補助員 財団法人食品薬品安全センター秦野研究所生殖生物学研究室 
McGill大学医学部RoyalVictoria病院留学 麻布大学客員研究員 財団法人食品薬品安全センター秦野研究所主任研究員 財団法人日本食品化学研究振興財団非常勤顧問 財団法人食品薬品安全センター秦野研究所信頼性保証室・室長 麻布大学獣医学部 動物応用科学科准教授 獣医学部動物応用科学科動物生命科学系主任 麻布大学獣医学部 動物応用科学科教授 獣医学部動物応用科学学科長 委員長 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 日本繁殖生物学会第109回大会長 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕 平成26年度田邊賞 （一社）日本毒性学会 
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本獣医学会（評議員） 日本繁殖生物学会（理事、男女共同参画推進委員、学会誌編集委員、第109回大会大会長） 日本内分泌学会 日本下垂体研究会（評議員） 日本分子生物学会 
The Endocrine Society 日本比較内分泌学会 日本生殖内分泌学会（評議員） 日本内分泌撹乱化学物質学会（評議員） 
The Society for the Study of Reproduction 日本毒性学会（評議員） 
The Society of Reproduction and Fertility 
The Society of Toxicology 
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日本先天異常学会（評議員） 日本毒性病理学会（学会誌編集委員）  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 動物生命科学特別演習Ⅳ-Ⅰ(4.0;必修)、動物生命科学特別演習Ⅳ-Ⅱ(4.0;必修)、動物生命科学特別研究Ⅳ-Ⅰ(8.0;必修)、 動物生命科学特別研究Ⅳ-Ⅱ(8.0;必修)、実験腫瘍学(1.0;選択必修)、比較毒性学特論Ⅰ(1.0;選択必修)、 比較毒性学特論Ⅱ(1.0;選択必修)、環境毒性学特論(1.0;選択必修)、動物トキシコロジーⅠ(2.0;選択)、 動物トキシコロジーⅡ(2.0;選択)、動物トキシコロジー実習(1.0;選択)、動物病態学(2.0;必修)、卒業論文(6.0;必修)、 基礎動物保健学概論(1.0;選択)、専門ゼミ(2.0;必修)、科学の伝達(2.0;選択)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 動物応用科学概論Ⅰ(2.0;必修)、動物応用科学概論Ⅱ(2.0;必修)、基礎ゼミⅠ(1.0;必修)、基礎ゼミⅡ(1.0;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 1 副査回数（学内） 0 副査回数（学外） 0  
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 
  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許（第15617号） 取得日の「日」については、(1976年1月7日) 安研協認定技術者0963号 取得日の「日」については、(2005年6月20日)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)  卵巣毒性評価に向けた局所制御因子の動態 0円  
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  2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額) 化学物質の毒性発現機序に関する研究 0円   3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
             
0
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 〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第43回日本毒性学会学術年会 
新生期17α-エチニルエストラジオール(EE)曝露による遅発影響の最小影響量が雌ラットの生殖能力および胚胎児の発生に及ぼす影響 
吉河佑莉、古澤理沙、 田中 恵、田中啓陽、 池田彩奈、末岡花菜子 名古屋市 2016年 6月30日～ 2016年 6月30日   
第109回日本繁殖生物学会大会 
ラット性周期黄体におけるMilk fat globule-EGF 
factor 8（MFG-E8）
mRNAの局在 
末岡花菜子、宮田奈緒、松村 竜、山田峻彰、 松井 陸、代田欣二、 太田 亮 本学 
2016年 9月12日～ 2016年 9月14日   
第109回日本繁殖生物学会大会 
性腺刺激ホルモン(GTH)存在下におけるKiss1遺伝子ノックアウトラットの卵巣機能 
田中啓陽、鈴木美帆、 今村理沙、小林琴美、 太田 亮 本学 2016年 9月12日～ 2016年 9月14日   
第109回日本繁殖生物学会大会 
新生雌ラットへのエチニルエストラジオール（EE）経口投与が視床下部Kiss1遺伝子の発現に及ぼす影響 
吉河佑莉、田中 恵、 太田 亮 本学 2016年 9月12日～ 2016年 9月14日   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 1件 附属高校 高大一貫授業「食品の安全」 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ 動物研究による健康リスクの会費 時間数 2.0   〔各種審議会等の委嘱〕 
委員会等の名称 内閣府食品安全委員会農薬専門調査会委員、農林水産省 農林資材審議会委員、獣医事審議会専門委員、日本学術会議連携会員、科学研究費委員会専門委員、一般財団法人食品薬品安全センターCOI委員、成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進事業（文部科学省委託）   〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）  
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（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名 麻布大学雑誌編集委員長   〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日 ノーベル賞も夢じゃない、最先端の研究を一般公開 タウンニュース 2016年 9月 1日 研究室紹介 麻布大学獣医学部 比較毒性学研究室 日本生殖内分泌学会雑誌 2016年 22巻   〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
2
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【氏名】 氏名 坂田 亮一  
【現職】 獣医学部 学科名 動物応用科学科 研究室名 食品科学研究室 職名 教授 発令年月日 1997年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 九州大学大学院・農学研究科・畜産学専攻・修士課程・1978年修了 九州大学大学院・農学研究科・畜産学専攻・博士課程・1981年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 宮崎大学・農学部・畜産学科・1976年卒業   〔取得学位〕 修士（農学) 九州大学大学院（第1095号） 博士（農学) 九州大学大学院（乙第1105号）  
【職歴】 1981年-1981年 1982年-1984年 1984年-1990年 1990年-1997年 1993年-1995年 1997年-現在 2000年-2002年 2002年-2004年 2004年-2008年 2008年-2011年 2012年-現在 
神戸市衛生局技術職員 麻布大学獣医学部 助手 麻布大学獣医学部 講師 麻布大学獣医学部 助教授 ドイツ国立食肉研究所Alexander von Humboldt 財団客員研究員 麻布大学獣医学部 動物応用科学科教授 獣医学部動物応用科学科学科長 大学院獣医学研究科動物応用科学専攻主任 名城大学非常勤講師 日本獣医生命科学大学非常勤講師 明治大学兼任講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕（継続分のみ記載） 日本畜産学会理事 関東畜産学会会長 日本食肉研究会副会長 日本家畜衛生学会常務理事 日本養豚学会常務理事 
 Fleischwirtschaft誌（Deutscher Fachverlag GmbH出版）編集委員 ドイツ農業協会（DLG）国際ハムソーセージ品質競技会審査員 ドイツ食肉協会（DFV）国際ハム・ソーセージ品質競技会審査員 
 The World of Food Ingredients誌（The Leading International Publisher on Food and Food Product Development, Netherlands出版）編集委員 （公益財団法人）小森記念財団評議員 麻布大学生活協同組合理事長 全国食肉検定専門委員会委員 （公益社団法人）日本食肉格付協会専門委員会委員ほか 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    7 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  2 回 
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本畜産学会 (国内) 日本養豚学会 (国内) 日本食肉研究会 (国内) 
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関東畜産学会 (国内) 日本家畜衛生学会 (国内) チンタオ・ドイツ兵俘虜研究会 (国内) 
 
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕  
 
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 畜産物利用学(1;選択)、食品科学(2;必修)、食品科学実習(1;選択)、卒業論文(6;必修)、食品製造学(2;選択)、 動物応用科学実習(1;必修)、専門ゼミⅠ(2;必修)、専門ゼミⅡ(2;選択)、食品科学持論(2;大学院博士前期1年次)、 食品科学特別演習Ⅰ･Ⅱ(4;大学院前期1・2年次)他   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 基礎ゼミⅠ(1;必修)、基礎ゼミⅡ(1;必修)、動物応用科学実習(1;必修)、動物応用科学概論Ⅰ(2;必修)、 地球共生論(2;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 1 副査回数（学内） 2回 副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 食肉製品中の発色および色素測定法に関する研究；畜産副産物の利用に関する研究；食肉・食肉製品の評価に関する研究； 食肉摂取と人の心理に関する研究；天然ソーセージケーシングの軟化に関する研究；高齢者向けソフトな食肉製品の開発； 食肉製品の製造工程における加温処理の効果；食害獣の食肉加工への利用など  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕 2016年版食肉加工基礎講座、講座Ⅲ 食肉加工品の種類と製法、加工機械等 1)ハム・ベーコン類の項執筆、(社)日本食肉加工協会、2016年1月25日発行   〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等 台湾国立中興大学研修生2名（2016年6月）、高大連携高校生1名（2016年8月） 
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 家畜人工授精師 (1976年) ドイツ語学能力資格 (Zertifikat Deutsch als Fremdsprache, ZDaF) (1993年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 新規食肉加工品及びその製造方法  第4924972号   〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      
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    2）その他 
区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)       2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額) （追補）伊藤記念財団平成 27 年度研究助成「野生動物肉の食料資源としての利用に関する研究」 75万円地域活性事業助成「広島県安芸高田市におけるジビエの活用」 50万円 3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考         〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 豚肉中のミオグロビン、ヘモグロビンならびにシトクロムCの同時定量法の検討 共著 2016年 1月 日本養豚学会誌 53(1) 和賀正洋、押田敏雄、 坂田亮一、 10-16  
Effects of the rearing systems on growth 
performance, carcass traits and meat 
quality in Taiwan game hens 
共著 2016年 3月 Fleischwirtschaft 
International 4/2016 Lin, C.Y., Kuo, H.Y.,  Sakata, R., Takeda, S.  
and Wan, T.C.
58-62  
The in vitro antioxidant properties of 
alcalase hydrolysate prepared from 
silkie fowl (Gallus gallus) blood protein 
共著 2016年 7月 Animal Science 
Journal 
87(7) Cheng, F.Y., Lai, I.C.,  
Lin, L.C. and Sakata, R. 
921-928  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
The effect of rearing systems on carcass 
traits and meat quality in Taiwan game 
hens 
共著 2016年 8月 Proc. 62nd International Congress 
of Meat Science and 
Technology
62 Sakata, R., Wan, T.C., et al. S4(1-4)  
The halal meat industry: challenges of 
the authorization validation and 
production opportunities  
共著 2016年 8月 Proc. 62nd International Congress 
of Meat Science and 
Technology
62 Ahhmed, A., Sakata, R.  
and Yetim, H. 
S5(1-4)  
Thermal stability of heme pigments in 
pork 
共著 2016年 8月 Proc. 62nd International Congress 
of Meat Science and 
Technology
62 Waga, M. and Sakata, R. S7(1-4)  
－ 304 －
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論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Recovery of collagen from chicken 
bones for food applications 
共著 2016年12月 Proceedings of the 19th International 
Scientific – practical 
conference
 Ahhmed, A., Sakata, R., et al.   
  〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 野生動物肉の加工利用のための技術開発：加工適性に及ぼす血絞りと塩漬法の効果 共著 2016年11月
平成27年度食肉に関する助成研究調査成果報告書 34 坂田亮一、時田昇臣、 押田敏雄 67-71    〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 特別解説：食肉製品の赤色化に関するリサーチ～一酸化炭素の影響～ 単著 2016年 食品と容器 9  576-578  「第2回ジビエサミット」に参加して 伝統食から外食産業へ －有害捕獲から地域・産業資源としての捕獲への転換－ 共著 2016年 畜産の研究 70 押田敏雄、坂田亮一 321-340  千葉県南房総におけるイノシシ罠猟について ～狩猟塾に参加して～ 共著 2016年 畜産の研究 70 坂田亮一、近田康二、 押田敏雄 385-392  最近の食肉加工技術について：野生動物肉の研究例など 共著 2016年 畜産技術 732号 坂田亮一、押田敏雄 33-38  ドイツにおける国際ハム・ソーセージ品質競技会 単著 2016年 畜産技術 735号  36-40  ロシア食肉科学研究所設立85周年記念シンポジウムに出席して 共著 2016年 食肉の科学 57 有原圭三、坂田亮一 55-62  
ICoMST国際食肉科学技術会議について 共著 2016年 日本食肉加工情報 No.798 坂田亮一、本山三知代 2-7  国産ジビエ活用の現状と流通規格の必要性 共著 2016年 畜産の研究 70 押田敏雄、坂田亮一 797-801  ジビエの処理、危害・安全確保および将来について 共著 2016年 岩手県獣医師会報 42 押田敏雄、坂田亮一 3-11    〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
The 19th International 
scientific-practical 
Conference 
Overview of the latest 
research in meat science in 
Asian countries: Functional 
properties of animal by-
products as with meat 
Sakata, R., Ahhmed, A., 
Cheng, F. and Takeda, S. 
V.M. Gorbatov
All-Russian 
Meat 
Research 
Institute, 
Moscow
2016年12月8日 1 口頭 
第104回日本養豚学会 一酸化炭素で発色剤を一部代替した食肉製品の品質特性 
○三木 優、和賀正洋、竹田志郎、押田敏雄、 坂田亮一 東京農工大学 2016年3月17日 1 口頭 
日本畜産学会第121回大会 野生イノシシ体脂肪の脂肪酸組成 ○時田昇臣、染谷祐也、坂田亮一 日本獣医生命科学大学 2016年3月29日 257 ポスター
日本畜産学会第121回大会 シカ肉製品における落花生粉末の脂質酸化抑制 ○竹田志郎、吉澤圭祐、和賀正洋、坂田亮一 日本獣医生命科学大学 2016年3月29日 257 ポスター
日本畜産学会第121回大会 食肉製品における発色剤低減化のための一酸化炭素の応用 三木 優、和賀正洋、 竹田志郎、○坂田亮一 日本獣医生命科学大学 2016年3月29日 258 ポスター
日本食肉研究会第57回大会 学校給食における地産・地消と食育教育について ○押田敏雄、坂田亮一、中村民夫 日本獣医生命科学大学 2016年3月30日 
食肉の科学57、No.1（2016）129-132 口頭 
 － 307 －
学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
日本食肉研究会第57回大会 有用乳酸菌を用いた発酵食肉とその保健機能性についての検討 ○竹田志郎、坂田亮一、河原 聡、六車三治男 日本獣医生命科学大学 2016年3月30日 
食肉の科学57、No.1（2016）133-135 口頭 
FOOMA JAPAN 2016  アカデミックプラザ 食肉の赤色化に及ぼす一酸化炭素の影響 ○坂田亮一、三木 優、竹田志郎、押田敏雄、 猪股智夫、本山三知代 国際展示場 2016年6月7日～ 10日 235-238 ポスター
FOOMA JAPAN 2016  アカデミックプラザ 
Technological assessment 
on chicken bone tissue for 
functional food 
applications 
○Ahhmed, A., Sakata, R., 
et al. 
国際展示場 2016年6月7日～ 10日 282-285 ポスター
International Scientific 
Conference “Inovation 
technology of animal origin 
food” 
Novel technology and 
products: Latest 
development in meat 
science in Japan 
○Sakata, R. Saratov State Agrarian 
University
2016年12月12日 6-8 口頭 
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数 明治大学 動物資源機能利用学 2 一橋大学 食科学 2（分担）  〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所 食品冷凍講習会 ㈳日本冷凍空調学会主催 畜産物の冷凍 2016年1月21日 大田区産業プラザ 平成27年度初級食肉加工講習会 (一社)日本食肉加工協会 ハム・ベーコン類の種類と製法 2016年1月28日 日本大学湘南校舎 平成27年度地域畜産技術情報研修会 神奈川県畜産技術センター 食品加工技術について：過去と現代を比べる 2016年2月9日 神奈川県県央家畜保健衛生所 食品衛生管理者登録講習会 （公社）全国食肉学校 食肉製品の規格基準 2016年2月24日 群馬県玉村町 国際ハム・ソーセージ品質競技会 ドイツ農業協会 各国製品の審査 2016年2月29日～3月1日 Bad Salzuflen ドイツ連邦共和国第3回日本ジビエサミット 日本ジビエ振興協議会 ジビエの加工品の技術開発について 2016年11月29日 和歌山ビッグ愛   〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 1件 附属淵野辺高校から1名受入(2015年8月第1週) 派遣数 1件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 
委員会等の名称 
ドイツ農業協会（DLG）国際ハム・ソーセージ品質競技会、Bad-Salzuflem、2016年3月 ドイツ食肉協会（DFV）国際ハム・ソーセージ品質競技会、Frankfurt a.M.、2016年5月 ドイツ農業協会（DLG）国際ハム・ソーセージ品質競技会日本大会、麻布大学、2016年10月 （以上3大会に審査員として参加）   〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
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 〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等） 国際食品工場展FOOMA JAPAN2016アカデミックプラザ 食肉の赤色化に及ぼす一酸化炭素の影響 国際展示場、2016年6月7日～10日  
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名 麻布大学・台湾国立中興大学学術交流委員会コーディネーター   〔各種委員会に関する事項（大学）〕 学生委員会委員、学生指導委員会委員（動物応用科学科4年次クラス担任）国際交流委員会委員、麻布獣医学会委員ほか   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日 
     〔その他〕 相模原市農業まつり，食肉製品製造法の出展など，相模原市農林課主催，2016年11月13日  
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
 － 330 －
【氏名】 氏名 大木 茂  
【現職】 獣医学部 学科名 動物応用科学科  研究室名 動物資源経済学研究室 職名 教授 発令年月日 2009年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 宇都宮大学・農学研究科・農業経済学専攻・修士課程・1988年修了 東京農工大学・連合農学研究科・生物生産学専攻・博士課程・1992年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 宇都宮大学・農学部・畜産学科・1986年卒業   〔取得学位〕 農学修士 宇都宮大学 （農修第507号） 博士（農学） 東京農工大学 （博農甲第136号）  
【職歴】 1992年-2000年 2000年-現在 2000年-2003年 2001年-2003年 2002年-2003年 2003年-2007年 2007年-2009年 2009年-現在 2010年-2012年 2016年-2018年 
（財）生協総合研究所研究員 大学院獣医学研究科動物応用科学専攻授業担当 麻布大学獣医学部 講師 女子栄養大学非常勤講師 日本獣医畜産大学非常勤講師 麻布大学獣医学部 動物応用科学科助教授 麻布大学獣医学部 動物応用科学科准教授 麻布大学獣医学部 動物応用科学科教授 動物応用科学科長 動物応用科学科長 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    3 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本農業経済学会 (国内) 日本農業市場学会 (国内) 日本フードシステム学会 (国内) 日本流通学会 (国内) 日本協同組合学会 (国内) 農業問題研究学会 (国内) 日本畜産学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕      
－ 308 － 09
 － 331 －
 〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕  
 
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 スタディスキルズ(;必修)、動物資源経済学(;必修)、経済学(;必修)、牧場実習(;選択)、基礎ゼミⅠ・Ⅱ(;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 動物応用科学概論Ⅱ(;必修)、環境・食糧・生命倫理問題(;選択)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 生活協同組合における産直事業の展開と課題,生協産直、産地間協同、消費者、食の全体性;生活協同組合論の研究;生協産直研究会,産直，地域，環境，SCM，安全;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)  英国のフリーダムフードの生産・流通実態 0円
  英国と米国におけるアニマルウェルフェア 食品生産・流通 0円  アニマルウェルフェア食品流通の国際比較 0円   2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     
10
 － 332 －
  2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額) 全国の生協産直事業におけるアンケート・事例調査 0円有機農業産地のマーケティング 0円   4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 アニマルウェルフェア規制の鶏卵競争への影響 単著 2016年1月 農業経営研究 No.107  72-77  アニマルウェルフェア鶏卵の市場特性と平飼い養鶏の課題 共著 2016年9月 農業市場研究 No.98 大木 茂、中村竜人 15-20  英米主要小売業における鶏卵の飼養法別価格序列形成に関する一考察 単著 2016年11月 流通 No.39  45-54    〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      
－ 310 － 11
 － 333 －
 〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 教育推進センターリメディアル部門部門長   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕  
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 － 334 －
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 312 － 13
 － 314 －
【氏名】 氏名 伊藤 潤哉  
【現職】 獣医学部 学科名 動物応用科学科 動物繁殖学 研究室名 動物繁殖学研究室 職名 准教授 発令年月日 2009年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 広島大学・生物圏科学研究科・生物生産学専攻・修士課程・2001年修了 広島大学・生物圏科学研究科・生物生産学専攻・博士課程・2004年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 広島大学・生物生産学部・生物生産学科・1999年卒業   〔取得学位〕 修士（農学） 広島大学大学院 広島大学 （第18191号） 博士（農学） 広島大学大学院 広島大学 （第3354号）  
【職歴】 2007年-2009年 2009年-現在 麻布大学獣医学部 動物応用科学科 動物繁殖学講師 麻布大学獣医学部 動物応用科学科 動物繁殖学准教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    3 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕 
 
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本畜産学会 (国内) 日本繁殖生物学会 (国内) 
The Society for the Study of Reproduction 日本哺乳動物卵子学会 (国内) 日本生殖工学会 (国内)   
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 卒業論文(6;必修)、専門ゼミⅡ(2;選択)      
 － 315 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 環境・食糧・生命操作問題(2;選択)、家畜人工授精特別実習(1;選択)、基礎ゼミⅠ(1;必修)、基礎ゼミⅡ(1;必修)、 専門ゼミⅠ(2;必修)、動物応用科学概論Ⅱ(2;必修)、動物受精卵移植論(2;選択)、動物繁殖学実習(1;選択)、 動物分子生殖科学(2;選択)、動物繁殖学(2;必修)、分子細胞生物学(2;選択)、地球共生論   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 0 副査回数（学内） 2 副査回数（学外） 0  
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 哺乳動物における受精メカニズムの解明;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 家畜人工授精師 (1999年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)
基盤研究（B）補助金 15H04584 伊藤潤哉（分担者有） 哺乳類着床・妊娠維持におけるカルシウムオシレーションの生物学的意義の解明 3,700,000円   2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    
－ 314 －
 － 316 －
 〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Efficient pig ICSI using Percoll-selected 
spermatozoa; evidence for the essential 
role of phospholipase C-ζ in ICSI 
success 
共著 2016年12月 J Reprod Dev. 62
Nakai, M., Suzuki, SI., Ito, J., 
Fuchimoto, DI., Sembon, S.,  
Noguchi, J., Onishi, A., 
Kashiwazaki, N. and  
Kikuchi, K.
639-643  
Lack of calcium oscillation causes 
failure of oocyte activation after 
intracytoplasmic sperm injection in pigs 
共著 2016年12月 J Reprod Dev. 62
Nakai, M., Ito, J., Suzuki, SI., 
Fuchimoto, DI., Sembon, S.,  
Suzuki, M., Noguchi, J.,  
Kaneko, H., Onishi, A., 
Kashiwazaki, N. and 
Kikuchi, K.
615-621  
Treatment with protein kinase C 
activator is effective for improvement of 
male pronucleus formation and further 
embryonic development of sperm-
injected oocytes in pigs 
共著 2016年3月 Theriogenology 85
Nakai, M., Ito, J.,  
Kashiwazaki, N., Men, NT.,  
Tanihara, F., Noguchi, J., 
Kaneko, H., Onishi, A. and 
Kikuchi, K.
703-708  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
17th AAAP Animal Science 
Congress 
M-phase stage-dependent 
kinase inhibitors affect 
expression and localization 
of inositol 1,4,5-
trisphosphate receptor 1 
(IP3R1) expression in pig 
oocytes 
〇Kamoshita, M., 
Sathanawongs, A., 
Fujiwara, K., Kato, T., 
Hirose, M., Ito, J. and 
Kashiwazaki, N. 
KYUSHU 
SANGYO 
UNIVERSITY, 
Fukuoka 
2016年8月  ポスター
SSR 49th Annual Meeting 
Genome editing of targeted 
gene in porcine somatic 
cells using zinc-finger 
nuclease 
〇Kashiwazaki, N., 
Hisamatsu, S., Sakaue, M., 
Takizawa, A., Kato, T., 
Kamoshita, M. and Ito, J.
San Diego（USA） 2016年7月  ポスター
SSR 49th Annual Meeting 
Generation of Myostatin 
knockout rats with 
transcription activator-like 
effector nucleases 
(TALENs) 
〇Kamoshita, M., Suzuki, M., 
Hisamatsu, S., Sakaue, M., 
Sakuma, T., Yamamoto, T., 
Ito, J. and Kashiwazaki, N.
San Diego（USA） 2016年7月  ポスター
 － 317 －
学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
日本A-PART 学術講演会 2016 哺乳動物における受精メカニズム～種特異的な受精関連分子の動態～ 〇伊藤潤哉 品川インターシティホール 2016年3月  口頭 
42nd Annual Conference of 
the International Embryo 
Transfer Society（IETS） 
The novel cryoprotective 
agent carboxylated ε-poly-
L-lysine is effective for 
vitrification of pre-
implantation mouse 
embryos at the different 
stages 
○Ito, J., Kawasaki, Y., 
Shibao, Y., Matsumura, K., 
Hyon, SH. and 
Kashiwazaki, N. 
Louisville（USA） 2016年1月  ポスター
42nd Annual Conference of 
the International Embryo 
Transfer Society（IETS） 
Carboxylated ε-poly-l-
lysine (COOH-PLL) 
improves developmental 
ability and reduces 
mitochondrial damage of 
vitrified porcine embryos at 
the pronuclear stage 
〇Kamoshita, M., Fujiwara, 
K., Matsumura, K., Hyon, 
SH., Ito, J. and 
Kashiwazaki, N. 
Louisville（USA） 2016年1月  ポスター
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所 
セミナー講師 第11回発生工学研究センターセミナー 哺乳動物における受精機構の解明～種特異的な卵活性化因子の動態～ 2016年6月29日 山梨大学 
大学院講義 県立広島大学大学院特別講義 哺乳類における胚着床・妊娠メカニズムの解明 2016年11月 県立広島大学   〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
－ 316 －
 － 318 －
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
 － 344 －
【氏名】 氏名 田中 和明  
【現職】 獣医学部 学科名 動物応用科学科  研究室名 動物工学研究室 職名 准教授 発令年月日 2010年10月1日 併任 専攻主任  
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 名古屋大学大学院・農学研究科・・博士課程（前期課程）・1996年修了 名古屋大学大学院・農学研究科・・博士課程（後期課程）・1999年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 名古屋大学・農学部・畜産学科・1994年卒業   〔取得学位〕 修士（農学） 名古屋大学大学院 （第1824号） 博士（農学） 名古屋大学大学院 （第0613号）  
【職歴】 1999年-2002年 2002年-2002年 2002年-2002年 2002年-2010年 2003年-2011年 2010年-2013年 2010年-現在 2011年-現在 2012年-2015年 2015年-2016年 2016年-現在 
日本学術振興会日本学術振興会特別研究員 名古屋大学生物分子応答研究センター（文部科学教官）助手 名古屋大学大学院環境学研究科（科学研究）研究員 麻布大学獣医学部 動物応用科学科講師 大学院獣医学研究科授業担当（修士課程） 日本大学非常勤講師 麻布大学獣医学部 動物応用科学科准教授 麻布大学大学院獣医学研究科委員 獣医学部動物応用科学動物生命科学系主任 獣医学部・動物応用科学科専門共通系主任 獣医学研究科動物応用科学専攻主任 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 私学畜産学教育研究会幹事 継続 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    1 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本遺伝学会 (国内) 日本畜産学会 (国内) 在来家畜研究会 (国内) 日本動物遺伝育種研究会 (国内) 日本動物学会 (国内) 日本実験動物学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
－ 318 － 19
 － 345 －
 〔その他〕  
 
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 バイオインフォマティクス演習(1.0;選択)、現代生物進化論(2.0;選択)、遺伝生物学(2.0;必修)、動物遺伝子工学(2.0;選択)、 動物科学特論Ⅰ(2.0;選択)、動物科学特論Ⅱ(2.0;選択)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 動物工学特論 II(1.0;選択必修)、動物生命科学特別演習 III-I(2.0;選択必修)、動物生命科学特別演習 III-II(2.0;選択必修)、 動物生命科学特別研究 III-I(6.0;選択必修)、動物生命科学特別研究 III-II(4.0;選択必修)、遺伝子科学特論(1.0;選択必修)、 動物工学実習(1.0;選択)、動物応用科学概論I(2.0;必修)、動物生命科学基礎実習(1.0;必修)、基礎ゼミI(1.0;必修)、 基礎ゼミII(1.0;必修)、専門ゼミ(2.0;必修)、科学の伝達(2.0;選択)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 0 副査回数（学内） 1 副査回数（学外） 0  
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; ウシ属家畜の遺伝的多様性の評価,ウシ、遺伝的多様性、DNAマーカー;ブタの肥満および脂質関連軽視に関わる遺伝マーカーの開発,ブタ、肥満、遺伝子多型;関東甲信地域ニホンジカ個体群の分布拡大に伴う地理的遺伝構造の解明;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕 動物工学実習テキスト、生命科学基礎実習テキスト   〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 三重県農業改良普及員 (1994年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)
基盤研究（C）15K06938 田中和明 関東甲信地域ニホンジカ個体群の分布拡大に伴う地理的遺伝構造の解明 1,200,000円   
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  2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
A convenient technique for live-cell 
observation on the surface of 
polytetrafluoroethylene with an inverted 
phase-contrast microscope. 
共著 2016年10月 Microscopy 2016 Inukai, N., Tanaka, K. and 
Takizawa, T. 
  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
日本畜産学会第121回大会 イヌIL-13遺伝の多型と柴犬におけるアトピー性皮膚炎との関連調査 
田中和明、滝沢達也、 山本未咲、岡本憲明、 島倉秀勝、阪口雅弘 
日本獣医生命科学大学（東京） 2016年 3月28日～ 2016年 3月30日  口頭 
第89回日本生化学会 バルプロ酸によるラット脂肪組織幹細胞の神経分化の促進とNO-シトルリン回路の関与 
林 大希、大久保巧、 宮﨑陽子、田中和明、 滝沢達也 仙台市 2016年 9月26日～ 2016年 9月26日  ポスター
第89回日本生化学会 ラット子宮におけるS-ニトロシル化タンパク質の同定とS-ニトロシル化デスミンの変動 
高松美奈、風間崇吾、 宮崎陽子、田中和明、 宇佐見誠、滝沢達也 仙台市 2016年 9月26日～ 2016年 9月26日  ポスター
－ 320 － 21
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学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
Joint meeting of the 22nd 
International Congress of 
Zoology (ICZ) & the 87th 
meeting of the Zoological 
Society of Japan (ZSJ) 
Okinawa 
Genetic diversity and 
population structure of the 
Japanese serow 
(Capricornis crispus) in 
Gunma prefecture, based 
on mitochondrial D-loop 
sequences. 
Oouchi, R., Minami, M., 
Tanaka, K. and Anezaki, T.
Okinawa 
2016年11月16日～ 2016年11月18日  ポスター
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所 高校理科教諭対象 理科実験技術研修会   高校理科教諭対象 理科実験技術研修会 2016年 8月 8日  09：30～16：30 麻布大学   〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン） 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）  
 
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名 動物応用科学科クラス担任（2014年度入学者）   
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 〔各種委員会に関する事項（大学）〕 麻布大学学園報編集員   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 322 － 23
 － 349 －
【氏名】 氏名 南 正人  
【現職】 獣医学部 学科名 動物応用科学科 野生動物学 研究室名 野生動物学研究室 職名 准教授 発令年月日 2014年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 大阪市立大学・理学研究科・生物学専攻・修士課程・1983年修了 大阪市立大学・理学研究科・生物学専攻・博士課程・1990年博士課程単位取得後退学   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 大阪市立大学・理学部・生物学科・1980年卒業   〔取得学位〕 博士（理学） 大阪市立大学 （第3339号）  
【職歴】 1990年-1991年 1991年-1995年 1993年-2003年 2003年-2007年 2004年-2007年 2007年-2008年 2007年-2008年 2008年-現在 2008年 2009年-現在 2009年-2014年 2009年-2009年 2010年-2010年 2011年-2011年 2014年-現在 
大阪市立大学大学院理学研究科研究生（生物学専攻）研究生 兵庫医科大学医学部研究生 株式会社星野温泉リゾート（現株式会社星野リゾート）入社野鳥研究室員 株式会社ピッキオ代表取締役社長 
NPO法人ピッキオ理事長 
NPO法人ピッキオ理事 株式会社ピッキオ取締役 ワイルドライフコミュニティ研究所常勤 山形大学非常勤講師 麻布大学講師 麻布大学獣医学部 動物応用科学科 野生動物学講師 国立大学法人山形大学非常勤講師（集中講義） 国立大学法人山形大学非常勤講師 国立大学法人山形大学非常勤講師 麻布大学獣医学部 動物応用科学科 野生動物学准教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 群馬県野生鳥獣適正管理検討委員会委員 継続(2016年12月まで) 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    1 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕   
 〔所属学会〕 日本哺乳類学会 (国内) 日本生態学会 (国内) 日本動物行動学会 (国内) 「野生生物と社会」学会 応用動物行動学会  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
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 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 卒業論文(5;必修)、動物行動生態学(2;選択)、生物分類学・動物園概論(2;選択)、卒業論文(6;必修)、専門ゼミ(2;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学概論(2;必修)、動物応用科学概論I(2;必修)、基礎ゼミI(2;必修)、動物人間関係学(2;必修)、 動物人間関係学基礎実習(1;必修)、野生動物学(2;必修)、保全生態学(2;選択)、野生動物調査演習(1;選択)、 野生動物学野外演習(1;選択)、科学の伝達（2;選択)、総合獣医学(3;必修)、野生動物学特論I(1;選択)、 野生動物学特論Ⅱ(1;選択)、保全生態学特論I(1;選択)、保全生態学特論Ⅱ(1;選択),動物共生科学特別演習Ⅱ-I(2;選択)、 動物共生科学特別演習Ⅱ-Ⅱ(4;選択)、動物共生科学特別研究Ⅱ-I(6;選択)、動物共生科学特別研究習Ⅱ-Ⅱ(8;選択)、 動物応用科学特別演習Ⅶ-Ⅱ(2;選択)、動物応用科学特別研究Ⅶ-Ⅱ(2;選択)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 0 副査回数（学内） 3 副査回数（学外） 0  
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; ニホンジカの社会生態学的研究,ニホンジカ、行動学、行動生態学、長期継続研究;野外調査と科学的知見を活かした野生動植物に関する環境教育;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 中学校教諭 1 級普通免許状（理科） 昭55中 1 普第6652号 (1981年) 学芸員資格 (1981年) 高等学校教諭 2 級普通免許状（理科） 昭55高 2 普第5865号 (1981年) わな猟 狩猟免状 (2007年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      
－ 324 － 25
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 〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)
文部科学省 15K06938 田中和明 関東甲信越地域ニホンジカ個体群の分布拡大に伴う地理的遺伝構造の解明 30万円
プロナトゥーラ・ファンド 南 正人 くくり罠による錯誤捕獲がカモシカなどの野生動物に与える影響 50万円   2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額) 小諸市の鹿肉を用いた動物飼料の開発に関する評価実験  300万円   4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
4種類の電気柵による牧草地へのニホンジカ侵入防止効果の比較 共著 2016年6月 農作業研究 51(2)
塚田英晴、石川圭介、 喜田環樹、清水矩宏、 竹内正彦、福江佑子、 南 正人、中村義男、 花房泰子、深澤 充、 須山哲男 
39-49  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
日本哺乳類学会 牧場に生息するニホンアナグマのミミズ利用 土方宏治、塚田英晴、 南 正人 筑波大学 2016年9月25日 104 口頭 
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学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
日本哺乳類学会 群馬県神津牧場におけるニホンジカの牧草とササの利用について 
鷲田 茜、塚田英晴、 南 正人、高槻成紀、 須山哲男 筑波大学 2016年9月25日 112 口頭 
日本哺乳類学会 早川町における洞穴性コウモリ5種のねぐら生態 髙田隼人、大西信正、 戸田美樹、南 正人 筑波大学 2016年9月24/25日 159 ポスター
日本哺乳類学会 ニホンジカにおける角の成長と生涯の角への投資の変化 南 正人、樋口尚子、 大西信正、加藤美穂 筑波大学 2016年9月24/25日 188 ポスター
日本哺乳類学会 長野県小諸市におけるククリ罠によって発生した錯誤捕獲の状況 竹下 毅、南 正人 筑波大学 2016年9月24/25日 195 ポスター
日本哺乳類学会 ニホンカモシカのタメ糞の社会的機能と糞場の環境選択性の検討 渡部晴子、髙田隼人、 塚田英晴、南 正人 筑波大学 2016年9月24/25日 200 ポスター
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 
委員会等の名称 
群馬県野生鳥獣適正管理検討委員会委員 継続（2016年12月まで） 相模原市水とみどりの審議会委員（2017年7月28日まで） 軽井沢町有害鳥獣被害予防対策協議会委員（2018年4月30日まで） 平成28年度関東山地ニホンジカ広域協議会・専門委員会委員   〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）     
－ 326 － 27
 － 353 －
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名 動物応用科学科動物人間関係学系 系主任   〔各種委員会に関する事項（大学）〕 オープンキャンパス・オープンセミナー部会長   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
28
 － 1 －
【氏名】 氏名 塚田 英晴  
【現職】 獣医学部 学科名 動物応用科学科 野生動物学 研究室名 野生動物学研究室 職名 准教授 発令年月日 2015年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 北海道大学・文学研究科・行動科学・修士課程・1992年修了 北海道大学・文学研究科・行動科学・博士課程・1997年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 北海道大学・文学部・行動科学科総合行動学専攻・1990年卒業   〔取得学位〕 文学士 北海道大学 （第4073号） 行動科学 北海道大学 （第13309号） 行動科学 北海道大学 （第3981号）  
【職歴】 1996年-1996年 1997年-1997年 1997年-2000年 2000年-2004年 2004年-2015年 2014年-2015年 2015年-現在 2016年-現在 
北海道自然体験学校NEOS非常勤講師 北海道大学研究生 北海道大学ヒューマンサイエンス振興財団リサーチレジデント 農林水産省草地試験場（畜産草地研究所へ改組）研究員 独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構畜産草地研究所主任研究員 東京農工大学非常勤講師 麻布大学獣医学部 動物応用科学科 野生動物学准教授 獣医学部動物応用科学科クラス担任担当 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 相模川ふれあい科学館指定管理者選考委員会委員 継続 群馬県野生動物対策科学評価委員 継続(2017年9月まで) 群馬県第二種特定鳥獣管理検討委員会獣種別専門委員（対象獣種ニホンジカ）・学識経験者 継続(2019年9月まで) 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    1 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕 
 
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕 平成28年度放牧活用型畜産に関する情報交換会−公共牧場の活性化に向けて−獣害による牧草被害率の簡易推定法と防護柵導入の決定支援シート 
 〔所属学会〕 日本哺乳類学会 (国内) 日本草地学会 (国内) 応用動物行動学会 (国内) 日本農作業学会 (国内) 
Road Ecology Research Society of Japan 日本生態学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕 
－ 328 － － 329 －
 － 2 －
 
 〔その他〕  
 
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 野生動物学特論I(1.0;必修)、野生動物学特論II(1.0;必修)、保全生態学(2.0;選択)、卒業論文(6.0;必修)、専門ゼミ(2.0;必修)、 獣医学特論I(2.0;必修)、獣医学特論II(2.0;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 基礎ゼミI(1.0;必修)、動物人間関係学(15.0;必修)、動物人間関係学基礎実習(1.0;必修)、動物応用科学概論II(2.0;必修)、 基礎ゼミII(1.0;必修)、基礎動物保健学概論(1.0;選択)、野生動物学(2.0;必修)、野生動物学野外演習(1.0;選択)、 野生動物管理学(2.0;選択)、野生動物調査演習(1.0;選択)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 1 副査回数（学内） 1 副査回数（学外） 0  
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 普通自動車第1種運転免許 (1987年) 中学校教諭1種免許（社会） (1990年) 高等学校教諭第1種免許（社会） (1990年) わな猟 狩猟免許 (2011年) 農作物野生鳥獣被害対策アドバイザー イノシシ・シカ・サル等野生鳥獣による農作物被害防止対策を効果的に実施するため、野生鳥獣の生態・行動や農作物被害防止対策に関する専門的な知識や経験を有する者をアドバイザーとして登録し、地域の要請に応じて紹介する取組み(2015年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 動物用恒久柵のコーナーポスト   動物用恒久柵のコーナーポスト     〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)         
－ 330 －
 － 3 －
 〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 キタキツネの餌付けとエキノコックス症感染リスク   2016年 8月 地人書館   127-141  中・小型哺乳類の個体群と生息地の管理技術   2016年 7月 文永堂出版   451-465    〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
4種類の電気柵による牧草地へのニホンジカ侵入防止効果の比較 共著 2016年 6月 農作業研究 51(2)
◎塚田英晴、石川圭介、 喜田環樹、清水矩宏、 竹内正彦、福江佑子、 南 正人、中村義男、 花房泰子、深澤 充、 須山哲男 
39-49  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
獣害による牧草被害率の簡易推定法と防護柵導入の決定支援シート 単著 2016年10月
畜産研究部門平28−3資料 放牧活用型畜産に関する情報交換会2016    46-55     
－ 330 － － 3 1 －
 － 4 －
 〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
2016年度日本草地学会石川大会 
公共牧場におけるペレニアルライグラス（Lolium 
perenne L.）追播による植生改善が育成牛増体に及ぼす影響 
平野 清、志村宏夫、 大森俊彦、保倉勝己、 北川美弥、進藤和政、 塚田英晴、下田勝久、 井出保行 
石川県立大学（石川県野々市市） 2016年 3月30日～ 2016年 3月30日    
日本哺乳類学会2016年度大会 ニホンカモシカのタメ糞の社会的機能と糞場の環境選択性の検討 渡部晴子、髙田隼人、 塚田英晴・南 正人 筑波大学、つくば市 2016年 9月23日～ 2016年 9月26日 200  日本哺乳類学会2016年度大会 牧場に生息するニホンアナグマのミミズ利用 土方宏治、塚田英晴、 南 正人 筑波大学、つくば市 2016年 9月23日～ 2016年 9月26日 104  
日本哺乳類学会2016年度大会 群馬県神津牧場におけるニホンジカの牧草とササの利用について 
鷲田 茜、塚田英晴、 南 正人、高槻成紀、 須山哲男 筑波大学、つくば市 2016年 9月23日～ 2016年 9月26日 112  
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所 
さくらサイエンスプラン 中国、青海畜牧獣医科学院（対応者） 野生動物が牧場へ与える影響について 2016年11月 5日～ 2016年11月 5日  国立科学技術博物館   〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 1件 麻布大学付属高校 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等） 夏休み環境学校プログラム「ふくろうのばんごはん〜ほねから探る生きものたちのおいしい関係」講師  
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    
－ 332 －
 － 5 －
 〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日 
     〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 332 － － 333 －
 － 354 －
【氏名】 氏名 茂木 一孝  
【現職】 獣医学部 学科名 動物応用科学科 伴侶動物学 研究室名 伴侶動物学研究室 職名 准教授 発令年月日 2012年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 東京大学大学院・農学生命科学研究科博士課程・獣医学専攻・博士課程・2002年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 東京農工大学・農学部・獣医学科・1998年卒業 米国ウイスコンシン州立大学霊長類研究所・・・1997年留学   〔取得学位〕 獣医学博士 東京大学大学院 （博農第2457号）  
【職歴】 2002年-2004年 2004年-2007年 2008年-2012年 2008年-現在 2008年-2011年 2009年-2011年 2010年-現在 2010年-2013年 2012年-現在 2012年-現在 2012年-2016年 2012年-2016年 2013年-現在 2013年-現在 2013年-2015年 2014年-2015年 2014年-2016年 2014年-2016年 2014年-2016年 2015年-現在 2015年-2016年 
横浜市立大学医学部・助手 東京大学大学院農学生命科学研究科特定有期雇用職員 麻布大学獣医学部 動物応用科学科講師 学術情報委員会委員 学園情報編集委員会委員 オープンキャンパス部会委員 麻布大学大学院獣医学研究科授業担当 獣医学研究科授業担当 麻布大学獣医学部 動物応用科学科 伴侶動物学准教授 
AO入学試験実施委員会委員 学生委員会委員 学部学生指導委員会委員 獣医学研究科委員 入学者選考委員会委員 教育推進センター教育開発（FD）委員会委員 キャリア・就職支援対策委員会委員 獣医学部教務委員会委員 獣医学部教育機器等整備委員会委員 競争的資金管理委員会委員 全学情報システム改善化部会委員 全学教務委員会委員 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    6 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本野生動物医学会 (国内) 日本獣医学会 (国内) 日本神経内分泌学会 (国内) 日本神経科学学会 (国内) 日本生理学会 (国内) 日本畜産学会 (国内) 日本繁殖生物学会 (国内) 
3
 － 355 －
日本動物心理学会 (国内) 
Society for Neuroscience  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕  
 
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 動物共生科学特別演習Ⅳ-Ⅰ(4.0;選択)、動物共生科学特別演習Ⅳ-Ⅱ(4.0;選択)、動物共生科学特別研究Ⅳ-Ⅰ(8.0;選択)、 動物共生科学特別研究Ⅳ-Ⅱ(8.0;選択)、動物応用科学特別演習Ⅸ-Ⅰ(2.0;選択)、動物応用科学特別演習Ⅸ-Ⅱ(2.0;選択)、 動物応用科学特別研究Ⅸ-Ⅰ(2.0;選択)、動物応用科学特別研究Ⅸ-Ⅱ(2.0;選択)、動物応用科学特別研究Ⅸ-Ⅲ(4.0;選択)、 動物発達行動学実習(1.0;選択)、卒業論文(6.0;必修)、基礎ゼミⅠ(1.0;必修)、基礎ゼミⅡ(1.0;必修)、 応用動物心理学実習Ⅰ(1.0;選択)、応用動物心理学実習Ⅱ(1.0;選択)、科学の伝達(2.0;選択)、科学の伝達(2.0;選択)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 動物人間関係学(2.0;必修)、動物人間関係学基礎実習(1.0;必修)、動物健康管理学(2.0;選択)、動物応用科学概論Ⅱ(2.0;必修)、 動物行動治療学(2.0;選択)、動物行動神経科学(2.0;選択)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 0 副査回数（学内） 4 副査回数（学外） 0  
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 哺乳類のフェロモンを介したコミュニケーション;哺乳類の社会性発達機序の解明;哺乳類の音声を介したコミュニケーション;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 獣医師名簿第36863号(1998年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 成長ホルモン分泌調節物質のスクリーニング及び製造方法     〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)     
－ 334 － 3
 － 356 －
  2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)科研費・基盤研究（B）・代表 茂木一孝 母性因子による社会性発達メカニズムの解明 2,300,000円
科研費・挑戦的萌芽研究・代表 茂木一孝 母性因子による痛覚発達のエピジェネティクス制御 1,900,000円科研費・新学術領域研究・分担 菊水健史 共感性の分子調節機構 6,500,000円
科研費・基盤研究（A）・分担 菊水健史 ストレス耐性に向けた母子関係による脳腸相関発達機構の解明 700,000円   2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Early weaning impairs fear extinction 
and decreases brain-derived 
neurotrophic factor expression in the 
prefrontal cortex of adult C57BL/6 
mice. 
共著 2016年12月 Developmental 
Psychobiology 
58(8) Mogi, K., Ishida, Y.,  Nagasawa, M. and  
Kikusui, T.  
1034-1042  
Early weaning impairs a social 
contagion of pain-related stretching 
behavior in mice. 
共著 2016年12月 Developmental 
Psychobiology 
58(8) Kikusui, T., Ishio, Y.,   Nagasawa, M.,  
Mogil, J. S. and Mogi, K. 
1101-1107  
Heart rate variability predicts the 
emotional state in dogs. 
共著 2016年 7月 Behavioural Processes 128 Katayama, M., Mogi, K.,  Kikusui, T., Kubo, T.,   
Ikeda, K. and Nagasawa, M. 
108-112  
Self-exposure of the male pheromone 
ESP1 enhances male aggressiveness in 
mice. 
共著 2016年 5月 Current Biology 26
Hattori, T., Osakada, T.,  
Matsumoto, A., Matsuo, N.,  
Roth, B., Nishida, T.,  
Mori, Y., Mogi, K.,  
Touhara, K. and Kikusui, T. 
1229-1234  
Owners' direct gazes increase dogs' 
attention-getting behaviors. 
共著 2016年 4月 Behavioural Processes 125 Ohkita, M., Nagasawa, M.,  
Mogi, K. and Kikusui, T. 
96-100  
Comparison of behavioral 
characteristics of dogs in the United 
States and Japan. 
共著 2016年 3月 Journal of Veterinary 
Medical Science 
78(2) Nagasawa, M., Kanbayashi, S., Mogi, K., Serpell, J. A. and 
Kikusui, T.
231-238  
    
3
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 〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
The frequency variations of the 
oxytocin receptor gene polymorphisms 
among dog breeds. 
共著 2016年3月 Journal of Azabu 
University 
27 Tonoike, A., Terauchi, G.,  Inoue-Murayama, M.,  
Nagasawa, M., Mogi, K. and 
Kikusui, T.
11-18  
  〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式新学術領域研究『共感性の進化・神経基盤』第 3 回領域会議 Majority synching bias toward humans in dogs. 永澤美保、茂木一孝、 菊水健史 東京 2016年 1月30日～ 2016年 1月31日   新学術領域研究『共感性の進化・神経基盤』第 3 回領域会議 マウスにおける早期離乳は情動伝染を障害する 大山瑠泉、石尾雪乃、 茂木一孝、菊水健史 東京 2016年 1月30日～ 2016年 1月31日   新学術領域研究『共感性の進化・神経基盤』第 3 回領域会議 
心拍変動解析を用いたヒトからイヌへの情動伝染の検証 片山真希、永澤美保、 茂木一孝、菊水健史 東京 2016年 1月30日～ 2016年 1月31日   
第39回日本神経科学大会 マウス副嗅球のフェロモン記憶形成におけるオキシトシンの関与 
陶山 一、土屋里織、 服部達哉、村田華奈、 内藤めぐみ、永澤美保、西森克彦、茂木一孝、 菊水健史 
横浜 2016年 7月20日～ 2016年 7月22日   
第39回日本神経科学大会 雄マウスフェロモンESP1は自分自身の攻撃性を高める 
服部達哉、小坂田拓哉、松元綾香、松尾直毅、 はが紗智子、西田貴也、森 裕司、茂木一孝、 東原和成、菊水健史 
横浜 2016年 7月20日～ 2016年 7月22日   
31st International Congress of 
Psychology 
Oxytocin forms inter-
individual relationship. 
Kikusui, T., Nagasawa, M. 
and Mogi, K.
Yokohama
2016年 7月24日～ 2016年 7月29日   2016年度行動遺伝学研究会『個体の繋がりの分子進化研究』 イヌの卓越した社会認知機能を支える遺伝基盤 
大滝賢一、寺内 豪、 外池亜紀子、永澤美保、茂木一孝、菊水健史 三島 2016年10月13日～ 2016年10月14日   2016年度行動遺伝学研究会『個体の繋がりの分子進化研究』 獲得母性の発現制御に関する神経機構 度会晃行、茂木一孝、 菊水健史 三島 2016年10月13日～ 2016年10月14日   2016年度行動遺伝学研究会『個体の繋がりの分子進化研究』 自閉症モデルマウスにおける社会認知機能解析 町田暁洋、廣井 昇、 茂木一孝、菊水健史 三島 2016年10月13日～ 2016年10月14日   
76th Annual Meeting of The 
Japanese Society for Animal 
Psychology 
Emotional contagion 
between dogs and their 
owners. 
Katayama, M.,  
Nagasawa, M.,  
Kubo, T., Yamakawa, T.,  
Fujiwara, K., Mogi, K.,  
Ikeda, K. and Kikusui, T.
Sapporo 
2016年11月23日～ 2016年11月25日 P-24-14  
76th Annual Meeting of The 
Japanese Society for Animal 
Psychology 
Identification of social 
cues in emotional 
contagion of pain using 
MSM/Ms and C57BL/6 
strains of mice. 
Nakamura, M., Koide, T., 
Kikusui, T., Mogi, K.  
and Nagasawa, M. 
Sapporo 
2016年11月23日～ 2016年11月25日 P-24-06  
76th Annual Meeting of The 
Japanese Society for Animal 
Psychology 
The positive reinforcement 
of owner’s gaze to dogs. 
Ohkita, M., Nagasawa, M., 
Mogi, K. and Kikusui, T. 
Sapporo 
2016年11月23日～ 2016年11月25日 P-24-30  
－ 336 － 3
 － 358 －
学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式平成28年度生理研研究会・第 6 回社会神経科学研究会『社会のなりたちを支える内分泌学』 
マウスの社会行動発達における幼少期オキシトシンの役割 茂木一孝 岡崎 2016年11月24日～ 2016年11月25日   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ 動物研究から探るココロの発達と進化 時間数 1.5   〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン） 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）  
 
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等   
3
 － 359 －
 〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日 オスらしさを高めるフェロモンをマウスで発見 －フェロモンに新しい概念― 東京大学・麻布大学プレスリリース 2016年 4月11日 メスの性行動促すフェロモン、オスには別効果 マイナビニュース 2016年 4月18日 オスのマウスの涙に攻撃性フェロモン 朝日新聞 2016年 4月19日 被災ペット問題特集にて応用動物心理学実習の活動が紹介される テレビ朝日 羽鳥慎一モーニングショー 2016年 4月21日 麻布大「保護犬」の里親募集 「被災地の現状知って」 タウンニュース さがみはら中央区版 2016年10月20日 「それいけ！さがみ 月光団」にて応用動物心理学実習の活動が紹介される FMHOT839（エフエムさがみ） 2016年11月20日 ディスカバリーチャンネル “Dogs: The 
untold Story”「相棒 ドッグ・ストーリー」出演 CS放送 アニマルプラネット 2016年11月27日   〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 338 － 3
 － 360 －
【氏名】 氏名 和久井 信  
【現職】 獣医学部 学科名 動物応用科学科  研究室名 比較毒性学研究室 職名 准教授 発令年月日 2007年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 麻布大学大学院・獣医学研究科・獣医学専攻・修士課程・1983年修了 麻布大学大学院・獣医学研究科・獣医学専攻・博士課程・1986年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・獣医学科・1981年卒業   〔取得学位〕 獣医学修士 麻布大学大学院 獣医学博士 麻布大学大学院 （甲 第48号） 博士（医学） 東京慈恵会医科大学大学院 （乙 第1857号）  
【職歴】 1987年-1991年 1991年-1994年 1993年-1995年 1994年-1995年 1995年-2007年 1995年-2008年 1995年-2011年 2002年-現在 2005年-2007年 2007年-現在 
麻布大学獣医学部 助手 麻布大学獣医学部 講師 大学院獣医学研究科獣医学専攻授業担当 麻布大学附置 生物科学総合研究所助教授 麻布大学獣医学部 動物応用科学科助教授 獣医学部比較毒性学研究室担当 大学院獣医学研究科動物応用科学専攻授業担当（博士課程） 大学院獣医学研究科動物応用科学専攻担当 系主任 麻布大学獣医学部 動物応用科学科准教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 内閣府食品安全委員会委員 継続  〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本獣医師会 (国内) 日本獣医学会 (国内) 
World Association of Veterinary Anatominists 日本微小循環学会 (国内) 日本病理学会 (国内) 日本獣医病理学会 (国内) 
European Society of Microcirculation 日本顕微鏡学会 (国内) 
Society for Cardiovascular Pathology 日本血管細胞生物学会 (国内) 日本毒性病理学会 (国内) 日本癌学会 (国内) 
American Association for Cancer Research 
American Association for The Advancement of Science 
The New York Academy of Science 日本トキシコロジー学会 (国内) 
4
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日本免疫学会 (国内) 日本環境ホルモン学会 (国内) 日本バイオインフォマティックス学会 (国内) 日本毒性学会（日本トキシコロジー学会名称変更） (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学特論(2;必修)、卒業論文(6;必修)、専門ゼミⅡ(2;選択)、動物病態学(2;必修)、動物トキシコロジーⅠ(2;選択) 、 動物トキシコロジー実習(1;選択)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 基礎ゼミⅠ(1;必修)、基礎ゼミⅡ(1;必修)、専門ゼミⅠ(2;必修)、動物応用科学概論Ⅱ(2;必修)、動物トキシコロジーⅡ(2;選択)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード； 化学物質の発がんへの影響に関する毒性学的検討;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕 動物トキシコロジー要説 第1版   〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 農林水産省(1981年) 麻布大学大学院獣医学研究科動物応用科学専攻博士後期課程D合 文部省(1995年) 認定トキシコロジスト (2007年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)       
－ 340 － 4
 － 362 －
  2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考         〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式       
4
 － 363 －
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称 内閣府食品安全委員会専門委員   〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名 日本トキシコロジー学会教育委員会副委員長   〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日     
－ 342 － 4
 － 364 －
 〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
4
 － 365 －
【氏名】 氏名 戸張 靖子  
【現職】 獣医学部 学科名 動物応用科学科  研究室名 動物資源育種学 職名 講師 発令年月日 2016年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 千葉大学・自然科学研究科・・博士課程・2007年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 横浜市立大学・理・機能科・2002年   〔取得学位〕 博士（理学） 千葉大大学院（甲第289号）  
【職歴】 2016年-現在 麻布大学獣医学部 動物応用科学科 動物資源育種学講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    1 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕 1 件 
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本動物学会 (国内) 鳥類内分泌研究会 (国内) 日本比較内分泌学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 卒業論文、専門ゼミ、科学の伝達   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 基礎ゼミⅠ、基礎ゼミⅡ、動物応用科学概論Ⅱ、動物生化学、動物生化学実習、動物資源遺伝学、動物遺伝育種学、動物育種学実習   
－ 344 － 4
 － 366 －
 〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 異性認知から求愛行動変化を引き起こす新しい神経機構の同定,ノルアドレナリン / 中脳発声中枢 / 地鳴き / 社会相互作用 / 視床下部-下垂体-生殖腺軸;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 中学校・高等学校教諭一種免許状・理科 (2002年)（平13中一種第1244号）・（平13高一種第2203号）   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)
科学研究費補助金（若手B） 戸張靖子 異性認知から求愛行動変化を引き起こす新しい神経機構の同定    2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額) 晩成性鳥類の抱卵行動における26RFaペプチドホルモンの関与   〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）       
4
 － 367 －
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Effects of vasoactive intestinal 
polypeptide and forskolin on mRNA 
expression of prolactin and prolactin 
regulatory element-binding protein in 
the anterior pituitary gland of chicken 
embryo and laying hens. 
共著 2016年 1月 Journal of Poultry 
Science 
53 Kansaku, N., Tobari, Y.,  Hiyama, G., Wakui, S.,  
Moriguchi, N., Numata, M.,  
Kino, K. and Zadworny, D. 
313-317  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
17th Asian-Australasian 
Association of Animal 
Production Societies Animal 
Science Congress 
Expression of prolactin and 
prolactin regulatory 
element binding protein in 
the anterior pituitary gland 
of chicken embryo and 
laying hens. 
Kansaku, N., Tobari, Y.,  
Hiyama, G., Minoguchi, N., 
Numata, M., Kino, M. and 
Zadworny, D. 
Kyusyu 2016年 8月23日  口頭 
2016年秋季家禽学会 ニワトリ胚発生期下垂体におけるVIP受容体遺伝子の発現 神作宜男、戸張靖子、 Zadworny, D. 静岡 2016年 9月16日  口頭 2016年度遺伝研 行動遺伝学研究会「個体の繋がりの分子進化研究」 鳴禽類におけるメソトシンcDNAクローニング 戸張靖子 三島 2016年10月 3日  ポスター
The 22nd International 
congress of zoology, the 87th 
meeting of zoological society 
of japan. 
A new pathway mediating 
social effects on the 
endocrine system: Female 
presence acting via 
norepinephrine release 
stimulates gonadotropin-
inhibitory hormone in the 
paraventricular nucleus and 
suppresses luteinizing 
hormone in quail. 
Tobari, Y. 沖縄 2016年11月16日  口頭 
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      
－ 346 － 4
 － 368 －
 〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕      
4
 － 369 －
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】    
－ 348 － 4
 － 365 －
【氏名】 氏名 大谷 伸代  
【現職】 獣医学部 学科名 動物応用科学科  研究室名 介在動物学研究室 職名 講師 発令年月日 2007年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 大阪府立大学大学院・農学生命科学研究科・獣医学専攻・博士課程・1998年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 大阪府立大学・農学部・獣医学科・入学・・・1994年卒業   〔取得学位〕 獣医学博士 大阪府立大学大学院（第34号）  
【職歴】 2007年-現在 2011年-2012年 麻布大学獣医学部 動物応用科学科講師 ヤマザキ学園大学非常勤講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本獣医学会 (国内) 日本生理学会 (国内) ヒトと動物の関係学会 (国内) 
Society for Neuroscience 
International Society for Anthrozoology  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学特論(2;必修)、卒業論文(5;必修)、卒業論文(6;必修)、専門ゼミⅡ(2;選択)、動物介在活動・療法演習Ⅰ(1;選択)    
50
 － 366 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 馬学(2;選択)、基礎ゼミⅠ(1;必修)、基礎ゼミⅡ(1;必修)、医学概論(2;選択)、犬学・猫学(2;選択)、乗馬応用実習Ⅰ(1;選択)、 乗馬応用実習Ⅱ(1;選択)、専門ゼミⅠ(2;必修)、動物応用科学概論Ⅰ(2;必修)、動物介在活動・療法演習Ⅱ(1;選択)、 動物人間関係学(2;必修)、動物人間関係学基礎実習(1;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 動物介在介入（Animal-assisted intervention, AAI）における動物のストレス評価,動物介在介入、ストレス、犬、馬、猫;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
－ 350 － 51
 － 367 －
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
      
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称   
52
 － 368 －
 〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】        
－ 352 － 53
 － 365 －
【氏名】 氏名 竹田 志郎  
【現職】 獣医学部 学科名 動物応用科学科 食品科学 研究室名  職名 講師 発令年月日 2015年10月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 熊本大学・自然科学研究科・修士課程・2005年修了 宮崎大学・博士課程・2012年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 熊本大学・理学部・環境理学科・2003年卒業   〔取得学位〕 学士（理学） 熊本大学 修士（理学） 熊本大学 博士（農学） 宮崎大学  
【職歴】 2005年-2015年 2015年-現在 南日本酪農協同（株）研究員 麻布大学獣医学部 動物応用科学科 食品科学講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    4 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本畜産学会（国内） 関東畜産学会（国内）  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 専門ゼミ(2.0;必修)、微生物学(2.0;必修)、微生物機能科学(2.0;選択)、科学の伝達(2.0;選択)、食品機能学(2.0;選択)、 食品科学(2.0;必修)、食品製造学(2.0;選択)   
54
 － 366 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 動物応用科学概論Ⅱ(2.0;必修)、動物生命科学基礎実習(1.0;必修)、基礎ゼミⅠ(1.0;必修)、基礎ゼミⅡ(1.0;必修)、 食品科学実習(1.0;選択)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 動物性食品由来乳酸菌の機能性に関する研究;動物性食品由来成分の保健機能性に関する研究;野生動物肉由来成分の保健機能性に関する研究;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等 3人 台湾国立中興大学研修生2名、高大連携高校生1名 
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
－ 354 － 55
 － 367 －
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Anti-allergic action of aqueous extract 
of Moringa oleifera Lam. leaves in 
mice.（査読付） 共著 2016年 6月 Euro. J. Medicinal Plant 16(16)
Hagiwara, A., Hidaka, M.,  
Takeda, S., Yoshida, H.,  
Kai, H., Sugita, C.,  
Watanabe, W.  
and Kurokawa, M. 
1-1  
Augmentation of T helper type 1 
immune response through intestinal 
immunity in murine cutaneous herpes 
simplex virus type 1 infection by 
probiotic Lactobacillus plantarum strain 
06CC2.（査読付） 
共著 2016年 8月 Int Immunopharmacol 39(9)
Matsusaki, T., Takeda, S.,  
Takeshita, M., Arima, Y.,  
Tsend-Ayush, C.,  
Oyunsuren, T., Sugita, C.,  
Yoshida, H., Watanabe, W.  
and Kurokawa, M. 
320-327  
Investigation of lactic acid bacterial 
strains for meat fermentation and the 
product’s antioxidant and angiotensin-I-
converting-enzyme inhibitory activities.（査読付） 
共著 2016年 8月 Anim Sci J.   
Takeda, S., Matsufuji, H.,  
Nakade, K., Takenoyama, S.I., 
Ahhmed A., Skata, R.,  
Kawahara, S.  
and Muguruma, M. 
 
doi: 
10.1111/a
sj.12673. 
Epub 
2016 Aug 
2.
Effects of the rearing systems on growth 
performance, carcass traits and meat 
quality in Taiwan game hens.  （査読付） 共著 2016年 9月
Fleischwirtschaft 
International 
31(4) Cheng-Yung Lin,  Hsiao-Yun Kuo, Ryoichi, S.,  
Takeda, S.  
and Tien-Chun Wan 
58-62  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
日本畜産学会 シカ肉製品における落花生粉末の脂質酸化抑制効果の検討 ○吉澤圭佑、竹田志郎、和賀正洋、坂田亮一 
日本獣医生命科学大学 2016年 3月27日～ 2016年 3月30日   
日本食肉研究会 有用乳酸菌を用いた発酵食肉とその保健機能性についての検討 ○竹田志郎、坂田亮一、河原 聡、六車治男 
日本獣医生命科学大学 2016年 3月30日～ 2016年 3月30日    
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数     
56
 － 368 －
 〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 2件 麻布大学付属高校 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等） 出前講義 神奈川県立伊志田高校 2016 10/27  
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日 神奈川県立伊志田高等学校  出前講義   2016年10月27日   〔その他〕    
－ 356 － 57
 － 369 －
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】     
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２８年度 
 
 
 
基 礎 教 育 系 
 
－ 359 － － 359 －
 － 374 －
【氏名】 氏名 佐原 弘益  
【現職】 獣医学部 学科名 基礎教育系 研究室名 基礎教育研究室・生物学 職名 教授 発令年月日 2008年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 日本大学・農学研究科・畜産学・修士課程・1986年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・環境畜産学科・1984年卒業   〔取得学位〕 農学修士号 日本大学 （第382号） 博士（医学） 札幌医科大学 （第1657号）  
【職歴】 1986年-1992年 1992年-2003年 2000年-2002年 2003年-2008年 2008年-現在 2010年-2016年 2010年-2016年 2010年-2016年 2010年-2017年 2010年-2017年 2010年-2017年 2011年-2017年 2011年-2017年 2012年-2015年 2016年-現在 2012年-2017年 2013年-2016年 2013年-2017年 2014年-2016年 2014年-2017年 2015年-2017年 
中部飼料株式会社職員 札幌医科大学医学部附属臨海医学研究所・助手 米国カリフォルニア州立大学バークレー校訪問研究員 札幌医科大学医学部附属臨海医学研究所・講師 麻布大学獣医学部・教授 公立大学法人札幌医科大学非常勤講師 獣医学部教務委員会委員 獣医学部基礎教育系主任専攻主任 全学教務委員会委員 入試選考委員会委員 高大連携推進委員会委員 全学共用機器管理委員会委員長 生物科学総合研究所 研究部門長 組換えDNA実験安全委員会委員 組換えDNA実験安全委員会委員長 動物実験委員会委員 動物管理センター運営委員 教育推進センターセンター長 獣医学部FD委員会委員 感染症対策委員会委員 学生支援運営委員会委員 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    1 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 
The American Association of Immunologists 日本癌学会 (国内) 日本免疫学会 (国内) 臨床ストレス応答学会 (国内) 日本分子生物学会 (国内)  
60
 － 375 －
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学特論(2;必修)、生物学(2;必修)、生物学実習(1;選択)、卒業論文(5;必修)、 生物学入門(2;必修)、生態学(2;必修)、 生物学(2;必修)、専門ゼミⅡ(2;選択)、生態学(2;選択)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 卒業論文(6;必修)、専門ゼミⅠ(2;必修)、分子細胞生物学(2;選択)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 2 副査回数（学内） 2 副査回数（学外） 4  
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 腫瘍血管新生を標的とした新規抗がん剤の開発,抗がん剤、糖脂質、腫瘍血管新生阻害;MHC class II 分子に提示される内在性抗原の提示機構の解析,免疫、抗原提示、T細胞;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕 第4版 マクマリー生物有機化学 生化学編 丸善出版   〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 ヒト胃癌抗原遺伝子および胃癌抗原蛋白質   スルホピラノシルアシルグリセロール誘導体を含有する医薬   新規なスルホラムノシルアシルグリセロール誘導体およびその医薬としての用途   新規なスルホラムノシルアシルグリセロール誘導体およびその医薬としての用途   新規ヒト癌・精巣抗原及びその遺伝子   グルコース体の免疫抑制剤   ガラクトース体の免疫抑制剤   マンノース体の免疫抑制剤   シクロスポリンA結合タンパク質     
－ 360 － 61
 － 376 －
 〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
RNA helicase YTHDC2 promotes 
cancer metastasis via the enhancement 
of the efficiency by which HIF-1 alfa 
mRNA is translated. 
共著 2016年 6月 Cancer Letters 376
Tanabe, A., Tanikawa, K.,  
Tsunetomi, M., Takai, K.,  
Ikeda, H., Konno, J.,  
Torigoe, T., Maeda, H.,  
Kutomi, G., Okita, K.,  
Mori, M. and Sahara, H. 
34-42  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
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 － 377 －
 〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
International Society for 
Stem Cell Research 2016 
Radioresistance of canine 
cancer stem-like cell that 
was purified by based on 
aldehyde dehydrogenase 
(ALDH) activity 
Sahara, H. and Tanabe, A. 
San 
Francisco, 
USA 
2016年 6月22日～ 2016年 6月25日   
第75回日本癌学会 YTHDC2 contributes to the cellular response to 
hypoxia by regulating the 
translation of HIF-1alfa. 
田辺 敦、高井香里、 池田拓人、沖 廣瞭、 松浦美紗希、古屋綾乃、佐原弘益  
2016年10月 6日～ 2016年10月 8日   
第75回日本癌学会 YTHDC2 regulate the expression of E-cadherin 
by which Twist1 mRNA is 
translated on colon cancer.
高井香里、田辺 敦、 鈴木茉智、池田拓人、 沖 廣瞭、木村健人、 松浦美紗希、佐原弘益  
2016年10月 6日～ 2016年10月 8日   
第45回 日本免疫学会 Association with MHC II-restricted antigen and a 
cargo receptor into a 
processing vesicle. 
龍崎 海、佐藤典明、 田辺 敦、佐原弘益  2016年12月 5日～ 2016年12月 7日   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数 公立大学法人札幌医科大学 免疫学 2 1   〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       
－ 362 － 63
 － 378 －
 〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
64
 － 383 －
【氏名】 氏名 石井 康夫  
【現職】 獣医学部 学科名 基礎教育系 研究室名 基礎教育研究室 職名 准教授 発令年月日 2007年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 中央大学大学院・文学研究科・英文学専攻・博士課程・1992年博士課程単位取得後退学   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 中央大学・文学部・文学科・1986年卒業   〔取得学位〕 修士（文学） 中央大学大学院 （修第864号）  
【職歴】 1992年-1993年 1993年-2007年 1998年-2000年 2004年-2006年 2006年-2007年 2007年-現在 2007年-2009年 2007年-2010年 2009年-2011年 2010年-現在 2011年-現在 2013年-2016年 2016年-現在 
麻布大学教養部 講師 麻布大学獣医学部 基礎教育系講師 獣医学部 基礎教育系副主任 獣医学部 基礎教育系副主任 基礎教育組織検討作業委員会委員長 麻布大学獣医学部 基礎教育系准教授 教育推進センターリメディアル部門部門長 獣医学部 基礎教育系主任 教育推進センター基礎教育部門部門長 獣医学部 基礎教育系副主任 日本歯科大学東京短期大学非常勤講師 教育推進センター 基礎教育部門部門長 教育推進センターリメディアル部門部門長 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本水産学会 (国内) 中央英米文学会 (国内) 霞ヶ浦市民協会 (国内) 日本パウル・クレー協会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
    
－ 364 － 65
 － 384 －
 〔その他〕  
 
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 基礎科学英語、英作文表現、英作文表現Ⅰ、世界文化史、英語講読Ⅱ、英作文表現Ⅱ、総合英語(16.0;選択必修) 
  〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数    〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）  
 
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 
The Primitive form and line in Paul Klee's painting;Samuel Beckettにおける Racineの演劇的影響; 
 
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 高等学校教育1級免許状（英語）(1989年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)  
66
 － 385 －
   4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Consideration on Jean Fautrier's 
Paintings and their Literary Context
単著 2016年 3月 麻布大学雑誌 27   1-10  
  〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数 日本歯科大学東京短期大学 実践英語 2   〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件  
－ 366 － 67
 － 386 －
 〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 入試制度検討委員会   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
68
 － 387 －
【氏名】 氏名 委文 光太郎  
【現職】 獣医学部 学科名 基礎教育系 研究室名 基礎教育研究室 職名 准教授 発令年月日 2013年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 学習院大学大学院・人文科学研究科・イギリス文学専攻・博士前期課程・1996年修了 学習院大学大学院・人文科学研究科・イギリス文学専攻・博士後期課程・1999年単位取得後退学 
The University of York・Department of English and Related Literature・MA course・修士課程・1999年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 神奈川大学・外国語学部・英語英文学科・1994年卒業   〔取得学位〕 修士（文学） 学習院大学大学院 （修第2250号） 
Master of Arts（English） The University of York   
【職歴】 2003年-2013年 2004年-2007年 2013年-現在 2016年-現在 2016年-2017年 
麻布大学獣医学部 基礎教育系講師 獣医学部基礎教育系副主任 麻布大学獣医学部 基礎教育系准教授 獣医学部基礎教育系主任 教育推進センターFD部門長 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本英文学会 (国内) 日本ヴィクトリア朝文化研究学会 (国内) テクスト研究学会 (国内) 日本英文学会関東支部 (国内) 英米文化学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕    
－ 368 － 69
 － 388 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 英語講読 (2;選択必修)、英語講読Ⅰ(2;選択必修)、ライティング基礎2(2;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数    〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; トロロプの匿名小説におけるチャプターエンドの仕掛けと執筆動機の解明;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕 
Science Finder－科学の不思議（成美堂）   〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 中学校教諭専修免許状（英語）(2000年) 高等学校教諭専修免許状（英語）(2000年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)    
70
 － 389 －
  4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   
－ 370 － 71
 － 390 －
 〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名 教育推進センターFD部門長   〔各種委員会に関する事項（大学）〕 国際交流委員会、教務委員会   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
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 － 391 －
【氏名】 氏名 荻原 利彦  
【現職】 獣医学部 学科名 基礎教育系 研究室名 基礎教育研究室 職名 講師 発令年月日 1998年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 上智大学・理工学部・物理学科・1976年卒業   〔取得学位〕 理学士 上智大学 （第26581号） 医学博士 埼玉医科大学 （第156号）  
【職歴】 1978年-1980年 1981年-1989年 1987年-1994年 1987年-2003年 1989年-1998年 1998年-現在 2000年-2001年 2006年-現在 
日本青年海外協力隊隊員 麻布大学環境保健学部 助手 麻布大学附置 生物科学総合研究所主任研究員 上智大学非常勤講師 麻布獣医科大学環境保健学部 講師 麻布大学獣医学部 基礎教育系講師 ネットワーク管理者その他 ネットワーク管理者その他 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本感染症学会 (国内) 日本物理学会 (国内) 日本化学療法学会 (国内) 日本生物物理学会 (国内) 日本コンピュータ化学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕     
－ 372 － 73
 － 392 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 
Aコンピュータ演習(;必修)、Eコンピュータ演習(;必修)、Fコンピュータ概論・同実習(;必修)、Mコンピュータ実習(;必修)、Vコンピュータ演習(;必修)、卒業論文(;必修)、情報処理論(;選択)、情報科学技術(;選択)、物理学実験(;選択必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 総合臨床検査学Ⅴ(;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 
MIC測定方法の開発,,化学療法;膜内脂質配向秩序の研究,脂質膜;菌の画像処理による菌種鑑別法の開発,化学療法;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕 
Big PAD を導入した授業およびコンテンツ作成    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 高等学校教諭 2 級普通免許状（数学・理科） 平 1 高 2 普第23号（1989年）   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 生理活性能を有する組成物     〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     
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 － 393 －
  4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   
－ 374 － 75
 － 394 －
 〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名 評議員選挙管理委員会委員   〔役職に関する事項（大学）〕 役職名 学術情報センターネットワーク管理者   〔各種委員会に関する事項（大学）〕 学術情報センター運営委員会委員、情報システム委員会委員長、情報システム改善化部会委員長   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
76
 － 391 －
【氏名】 氏名 紙透 伸治  
【現職】 獣医学部 学科名 基礎教育系 研究室名 基礎教育研究室・化学 職名 講師 発令年月日 2015年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 東京理科大学・理工学研究科・応用生物科学専攻・修士課程・2002年修了 東京理科大学・理工学研究科・応用生物科学専攻・博士課程・2005年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 東京理科大学・理工学部・理工学部・2000年卒業   〔取得学位〕 博士（理学） 東京理科大学 （第736号）  
【職歴】 2005年-2006年 2006年-2009年 2009年-2011年 2011年-2015年 2015年-現在 
ベイラー医科大学博士研究員 京都大学日本学術振興会PD 理化学研究所ERATO袖岡生細胞分子化学プロジェクト研究員 東京理科大学助教 麻布大学獣医学部 基礎教育系講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    4 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本農芸化学会 (国内) 
American Chemical Society 日本ケミカルバイオロジー学会 (国内) 日本薬学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 化学(2.0;必修)、化学(2.0;必修)、化学入門(2.0;その他)、化学入門(2.0;選択)、化学実験(1.0;必修)、化学実験(1.0;選択) 有機化学(2.0;選択)、有機化学(2.0;必修)  
－ 376 － 77
 － 392 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数    〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 
  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕 
   〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 
Compositions and Methods for the 
Treatment of Metabolic Disorders
   
DNAポリメラーゼ阻害活性を有する化合物    
DNAポリメラーゼ阻害活性を有する新規化合物    
DNAポリメラーゼ阻害活性を有する新規化合物    
DNAポリメラーゼ阻害活性を有する新規化合物    
DNAポリメラーゼ阻害活性を有する新規化合物    
DNAポリメラーゼ阻害活性を有する新規化合物    
DNAポリメラーゼ阻害活性を有する新規化合物    抗癌活性を有する化合物    アデニン誘導体又はその薬理学的に許容しうる塩、その製造方法、及びその用途   
 
  〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     
78
 － 393 －
  2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Neoechinulin A induced memory 
improvements and antidepressant-like 
effects in mice. 
共著 2016年11月 Prog Neuropsychopharmac
ol Biol Psychiatry 
71
◎Sasaki-Hamada, S.,  
Hoshi, M., Niwa, Y.,  
Ueda, Y., Kokaji, A.,  
Kamisuki, S., Kuramochi, K., 
Sugawara, F. and Oka, J. 
155-161  
Fungus-Derived Neoechinulin B as a 
Novel Antagonist of Liver X Receptor, 
Identified by Chemical Genetics Using 
a Hepatitis C Virus Cell Culture System. 
共著 2016年 9月 J Virol. 90(20)
◎Nakajima, S., Watashi, K.,  
Ohashi, H., Kamisuki, S.,  
Izaguirre-Carbonell, J.,  
Kwon, AT., Suzuki, H.,  
Kataoka, M., Tsukuda, S.,  
Okada, M., Moi, ML.,  
Takeuchi, T., Arita, M.,  
Suzuki, R., Aizaki, H.,  
Kato, T., Suzuki, T.,  
Hasegawa, H., Takasaki, T.,  
Sugawara, F. and Wakita, T. 
9058-9074  
Low doses of the mycotoxin citrinin 
protect cortical neurons against 
glutamate-induced excitotoxicity. 
共著 2016年 4月 J Toxicol Sci. 41(2) ◎Nakajima, Y., Iguchi, H.,  Kamisuki, S., Sugawara, F.,  
Furuichi, T.and Shinoda, Y. 
311-319  
Anti-hepatitis C Virus Natural Product 
from a Fungus, Penicillium herquei. 
共著 2016年 2月 J Nat Prod. 79(2)
◎Nishikori, S. ◎, Takemoto, K., ◎Kamisuki, S., Nakajima, S., 
Kuramochi, K., Tsukuda, S., 
Iwamoto, M., Katayama, Y., 
Suzuki, T., Kobayashi, S., 
Watashi, K. and Sugawara, F. 
442-446  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考            
－ 378 － 79
 － 394 －
 〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 コンゲンシンAが阻害する制御されたネクローシス 単著 2016年12月 ファルマシア 52 ◎紙透伸治 1156    〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名   
80
 － 395 －
  〔各種委員会に関する事項（大学）〕 
   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 380 － 81
 － 391 －
【氏名】 氏名 廣田 祐士  
【現職】 獣医学部 学科名 基礎教育系 研究室名 基礎教育研究室 職名 講師 発令年月日 2015年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕    〔取得学位〕 博士（理学）慶應義塾大学（甲3096号）  
【職歴】 2015年-現在 麻布大学獣医学部 基礎教育系講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 
Mathematical Reviews (A division of the American Mathematical Society)Mathematical Reviews Reviewer 継続 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    1 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本数学会  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 ライフサイエンスの数学(2.0;必修)、ライフサイエンスの数学I(2.0;選択)、ライフサイエンスの数学II(2.0;選択)、 基礎数学(2.0;必修)、数学(2.0;選択)、物理学(2.0;選択)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 卒業論文(8.0;必修)、獣医学特論I(2.0;必修)、獣医学特論II(2.0;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
82
 － 392 －
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 高次構造の幾何学とその量子化への応用,Lie algebroids and groupoids, Dirac structures, geometric quantization, Poisson geometry;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕 
   〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           
－ 382 － 83
 － 393 －
 〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Geometric Quantization of Dirac 
manifolds 
単著 2016年12月 Journal of 
Mathematical Physics
57(12)      〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
新しい幾何学に向かって－2 Dirac構造の量子化について   東京理科大学森戸記念館 2016年 2月27日～ 2016年 2月28日    
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所       〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称      
84
 － 394 －
 〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 
   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 384 － 85
－ 386 －
         
２８年度    
生 命 ・ 環 境 科 学 部 
－ 387 －

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
２８年度 
 
 
 
臨 床 検 査 技 術 学 科 
 
－ 389 －
 － 398 －
【氏名】 氏名 岩橋 和彦  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 臨床検査技術学科 研究室名 生理学研究室 職名 教授 発令年月日 2008年4月1日 併任 センター長  
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 香川大学医学部大学院・医学部・・博士課程・1991年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 香川大学・・・1987年卒業   〔取得学位〕 医学博士 香川大学医学部大学院 （甲30号）  
【職歴】 1991年-1998年 1998年-1998年 1998年-2000年 1998年-2000年 2000年-現在 2000年-現在 2000年-2017年 2000年-現在 2008年-現在 2010年-2015年  2012年-2013年 2016年-2017年 
香川大学助手 香川大学講師 麻布大学大学院助教授 麻布大学環境保健学部 衛生技術学科助教授 麻布大学大学院教授 麻布大学環境保健学部 衛生技術学科教授 授業担当（修士課程） 健康管理センターセンター長 麻布大学生命・環境科学部 臨床検査技術学科教授 生命・環境科学部 臨床検査技術学科セクハラ相談員、安全衛生委員会産業医、入学者選考委員会、健康管理委員会委員 東京女子医科大学神経精神科・非常勤講師 生命・環境科学科 臨床検査技術学科学科長 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本アルコール薬物医学会 (国内) 日本臨床精神神経薬理学会 (国内) 日本外来精神医療学会 (国内) 日本臨床精神神経薬理 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕  
0
 － 399 －
 
【授業担当科目（該当年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 病気と予防(2;選択)、精神医学概論(1;必修)、生理学Ⅰ(2;必修)、生理学Ⅱ(2;必修)、生理学実習(1;必修)、卒業論文(2;選択)、 臨床生理学Ⅰ(2;必修)、臨床生理学Ⅱ(画像診断学)(2;必修)、臨床生理学実習(1;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 医学概論(2;選択)、医学英語(2;必修)、総合臨床検査学Ⅲ(2;必修)、総合臨床検査学Ⅳ(2;必修)、総合臨床検査学Ⅴ(8;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; シトクロムP450,精神神経医学;精神疾患、特に気分[感情]障害のテーラーメイド医療;CYP、薬物代謝、テーラーメード医療,CYP、薬物代謝、テーラーメード医療;シトクロムP450，精神神経医学,シトクロムP450，精神神経医学;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 医師免許 (1987年) 精神保健指定医 (1994年) 産業医 (2001年) 日本臨床精神神経薬理専門医 (2004年) 臨床心理士 (2006年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)
 岩橋和彦 向精神薬の薬理効果と個体差のテーラーメイド医療の研究 0円   2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)       
－ 390 － 1
 － 400 －
  2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)      3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)      4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
      
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数 麻布大学大学院 神経生理学 2   〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）  
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 － 401 －
  〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 啓蒙活動委員、人権委員会相談員   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 392 － 393
 － 398 －
【氏名】 氏名 宮武 昌一郎  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 臨床検査技術学科 研究室名  職名 教授 発令年月日 2016年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 東京大学大学院医学系研究科第二基礎医学 1989年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 東京大学医学部医学科 1983年卒業   〔取得学位〕 医学博士  
【職歴】 2016年-現在 麻布大学生命・環境科学部 臨床検査技術学科教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本免疫学会、日本分子生物学会 
 
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕  
 
【授業担当科目（該当年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 免疫学Ⅰ(2;)、免疫学Ⅱ(2;)、臨床血液学Ⅰ(2;)、臨床血液学Ⅱ、臨床医学概論(2;)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 免疫学実習(1;)、血液学実習(1;)、   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 0 副査回数（学内） 1 副査回数（学外） 0  
4
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【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 炎症性疾患、T細胞、転写因子、GATA3、ZNF131  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 医師免許   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)       3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)      4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          
－ 394 － 5
 － 400 －
 〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
      
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ 免疫と疾患 時間数 4.5   〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
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 － 401 －
 〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 教務委員、生涯学習委員会   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 396 － 397
 － 408 －
【氏名】 氏名 髙木 邦明  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 臨床検査技術学科 研究室名 衛生学研究室 職名 教授 発令年月日 2013年10月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 京都大学大学院・医学研究科・生理系専攻・博士課程・1986年 静岡県立静岡薬科大学大学院・薬学研究科・製薬学専攻・修士課程・1981年   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 静岡県立静岡薬科大学・薬学部・製薬学科・1979年   〔取得学位〕 医学博士  
【職歴】 2013年-現在 麻布大学生命・環境科学部 臨床検査技術学科教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件  〔学会賞等・年〕   〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕   〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕   〔所属学会〕   
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 臨床検査総論 Ⅰ(2;)、臨床検査総論Ⅱ(2;)、衛生・公衆衛生学Ⅰ   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 総合臨床検査学 Ⅴ(8;)、衛生・公衆衛生学実習(1;)、臨床検査総論実習(1;)、基礎化学実験、基礎教養科学演習 
  〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
39
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【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           
－ 398 － 39
 － 410 －
 〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
       〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式       
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所       〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
0
 － 411 －
 〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕  
 
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 400 － 0
 － 402 －
【氏名】 氏名 島田 章則  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 臨床検査技術学科 研究室名  職名 教授 発令年月日 2012年10月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 北海道大学大学院・獣医学研究科・・修士課程・1986年修了 ニュージーランドマッセイ大学大学院・獣医学研究科・・修士課程・1987年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 北海道大学・農学部・農業経済学科・卒業 酪農学園大学・獣医学部・獣医学科・卒業   〔取得学位〕 博士（獣医学） 北海道大学 4120  
【職歴】 1981年-1983年 1989年-1992年 1992年-1997年 1997年-2012年 2012年-現在 2012年-現在 2015年-2017年 2016年-現在 2016年-現在 
埼玉県農業共済組合連合会 鳥取大学農学部助手 鳥取大学農学部助教授・准教授 鳥取大学農学部教授 麻布大学 生命・環境科学部教授 麻布大学生命・環境科学部 臨床検査技術学科教授 委員長 専攻主任 研究推進・支援本部長 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 独立行政法人医薬品医療機器総合機構専門委員 継続(2018年 3月まで) 内閣府食品安全委員会専門委員 継続(2019年 9月まで)  〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件  〔学会賞等・年〕   〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕   〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕   〔所属学会〕 日本獣医学会 (国内) 毒性学会 日本獣医病理学会 (国内) 日本獣医病理学専門家協会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
 － 403 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 病理学特論(;必修)、産業動物衛生病理学(;選択)、病理学 I(;必修)、病理学 II(;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数    〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 黄砂・PM2.5の細胞傷害機序：オートファジーの関与;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許（No.20669）(1981) (1981年) 日本獣医病理学専門家協会認定会員 (1991年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)   
－ 402 －
 － 404 －
  4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   
 － 405 －
 〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 404 －
 － 416 －
【氏名】 氏名 古畑 勝則  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 臨床検査技術学科 研究室名 微生物学研究室 職名 教授 発令年月日 2012年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 筑波大学大学院・環境科学研究科・環境科学専攻・修士課程・1990年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・環境保健学部・衛生技術学科・1982年卒業   〔取得学位〕 学術修士 筑波大学大学院 （修甲第4926号） 博士（獣医学） 麻布大学大学院 （乙第343号）  
【職歴】 1982年-1992年 1992年-1997年 1997年-1998年 1998年-2000年 2000年-2007年 2007年-2012年 2012年-現在 
東京都立衛生研究所環境保健部水質研究科研究員 東京都立衛生研究所環境保健部水質研究科主任 東京都立衛生研究所環境保健部水質研究科主任研究員 麻布大学環境保健学部 講師 麻布大学環境保健学部 衛生技術学科助教授 麻布大学生命・環境科学部 臨床検査技術学科准教授 麻布大学生命・環境科学部 臨床検査技術学科教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    3 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本環境感染学会 (国内) 日本防菌防黴学会 (国内) 日本感染症学会 (国内) 日本臨床検査学教育学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕  
   
0
 － 417 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 微生物学実習(1;必修)、病原微生物学実習(1;必修)、卒業論文(2;選択)、微生物学実習(1;必修)、微生物学実習(1;必修)、 臨床微生物学Ⅱ(2;必修)、臨床微生物学実習(1;必修)、病原微生物学(2;必修)、科学技術英語(2;選択)、微生物学特論(2;選択) 臨床微生物学Ⅰ(2;必修)、微生物学総論(2;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 総合臨床検査学Ⅳ(2;必修分担)、総合臨床検査学Ⅴ(8;必修分担)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 0 副査回数（学内） 2 副査回数（学外） 0  
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; レジオネラ属菌に関する生態学的研究;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕 「メディカルサイエンス微生物検査学（第2版）」の分担執筆   〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 臨床検査技師（1982年）   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)       2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)    
－ 406 － 0
 － 418 －
  4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 メディカルサイエンス 微生物検査学（第 2 版） 共著 2016年11月  古畑勝則、他編   有害微生物の制御と管理―現場対応への実践的取り組み―   2016年11月  古畑勝則、他編     〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 各種食肉および牛糞便由来
Escherichia coli ならびに馬肉由来腸内細菌科菌群からの基質特異性拡張型β-ラクタマーゼ(ESBL)産生菌の検出． 
共著 2016年11月 防菌防黴誌 44 石﨑直人、小林知樹、 大仲賢二、李 新一、 古畑勝則 287-291  
Legionella thermalis sp. nov., isolated 
from hot spring water in Tokyo, Japan. 
共著 2016年 9月 Microbiol.Immunol. 60
Ishizaki, N., Sogawa, K.,  
Inoue, H., Agata, K.,  
Edagawa, A., Miyamoto, H.,  
Fukuyama, M. and  
Furuhata, K.
203-208  
Isolation, identification and antibacterial 
susceptibility of Staphylococcus spp. 
associated with the mobile phones of 
university students. 
共著 2016年 6月 Biocontrol Sci. 21 Furuhata, K., Ishizaki, N.,  Sogawa, K., Kawakami, Y.,  
Lee, S., Sato, M. and  
Fukuyama, M.
91-98  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 携帯電話やスマートフォンに関する衛生的一考察 単著 2016年11月 防菌防黴誌 44   549-553  建築物の衛生と微生物制御6、給水設備と水質基準 単著 2016年 9月 防菌防黴誌 44   383-390  建築環境衛生のためのバイオフィルム学の初歩 単著 2016年 5月 設備と管理 50   特設企画2-9         
0
 － 419 －
 〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第37回日本食品微生物学会 
各種食肉および牛糞便由来Escherichia coliならびに馬肉由来腸内細菌科菌群における基質特異性βーラクタマーゼ(ESBL)産生菌の検出 
〇石崎直人、小林知樹、古畑勝則 東京 2016年 9月   
日本防菌防黴学会第43回年次大会 シリコンシーラントにおけるAspergillus nigerの汚染形態 
李 新一、三ツ俣衣夏、李 憲俊、田巻 翔、 古畑勝則、高鳥浩介 東京 2016年 9月   
日本防菌防黴学会第43回年次大会 合成繊維におけるEurotium属の発育に及ぼす相対湿度の影響 李 新一、三ツ俣衣夏、田巻 翔、古畑勝則 東京 2016年 9月   
日本防菌防黴学会第43回年次大会 都内の温泉水から分離されたレジオネラ属菌の新種Legionella thermalis 
〇古畑勝則、井上浩章、枝川亜希子、曽川一幸、縣 邦雄、宮本比呂志 東京 2016年 9月   
日本防菌防黴学会第43回年次大会 食品の食中毒起因微生物検査に係るサンプリングプランのモデリング 〇石崎直人、古畑勝則、福山正文、小西良子 東京 2016年 9月    
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所 レジオネラ症防止対策衛生管理講習会 東京都町田市保健所 レジオネラ属菌の生態からみた施設の衛生管理 2016 年 5月 26日  町田市保健所研修室 （東京都町田市） 平成 28年度短期研修 建築物衛生研修 国立保健医療科学院 レジオネラ 2016 年 6月 6日  本院（埼玉県和光市）   〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       
－ 408 － 0
 － 420 －
 〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名 麻布獣医学園評議員   〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名 生命・環境科学部長   〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
1
 － 425 －
【氏名】 氏名 吉原 英児  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 臨床検査技術学科 研究室名 生理学研究室 職名 准教授 発令年月日 2008年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 北里大学・衛生学部・衛生技術学科・1980年卒業   〔取得学位〕 博士（学術） 麻布大学大学院 （乙第 1 号）  
【職歴】 1980年-1981年 1981年-1991年 1991年-2003年 1999年-2008年 2000年-2008年 2003年-2007年 2007年-2008年 2008年-現在 2012年-現在 
慶応義塾大学附属月が瀬リハビリテーションセンター研究検査科 麻布大学環境保健学部助手 麻布大学環境保健学部講師 大学院環境保健学研究科環境保健科学専攻授業担当（修士課程） 大学院環境保健学研究科環境保健科学専攻授業担当（博士課程） 麻布大学環境保健学部 衛生技術学科 生理学助教授 麻布大学環境保健学部 衛生技術学科 生理学准教授 麻布大学生命・環境科学部 臨床検査技術学科准教授 授業担当（修士課程） 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    1 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本電気泳動学会 (国内) 日本超音波検査学会 (国内) 日本臨床衛生検査技師会 (国内) 神奈川県臨床衛生検査技師会 (国内) 日本アルコール・薬物医学会 (国内) 日本診療情報管理学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕  
－ 410 － 11
 － 426 －
 
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 卒業論文(2;選択)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 基礎化学実験(1;必修)、生理学Ⅰ(2;必修)、生理学Ⅱ(2;必修)、生理学実習(1;必修)、総合臨床検査学Ⅳ(2;必修)、 総合臨床検査学Ⅴ(8;必修)、臨床生理学Ⅰ(2;必修)、臨床生理学Ⅱ(画像診断学)(2;必修)、臨床生理学実習(1;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 精神疾患における神経伝達物質関連遺伝子の多型解析および血清タンパク質異常に関する研究;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 中学校教諭一級普通免許・理科（昭54中一普第2782号） (1980年) 高等学校教諭二級普通免許・理科（昭54高二普第2028号） (1980年) 臨床検査技師免許（第62174号） (1980年) 超音波検査士（RMS: 4517） (2003年) 第 2 種ME技術者（2041621） (2004年) 診療情報管理士(第18275号) (2010年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)    
12
 － 427 －
  3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)      4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Association between AUTS2 haplotypes 
and alcohol dependence in a Japanese 
population 
共著 2016年 1月 Acta 
Neuropsychiatrica 
28 Narita, S., Nagahori., K.,  Nishizawa, D., Yoshihara, E., 
Kawai, A., Ikeda, K.  
and Iwahashi, K. 
214-220  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第46回日本神経精神薬理学会 日本人におけるAUTS2遺伝子多型rs6943555と人格特性との関連研究   韓国 ソウル 2016年 7月 2日   
第30回国際神経精神薬理学会 ソウル大会 
Association between autism 
susceptibility candidate 2 
haplotypes and alcohol 
dependence in a Japanese 
population 
  韓国 ソウル 2016年 7月 4日   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数        
－ 412 － 13
 － 428 －
 〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕     
14
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（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 414 － 15
 － 430 －
【氏名】 氏名 三田 明弘  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 臨床検査技術学科 研究室名 生化学研究室 職名 准教授 発令年月日 2009年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 千葉大学大学院・薬学研究科・薬学専攻・修士課程・1977年修了 星薬科大学大学院・薬学研究科・薬学専攻・博士課程・1979年中途退学   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 昭和薬科大学・薬学部・薬学科・1975年卒業   〔取得学位〕 薬学修士 千葉大学大学院 （千大院薬修第222号） 薬学博士 千葉大学大学院 （千大院薬博乙第34号）  
【職歴】 1979年-1986年 1986年-2009年 1997年-2009年 1999年-2009年 2009年-現在 
麻布大学環境保健学部助手 麻布大学環境保健学部講師 麻布大学大学院環境保健学研究科保健科学専攻授業担当（修士課程） 麻布大学大学院環境保健学研究科保健科学専攻授業担当（博士課程） 麻布大学生命・環境科学部 臨床検査技術学科准教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 相模原市廃棄物減量等推進審議会委員職務代理者，答申作成部会委員長 継続 日本薬学会代議員 継続 日本薬学会関東支部会幹事 継続  〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本生化学会 (国内) 日本薬学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕      
16
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【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 基礎化学(2;必修)、卒業論文(2;選択)、生物有機化学(2;必修)、臨床化学Ⅰ(2;必修)、生化学実習(1;必修)、生化学(2;必修)、 臨床化学Ⅱ(2;必修)、臨床化学実習(1;必修)、基礎化学(2;必修、環境科学科)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 基礎化学実験(2;必修)、総合臨床検査学Ⅱ(2;必修)、総合臨床検査学Ⅲ(2;必修)、総合臨床検査学Ⅳ(2;必修)、 総合臨床検査学Ⅴ(8;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; ウニの性決定のおけるRNaseの役割,ウニ、RNase、性の決定;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 薬剤師免許（1975年）   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)   0円   2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)      3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     
－ 416 － 17
 － 432 －
  4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 放射性同位元素検査学 共著 2016年9月 近代出版      〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）      〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数  派遣数 件  
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 〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名 法人給与委員会委員   〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 学部共用機器整備委員会委員、放射線安全委員会委員、麻布大学年報編集委員会委員長、生命倫理委員会委員、生物科学総合研究所運営委員会委員   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 418 － 19
 － 435 －
【氏名】 氏名 村山 洋  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 臨床検査技術学科 研究室名 遺伝子生物学研究室 職名 准教授 発令年月日 2014年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 麻布大学大学院・獣医学専攻・獣医学専攻・修士課程・1985年修了 麻布大学大学院・獣医学専攻・獣医学専攻・博士課程・1989年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・獣医学科・1983年卒業   〔取得学位〕 農学士 麻布大学 獣医学修士 麻布大学大学院 （第修401号） 獣医学博士 麻布大学大学院 （甲第54号）  
【職歴】 1989年-1993年 1993年-1996年 1996年-1997年 1997年-1999年 1997年-2000年 1999年-2000年 2000年-現在 2000年-2004年 2000年-2008年 2000年-2008年 2004年-2007年 2007年-2008年 2008年-2014年 2014年-現在 
富士レビオ㈱中央研究所医薬研究所医薬第3研究室研究職 大阪府立母子保健総合医療センター研究所病因病態部門流動研究職 ㈱三菱化学生命化学研究所プロジェクト７特別研究員 理化学研究所脳科学総合研究センター・アルツハイマー病研究チーム研究員 麻布大学環境保健学部 非常勤講師 理化学研究所脳科学総合研究センター・アルツハイマー病研究チーム専門職研究員 理化学研究所脳科学総合研究センター・アルツハイマー病研究チーム非常勤研究員 麻布大学環境保健学部 講師 大学院環境保健学研究科環境保健科学専攻授業担当（修士課程） 大学院環境保健学研究科環境保健科学専攻授業担当（博士課程） 麻布大学環境保健学部 衛生技術学科助教授 麻布大学環境保健学部 衛生技術学科准教授 麻布大学生命・環境科学部 食品生命科学科准教授 麻布大学生命・環境科学部 臨床検査技術学科准教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 中興大学小委員会委員 継続 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本分子生物学会（国内） 日本神経化学会（国内） 日本生化学会（国内） 日本認知症学会（国内） 
Society for Neuroscience（北米神経科学会） 日本バイオ技術教育学会（国内） 日本遺伝カウンセリング学会（国内）   
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【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕  
 
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 ゲノム情報科学・同演習(2.0;必修)、分子栄養学(2.0;必修)、卒業論文(6.0;卒業論文)、基礎遺伝子生物学(2.0;必修) 、 論文購読ゼミ(2.0;必修)、遺伝子工学(2.0;必修)、遺伝子工学実習(1.0;必修)、遺伝子栄養学(2.0;必修)、遺伝子検査学(2.0;必修)、遺伝子検査学(2.0;必修)、遺伝子検査学実習(1.0;必修)、遺伝子生物学(2.0;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 プレ専門ゼミ(2.0;必修)、基礎科学英語(2.0;必修)、生命の科学英語(2.0;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 認知症や精神疾患の発症に関わる危険因子および遺伝的素因に関する研究;遺伝子発現（特にスプライシング）における調節メカニズムの定量的評価方法の開発と応用,遺伝子発現、スプライシング;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 中学校教諭1級普通免許（理科） 昭60中1普第27564号(1985年) 獣医師免許 第23803号(1985年) 高等学校教諭2級普通免許（理科） 昭60高2普第27637号(1985年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 標的配列の特異的高感度増幅法   標的配列の特異的高感度増幅法   
RNAスプライシングの検出システム     〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)     2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)    
－ 420 － 21
 － 437 －
 〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
      
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      
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 〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 
役職名 組換えDNA実験安全委員会委員長・安全主任者、職務発明審査委員会委員・委員長職務代行、教育推進センター部門員・学生支援部門長   〔各種委員会に関する事項（大学）〕 国際交流委員会委員、ハラスメント防止委員会相談員、クラス担任   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
－ 422 － 23
 － 439 －
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
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【氏名】 氏名 栗林 尚志  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 臨床検査技術学科 研究室名 免疫学研究室 職名 准教授 発令年月日 2015年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 麻布大学大学院・獣医学研究科・獣医学専攻・修士課程・1987年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・獣医学科・1985年卒業   〔取得学位〕 獣医学修士 麻布大学大学院 （第修581号） 博士（学術） 麻布大学 （乙第18号）  
【職歴】 1987年-2004年 2004年-現在 2008年-現在 2015年-現在 
明治製菓株式会社勤務 麻布大学環境保健学部 衛生技術学科講師 麻布大学生命・環境科学部 臨床検査技術学科講師 麻布大学生命・環境科学部 臨床検査技術学科准教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 日本薬学会関東支部 幹事 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本免疫学会 (国内) 日本感染症学会 (国内) 日本実験動物学会 (国内) 日本生体防御学会 (国内) 日本薬学会 (国内) 
The American Association of Immunologists 
British Society for Immunology  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕     
－ 424 － 25
 － 451 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 免疫学Ⅰ、免疫学Ⅱ、臨床免疫学、免疫学実習、臨床免疫学実習、臨床血液学実習   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 総合臨床検査学Ⅲ、総合臨床検査学演習、基礎化学実験、科学者・研究者論   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 実験動物の急性期蛋白に関する研究;腸管出血性大腸菌O157由来ベロ毒素の腸管内における中和・吸収阻止に関する研究;スギ花粉症のアレルゲンCryj1の変動に関する研究;ラット  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 第25579号（1987年） 健康食品管理士（2005年） 博士（学術） (2008年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)      3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)    
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 － 452 －
  4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 1件 派遣数 件   
－ 426 － 27
 － 453 －
 〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 生物研運営委員会、動物管理委員会、麻布環境科学運営委員   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
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 － 440 －
【氏名】 氏名 本田 晃子  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 臨床検査技術学科 研究室名 血液学研究室 職名 准教授 発令年月日 2008年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 熊本大学・教育学部・1986年卒業   〔取得学位〕 博士（医学） 名古屋市立大学 （論第1379号）  
【職歴】 2001年-2007年 2007年-2008年 2008年-現在 
熊本大学医学部・助手 熊本大学大学院医学薬学研究部・助教 麻布大学生命・環境科学部臨床検査技術学科准教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    2 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本バイオセラピィー学会 (国内) バイオ治療法研究会 (国内) 日本免疫学会 (国内) 日本薬学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 卒業論文(2;選択)、臨床血液学Ⅰ(2;必修)、臨床血液学Ⅱ(2;必修)、臨床血液学実習(1;必修)     
－ 428 － 29
 － 441 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 総合臨床検査学Ⅳ(2;必修)、総合臨床検査学Ⅴ(8;必修)、基礎化学実験(1;必修)、免疫学実習(1;必修)、臨床免疫学実習(1;必修)、 輸血・移植免疫検査学・同実習(1;必修)、   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）  
 
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 単球・マクロファージの機能解析;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 中学校教諭一級普通免許（保健体育） （昭60中 1 普第487号）(1986年) 養護教諭一級普通免許 （昭60養 1 普第48号）(1986年) 高等学校教諭二級普通免許（保健体育） （昭60高 2 普第774号）(1986年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 モノクローナル抗体及びリポ多糖の定量方法     〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)      3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)   
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 － 442 －
  〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Gene Expression in 
Lipopolysaccharide-treated Human 
Monocytes Following Interaction with 
Hepatic Cancer Cells. 
共著 2016年 6月 Anticancer Research 36(7) ◎Honda, T. and Inagawa, H. 3699-3704  
若年健常者におけるフィブリノゲンβ鎖遺伝子-455位遺伝子多型と血漿フィブリノゲン値の関係 共著 2016年 3月 臨床薬理 47(2) ◎山本 勇、髙田香世子、 本田晃子 39-42  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
日本薬学会第136年会 肝癌細胞との共培養によるLPS活性化単球系細胞の遺伝子発現制御 ○本田晃子、稲川裕之 横浜 2016年 3月29日   
第37回日本臨床薬理学会学術総会 
終末糖化蛋白(AGEs)はパラオキソナーゼ1 (PON1)遺伝子発現を低下させ、血漿型PAFアセチルヒドロラーゼ(plasma PAF-AH)遺伝子発現を増加させる 
山本 勇、本田晃子 鳥取 2016年12月 1日   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）  
－ 430 － 31
 － 443 －
  〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
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 － 444 －
【氏名】 氏名 曽川 一幸  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 臨床検査技術学科 研究室名  職名 講師 発令年月日 2014年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 麻布大学大学院・環境保健学研究科・環境保健科学専攻・修士課程・2000年修了 千葉大学大学院・薬学府・先進医療科学専攻・博士課程・2005年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・環境保健学部・衛生技術学科・1998年卒業   〔取得学位〕 修士（環境保健科学） 麻布大学大学院 博士（医学） 千葉大学大学院  
【職歴】 2004年-2006年 2006年-2012年 2012年-2014年 2014年-現在 
千葉大学医学部附属病院検査部文官技官 千葉大学医学部附属病院疾患プロテオミクスセンター助教 麻布大学生命・環境科学部 食品生命科学科講師 麻布大学生命・環境科学部 臨床検査技術学科講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    2 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本臨床衛生検査技師会 (国内) アルコール医学生物学研究会 日本肝臓学会 (国内) 日本臨床検査医学会 (国内) 日本癌学会 (国内) 日本医用マススペクトル学会 (国内) 日本臨床検査自動化学会 (国内) 日本質量分析学会 (国内) 日本プロテオーム学会 (国内) 日本電気泳動学会 (国内) 日本防菌防黴学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
    
－ 432 － 33
 － 445 －
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 分析化学・同実習(;必修)、卒業論文(;必修)、基礎化学(;必修)、有機化学(;必修)、生化学(;必修)、生化学実習(;必修)、 論文購読ゼミ(;必修)、酵素高分子化学(;選択)、食物アレルゲン論(;選択)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 プレ専門ゼミ(;必修)、基礎化学英語(;必修)、病気と予防(;必修)、臨床検査総論実習(;必修)、食の科学英語(;必修) 
  〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 中学校教諭１種免許状（保健） 平9中一種第1487号 (1998年) 高等学校教諭１種免許状（保健） 平9高一種第1831号 (1998年) 臨床検査技師免許証 第131610号 (1998年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 新規アレルゲンおよびその使用     〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)   
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 － 446 －
  3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Identification of a novel serum 
biomarker for pancreatic cancer, C4b-
binding protein chain (C4BPA) by 
quantitative proteomic analysis using 
tandem mass tags. 
共著 2016年8月 British Journal of 
Cancer 
115(8)
Sogawa, K., Takano, S.,  
Iida, F., Satoh, M.,  
Tsuchida, S., Kawashima, Y.,  
Yoshitomi, H., Sanda, A.,  
Kodera, Y., Takizawa, H.,  
Mikata, R., Ohtsuka, M.,  
Shimizu, H., Miyazaki, M.,  
Yokosuka, O. and Nomura, F. 
949-956  
Acutely deteriorated extravascular 
volume overload during peripheral 
blood stem cell mobilization in POEMS 
syndrome: A case series with cytokine 
analysis 
共著 2016年2月 Transfusion and 
Apheresis Science 
54(2)   276-281  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第9回 日本獣医腎泌尿器学会学術集会・総会 
イヌおよびネコの尿に対しMALDI BioTyper 
System を応用した直接菌種同定の検討 
前田浩人、林 加織、 阿部抄織、砂川知宏、 谷川滋子、金岩篤司、 三品美夏、渡辺俊文、 三田明宏、曽川一幸 
東京 2016年 8月21日～ 2016年 8月21日   
第67回日本電気泳動学会総会 
ブロメラインによる牛乳の主要アレルゲンであるカゼインとβ-ラクトグロブリンの低減化 
長谷川綾那、曽川一幸、佐藤 守、三田明弘、 下条直樹、野村文夫 釧路 2016年 8月26日～ 2016年 8月27日   
－ 434 － 35
 － 447 －
学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第67回日本電気泳動学会総会 
新規鶏卵卵黄アレルゲンの探索・同定 食品化学における電気泳動法の応用 
曽川一幸、高橋友里亜、柴田悠衣、佐藤 守、 三田明弘、下条直樹、 野村文夫 釧路 
2016年 8月26日～ 2016年 8月27日   
Mass Spectrometry 
Applications to the Clinical 
Lab (MSACL) 2016 EU 
Use of the MALDI 
BioTyper system with 
MALDI-TOF MS for rapid 
identification of 
microorganisms causing 
bacterial urinary tract 
infection from urine 
samples 
Sogawa, K., Hayashi, K., 
Abe, S., Sunagawa, T.,  
Tanigawa, S., Kanaiwa, A., 
Mishina, M., Watanabe, T.,  
Maeda, H. and Furuhata, K.
Salzburg, 
Austria 
2016年 9月12日～ 2016年 9月15日   
日本臨床検査自動化学会  第48回大会 サンドイッチELISA法を用いた血清thrombin light 
chain測定系の構築 
小林加奈、曽川一幸、 三田明弘、吉川真太郎、高野重紹、吉富秀幸、 野村文夫 神奈川県
2016年 9月22日～ 2016年 9月24日   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    
36
 － 448 －
 〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 
   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】          
－ 436 － 37
 － 455 －
【氏名】 氏名 角野 洋一  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 臨床検査技術学科 研究室名 衛生学研究室 職名 講師 発令年月日 2008年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 東京農工大学・農学部・獣医学科・1979年卒業   〔取得学位〕   
【職歴】 1979年-1980年 1980年-1989年 1989年-2008年 1999年-2009年 2008年-現在 
千葉県東総食肉衛生研究所技術吏員 麻布大学環境保健学部助手 麻布大学環境保健学部講師 麻布大学大学院環境保健学研究科環境保健科学専攻授業担当（修士課程） 麻布大学生命・環境科学部 臨床検査技術学科講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕   〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件  〔学会賞等・年〕   〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕   〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本感染症学会（国内）  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 衛生・公衆衛生学Ⅱ(2;必修)、予防検査学(2;選択)、卒業論文(2;選択)、衛生・公衆衛生学Ⅰ(2;必修)、検査管理総論(1;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 衛生・公衆衛生学実習(1;必修)、実験機器論･同実習(2;必修)、総合臨床検査学Ⅳ(2;必修)、総合臨床検査学Ⅴ(8;必修)、 臨床検査総論実習(1;必修)、病気と予防(2;選択)  
38
 － 456 －
 〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; かたつむりを利用した土壌の金属汚染モニタリング手法の開発;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕 予防検査学配布資料 検査管理総論配布プリント(2M) 衛生・公衆衛生学実習要項 臨床検査総論実習要綱   〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 (1979年) 初級システムアドミニストレーター (2005年) 統計検定 2級 13-2-0233 (2013年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
－ 438 － 39
 － 457 －
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
      
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    
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 － 458 －
 〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等） オープンセミナー「尿検査と病気の診断｣  
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 学部入学者追跡調査委員会   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 440 － 41
 － 442 －
【氏名】 氏名 荻原 喜久美  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 臨床検査技術学科 研究室名 病理学研究室 職名 講師 発令年月日 2008年10月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・環境保健学部・衛生技術学科・1982年卒業   〔取得学位〕 博士（獣医学） 山口大学 獣博乙第59号  
【職歴】 1982年-1992年 1992年-2008年 2008年-2016年 2016年-現在 
麻布大学環境保健学部 衛生技術学科助手 麻布大学環境保健学部 衛生技術学科講師 麻布大学生命・環境科学部 臨床検査技術学科講師 麻布大学生命・環境科学部 臨床検査技術学科准教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    3 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 神奈川県臨床衛生検査技師会 (国内) 日本癌学会 (国内) 日本組織培養学会 (国内) 日本獣医病理学会 (国内) 日本組織細胞化学学会 (国内) 日本獣医学会 (国内) 日本実験動物学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕       
 － 443 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 病理検査学Ⅰ(2;必修)、組織学・同実習(2;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 基礎教養科学演習(1;必修)、病理学実習(1;必修)、病理検査学実習(1;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 動物腫瘍に関する病理学的研究;ルペオールを用いたイヌ悪性黒色腫由来腫瘍細胞株の抗腫瘍効果の検討; LATI阻害薬を用いた抗腫瘍効果に関する病理学的研究  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 臨床検査技師 (1982年) 健康食品管理士 (2005年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 イヌインターロイキン 8（IL-8）および腫瘍壊死因子（TNF－α）持続産生細胞株の作出 
 特願2008-243310 
ブタインターロイキン 8 の製造方法  特願2003-329010   〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)       2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)    
－ 442 －
 － 444 －
  3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Disseminated Histiocytic Sarcoma in an 
African Hedgehog (Atelerix 
albiventris). 
共著 2016年11月 J. Comp. Pathol. 155(4) Ogihara, K., Itoh, T.,  Mizuno, Y., Tamukai, K.  
and Madarame, H. 
361-364  
Development of new therapy for canine 
mammary cancer with recombinant 
measles virus. 
共著 2016年 1月 Mol. Ther. Oncolytics.
13;3(doi:10.1038/mto.2015.22.)
Shoji, K., Yoneda, M.,  
Fujiyuki, T., Amagai, Y.,  
Tanaka. A., Matsuda, A.,  
Ogihara, K., Naya, Y.,  
Ikeda, F., Matsuda, H.,  
Sato, H. and Kai, C. 
  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第11回臨床検査教育学会 低亜鉛飼料給餌マウスにおける黄砂の肺毒性 : 肺組織傷害の修復経過におよぼす低亜鉛の影響 
三宅昂太朗、釼持友里、荻原喜久美、納谷裕子、島田章則   2016年 9月 1日   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      
 － 445 －
 〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第36回麻布環境科学研究会 アセトアミノフェンによる急性肝毒性：ミトコンドリア傷害の関与 
吉川 葵、宮坂円香、 小泉芹奈、納谷裕子、 荻原喜久美、島田章則  2016年10月 1日 14-15  
第36回麻布環境科学研究会 
植物由来アルカロイド
Swainsonineによる癌細胞増殖抑制機序：マイトファジー異常の関与 (in 
vitro) 
深沢敬亮、中村ひかる、藤田純平、納谷裕子、 荻原喜久美、島田章則 神奈川県相模原市 2016年10月 1日 16-17  
  〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 実習用機器整備委員会委員   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等      
－ 444 －
 － 446 －
 〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕  
 
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
 － 447 －
【氏名】 氏名 石﨑 直人  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 臨床検査技術学科 研究室名 微生物学研究室 職名 講師 発令年月日 2008年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・環境保健学部・衛生技術学科・1990年卒業   〔取得学位〕 博士（学術） 麻布大学 （第15号）  
【職歴】 1990年-1992年 1992年-2008年 2008年-現在 
東京顕微鏡院研究員 東京都立衛生研究所研究員 麻布大学生命・環境科学部 食品生命科学科講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    2 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本食品微生物学会（国内） 日本感染症学会（国内） 日本食品衛生学会（国内） 日本防菌防黴学会（国内）  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 
HACCP論(2;必修)、食中毒微生物学(2;必修)、食の科学英語(2;必修)、食品安全管理学(2;必修)、食品衛生学総論(2;必修)、 卒業論文(3;必修)、プレ専門ゼミ(1;必修)、論文講読ゼミ(1;必修)    
－ 446 －
 － 448 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 基礎科学英語(2;必修)、食品衛生学実習(1;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）  
 
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 臨床検査技師（1990年）107456 普通第一種圧力容器取扱作業主任者（1998年）4388 健康食品管理士（2007年）4941   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)      3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    
 － 449 －
 〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 各種食肉および牛糞便由来
Escherichia coli ならびに馬肉由来腸内細菌科菌群からの基質特異性拡張型β-ラクタマーゼ（ESBL）産生菌の検出 
共著 2016年 6月 日本防菌防黴学会誌 44(6) 石﨑直人、小林知樹、 大仲賢二、李 新一、 古畑勝則 287-291  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Legionella thermalis sp. nov., isolated 
from hot spring water in Tokyo, Japan. 
共著 2016年6月 Microbiol Immunol 60(3)
Ishizaki, N., Sogawa, K.,  
Inoue, H., Agata, K.,  
Edagawa, A., Miyamoto, H.,  
Fukuyama, M. and  
Furuhata, K.
203-208  
  〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 次亜塩素酸ナトリウムの基礎 共著 2016年 3月 ビルと環境 152 村上 紘 27-32    〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第37回日本食品微生物学会学術総会 
各種食肉および牛糞便由来 Escherichia coli ならびに馬肉由来腸内細菌科菌群における基質特異性拡張型β-ラクタマーゼ (ESBL) 産生菌の検出 
石﨑直人、小林知樹、 古畑勝則   2016年 9月15日～ 2016年 9月16日   
日本防菌防黴学会第43回年次大会 食品の食中毒起因微生物検査に係るサンプリングプランのモデリング2 石﨑直人、古畑勝則、 福山正文、小西良子   2016年 9月26日～ 2016年 9月27日    
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）  
－ 448 －
 － 450 －
  〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
 － 468 －
【氏名】 氏名 髙田 香世子  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 臨床検査技術学科 研究室名 総合検査学研究室 職名 講師 発令年月日 2008年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 放送大学・文化科学研究科・文化科学専攻・修士課程・2015年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 東京医科歯科大学・医学部・臨床検査技師学校・1979年卒業   〔取得学位〕 学士（保健衛生学） 学位授与機構 （独立行政法人大学評価・学位授与機構・学第30571号） 修士(学術) 放送大学 （第4213号）  
【職歴】 1979年-1986年 1986年-1997年 1997年-2004年 2004年-2007年 2007年-2008年 2008年-現在 
（財）心臓血管研究所付属病院検査部 （財）心臓血管研究所付属病院検査部主任 （財）心臓血管研究所付属病院生理機能検査部副主査 （財）心臓血管研究所付属病院臨床検査部主査 文京学院大学保健医療技術学部臨床検査技術学科非常勤講師 麻布大学生命・環境科学部 臨床検査技術学科講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    1 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本超音波医学会 (国内) 日本超音波検査学会 (国内) 東京都臨床検査技師会 (国内) 日本臨床衛生検査技師会 (国内) 日本臨床検査学教育学会 (国内) 日本動脈硬化学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕     
－ 450 － 51
 － 469 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 卒業論文(2.0;卒業論文)、総合臨床検査学Ⅰ(;必修)、総合臨床検査学Ⅱ(;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 生理学実習(;必修)、総合臨床検査学Ⅳ(;必修)、総合臨床検査学Ⅴ(;必修)、臨床生理学実習(;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 
baPWVと動脈硬化に関する研究;パラオキソナーゼ 1 遺伝子多型と動脈硬化性変化との関係;アディポネクチン遺伝子多型と動脈硬化性変化との関係;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 臨床検査技師免許（第59064号） (1979年) 超音波検査士（循環器領域、第1988-0032号） (1988年) 二級甲類臨床病理技術士（循環生理学、第15213A号） (1988年) 検体採取並びに味覚検査及び臭覚検査の実施に必要な知識及び技能取得 （厚生労働省大臣指定日本臨床衛生検査技師会）(2016年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     
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 － 470 －
  3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
       〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 若年健常者におけるフィブリノゲンβ鎖遺伝子-455位遺伝子多型と血漿フィブリノゲン値の関係 共著 2016年 3月 臨床薬理 47(2) 山本 勇、高田香世子、 本田晃子 39-42    〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 日本人の2型糖尿病患者ではPON1遺伝子多型のRR型が動脈硬化のリスクを上げている―若年健常者では？ 単著 2016年3月
放送大学大学院教育研究成果報告[学生論文集] 12   34-35    〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第48回日本動脈硬化学会学術集会 adiponectin遺伝子多型と若年健常者の動脈硬化性変化との関係 ○高田香世子、 前田真貴子、山本 勇 東京 2016年 7月15日 253   
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        
－ 452 － 53
 － 471 －
 〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 1件 麻布大学附属高等学校 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
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 － 472 －
【補遺】   
－ 454 － 55
－ 456 －
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
２８年度 
 
 
 
食 品 生 命 科 学 科 
 
－ 457 － － 457 －
 － 458 －
【氏名】 氏名 福山 正文  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 食品生命科学科 研究室名 食品衛生学研究室 職名 教授 発令年月日 2014年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布獣医科大学・獣医学部・獣医学科・1974年卒業   〔取得学位〕 獣医学博士 麻布大学 （乙第250号）  
【職歴】 1974年-1978年 1978年-1983年 1983年-1989年 1989年-1995年 1994年 1994年-1995年 1995年 1995年-2012年 1995年-2008年 1999年-2003年 2000年-2002年 2003年-2004年 2005年-2008年 2008年-2017年 2008年-2014年 2014年-現在 
麻布公衆衛生短期大学助手 麻布大学環境保健学部 助手 麻布大学環境保健学部 講師 麻布大学環境保健学部 助教授 麻布大学助教授・准教授 麻布大学大学院環境保健学研究科 環境保健科学専攻助教授 麻布大学教授 麻布大学大学院環境保健学研究科 環境保健科学専攻教授 麻布大学環境保健学部 衛生技術学科教授 麻布大学大学院環境保健学研究科専攻主任 麻布大学環境保健学部臨床検査学系主任 麻布大学環境保健学部衛生技術学科学科長 麻布大学大学院環境保健学研究科科長 麻布大学 生命・環境科学部学部長，環境保健学部長（兼任）部長（学部長含む） 麻布大学生命・環境科学部 臨床検査技術学科教授 麻布大学生命・環境科学部 食品生命科学科教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本臨床検査技師会 (国内) 日本細菌学会 (国内) 日本獣医学会 (国内) 日本食品微生物学会 (国内) 日本感染症学会 (国内) 環境と病気学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕      
 － 459 －
 〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕  
 
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 卒業論文(6;選択)、微生物学実習(1;必修)、微生物学実習(1;必修)、微生物学実習Ⅰ(1;必修)、微生物学実習Ⅱ(2;選択)、 微生物検出法・同実習(2;必修)、病原細菌ウィルス学・同実習(2;必修)、臨床微生物学Ⅰ(2;必修)、臨床微生物学Ⅱ(2;必修)、 臨床微生物学実習(1;必修)、微生物学総論(2;必修)、微生物総論(2;必修)、微生物学総論(2;選択)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 専門英語ゼミ(2;選択)、総合臨床検査学Ⅳ(2;必修)、総合臨床検査学Ⅴ(8;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 
Vero毒素産生性大腸菌感染症に関する基礎的研究, ベロ毒素産生性大腸菌、毒素型別、血清型別; 腸管系感染症に関する研究, 薬剤感受性試験、ヒト下痢症、食肉、動物、血清型別、分離;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 第12865 （1974年） 衛生検査技師免許 第21558 （1975年）   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)    
－ 458 －
 － 460 －
  2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）  
 － 461 －
  〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名 麻布獣医学園評議員   〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名 給与委員会、環境整備委員会、防災委員会   〔役職に関する事項（大学）〕 役職名 生命・環境科学部長   〔各種委員会に関する事項（大学）〕 企画委員会、麻布大学評議会評議員、学術情報センター運営委員会、薬事・食品衛生審議会臨時委員、麻布獣医学園理事・評議員（財務・管財担当）   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 460 －
 － 474 －
【氏名】 氏名 小西 良子  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 食品生命科学科 研究室名 食品安全科学研究室 職名 教授 発令年月日 2013年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 東京大学大学院・獣医畜産学部・畜産物利用学・博士課程・1983年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕    〔取得学位〕 農学博士 東京大学大学院 （751）  
【職歴】 1986年-1992年 1992年-2002年 2002年-2013年 2013年-現在 2014年-現在 2016年-現在 
国立予防衛生研究所研究員 国立感染症研究所食品毒素室長 国立医薬品食品衛生研究所衛生微生物部長 麻布大学生命・環境科学部 食品生命科学科教授 麻布大学 生命・環境科学部 食品生命科学科麻布大学大学院 環境保健学研究科長 研究科長 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 厚生労働省薬品・食品規格審議会乳肉水産部会委員 継続 食品安全委員会カビ毒・自然毒専門委員会委員 継続 厚生労働省薬品・食品規格審議会食品規格部会 委員 継続 東京都食品安全情報評価委員会委員 継続 
FAO/WHO 合同食品添加物部会専門委員 継続(2016年 6月まで) 国際がん研究機構臨時委員 継続 昭和薬科大学 動物実験倫理委員会動物実験倫理委員会の外部委員 継続 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    10 件  〔学会賞等・年〕   〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕 
  〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕   〔所属学会〕 日本農芸化学会 (国内) 日本食品衛生学会 (国内) 日本生化学会 (国内) 日本マイコトキシン学会 (国内) 日本食品微生物学会 (国内) 防菌防黴学会 (国内) 
Society of Toxicology 神奈川県獣医医師会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕 
62
 － 475 －
  〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 食品健康科学特別実験I(6.0;選択)、食品健康科学特別実験II(8.0;選択)、食品健康科学特別演習I(4.0;選択)、 食品健康科学特別演習II(2.0;選択)、食品健康科学特論(2.0;選択)、食中毒化学(2.0;必修)、食品保蔵科学・貯蔵学(2.0;必修)、 食品衛生分析学(2.0;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 科学者・研究者論(2.0;必修) 
  〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; マイコトキシンのリスクアセスメント、マイコトキシンのデトックス効果成分に関する研究  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 
HACCP トレーニング指導者 (2017年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)厚生労働科学研究費補助金食品の安全確保推進研究 28年度～29年度 小西良子 国際的に問題となる食品中のかび毒の安全性確保に関する研究 2,420千円厚生労働科学研究費補助金食品の安全確保推進研究 27年度～28年度 小西良子（研究分担者） 基準値の策定に資する食品汚染カビ毒の実態調査と生体影響評価に関する研究 5,000千円文科省 基盤研究（C）一般  28年度～29年度 小西良子 遺伝毒性を有する食品汚染カビ毒に対するシステマティックな新規安全性確保手法の開発 900千円文科省 基盤研究（C）一般  27年度～28年度 小西良子 遺伝毒性を有する食品汚染カビ毒に対するシステマティックな新規安全性確保手法の開発 1,700千円   2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)   
－ 462 － 63
 － 476 －
   2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Occurrence of beauvericin and 
enniatins in wheat flour and corn grits 
on the Japanese market, and their co-
contamination with type B 
trichothecene mycotoxins. 
共著 2016年10月 Food Addit Contam Part A Chem Anal 
Control Expo Risk 
Assess 
33(10) Yoshinari, T., Suzuki, Y.,  Sugita-Konishi, Y.,  
Ohnishi, T. and Terajima, J. 
1620-1626  
Survivability of Kudoa septempunctata 
in human intestinal conditions. 
共著 2016年 6月 Parasitol Res 115(6)   2519-2522  
Inter-Laboratory Study to Validate New 
Rapid Screening Methods for Kudoa 
septempunctata. 
共著 2016年 4月 Biocontrol Sci 21(2)
Ohnishi, T., Lim, B.,  
Nojima, N., Kunitoshi, O.,  
Inagaki, S., Makitsuru, K.,  
Sasaki, M., Nakane, K.,  
Tsuchioka, H., Horikawa, K.,  
Kawabe, M., Minegishi, Y.,  
Miyazaki, N. and  
Sugita-Konishi, Y. 
135-138  
The development of a novel, validated, 
rapid and simple method for the 
detection of sarcocystis fayeri in horse 
meat in the sanitary control setting 
共著 2016年 4月 Biocontrol Science 21(2)
Furukawa, M., Minegishi, Y., 
Izumiyama, S., Yagita, K., 
Mori, H., Uemura, T.,  
Etoh, Y., Maeda, E.,  
Sasaki, M., Ichinose, K., 
Harada, S., Kamata, Y., 
Otagiri, M.,  
Sugita-Konishi, Y. and  
Ohnishi, T.
131-134  
Cryopreservation of Kudoa 
septempunctata sporoplasm using 
commercial freezing media. 
共著 2016年 4月 Parasitol Res 116 Ohnishi, T., Fujiwara, M., Tomaru, A., Yoshinari, T. and 
Sugita-Konishi, Y. 
425-427  
NF-kB activation via MyD88-
dependent Toll-like receptor signaling is 
inhibited by trichothecene mycotoxin 
deoxynivalenol. 
共著 2016年 4月 J Toxicol Sci. 41(2)   273-279  
The effects of fluoride on the bones and 
teeth from ICR-derived 
glomerulonephritis (ICGN) mice and 
ICR mice after subacute exposure 
共著 2016年 4月 Fluoride 49(4) Hosokawa, M., Sugaya, C.,  Tsunoda, M., Kodama, Y.,  
Sugita-Konishi, Y., Ohta, H. 
and Yokoyama, K. 
417-428  
The Development of a Novel, 
Validated, Rapid and Simple Method 
for the Detection of Sarcocystis fayeri 
in Horse Meat in the Sanitary Control 
Setting. 
共著 2016年 2月 Biocontrol Sci. 21(2)
Furukawa, M., Minegishi, Y., 
Izumiyama, S., Yagita, K., 
Mori, H., Uemura, T.,  
Etoh, Y., Maeda, E.,  
Sasaki, M., Ichinose, K., 
Harada, S., Kamata, Y., 
Otagiri, M. and Ohnishi, T. 
131-134  
64
 － 477 －
論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Inter-Laboratory Study to Validate New 
Rapid Screening Methods for Kudoa 
septempunctata. 
共著 2016年 2月 Biocontrol Sci 21(2)
Ohnishi, T., Lim, B.,  
Nojima, N., Kunitoshi, O.,  
Inagaki, S., Makitsuru, K.,  
Sasaki, M., Nakane, K.,  
Tsuchioka, H., Horikawa, K., 
Kawabe, M., Minegishi, Y. 
and Miyazaki, N., 
135-138  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 生鮮魚介類の生食に関連した有症苦情事例残品に含まれる粘液胞子虫の検出 共著 2016年3月 日本食品微生物学会雑誌 33(3)
大西貴弘、都丸亜希子、 吉成知也、鎌田洋一、 小西良子 150-154    〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第111回日本食品衛生学会学術講演会 衛生規範改正前後における市販朝図家の衛生実態に関する比較検討 
山本詩織、橘 理人、 田口真澄、小西良子、 五十君静信、朝倉宏 東京 2016年 5月19日   
第37回日本食品微生物学会学術大会 
Penicillium citreonigrum株間におけるシトリオビリジン産生能の比較と毒素産生条件の検討 
田形卓巳、白鳥望美、 杉浦義紹、小林直樹、 小西良子、  2016年 9月15日～ 2016年 9月16日   
第37回日本食品微生物学会学術総会 ヒト腸管環境におけるKudoa septempunctataの生存性 
大西貴弘、藤原真理奈、都丸亜希子、吉成知也、小西良子 東京 2016年 9月15日～ 2016年 9月16日   
第37回日本食品微生物学会学術大会 発酵食品から分離された黒麹菌と近縁菌の系統分類学的研究 
鈴木佑奈、宮原彩花、 吉成知也、小林直樹、 小西良子、寺嶋 淳、 後藤慶一、高橋治男、 渡辺麻衣子 
東京 2016年 9月15日～ 2016年 9月16日   
第37回日本食品微生物学会学術大会 鹿肉に寄生するサルコシスティスの保蔵・加工要因に対する感受性 
澤谷 守、本田三緒子、平 健介、清水秀樹、 朝倉 宏、小林直樹、 小西良子  
2016年 9月15日～ 2016年 9月16日   
第112回日本食品衛生学会学術講演会 
エンドファイティックなカビPenicillium brocaeによる汚染米の安全性について 
白鳥望美、滝埜昌彦、 遠藤 治、 
Phitsanu Tulayakul、 杉浦義紹、小林直樹、 小西良子 
函館 2016年10月26日～ 2016年10月27日   
第112回日本食品衛生学会学術講演会 低温加熱試験によるノロウイルスの不活化 小菅大詞、三元昌美、 上間 匡、小林直樹、 小西良子、野田 衛 函館 2016年10月26日～ 2016年10月27日   
第112回日本食品衛生学会学術講演会 
発がん性を有するカビ毒ステリグマトシスチンの我が国に流通する食品における汚染実態 
吉成知也、竹田名菜水、寺嶋 淳、小林直樹、 小西良子 函館 2016年10月26日～ 2016年10月27日   
International Symposium of 
Mycotoxicology 2016 
Contamination of 
acetylated deoxynivalenol 
in feeds and their 
toxicokinetics in pigs 
Uchiyama, Y., Toya, K.,  
Ito, S., Kadota, T.,  
Iwanuma, A. and  
Sugita-Konishi, Y.
Tokyo 
2016年11月30日～ 2016年12月 3日   
－ 464 － 65
 － 478 －
学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
International Symposium of 
Mycotoxicology 2016 
Feed and Feed 
management factors in 
relationship to aflatoxin 
M1 contamination in bulk 
milk of small holder dairy 
farms 
Chaisri, W., 
Sugita-Konishi, Y., 
Noikreu, K., Kitima, A., 
Dam, D.van., Huntley, I. 
and Suriyasathaporn, W. 
 
2016年11月30日～ 2016年12月 3日   
International Symposium of 
Mycotoxicology 2016 
Feed characteristic 
associated with aflatoxin 
B1 contamination in 
concentrate daity cow feed
Mongkon, W., Chaisri, W.,
Sugita-Konishi, Y. and 
Suriyasathaporn, W. 
Tokyo 
2016年11月30日～ 2016年12月 3日   
International Symposium of 
Mycotoxicology 2016 
Global Survey of Aflatoxin 
M1 concentration in 
powder milk and powder 
whey products 
Huntley, I., Hojo, M., 
Hasegawa, A. Maruyama, Y.
Markovsky, R., Kobayashi, N. 
and Sugita-konishi, Y.
Tokyo 
2016年11月30日～ 2016年12月 3日   
International Symposium of 
Mycotoxicology 2016 
Phylogenic studies on 
Saccharifying activity and 
fumonisin production in 
the strains of kuro-koji 
molds and their relatives 
isolated from fermented 
foods 
Suzuki, Y., Takahashi, H., 
Yoshinari, T., Kobayashi, N.,
Sugita-Konishi, Y., 
Terajima, J., Goto, K. and 
Watanabe, M. 
Tokyo 
2016年11月30日～ 2016年12月 3日   
International Symposium of 
Mycotoxicology 2016 
Risk potential of rice 
grains contaminated with 
an endophytic fungus 
Penicillium brocae 
Shiratori, N., Takino, M., 
Endo, O., Tulayakul, P.,  
Kobayashi, N. and  
Sugita-konishi, Y.
Tokyo 
2016年11月30日～ 2016年12月 3日   
International Symposium of 
Mycotoxicology 2016 
Spread and change in 
stress resistance of shiga 
toxin-producing 
Escherichia coli O157 on 
food-related fungal 
colonies 
K-Lee, Kobayashi, N., 
Watanabe, M., 
Sugita-Konishi, Y., 
Tsubone, H., Kumagai, S. 
and Hara-Kudo, Y. 
Tokyo 
2016年11月30日～ 2016年12月 3日   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 1件 高等学校 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 
委員会等の名称 厚生労働省薬品・食品規格審議会、委員食品規格審議会 委員、厚生労働省薬品・食品規格審議会、委員乳肉衛生部会委員、食品安全委員会、カビ毒・自然毒専門委員会委員委員会委員、東京都食品安全情報評価委員情報評価委員    
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 － 479 －
 〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕  
 
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 466 － 67
 － 480 －
【氏名】 氏名 守口 徹  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 食品生命科学科 研究室名 食品栄養学研究室 職名 教授 発令年月日 2008年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 横浜市立大学・文理学部・理科 生物課程・1982年卒業   〔取得学位〕 学士（理学） 横浜市立大学 （文理大第5382号） 博士（薬学） 東京大学 （乙第13178号）  
【職歴】 1982年-2008年 1989年-1990年 1993年-1997年 1997年-2000年 2008年-現在 2012年-2016年 
湧永製薬株式会社勤務 国立がんセンター研究所 （東京大学薬学部 薬化学教室 研究生） 東京大学薬学部 薬品作用学教室研究生，受託研究員 米国国立衛生研究所(NIH: Visiting Fellow) 麻布大学生命・環境科学部 食品生命科学科教授 生命・環境科学部 食品生命科学科学科長 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    6 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本薬学会 (国内) 日本酸化ストレス学会 (国内) 日本基礎老化学会 (国内) 日本薬理学会 (国内) 日本脂質栄養学会 (国内) ホスファチジルセリン研究会 (国内) クリルオイル研究会 (国内) 
the international society for the study of fatty acids and lipids  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕    
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 － 481 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 栄養学(2;必修)、栄養学実習(1;必修)、食生活と健康科学(2;選択)、食の科学英語(2;必修)、食品機能学(3;必修)、 卒業論文(3;必修)、プレ専門ゼミ(1;必修)、フード･バイオビジネス概論(2;必修)、臨床栄養学(2;必修)、論文講読ゼミ(1;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 基礎科学英語(2;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）  
 
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 
n-3系不飽和脂肪酸に関する研究（脂質栄養学）;脳機能を含む精神・神経系, 抗ストレス, 老化, 循環器系に関する有効成分の研究  （薬効薬理学）;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 植物加工物及びその製造法   油脂組成物   新規油脂組成物     〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)      
－ 468 － 69
 － 482 －
  3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額) 授乳期におけるアラキドン酸(ARA)とドコサヘキサエン酸(DHA)の必要性の検証 0円   4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 からだを活性化させる魔法の油! 「オメガ3」レシピ 共著 2016年 2月 講談社 青木絵麻、守口 徹   カラダが変わる！油のルール 単著 2016年 1月 朝日新聞出版       〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Association of serum n-3 
polyunsaturated fatty acids with 
psychological distress in the second and 
third trimesters of pregnancy: Adjunct 
Study of Japan Environment and 
Children's Studys 
共著 2016年11月 Prostaglandins Leukot 
Essent Fatty Acid 
114 Hamazaki, K., Harauma, A.,  Tanabe, S., Namai, M.,  
Moriguchi, T. and Inadera, H. 
21-27  
Artificially reared mice exhibit high 
anxiety levels 
共著 2016年 7月 Exp Anim 63 Yasuda, H., Harauma, A.,  Kato, M., Ootomo, Y. and 
Moriguchi, T.
267-274  
Essentiality of arachidonic acid intake in 
early development 
共著 2016年 5月 Prostaglandins Leukot 
Essent Fatty Acids 
108 Hatanaka, E., Harauma, A., Yasuda, H., Watanabe, J., 
Nakamura, M., Salem, N. and 
Moriguchi, T.
51-57  
The influence of n-3 fatty acids on 
maternal behavior and brain 
monoamines in the perinatal period
共著 2016年 4月 Prostaglandins Leukot 
Essent Fatty Acids 
107 Harauma, A., Sagisaka, T., Horii, T., Watanabe, Y. and 
Moriguchi, T.
1-7  
Serum n-3 polyunsaturated fatty acids 
and psychological distress in early 
pregnancy: Adjunct case-control study 
of the Japan Environment & Children's 
Study 
共著 2016年 2月 Translational 
Psychiatry 
6 Hamazaki, K., Harauma, A., Otaka, Y., Moriguchi, T. and 
Inadera, H. 
e737  
Dataset of mouse hippocampus profiled 
by LC-MS/MS for label-free 
quantitation, Cotter DR 
共著 2016年 2月 Data Brief 7 English, JA., Scaife, C., Harauma, A., Focking, M., 
Wynne, K., Cagney, G. and 
Moriguchi, T.
341-343  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
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 〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式第18回マリンバイオテクノロジー学会 n-3系脂肪酸の脳機能への影響 原馬明子、守口 徹 函館 2016年 5月29日   
The 12th meeting of the 
international society for the 
study of fatty acids and lipids 
Serum n-3 polyunsaturated 
fatty acids and 
psychological distress in 
the second and third 
trimesters of pregnancy: 
Adjunct Study of Japan 
Environment and 
Children's Study 
Hamazaki, K., Harauma, A.,
Moriguchi, T. and 
Inadera, H. 
South Africa
2016年 9月 5日～ 2016年 9月 9日   
The 12th meeting of the 
international society for the 
study of fatty acids and lipids 
The effect of essential fatty 
acids on the body growth 
and brain development 
using artificial rearing of 
delta-6-desaturase 
knockout mice 
  South Africa 2016年 9月 5日～ 2016年 9月 9日   
The 12th meeting of the 
international society for the 
study of fatty acids and lipids 
The effect of essential fatty 
acids on the body growth 
and brain development 
using artificial rearing of 
delta-6-desaturase 
knockout mice 
Hatanaka, E., Harauma, A.,
Nakamura, M.,  
Salem, N. Jr. and 
Moriguchi, T. 
South Africa
2016年 9月 5日～ 2016年 9月 9日   
The 12th meeting of the 
international society for the 
study of fatty acids and lipids 
The influence of n-3 fatty 
acids on maternal behavior 
and brain monoamine 
content in the perinatal 
period 
Harauma, A., Sagisaka, T., 
Horii, T., Nakamura, S., 
Wakinaka, N., Watanabe, Y. 
and Moriguchi, T. 
South Africa
2016年 9月 5日～ 2016年 9月 9日   
第25回日本脂質栄養学会 妊娠中期における抑うつ症状と血中n-3系多価不飽和脂肪酸に関するケース・コントロール研究 
浜崎 景、原馬明子、守口 徹、稲寺秀邦 秋田 2016年 9月16日～ 2016年 9月17日   
第25回日本脂質栄養学会 市販されている魚卵の脂肪酸組成とその特徴について 原馬明子、勝間田祥帆、手代木栞、守口 徹 秋田 2016年 9月16日～ 2016年 9月17日    
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所 平成28年度 生涯学習講座 ～シニアライフを活き活きと～ 麻布大学 食生活における油の賢いとり方 2016年 7月22日  09：00～10：30 本学 
「必須脂肪酸と健康」研究会 サントリーウェルネス株式会社 Δ 6 不飽和化酵素欠損マウスを用いた各脂肪酸の働きについて 2016年 8月 6日  13：00～14：00 京都 
JA夢みなみ「えごま復活」プロジェクト JA夢みなみ 食生活における油の賢い摂り方 2016年10月15日  12：00～14：30 福島県白河市 
第231回公開セミナー 岩手県生物工学研究所 生活におけるオメガ 3 系脂肪酸の重要性 2016年11月 4日  09：00～10：30 岩手県北上市 第3回 応用脳科学アカデミー NTTデータ経営研究所 脳機能における必須脂肪酸の役割 2016年12月13日  14：00～16：00 東京 
JA夢みなみ 「えごま復活」プロジェクト JA夢みなみ 私たちの健康とえごま油 2017年 2月18日  13：00～15：00 福島県白河市   〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）   
－ 470 － 71
 － 484 －
 〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数 1.5   〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日 話題の“体に良い油”を使いこなそう！～油の新常識～ L4 YOU、テレビ東京 2016年 4月14日 
NHK まる得マガジン オイルの賢い使い方 NHK出版 2016年 6月 1日 今すぐオメガ3系脂肪酸を摂らねばならない理由がある、食べるウェルネスオイル オイル美容バイブル，クロワッサン特別編集、マガジンハウス社 2016年 6月 5日 そのエキストラバージンは本物？調べてわかった本当の“健康効果” 日経トレンディー 8月号、日経BPマーケティング社 2016年 7月 4日 えごま油のチカラ ひるまえほっと、NHK 2016年 7月20日 老ける油は減らすべし、若返る油は増やすべし，日経おとなのOFF 特別編集 50歳から始める「安心老後」準備大全集、日経BPマーケティング社 2016年 8月12日 
SUNSTAR PLEASURE PICK UP 
J-WAVE TOKYO MORNING RADIO、FM 
J-WAVEラジオ 2016年 8月30日 「アマニ油」「えごま油」美と健康によい油の摂り方と控え方 1-5 太陽笑顔fufufu、ロート製薬、http://fufufu.rohto.co.jp/feature/33401/ 2016年 9月 5日 「油」があなたの寿命を決める 週刊現代、講談社 2016年10月 8日 
72
 － 485 －
タイトル 媒体 年月日 飲むオイルで美肌・美腸に！、老けない人の朝&夜カラダ習慣 日経BPマーケティング社 2016年11月19日 えごま油 おしえて！美bien!!!、Tokyo MX 2016年12月 8日 飲むオイルで美肌美腸に！ 日経BPマーケティング、日経ヘルス 3月号特別付録 2017年 2月 2日 一生若くいられる油の摂り方 KKベストセラーズ、一個人3月号 2017年 2月10日   〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 472 － 73
 － 485 －
【氏名】 氏名 武田 守  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 食品生命科学科 研究室名 食品生理学研究室 職名 教授 発令年月日 2014年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 群馬大学・医学研究科・内分泌生理学・博士課程・1990年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・・1984年卒業 麻布大学・獣医学研究科・・1986年卒業   〔取得学位〕 医学博士 群馬大学 （医博第383号）  
【職歴】 1990年-1995年 1995年-2003年 1999年-2000年 2003年-2014年 2014年-現在 2014年-現在 2016年-現在 
日本歯科大学歯学部助手 日本歯科大学歯学部講師 オークランド大学医学部（ニュージーランド）研究員 日本歯科大学生命歯学部助教授・准教授 麻布大学生命・環境科学部 食品生命科学科教授 麻布大学大学院環境保健学研究科教授 麻布大学生命・環境科学部 食品生命科学科長 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    5 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本生理学会 (国内) 歯科基礎医学会 (国内) 日本神経科学会 (国内) 日本口腔顔面痛学会 (国内) 日本疼痛学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕     
74
 － 486 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 生体機能学特論(2.0;必修)、卒業論文(6.0;必修)、基礎生物学同実習(2.0;必修)、生理学(2.0;必修)、生理学実習(2.0;必修)、 薬理学(2.0;必修)、論文購読ゼミ(1.0;必修)、食の科学英語(2.0;必修)   〔教育担当科目（大学院）〕   ・科目名，単位数 生体機能学特論(2.0;)、生体機能学特別演習Ⅰ(4.0;)、生体機能学特別実験Ⅰ(6.0;)、生体機能学特別演習Ⅱ(2.0;)、 生体機能学特別実験Ⅱ(8.0;)、生体機能学特別実験Ⅲ(2.0;)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 科学者・研究者論(2.0;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）  
 
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 炎症性疼痛に対するポリフェノールとDHAの抑制効果;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許（第24433号）(1986年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)    
－ 474 － 75
 － 487 －
  3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額) 食品素材の機能性研究 0円
AP軟膏の疼痛緩和評価に関する研究 0円   4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Modulatory mechanism of nociceptive 
neuronal activity by dietary constituents 
resveratrol. 
共著 2016年10月 International Journal 
of Molecular Science
17 Takeda, M., Takehana, S., Sekiguchi, K., Kubota, Y. and 
Shimazu, Y.
17  
Local administration of resveratrol 
inhibits excitability of nociceptive wide-
dynamic range neurons in rat trigeminal 
spinal nucleus caudalis. 
共著 2016年 7月 Brain Research 
Bulletin 
124 Shimazu, Y., Shibuya, E.,  Takehana, S., Sekiguchi, K., 
Oshima, K., Kamata, H., 
Karibe, H. and Takeda, M. 
262-268  
Resveratrol attenuates inflammation-
induced hyperexcitability of trigeminal 
spinal nucleus caudalis neurons 
associated with hypealgesia in rats 
共著 2016年 3月 Molecular Pain 12
Sekiguchi, K., Takehana, S., 
Shibuya, E., Matsuzawa, N., 
Hidaka, S., Kanai, Y.,  
Inoue, M., Kubota, Y., 
Shimazu, Y. and Takeda, M. 
I-II  
Recent advances in basic research on 
the trigeminal ganglion 
共著 2016年 3月 Journal of 
Pnysiological Science
66 Goto, T., Oh, SB., Takeda, M., Shinoda, M., Sato, T.,  
Gunjikake, KK. and Iwata, K. 
381-3816  
Systemic administration of resveratrol 
suppress the nociceptive neuronal 
activity of spinal trigeminal nucleus 
caudalis in rats 
共著 2016年 1月 Brain Research 
Bulletin 
120 Takehana, S., Sekiguchi, K., Inoue, M., Kubota, Y., Ito, Y., 
Yui, K., Shimazu, Y. and 
Takeda, M.
117-122  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考              
76
 － 488 －
 〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
The 39th Annual Meeting of 
the Japan Neuroscience 
Society 
Systemic administration of 
resveratrol suppress the 
nociceptive neuronal 
activity of spinal 
trigeminal nucleus caudalis 
in rats 
Takehana, S., Sekiguchi, K.,
Inoue, M., Kubota, Y.,  
Ito, Y., Yui, K.,  
Shimazu, Y. and Takeda, M.
Yokohama 2016年 7月22日 206  
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕  
－ 476 － 77
 － 489 －
  〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
78
 － 490 －
【氏名】 氏名 良永 裕子  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 食品生命科学科 研究室名 食品分析化学研究室 職名 教授 発令年月日 2014年10月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 東京大学・農学系研究科・水産学・修士課程・1984年修了 東京大学・農学系研究科・水産学・博士課程・1987年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 東京薬科大学・薬学部・薬学科・1982年卒業   〔取得学位〕 薬学士 東京薬科大学 農学修士 東京大学 農学博士 東京大学 （962）  
【職歴】 1987年-1989年 1989年-1991年 1991年-1992年 1993年-1998年 1999年-2008年 1999年-2003年 2007年-2012年 2012年-2014年 2014年-現在 
東京大学日本学術振興会特別研究員 東京大学研究生 日本赤十字看護大学非常勤講師 トキワ松学園横浜美術短期大学非常勤講師 三重大学非常勤講師 三重中京大学非常勤講師 戸板女子短期大学非常勤講師 戸板女子短期大学教授 麻布大学生命・環境科学部 食品生命科学科教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    2 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本食品化学学会 (国内) 日本水産学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕  
  
－ 478 － 79
 － 491 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 有機化学(2.0;必修)、機器分析・同実習(2.0;必修)、食品分析化学(2.0;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数    〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 食の安全を脅かす危害物質の検出;食品の生産･加工･保存方法の違いによる呈味変化について;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 薬剤師 (1982年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額) セミドライ野菜のうま味成分について 50万円「おいしさ」向上作用の多面的な解析及び影響を受ける食品の検討 100万円   3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)    
80
 － 492 －
   4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
The effects of baits and water 
temperature on taste components after 
storage of the Pacific oyster, 
Crassostrea gigas 
共著 2016年12月 Japanese Journal of Food Chemistry and 
Safety 
23(3) Kitaoka, C., Yamamoto, J.,  Sakamiya, A. K., Yano, T.  
and Kato-Yoshinaga, Y. 
133-140  
Taste component analysis of Pacific 
oysters cultured in Konagai, Nagasaki 
and taste evaluation using a 
taste-sensing system 
共著 2016年 8月 Japanese Journal of Food Chemistry and 
Safety 
23(2)
Kitaoka, C., Hosoe, J., 
Hakamatsuka, T., Araya, K., 
Habara, M., Ikezaki, H., 
Hamada-Sato, N.,  
Shinagawa, A., Yamamoto, J. 
and Kato-Yoshinaga, Y. 
63-71  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
          〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
日本水産学会 脱水シートによるマガキの品質変化に関する研究 西山良子、北岡千佳、 良永加藤裕子、 濱田佐藤奈保子   2016年 3月   
日本食品化学学会 広島県産マガキの蓄養におけるエサおよび水温が呈味成分におよぼす影響 山本純平、北岡千佳、 中村 亮、良永裕子   2016年 5月    
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数       
－ 480 － 81
 － 493 －
 〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 2件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕     
82
 － 494 －
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 482 － 83
 － 503 －
【氏名】 氏名 島津 德人  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 食品生命科学科 研究室名 食品生理学研究室 職名 准教授 発令年月日 2014年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・環境畜産学科・1997年卒業 日本歯科大学・・・その他   〔取得学位〕 博士（歯学） 日本歯科大学 （乙1310）  
【職歴】 1997年-2014年 1999年-1999年 2000年-2000年 2001年-2002年 2012年-2014年 2012年-2013年 2014年-現在 
日本歯科大学専任講師 モントリオール大学大学等非常勤研究員 モントリオール大学大学等非常勤研究員 モントリオール大学大学等非常勤研究員 東邦歯科医療専門学校 麻布大学 麻布大学生命・環境科学部 食品生命科学科准教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    4 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本歯科基礎医学会 (国内) 日本病理学会 (国内) 日本神経科学学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕        
484
 － 504 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 労働生理学Ⅰ(;必修)、労働生理学Ⅱ(;必修)、卒業論文(;必修)、解剖学・同実習(;必修)、解剖組織学(;必修)、 解剖組織学実習(;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 フレッシャーズセミナー(;必修)、論文講読ゼミ(;必修)、食の科学英語(;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 口腔癌の臨床診断と浸潤・転移機構の多次元解析;歯科矯正治療に伴う疼痛発現機序;食品の栄養機能・感覚機能・生体調節機能のメカニズム  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)       2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)      3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)    
－ 484 － 485
 － 505 －
  4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Age-Related Renal Microvascular 
Changes: Evaluation by Three-
Dimensional Digital Imaging of the 
Human Renal Microcirculation Using 
Virtual Microscopy 
共著 2016年11月      
Modulatory Mechanism of Nociceptive 
Neuronal Activity by Dietary 
Constituent Resveratrol 
共著 2016年 9月      
Local administration of resveratrol 
inhibits excitability of nociceptive wide-
dynamic range neurons in rat trigeminal 
spinal nucleus caudalis 
共著 2016年 6月      
Resveratrol attenuates inflammation-
induced hyperexcitability of trigeminal 
spinal nucleus caudalis neurons 
associated with hyperalgesia in rats
共著 2016年 4月      
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所      
486
 － 506 －
  〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 1件 麻布大学付属高校 派遣数 1件 小岩高校   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日 レスベラトロールが炎症による痛みを緩和 プレスリリース 2016年7月14日   〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）    
－ 486 － 487
 － 507 －
【補遺】   
488
 － 464 －
【氏名】 氏名 大仲 賢二  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 食品生命科学科  研究室名 食品衛生学研究室 職名 講師 発令年月日 2016年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・獣医学科・1993年卒業   〔取得学位〕 博士（学術） 麻布大学 （乙第19号）  
【職歴】 1993年-2007年 2007年-2010年 2010年-2016年 2016年-現在 
麻布大学環境保健学部衛生技術学科 微生物学助手 麻布大学生命・環境科学部臨床検査技術学科助教 麻布大学生命・環境科学部臨床検査技術学科講師 麻布大学生命・環境科学部食品生命科学科講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    1 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本獣医学会 (国内) 日本感染症学会 (国内) 日本獣医師会 (国内) 日本食品微生物学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 微生物学実習(1;必修)2E、微生物検出法・同実習(2;必修)2E、卒業論文(2;選択)、微生物学実習(1;必修)2M、微生物学実習(1;必修)2F、臨床微生物学実習(1;必修)3M、病原細菌学・ウィルス学・同実習(2;必修)3F、食品衛生学実習(1;必修)3F      
－ 488 － 89
 － 465 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 フレッシャーズセミナー(1;必修)1F   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 
Vibrio vulnificus 感染症に関する基礎的研究,Vibrio vulnificus;Enterobacter sakazakii感染症に関する基礎的研究,Enterobacter sakazakii;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許（31413）（1993年） 衛生検査技師免許（1993年）   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)       2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)      3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)      4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）  
90
 － 466 －
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 各 種 食 肉 お よ び 牛 糞 便 由 来
Escherichia coli ならびに馬肉由来腸内細菌科菌群からの基質特異性拡張型β-ラクタマーゼ（ESBL）産生菌の検出 
共著 2016年 防菌防黴誌 44 石﨑直人、小林知樹、 大仲賢二、李 新一、 古畑勝則 287-291  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
      
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数  
－ 490 － 91
 － 467 －
  〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】      
92
 － 493 －
【氏名】 氏名 小林 直樹  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 食品生命科学科 研究室名 食品安全科学 職名 講師 発令年月日 2015年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 東京工業大学・生命理工学研究科・生体システム専攻・修士課程・2004年修了 東京工業大学・生命理工学研究科・・博士課程・2007年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 東京工業大学・生命理工学部・生体機構学科・2002年卒業   〔取得学位〕 博士（理学） 東京工業大学 理博第1815号  
【職歴】 2007年-2012年 2012年-2014年 2014年-2015年 2014年-2015年 2015年-現在 
東京工業大学大学院大学等非常勤研究員 国立医薬品食品衛生研究所大学等非常勤研究員 東京農業大学非常勤講師 東京工業大学大学院大学等非常勤研究員 麻布大学生命・環境科学部 食品生命科学科講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    2 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本進化学会 (国内) 日本食品衛生学会 (国内) 日本食品微生物学会 (国内) 日本防菌防黴学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 基礎化学(2.0;必修)、基礎化学実習(1.0;必修)、生化学(2.0;必修)、生化学(2.0;必修)、生化学実習(1.0;必修)、 食物アレルゲン論(2.0;選択) 
－ 492 －
 － 494 －
  〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 フレッシャーズセミナー(2.0;必修)、卒業論文(6.0;必修)、論文講読ゼミ(1.0;必修) 
  〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     
 － 495 －
 〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Coordinately Co-opted Multiple 
Transposable Elements Constitute an 
Enhancer for wnt5a Expression in the 
Mammalian Secondary Palate. 
共著 2016年10月 PLOS ONE e1006380   e1006380  
Association of Cell-adhesion Activities 
with Virulence in Shiga toxin-
producing Escherichia coli O103:H2 
共著 2016年3月 Biocontrol Science 21(1) ◎Kobayashi, N., Maeda, E.,  Saito, S., Furukawa, I.,  
Ohnishi, T., Watanabe, M.,  
Terajima, J. and Hara-Kudo, Y. 
57-61  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第10回日本ゲノム微生物学会年会 
データベースから選出されたカビアレルゲン候補遺伝子の 
Aspergillus属内における配列比較とアレルゲン性の検討 
○大波純一、小林直樹、渡辺麻衣子、山田 修、水谷 治、高橋 徹、川上裕司、橋本一浩、清水公徳、髙橋治男、知花博治、鎌田洋一 
東京 2016年 3月 4日～ 2016年 3月 5日   
日本マイコトキシン学会第80回学術講演会 
Aspergillus section 
Versicolores におけるステリグマトシスチン産生菌種の分子生物学的検出方法の開発 
○小林直樹、窪崎敦隆、渡辺麻衣子、小沼ルミ、上原さとみ、高橋由美、矢内美幸、寺嶋 淳、髙橋治男、高鳥浩介、小西良子 
東京 2016年 7月 7日～ 2016年 7月 7日   
日本マイコトキシン学会第80回学術講演会 
食菌性昆虫ヒメマキムシから分離されたカビの種類とそのマイコトキシン産生能 
○吉浪誠、中山裕斗、 寺田真也、元杉美保、 鈴木 望、滝埜昌彦、 小林直樹、小西良子 東京 
2016年 7月 7日～ 2016年 7月 7日   
日本進化学会第18回大会 Aspergillus versicolor の系統分類とステリグマトシスチン産生能の検討 
○小林直樹、渡辺麻衣子、吉成知也、矢内美幸、 杉浦義紹、高橋治男、 寺嶋 淳、小西良子 東京 
2016年 8月25日～ 2016年 8月26日   
第37回日本食品微生物学会学術大会 
Penicillium citreonigrum 株間におけるシトレオビリジン産生のの比較と毒素産生条件の検討 
○田形卓巳、白鳥望美、杉浦義紹、小林直樹、小西良子 東京 2016年 9月15日～ 2016年 9月16日   
－ 494 －
 － 496 －
学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第37回日本食品微生物学会学術大会 
エンドファイティックなカビPenicillium brocae による汚染米の安全性について 
○白鳥望美、滝埜昌彦、遠藤 治、 
Phitsanu Tulayakul、 杉浦義紹、小林直樹，小西良子 
東京 2016年 9月15日～ 2016年 9月16日   
第37回日本食品微生物学会学術大会 発酵食品から分離された黒麹菌と近縁菌の系統分類学的研究 
○鈴木佑奈、宮原彩花、吉成知也、小林直樹、 小西良子、寺嶋 淳、 後藤慶一、高橋治男、 渡辺麻衣子 
東京 2016年 9月15日～ 2016年 9月16日   
第37回日本食品微生物学会学術大会 鹿肉に寄生するサルコシスティスの保蔵・加工要因に対する感受性 
○澤谷 守、本田三緒子、平 健介、清水秀樹、 朝倉 宏、小林直樹、 小西良子 東京 
2016年 9月15日～ 2016年 9月16日   
第112回日本食品衛生学会学術講演会 低温加熱試験によるノロウイルスの不活化 ○小菅大詞、三元昌美、上間匡、小林直樹、 小西良子、野田 衛 函館 2016年10月26日～ 2016年10月27日   
第112回日本食品衛生学会学術講演会 
発がん性を有するカビ毒ステリグマトシスチンの我が国に流通する食品における汚染実態 
○吉成知也、竹田名菜水、寺嶋 淳、小林直樹、小西良子 函館 2016年10月26日～ 2016年10月27日   
Internathional Sumposium of 
Mycotoxicology 2016 
Global Survey of Aflatoxin 
M1 concentration in 
powder milk and powder 
whey products 
○Huntley, I., Hojo, M.,  
Hasegawa, A., Maruyama, Y., 
Markovsky, R.,  
Kobayashi, N. and  
Sugita-Konishi, Y.
Tokyo 
2016年11月30日～ 2016年12月 3日   
Internathional Sumposium of 
Mycotoxicology 2016 
Phylogenetic studies on 
Saccarifying activity and 
fumonisin production in 
the strains of kuro-koji 
molds and their relatives 
isolated from fermented 
foods 
○Suzuki, Y., Takahashi, H., 
Yoshinari, T., Kobayashi, N., 
Sugita-konishi, Y.,  
Terajima, J., Goto, K. and 
Watanabe, M. 
Tokyo 
2016年11月30日～ 2016年12月 3日   
Internathional Sumposium of 
Mycotoxicology 2016 
Risk potential of rice 
grains contaminated with 
an endophytic fungus 
Penicillium brocae 
○Shiratori, N., Takino, M., 
Endo, O., Tulayakul, P.,  
Kobayashi, N. and  
Sugita-Konishi, Y.
Tokyo 
2016年11月30日～ 2016年12月 3日   
Internathional Sumposium of 
Mycotoxicology 2016 
Spread and change in 
stress resistance of shiga 
toxin-producing 
Escherichia coli O157 on 
food-related fungal 
coonies 
○Lee, K., Kobayashi, N., 
Watanabe, M.,  
Sugita-Konishi, Tsubone, H., 
Kumgai, S. and  
Hara-Kudo, Y. 
Tokyo 
2016年11月30日～ 2016年12月 3日   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   
 － 497 －
 〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 
   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）  
 
【補遺】   
－ 496 －
 － 518 －
【氏名】 氏名 山本 純平  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 食品生命科学科 研究室名  職名 助教 発令年月日 2015年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 東京農業大学・・・博士課程・修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕    〔取得学位〕 博士(食品栄養学) 東京農業大学  
【職歴】 2015年-現在 麻布大学生命・環境科学部 食品生命科学科助教 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本農芸化学会 日本栄養・食糧学会 日本フードファクター学会 日本食品化学学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 公衆栄養学(2.0;選択)、食品学(2.0;必修)、食品生化学(2.0;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 栄養学実習(1.0;必修)、食品学実習(1.0;必修) 
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 〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 管理栄養士免許 (2010年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
 
 
 
 
 
－ 498 － 49
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（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
日本食品化学学会 第22回総会・学術大会 
広島県産マガキの蓄養におけるエサおよび水温が 呈味成分におよぼす影響 
○山本純平、北岡千佳、中村 亮、良永裕子   2016年～2016年   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数   
0
 － 521 －
 〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 
   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 500 － 0
 － 502 －
【氏名】 氏名 北岡 千佳  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 食品生命科学科 研究室名 食品分析化学研究室 職名 助教 発令年月日 2016年10月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 東京農業大学・農学研究科・食品栄養学専攻・修士課程・修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 東京農業大学 応用生物科学部 栄養科学科 食品栄養学専攻 卒業   〔取得学位〕 博士（学術） 三重大学 地博乙第6号  
【職歴】 2008年-2013年 2013年-2016年 2016年-現在 
戸板女子短期大学食物栄養科助手 戸板女子短期大学食物栄養科助教 麻布大学生命・環境科学部 食品生命科学科助教 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    2 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本栄養食糧学会 (国内) 日本農芸化学学会 (国内) 日本調理科学学会 (国内) 日本食品化学学会 (国内) 日本水産学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数     
 － 503 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 基礎化学実習、機器分析学・同実習 
  〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 フードスペシャリスト資格 (2006年) 第0240158号 管理栄養士免許 (2009年) 第144765号   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     
－ 502 －
 － 504 －
 〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
The effects of baits and water 
temperature on taste components after 
storage of the Pacific oyster, 
Crassostrea gigas 
共著 2016年9月 Japanese Journal of Food Chemistry and 
Safety 
23(3) ◎Kitaoka, C., Yamamoto, J.,  Sakamiya, K. A., Yano, T. and 
Kato-Yoshinaga, Y. 
133-140  
Taste component analysis of Pacific 
oysters cultured in Konagai, Nagasaki 
and taste evaluation using a taste-
sensing system 
共著 2016年4月 Japanese Journal of Food Chemistry and 
Safety 
23(2)
◎Kitaoka, C., Hosoe, J.,  
Hakamatsuka, T., Araya, K.,  
Habara, M., Ikezaki, H.,  
Hamada-Sato, N.,  
Shinagawa, A., Yamamoto, J. 
and Kato-Yoshinaga, Y. 
63-71  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
日本水産学会春季大会 脱水シートによるマガキの品質変化に関する研究 
西山良子、北岡千佳、 良永（加藤）裕子、 濱田（佐藤）奈保子   2016年 3月   
日本食品化学学会第22回総会・学術大会 
広島県産マガキの蓄養におけるエサおよび水温が呈味成分におよぼす影響 
山本純平、北岡千佳、 中村 亮、良永裕子   2016年 6月   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）   
 － 505 －
 〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 
   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 504 －
－ 506 －
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
２８年度 
 
 
 
環 境 科 学 科 
 
－ 507 － － 507 －
 － 524 －
【氏名】 氏名 伊藤 彰英  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 環境科学科 研究室名 環境分析学研究室 職名 教授 発令年月日 2013年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 名古屋大学・工学研究科・修士課程・1993年修了 名古屋大学・工学研究科・博士課程・1995年中途退学 名古屋大学・その他   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕    〔取得学位〕 博士（工学） 名古屋大学  
【職歴】 2013年-現在 麻布大学生命・環境科学部 環境科学科教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    1 件  〔学会賞等・年〕   〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕   〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕   〔所属学会〕  
 
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 分析化学(;必修)、分析化学(;必修)、分析化学実習(;必修)、機器分析学・同実習(;必修)、機器分析学・同実習(;必修)、 環境計量分析化学(;必修)、環境計量分析化学実習(;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 リサーチローテーション(;選択)、環境科学概論(;選択)、科学技術英語(;選択) 
  
08
 － 525 －
 〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額) 伊豆大島・三宅島沿岸の海藻消失海域の海水中微量元素の分析（東京都島しょ農林水産総合センター） 500,000円水酸化鉄系沈・キレート樹脂ハイブリッド脱塩濃縮を済処理とするCP-MS法による海水中ヒ素、セレンとその他微量金属元素の同時定量（ジーエルサイエンス株式会社） 150,000円   4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）      
－ 508 － 09
 － 526 －
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Direct Determination of Cadmium in 
Seawater by Standard Addition ICP-
QMS/QMS with an ORC 
共著 2016年12月 Analytical Sciences 32(12) Zhu, Y. and Itoh, A. 1301-1306  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式       
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所       〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    
10
 － 527 －
 〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕  
 
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 510 － 11
 － 528 －
【氏名】 氏名 稲葉 一穂  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 環境科学科 研究室名 水環境学研究室 職名 教授 発令年月日 2014年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 東京理科大学・理学研究科・化学専攻・博士課程・1985年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕    〔取得学位〕 理学博士 東京理科大学  
【職歴】 1985年-1990年 1990年-2003年 2003年-2014年 2014年-現在 
国立公害研究所研究員 国立環境研究所主任研究員 国立環境研究所室長 麻布大学生命・環境科学部 環境科学科教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 国立研究開発法人日本原子力研究開発機構博士研究員研究業績評価委員会博士研究員研究業績評価委員 (2017年 3月まで) 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件  〔学会賞等・年〕   〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕   〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕   〔所属学会〕 日本分析化学会 (国内) 日本化学会 (国内) 日本水環境学会 (国内) 日本溶媒抽出学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数      
12
 － 529 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数  
  〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
－ 512 － 13
 － 530 －
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
The Society of Toxicology 
55th Annual Meeting and 
ToxExpo 
Wheat bran enhances 
urinary elimination and 
reduces mercury levels in 
blood and brain after 
methylmercury exposure 
in mice 
Nagano, M., Fujimura, M. 
and Inaba, K. 
New Orleans 2016年 3月14日 p170  
日本土壌肥料学会2016年度佐賀大会 E-wasteに由来する金属類の土壌中での溶出拡散挙動 村田智吉、稲葉一穂、 山村茂樹、岩崎一弘 佐賀 2016年 9月20日～ 2016年 9月22日    
第6回CSJ化学フェスタ2016 ホタテ貝殻と鉄塩を用いた新規ヒ素吸着剤の合成とその性能評価 
芳賀 亮、上田佳世、 稲葉一穂、伊藤彰英、 吉川裕泰、竹本俊春 東京 2016年11月14日    
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所       〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件 
14
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  〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ 健康で快適な生活と水質汚染 －化学物質使用のメリット・デメリット－ 時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第36回麻布環境科学研究会 湖底泥柱状試料中の化学物質濃度から見た手賀沼流域の生活排水汚染の歴史 
松本啓吾、三原千明、 櫻井清悟、三瓶夏輝、 竹内友一、稲葉一穂 相模原 2016年10月 1日 22-23  
  〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕  
 
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 514 － 15
 － 546 －
【氏名】 氏名 遠藤 治  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 環境科学科 研究室名 環境衛生学研究室 職名 教授 発令年月日 2016年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 麻布大学大学院・獣医学・獣医学・修士課程・1984年修了 麻布大学大学院・獣医学・獣医学・博士課程・1987年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・獣医学科・1982年卒業   〔取得学位〕 獣医学修士 麻布大学大学院  獣医学博士 麻布大学大学院 （甲第49号）  
【職歴】 2008年-2014年 2014年-2016年 2016年-現在 
麻布大学生命・環境科学部 食品生命科学科准教授 麻布大学生命・環境科学部 環境科学科准教授 麻布大学生命・環境科学部 環境科学科教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 日本薬学会環境・衛生部会試験法委員会空気試験法専門委員会専門委員 継続 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    1 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本環境変異原学会 (国内) 大気環境学会 (国内) 日本獣医師会 (国内) 日本薬学会 (国内) 室内環境学会 (国内) 日本環境化学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕        
1
 － 547 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 大気環境学(2;必修)、毒性学(2;必修)、化学物質毒性評価学(2;選択)、卒業論文(3;必修)、毒性学(2;必修)、毒性学実習(1;必修)、リスク評価･コミュニケーション論(2;必修)、論文講読ゼミ(1;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 リサーチローテーション、環境衛生学、環境衛生学実習   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）  
 
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 登録番号23060（1984年）   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)      3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)    
－ 516 － 1
 － 548 －
  4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Mutagenic Activity of Airborne 
Particles In Center of Metropolitan 
Tokyo over the Past 20 Years 
共著 2016年 1月 Journal of Environmental 
Chemistry
26(1) ◎Endo, O., Goto, S., Nakajima, D. and  
Matsushita, H.
1-7  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
日本薬学会第136年会 チアベンダゾールのAhR活 性 化 増 強 機 構 ：
CYP1A1酵素阻害に着目した解析 
田野辺潤、成瀬理紗、 田崎愛佳、梅村隆志、 遠藤 治、出川雅邦、 吉成浩一、関本征史 
横浜市 パシフィコ横浜 2016年 3月16日～ 2016年 3月29日   
日本薬学会第136年会 アブラナ科葉物野菜の抗変異原活性 
樋木真夏、水沼佳奈、 内山華奈子、秋場 望、今井淳嗣、関本征史、 遠藤 治 
横浜市 パシフィコ横浜 2016年 3月26日～ 2016年 3月29日   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）   
1
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 〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称 相模原市環境審議会委員   〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 518 － 1
 － 536 －
【氏名】 氏名 Patrick Collins  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 環境科学科 研究室名 経済環境研究室 職名 教授 発令年月日 2008年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 
London Univ.  Imperial College Mgt School・・・1978年修了 
London Univ.  Imperial College Mgt School・・・1983年修了 
Cambridge Univ・Economics Department・・1976年卒業   〔取得学位〕 経済学修士 London Univ.  Imperial College Mgt School 経済学博士 London Univ.  Imperial College Mgt School  
【職歴】 1978年-1980年 1983年-1991年 1991年-1992年 1991年-1992年 1992年-1995年 1992年-1993年 1993年-1998年 1994年-2001年 1996年-2001年 1999年-現在 2002年-2004年 2002年-現在 2003年-現在 2008年-現在 
European Space Agencyコンサルタント 
London Univ. Imperial College Mgt. School講師 
London Univ. Imperial College Mgt. School助教授 文部省宇宙科学研究所招聘研究員 法政大学経営学部客員教授 科学技術庁フェローその他（教員以外） 東京大学先端科学技術研究センター客員研究員 文部科学省宇宙科学研究所招聘研究員 宇宙開発事業団協同研究員 麻布大学環境保健学部 環境政策学科教授 日本大学非常勤講師 法政大学非常勤講師 大学院環境保健学研究科環境衛生政策専攻授業担当（修士課程） 麻布大学生命・環境科学部 環境科学科教授  
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件  
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕 
 
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕 
 
 〔所属学会〕 日本金融学会 日本経済政策学会 太陽発電衛星研究会 日本宇宙旅行協会  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
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 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕  
 
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 エネルギー環境論(2;必修)、環境経営論(2;選択)、環境経済学(2;必修)、基礎ゼミ(1;選択)、経済政策(2;選択)、経済学入門(2;必修)、環境政策演習(1;必修)、卒業論文(3;必修)、現代経済学(2;選択)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 環境フィールドスタディⅠ(1;選択)、リサーチローテーションB(1;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; クリーンなエネルギー、継続的経済成長,クリーンなエネルギー、継続的経済成長;クリーン・エネルギー、継続的経済成長、 イノベーション,クリーン・エネルギー、継続的経済成長、イノベーション;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)       2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)    
－ 520 － 21
 － 538 －
  3）受託研究 研究課題名 金額(年度配分額)      4）その他 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考       〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 産業用ヘンプを取り巻く問題と可能性 単著  農業経営者 No.259 10月号 Collins, P. 24-27    〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
          〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
日本経済政策学会大会 
Encouraging the “5th 
Industrial Revolution” – 
the Spread of Economic 
Development into Space – 
Can Overcome the 
Deceleration in the World 
Economy Caused by the 
“4th Industrial Revolution”
Collins, P.、荒井 誠  2016年11月 5日   
農業技術通信社セミナー 産業用麻の栽培で、日本の文化を取り戻すように Collins, P.  2016年11月 1日   
宇宙科学技術連合会 2C14 内閣府の「宇宙ビジョン」で、宇宙旅行を重視すべき Collins, P.  2016年10月26日   
宇宙科学技術連合会 2C12 宇宙旅行のプレーヤーの今 Collins, P.、長谷川敏生、高野 忠  2016年10月26日   
ロケット交流会 月面飛翔競技場プロジェクトは、日本経済を救う Collins, P.  2016年 9月24日   
招待講演 
Taiping High School The Great Potential of the Coming Space Travel 
Industry 
Collins, P.  2016年 9月13日   
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学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
招待講演 
Pangkor Dialogue The Promise of “NewSpace” for 
Sustainable Development
Collins, P.  2016年 9月11日   
招待講演 日本財団第238回J.I.フォーラム 大麻についてきちんと勉強してみよう Collins, P.  2016年 8月21日   
招待講演 
Perak State Government 
The Coming New Space 
Industry and Its Potential 
Global Impact 
Collins, P. Malaysia 2016年 8月10日   
招待講演 日仏ヘンプ国際交流シンポ 産業用ヘンプを巡る法律問題 Collins, P. 東京 2016年 7月24日   招待講演 
PATIA 
日本の麻産業の正常化へ Collins, P. 東京 2016年 6月21日   
招待講演 北海道産業用麻プロジェクト 日本の麻産業の正常化への進歩について Collins, P.  2016年 3月21日   
第36回宇宙エネルギーシンポジウム 宇宙太陽発電学会の必要なアップデートについて Collins, P. JAXA 宇宙科学研究所 2016年 2月24日 
https://repo
sitory.exst.j
axa.jp/dspa
ce/bitstrea
m/a-is/6146
62/1/SA60
00085012.p
df 
 
招待講演 中小企業団体中央会 未来の物流ビジネス宇宙旅行 Collins, P. 千葉県 2016年 2月18日   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数 法政大学 Japan Economy Ⅱ （選択） 4   〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数  派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       
－ 522 － 23
 － 540 －
  〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動   
【補遺】   
24
 － 541 －
【氏名】 氏名 大河内 由美子  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 環境科学科 研究室名 水環境学研究室 職名 准教授 発令年月日 2013年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 京都大学・工学研究科・衛生工学専攻・修士課程・1996年修了 京都大学・工学研究科・環境工学専攻・博士課程・2000年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 京都大学・工学部・衛生工学科・1994年卒業   〔取得学位〕 博士（工学） 京都大学（2000年） 学位番号1990  
【職歴】 2001年-2004年 2004年-2008年 2008年-2013年 2013年-現在 
国立環境研究所NIESポスドクフェロー 京都大学大学院助教 京都大学大学院助教 麻布大学生命・環境科学部 環境科学科准教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 公益財団法人日本水道技術研究センター浄水技術支援委員会委員 継続 日本水環境学会JWET部会委員 継続 神奈川県環境審議会委員 継続 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件  〔学会賞等・年〕   〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕   〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕   〔所属学会〕 土木学会 (国内) 日本水環境学会 (国内) 京都大学環境衛生工学研究会 
International Water Association  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 卒業論文(6.0;選択)、水質衛生学(2.0;必修)  
－ 524 － 25
 － 542 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 リサーチローテーションA(1.0;必修)、環境計量分析化学実習(2.0;必修)、科学技術英語(2.0;必修)、地球共生論(2.0;選択)、 水処理工学・同実習(2.0;必修)、水環境学(2.0;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額) 膜ろ過システムからの細菌漏出に関する調査研究（共同研究：ダイセン・メンブレン・システムズ(株)） 500,000円  〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
26
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（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第50回日本水環境学会年会 スパイラル型RO膜モジュールの透過水中に存在する細菌の挙動 阿瀬智暢、大河内由美子 徳島市 2016年3月 102 口頭 
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所       〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数   
－ 526 － 27
 － 544 －
 〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕  
 
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
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【氏名】 氏名 関本 征史  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 環境科学科 研究室名 環境衛生学研究室 職名 准教授 発令年月日 2014年10月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 静岡県立大学・薬学研究科・薬学専攻・修士課程・1996年修了 静岡県立大学・薬学研究科・薬学専攻・博士課程・1999年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 帝京大学・薬学部・生物薬学科・1994年卒業   〔取得学位〕 博士（薬学） 静岡県立大学 （甲第71号（博（薬）第63号））  
【職歴】 1999年-1999年 1999年-2001年 2001年-2003年 2003年-2003年 2004年-2007年 2006年-2006年 2007年-2009年 2009年-2014年 2014年-現在 
東海大学医学部特定研究員 財団法人 バイオインダストリー協会博士研究員 静岡県立大学客員共同研究員 静岡県立大学21世紀COEプログラム研究員 静岡県立大学助手 ニューヨーク州立大学ストーニーブルック校訪問研究員 静岡県立大学助教 静岡県立大学講師 麻布大学生命・環境科学部 環境科学科准教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    1 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本生化学会 (国内) 日本薬学会 (国内) 日本癌学会 (国内) 日本毒性学会 日本環境変異原学会  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
－ 528 － 29
 － 552 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 環境衛生学(3F)、環境衛生学・同実習（2E）(2;)、環境リスク評価論（2E）(2;)、卒業論文(3E、4E)(6;)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 リサーチローテーション A（2E）(1;)分担、フレッシャーズセミナー（1E）(2;)分担   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）  
 
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 環境化学物質の毒性発現における種差・性差の研究;環境化学物質の発がん性を予測できる新規実験系の開発;環境水の汚染ならびに水生生物への生体影響を把握できるin vitro試験系の構築;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 薬剤師免許（No.309168） (1996年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)公益財団法人 日本食品化学研究振興財団 研究助成   食品添加物と環境化学物質の混合曝露による複合免疫毒性発現の可能性 900,000円
基盤研究（C）科学研究費補助金 関本征史 化学物質の代謝活性化を基盤とした皮膚免疫毒性物質探索システムの開発 1,820,000円   2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)        
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  3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Aryl hydrocarbon receptor activation 
and CYP1A induction by cooked food-
derived carcinogenic heterocyclic 
amines in human HepG2 cell lines.
共著 2016年 9月 Food Chem. Toxicol. 97 ◎Sekimoto, M., Sumi, H.,  Hosaka, T., Umemura, T.,  
Nishikawa, A. and  
Degawa, M. 256-264  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第136回日本薬学会年会 アブラナ科葉物野菜の抗変異原活性 
樋木真夏、水沼佳奈、 内山華奈子、秋場 望、今井淳嗣、関本征史、 遠藤 治 横浜 2016年3月   
第136回日本薬学会年会 ベンズイミダゾール系化合物のAhR活性化増強機構：CYP1A1酵素阻害に着目した解析 
田野辺潤、成瀬理紗、 田崎愛佳、梅村隆志、 遠藤 治、出川雅邦、 吉成浩一、関本征史 横浜 2016年3月   
第43回日本毒性学会学術年会 
高血圧治療薬Nicardipineによる芳香族炭化水素受容体（AhR）活性化増強作用
関本征史、田野辺潤、 成瀬理紗、山下夏樹、 遠藤 治、出川雅邦 名古屋 2016年6月   
平成28年度内外環境応答・代謝酵素研究会 CYP1A酵素誘導・機能に対する発がん性芳香族アミン類の影響 関本征史、遠藤 治、 出川雅邦 静岡 2016年9月   
－ 530 － 31
 － 554 －
学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
フォーラム2016：衛生薬学・環境トキシコロジー ヘテロサイクリックアミン類におけるAhR活性化とその種差の解析 
小島裕之、小林俊之、 吉澤正洋、山下夏樹、 遠藤 治、出川雅邦、 関本征史 東京 2016年9月   第5回生体への金属・化学物質の影響に関する研究会 発がん性物質の代謝活性化 関本征史 仙台 2016年10月   
第45回日本環境変異原学会 
AhRリガンドとニカルジピンの複合暴露によるヒト肝AhR標的遺伝子誘導：株化細胞を用いた評価系構築の試み 
関本征史、杉田和俊、 高木敬彦、遠藤 治、 出川雅邦 つくば 2016年11月   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    
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 〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 532 － 33
 － 508 －
【氏名】 氏名 川上 泰  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 環境科学科  研究室名 環境生物学研究室 職名 准教授 発令年月日 2015年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・環境保健学部・環境保健学科・1988年卒業   〔取得学位〕 博士（医学） 北里大学大学院 （乙第882号）  
【職歴】 1988年-1998年 1998年-2007年 2000年-2002年 2007年-2008年 2007年-現在 2008年-2015年 2010年-2012年 2012年-2016年 2012年-現在 2015年-現在 2016年-現在 
麻布大学環境保健学部 健康環境科学科助手 麻布大学環境保健学部 健康環境科学科講師 米国ワシントン大学留学 麻布大学環境保健学部 健康環境科学科准教授 学長補佐 麻布大学生命・環境科学部 食品生命科学科准教授 青山学院大学非常勤講師（2012.4-9月/2011.4-9月/2010.4-9月） 麻布大学生命・環境科学部 食品生命科学科准教授 評議員 麻布大学生命・環境科学部 環境科学科准教授 理事 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    2 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本衛生動物学会 (国内) 日本寄生虫学会 (国内) 日本ペストロジー学会 (国内) 都市有害生物管理学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕  
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【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 衛生動物学・同実習(2;必修)、卒業論文(3;必修)、糖鎖生物学(2;選択)、論文講読ゼミ(1;必修)、医動物学･同実習(2;必修)、 寄生虫学・同実習(2;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 フレッシャーズセミナー(2;必修)、総合臨床検査学Ⅴ   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;  条虫糖脂質の寄生現象における機能解析  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕 総合臨床検査学Ⅴテキスト   〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)    
－ 534 － 35
 － 510 －
  4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Invalidation of Diphyllobothrium hottai 
(Cestoda:Diphyllobothriidae) based on 
morphological and molecular 
Phylogenetic analyses.（査読付） 共著 2016年
Parasitology 
International  
62  459-462  
Isolation, Identification and 
Antibacterial Susceptibility of 
Staphylococcus spp. Associated with the 
Mobile Phones of University Students. （査読付） 
共著 2016年 Biocontrol Sci.  21  91-98  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第27回日本臨床寄生虫学会大会 野生鳥獣肉（ジビエ）を介した肺吸虫症の感染リスク     2016年 6月24日    
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）   
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 〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ 身近に潜む寄生虫や衛生動物のリスク 時間数 1.5   〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
      〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名 理事   〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名 学長補佐   〔各種委員会に関する事項（大学）〕 標本整備委員会委員、学部共用機器整備委員会委員長   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 536 － 37
 － 555 －
【氏名】 氏名 大倉 健宏  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 環境科学科 研究室名 地域社会研究室 職名 准教授 発令年月日 2008年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 東洋大学大学院・社会学研究科博士前期課程・・修士課程・1991年修了 東洋大学大学院・社会学研究科博士後期課程・・博士課程・1995年博士課程単位取得後退学 立教大学・・・博士課程・その他   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 立教大学社会学部産業関係学科・社会学部・産業関係学科・1988年卒業   〔取得学位〕 社会学修士 東洋大学大学院 （第2号） 博士(社会学) 立教大学 （第49号）  
【職歴】 1995年-1999年 1999年-2000年 2000年-2003年 2000年-2001年 2003年-2005年 2006年-2008年 2007年-2007年 2008年-現在 2015年-現在 2015年-現在 2015年-現在 
福島女子短期大学講師 福島女子短期大学助教授 福島学院短期大学（校名変更）助教授 福島県立医科大学非常勤講師 福島学院大学助教授・福祉学部福祉心理学科学科主任〔教務担当〕 兼任 福島学院大学福祉学部福祉心理学科 学生主任〔学生支援担当〕兼任 福島学院大学学長補佐兼任 麻布大学生命・環境科学部 環境科学科准教授 地域連携センターセンター長 高大一貫教育推進委員会委員長 生涯学習委員会委員長 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本社会学会 (国内) 日本都市社会学会 (国内) 日本地域社会学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕  
38
 － 556 －
 
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 地域環境調査法(2.0;選択)、環境影響評価論(2.0;必修)、環境調査入門(2.0;必修)、社会学概論(2.0;選択)、 社会調査実習Ⅰ(1.0;選択)、社会調査実習Ⅱ(1.0;選択)、社会調査法(2.0;選択)、社会調査論(1.0;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 フレッシャーズセミナー(2.0;必修)、地域コミュニティ論(2.0;選択)、環境政策演習(;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）  
 
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 社会調査法、地域コミュニティ、社会学  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕 大倉健宏、2016、『ペットフレンドリーなコミュニティ』ハーベスト社   〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 社会調査士資格認定機構 専門社会調査士（第000064号）（2004年）   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)私立大学ブランディング事業 大倉健宏 ペットフレンドリーなコミュニティの条件 2,000千円   2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)      3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)   
－ 538 － 39
 － 557 －
  4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 ペットフレンドリーなコミュニティ―イヌとヒトの親密性・コミュニティ疫学試論 単著 2016年 4月 ハーベスト社      〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
      
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件  
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 〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又 は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名 地域連携センターセンター長   〔各種委員会に関する事項（大学）〕 高大一貫教育推進委員会委員長、生涯学習委員会委員長   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 540 － 41
 － 559 －
【氏名】 氏名 久松 伸  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 環境科学科 研究室名 環境遺伝子工学研究室 職名 講師 発令年月日 2008年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 筑波大学大学院・環境科学研究科・環境科学専攻・修士課程・1987年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・環境保健学部・環境保健学科・1985年卒業   〔取得学位〕 学術修士 筑波大学大学院 （修甲第3392号）  
【職歴】 1987年-1995年 1992年-1993年 1993年-1995年 1995年-現在 1999年-2009年 2008年-現在 
麻布大学環境保健学部助手 三菱化学生命科学研究所生体分子工学研究室客員研究員 三菱化学生命科学研究所分子遺伝学研究室客員研究員 麻布大学環境保健学部健康環境科学科講師 麻布大学大学院環境保健学研究科環境保健科学専攻博士前期課程授業担当 麻布大学生命・環境科学部環境科学科講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 全学情報システム改善化部会委員 継続 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 
The American society of Plant Physiologists 日本植物生理学会 (国内) 日本分子生物学会 (国内) 日本雑草学会 (国内) 日本環境化学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕       
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【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 化学物質管理学演習(1.0;選択)、環境修復技術論(2.0;選択)、環境植物学(2.0;選択)、科学技術英語(2.0;選択)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 機器分析学・同実習(2.0;必修)、基礎科学実習(1.0;必修)、リサーチローテーション(1.0;必修)、地球共生論(2.0;必修)、 フレッシャーズセミナー(1.0;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 植物を用いた環境浄化技術の開発;新しい変異原試験法の開発;遺伝子組換え技術を用いた環境浄化法の開発;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 現時点では未公開特許であるため記載しない   現時点では未公開特許であるため記載しない   ダイオキシン類分解能を有する形質転換体、及びその製造に用いられるプラスシドベクター及び遺伝子、並びにこの遺伝子でコードされるタンパク質 
  
  〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)   
－ 542 － 43
 － 561 －
  3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    
44
 － 562 －
 〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名 学校法人麻布獣医学園評議員選任のための選挙管理委員会委員   〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 大学年報編集委員会委員、放射線安全委員会委員、組換えDNA実験安全委員会委員、追跡調査データ解析委員会委員、組換えDNA実験安全委員会委員、全学情報システム改善化部会、生物科学総合研究所運営委員会、ホームページ部会、麻布大学における人を対象とする医学系研究及びヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理審査委員会   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 544 － 45
 － 518 －
【氏名】 氏名 秋山 孝洋  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 環境科学科 研究室名 細胞生物学研究室 職名 講師 発令年月日 2016年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 筑波大学・・・博士課程・1991年単位取得後退学   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 筑波大学・第二学群・生物学類・1985年卒業   〔取得学位〕 理学士 筑波大学 （二第2438号） 博士（理学） 筑波大学 （博乙第1059号） 理学修士 筑波大学 （修乙第1275号）  
【職歴】 1991年-2002年 2002年-2008年 2008年-2015年 2015年-現在 
麻布大学環境保健学部 衛生技術学科 生理学助手 麻布大学環境保健学部 衛生技術学科 細胞生物学講師 麻布大学生命・環境科学部 食品生命科学科講師 麻布大学生命・環境科学部 環境科学科講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    1 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本動物学会 (国内) 日本分子生物学会 (国内) 日本ショウジョウバエ研究会 (国内) 日本農芸化学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 分子細胞生物学・同実習(E学科)(2.0;選択)、分子細胞生物学・同実習（F学科）(2.0;必修)、基礎生物学(2.0;必修)、 発生学・分子発生学(2.0;必修)、食品バイオテクノロジー(2.0;必修) 
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 － 519 －
  〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 フレッシャーズセミナー(2.0;必修)、リサーチローテーション(1.0;必修)、基礎科学実習(1.0;必修)、生命の科学英語(2.0;必修)、 科学技術英語(2.0;選択)、細胞・発生工学・同実習(2.0;必修)、論文購読ゼミ(1.0;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; キイロショウジョウバエ成虫寿命の遺伝学的解析;キイロショウジョウバエ生殖細胞の形成を制御する遺伝子の研究;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    
－ 546 － 47
 － 520 －
 〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Invalidation of Diphyllobothrium hottai  
(Cestoda: Diphyllobothriidae) based on 
morphological and molecular 
phylogenetic analyses 
共著 2016年6月 Parasitology 
International 
65 Banzai-Umehara, A.,  Suzuki, M., Akiyama, T.,  
Ooi, Hong-Kean. and 
Kawakami, Y.
459-462  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式      
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所 
 恵泉女学園高校 昆虫を使った食品成分の効果の研究について 2016年 7月21日～ 2016年 7月21日     〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 2件 麻布大学付属、共立女子 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件  
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 － 521 －
 〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 学生委員会、教育推進センター運営委員会、放射線安全委員会、セクシャル・ハラスメント等相談員、組換DNA実験安全委員会   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日 共立女子中学高等学校 科学研究部 生物班 ショウジョウバエ研究体験   2016年 8月31日   〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他） 教育推進センター学習支援部門部門長  
【補遺】   
－ 548 － 49
 － 563 －
【氏名】 氏名 村山 史世  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 環境科学科 研究室名 地域社会研究室 職名 講師 発令年月日 2008年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 日本大学大学院・法学研究科・公法学専攻・博士課程・1991年修了 日本大学大学院・法学研究科・公法学専攻・博士課程・1994年博士課程単位取得後退学 
Washington State University・Arts in Political Science・・修士課程・1996年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 日本大学・法学部・法律学科・1989年   〔取得学位〕 法学士 日本大学 修士（法学修士） 日本大学大学院 修士（Master of Liberal Arts in Political Science） Washington State University  
【職歴】 1992年-1993年 1998年-1999年 1999年-2008年 2008年-現在 
私立駒場学園高等学校非常勤講師 早稲田大学 比較法研究所助手 麻布大学環境保健学部環境政策学科講師 麻布大学生命・環境科学部環境科学科講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 憲法理論研究会 (国内) 日本法政学会 (国内) 全国憲法研究会 (国内) 日本公法学会 (国内) 日本環境教育学会 (国内) 日本共生科学会 (国内) コミュニティ政策学会 (国内) 日本地方自治研究学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕      
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 － 564 －
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 インターンシップ(1.0;選択)、人権論(2.0;選択)、卒業論文(6.0;卒業論文)、卒業論文(6.0;卒業論文)、地域コミュニティ論(2.0;選択)、 地域環境論(2.0;選択)、持続可能な社会と政策(2.0;選択)、日本国憲法(2.0;選択)、法学入門(2.0;選択)、 環境フィールドスタディ(1.0;選択)、環境フィールドスタディⅡ(1.0;選択)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 リサーチローテーション(1.0;必修)、地球共生論(2.0;選択)、環境政策演習(1.0;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 「法学」「地域環境活動」「優生思想と自己決定権－身体・生命をめぐる」「ハンセン病者隔離政策と法学者の責任」「差別と平等」「新制度主義」「フィリピンの司法制度改革」「フィリピンの政治と法」「Government Lawyers」「環境とコミュニケーション」「システムセオリーとポストモダンの法理論」「市民環境活動」「環境パートナーシップ」「NPO」「大学生と子どもの参画」,「法学」「地域環境活動」「優生思想と自己決定権－身体・生命をめぐる」「ハンセン病者隔離政策と法学者の責任」「差別と平等」「新制度主義」「フィリピンの司法制度改革」「フィリピンの政治と法」「Government Lawyers」「環境とコミュニケーション」「システムセオリーとポストモダンの法理論」「市民環境活動」「環境パートナーシップ」「NPO」「大学生と子どもの参画」;国連持続可能な開発目標(SDGs)と自治体計画、ESD、PBL、アクティブ・ラーニング;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 中学校教諭 専修免許 社会科 取得 （1991年） 高等学校教諭 専修免許 社会科 （1991年） 
CONEリーダー （2004年） プロジェクト・ワイルド・エデュケーター（2005年） 環境カウンセラー 市民部門 （2008年）   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)       
－ 550 － 51
 － 565 －
 〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)
科研費基盤研究（B）16H03051 溝田浩二 宮城教育大学准教授 産直が拓く環境教育の新たな地平：「遊び仕事」の現代的活用をめざして 5,590千円うち麻布大学400千円   2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 「ノンフォーマル教育は大学における持続可能な開発のための教育（ESD）の触媒となるか？」 共著 2016年3月 武蔵野大学 環境研究所紀要 5 ◎村松陸雄、村山史世 43-57    〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
第22回 大学教育研究フォーラム 
若者の実践コミュニティは学びでどのような地域変容を引き起こしたか？師弟同行のPBL   京都 2016年 3月18日   関係性の教育学会第14回年次大会 師弟同行型PBLについて   大東文化大学 2016年 6月 4日～ 2016年 6月 4日   
52
 － 566 －
学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式日本環境教育学会第27回大会 師弟同行型PBLによるESDの実践   学習院大学 2016年 8月 6日～ 2016年 8月 7日   
日本環境教育学会第27回大会 持続可能な開発目標（SDGs）を理解し、考える授業とは？ 
◎村松陸雄、石井雅章、長岡素彦、滝口直樹、 村山史世 学習院大学 2016年 8月 7日   
日本地方自治研究学会 第33回全国大会 
地方自治体の総合計画と持続可能な開発目標（SDGs）の関連性についての分析 
◎石井雅章、村山史世、村松陸雄、長岡素彦 和光大学 2016年 9月18日～ 2016年 9月18日   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数  派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称 座間市環境審議会委員   〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
麻布環境科学研究会 地域をフィールドとしたアクティブ・ラーニングについて   麻布大学 2016年 10月 1日～ 2016 年 10月 1日     〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    
－ 552 － 53
 － 567 －
 〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 高大連携検討委員会委員、生涯学習委員会委員   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
54
 － 571 －
【氏名】 氏名 原田 公  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 環境科学科 研究室名 国際コミュニケーション研究室 職名 講師 発令年月日 2008年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 中央大学大学院・文学研究科・英米文学専攻・博士課程・1984年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 中央大学・文学部・文学科・英米文学専攻・1982年卒業   〔取得学位〕 修士(文学) 中央大学大学院 （文修第713号）  
【職歴】 1986年-1999年 1999年-現在 1999年-2013年 2008年-現在 
中央大学附属高等学校教諭（英語） 麻布大学環境保健学部 環境政策学科講師 全学・学部教務委員 麻布大学生命・環境科学部 環境科学科講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕   〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本平和学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 
TOEIC Reading IIA(;必修)、TOEIC Reading IIB(;必修)、TOEIC Reading IIIA(;必修)、TOEIC Reading IIIB(;必修)、基礎科学英語(;必修)、新聞英語(;選択)、環境英語(;選択)、   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 リサーチローテーションB(;必修)、環境教育論(;選択)  
－ 554 － 55
 － 572 －
 〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; アジア，オセアニアにおける環境フィールド調査;現地 NGOとの協働による学生対象のスタディーツアー;インドネシア・スマトラ島低地熱帯林における先住民と持続的な｢慣習林｣管理について;インドネシア・スマトラにおける REDD+事業とそれが｢住民参加型森林経営」に与える影響;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額) インドネシア・リアウ州 ケルムータン・カンパール半島における「村落林」申請プロジェクト 0 円   4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）     
56
 － 573 －
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
      
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称   
－ 556 － 57
 － 574 －
 〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕 
JATANの活動として、インドネシア・スマトラ島における「村落林（Hutan Desa）」登録支援プロジェクトに従事事務局長、【GPN】「オフィス家具」購入ガイドライン改定タスクグループ  
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
58
 － 575 －
【氏名】 氏名 Lynch Jonathan  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 環境科学科 研究室名 国際コミュニケーション研究室 職名 講師 発令年月日 2008年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 
   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 
University College London・・・1989年卒業 
Surrey University・MA Linguistics・・1999年卒業   〔取得学位〕   
【職歴】 1999年-2001年 2001年-現在 2006年-現在 2008年-現在 
奥羽大学文学部講師 麻布大学環境保健学部 環境政策学科講師 国際交流委員会委員 麻布大学生命・環境科学部 環境科学科講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 
JALT（全国語学教育学会）(国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 
CoreⅡTOEIC A  TOEIC Listening ⅡA(2.0;必修)、Core TOEIC B  TOEIC Listening B(2.0;必修)、 スピーチメイキング(1.0;必修)、ディベーティング(1.0;必修)、ライティング基礎(2.0;必修)、医学英語(2.0;必修)、 英語講読(2.0;必修)、TOEICリスニングⅢA(1.0;必修)、TOEICリスニングⅢB(1.0;必修)、TVニューズイングリッシュ(1.0;必修)   
－ 558 － 59
 － 576 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数    〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 0 副査回数（学内） 2 副査回数（学外） 0 
 
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 英語教材開発、環境スタディツアー、CALL（コンピュータ支援言語学習）、オーラルテスティング;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕 
Science Finder （科学の不思議） 
Complete Navigator for the TOEFL iBT   〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
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 － 577 －
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    
－ 560 － 61
 － 578 －
 〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】    
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 － 571 －
【氏名】 氏名 中野 和彦  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 環境科学科 研究室名  職名 講師 発令年月日 2016年10月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 明治大学大学院・理工学研究科・工業化学選考・修士課程・2002年修了 明治大学大学院・理工学研究科・工業化学専攻・博士課程・2005年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 明治大学・理工学部・工業化学化・2000年卒業   〔取得学位〕 修士(文学) 中央大学大学院 （文修第713号）  
【職歴】 2003年-2005年 2005年-2011年 2011年-2012年 2012年-2013年 2013年-2016年 2016年-現在 2016年-現在 
明治大学助手 大阪市立大学大学院博士研究員 財務省関税中央分析所主任研究官付 高輝度光化学研究センター (JASRI/SPring-8)博士研究員 地球環境産業技術研究機構 (RITE)研究員 麻布大学生命・環境科学部 環境科学科講師 麻布大学生命・環境科学部 環境科学科講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕   〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕 
Advances in X-ray Analysis, XRF - Most Frequent Downloads paper・2016年 
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本分析化学会 (国内) 日本分析化学会 X線分析研究懇談会 (国内) 日本表面科学化学会 (国内) 日本法科学技術化学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕      
－ 562 － 63
 － 572 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数    〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 基礎科学実習(1.0;必修)、無機化学(2.0;選択必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）  
 
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 毒劇物取扱責任者 (2000年) エックス線作業主任者 (2001年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 プラスチック標準物質およびその製造方法   マイクロチップ並びにそれを用いた分析方法及び装置   全反射蛍光X線分析方法及び装置     〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     
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 － 573 －
  3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
The 26th Goldschmidt 
Conference 
(Goldschmidt2016) 
Geochemical Reaction of 
Well Cement in CO
2
 
Sequestration 
Nakano, K., Mito, S. and 
Xue, Z. 
Pacifico 
Yokohama, 
Yokohama, 
Japan
2016年 6月26日～ 2016年 7月 1日   
日本地質学会第123年学術大会 
浅海堆積物におけるスペクトラルガンマ線検層と地化学分析の比較：長岡
CO2圧入実証試験サイトの例 
伊藤拓馬、中野和彦、 大渕敦司、中島崇裕、 薛 自求 
日本大学桜上水キャンパス 東京 
2016年 9月10日～ 2016年 9月12日   
第52回X線分析討論会 蛍光X線分析法における不均質試料に対する前処理法の検討 
高原晃里、大渕敦司、 森山孝男、中野和彦、 村井健介 
筑波大学東京 キャンパス文京校舎東京 
2016年10月26日～ 2016年10月28日   
13th International 
Conference on Greenhouse 
Gas Technologies 
(GHGT-13) 
Self-sealing of wellbore 
cement under the CO
2
 
batch experiment using 
well composite sample 
Nakano, K., Mito, S. and 
Xue, Z. 
The 
SwissTech 
convention 
center, 
Lausanne, 
Switzerland
2016年11月14日～2016年11月18日   
 
－ 564 － 65
 － 574 －
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日     
66
 － 575 －
 〔その他〕 
  
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 566 － 67
－ 568 －
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
２８年度 
 
 
 
寄 附 講 座 
 
 
－ 569 － － 569 －
 － 570 －
【氏名】 氏名 原馬 明子  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 食品生命科学科 研究室名  職名 特任准教授 発令年月日 2015年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 京都工芸繊維大学・工芸科学研究科・応用生物学専攻・修士課程・2003年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 京都工芸繊維大学・繊維学部・応用生物学科・2001年卒業   〔取得学位〕 博士（学術） 京都工芸繊維大学  
【職歴】 2011年-現在 2011年-2015年 2015年-現在 
麻布大学特任助教 麻布大学生命・環境科学部 食品生命科学科特任助教 麻布大学生命・環境科学部 食品生命科学科特任准教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    6 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本脂質栄養学会 (国内) 
The International society for the study of fatty acids and lipids 
The Japan Society for Developmetal Origins of Health and Disease  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数    〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数  
 － 571 －
  〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;  
 
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕    〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)      3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)      4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）      
－ 570 －
 － 572 －
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Association of serum n-3 
polyunsaturated fatty acids with 
psychological distress in the second and 
third trimesters of pregnancy: Adjunct 
Study of Japan Environment and 
Children's Study 
共著 2016年10月 Prostaglandins Leukot 
Essent Fatty Acids. 
114 Hamazaki, K., Harauma, A., Tanabe, S., Namai, M., 
Moriguchi, T. and Inadera, H. 
21-27  
Artificially reared mice exhibit 
anxiety-like behavior in adulthood 
共著 2016年 7月 Exp Anim 65(3) Yasuda, H., Harauma, A., Kato, M., Ootomo, Y., 
Hatanaka, E. and Moriguchi, T. 
267-274  
Essentiality of arachidonic acid intake in 
murine early development 
共著 2016年 5月 Prostaglandins Leukot 
Essent Fatty Acids. 
108 Hatanaka, E., Harauma, A., Yasuda, H., Watanabe, J., 
Nakamura, M., Salem, N Jr. 
and Moriguchi, T. 
51-57  
The influence of n-3 fatty acid to 
material behavior and monoamine of 
brain in perinatal period 
共著 2016年 4月 Prostaglandins Leukot 
Essent Fatty Acids. 
107   1-7  
Serum n-3 polyunsaturated fatty acids 
and depression risk in early pregnancy: 
Adjunct case-control study of the Japan 
Environment & Children's Study 
共著 2016年 2月 Translational 
Psychiatry 
6   e737  
Dataset of mouse hippocampus profiled 
by LC-MS/MS for label-free 
quantitation 
共著 2016年 2月 Data Brief 15(7)   341-343  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
The 12th congress of the 
international society for the 
study of fatty acids and lipids 
Serum n-3 polyunsaturated 
fatty acids and 
psychological distress in 
the second and third 
trimesters of pregnancy: 
Adjunct Study of Japan 
Environment and 
Children's Study 
Hamazaki, K.,  
Harauma, A., Moriguchi, T. 
and Inadera, H. 
Stellenbosch, 
South Africa
2016年 9月 5日～ 2016年 9月 9日   
 － 573 －
学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
The 12th congress of the 
international society for the 
study of fatty acids and lipids 
The effects of the essential 
fatty acids on the body 
growth and brain 
development using 
artificial rearing of 
delta-6-desaturase 
knockout mice 
Hatanaka, E., Harauma, A., 
Nakamura, M., Salem, N Jr. 
and Moriguchi, T. 
Stellenbosch, 
South Africa
2016年 9月 5日～ 2016年 9月 9日   
The 12th congress of the 
international society for the 
study of fatty acids and lipids 
The influence of n-3 fatty 
acids on maternal behavior 
and brain monoamine 
content in the perinatal 
period 
Harauma, A., Sagisaka, T., 
Horii, T., Nakamura, S., 
Wakinaka, N., Watanabe, Y. 
and Moriguchi, T. 
Stellenbosch, 
South Africa
2016年 9月 5日～ 2016年 9月 9日   
日本脂質栄養学会25回大会 
妊娠中期における抑うつ症状と血中n-3系多価不飽和脂肪酸に関するケース・コントロール研究 
浜崎 景、原馬明子、 守口 徹、稲寺秀邦 秋田 2016年 9月16日～ 2016年 9月17日   
日本脂質栄養学会25回大会 市販されている魚卵の脂肪酸組成とその特徴について 原馬明子、勝間田祥帆、手代木栞、守口 徹 秋田 2016年 9月16日～ 2016年 9月17日    
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）    
－ 572 －
 － 574 －
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）  
 
【補遺】       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
２８年度 
 
 
 
教 職 ・ 学 芸 員 課 程 
 
 
 
－ 574 － － 575 －
 － 586 －
【氏名】 氏名 小玉 敏也  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 環境科学科 研究室名 教職課程研究室 職名 教授 発令年月日 2012年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 立教大学大学院・異文化コミュニケーション研究科・・修士課程・2004年修了 立教大学大学院・異文化コミュニケーション研究科・・博士課程・2008年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 富山大学・人文学部・語学文学科・1983年卒業   〔取得学位〕 修士（異文化コミュニケーション学） 立教大学 （第14号） 博士（異文化コミュニケーション学） 立教大学 （第2号）  
【職歴】 1984年-2012年 2012年-現在 2012年-現在 2012年-現在 2012年-2013年 2015年-現在 
埼玉県公立小学校教諭 麻布大学教授 麻布大学生命・環境科学部 教職課程教授 環境保健学研究科授業担当（修士課程） 教職課程委員長 教職課程主任 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    1 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕 
 
 〔所属学会〕 日本環境教育学会 (国内) 日本社会教育学会 (国内) 日本教育学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕      
7
 － 587 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 卒業論文(;選択)、教育法概論(;必修)、教育職概論(;必修)、特別活動論(;必修)、生徒・進路指導論(;必修)、科学技術英語(;選択)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 環境政策演習(;必修)、教職実践演習(;必修)、教育実習指導(;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 1 副査回数（学内） 0 副査回数（学外） 0  
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 動物園・水族館教育、ESD、持続可能な地域づくり  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕 省エネ行動スタートBOOK（開隆堂出版）   〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 中学校教諭 1 級普通免許状（国語）・高等学校教諭 2 級普通免許状（国語）取得 (1982年) 小学校教諭 2 級普通免許状取得 (1983年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)
科研費基盤（C）16K04785 小玉敏也 動物園・水族館を活用したESDにおける連携体制の研究 500,000円   2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)      3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)    
－ 576 － 7
 － 588 －
   4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Globalising school education in Japan : 
An investigation using the academic 
ability model 
共著 2016年10月 Routledge Singer, J., Gannon, T.,  Noguchi, F., Mochizuki, Y. 
and Kodama, T. 
67-83  
持続可能な未来のための教職論 共著 2016年 3月 学文社 降旗信一、松葉口玲子、 岩本 泰、柴田三千子、 石川一喜、鈴木隆弘 36-55    〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
学校での環境教育における参加型学習の実践評価 単著 2016年5月 立教異文化コミュニケーション学会記念論文集 記念論文集   25-38    〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 書評「自然と共同体に開かれた学び：もう一つの教育・もう一つの社会」 単著 2016年7月 環境教育 26(1)   89-89    〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 持続可能な未来の社会を創る教育「ESD」 単著 2016年6月 アクティブ・ラーニングと環境教育  日本環境教育学会 66    〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
        
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所 平成28年度環境教育研修会 川越市教育委員会 ESDの視点を取り入れた実践的な環境教育 2016年 7月25日  09：00～10：30 川越市教育センター   〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）  
7
 － 589 －
  〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称 教育出版（株）「地球となかよし」メッセージ審査委員，平成28年度ESD活動支援センター評価委員会委員   〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名 一般社団法人日本環境教育学会理事事務局長・研究委員会委員長   〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日 考えて 避難した子の思い 朝日新聞（夕刊） 2017年 2月18日   〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 578 － 7
 － 580 －
【氏名】 氏名 福井 智紀  
【現職】 生命・環境科学部 学科名 教職課程 研究室名 教職課程研究室 職名 講師 発令年月日 2016年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 筑波大学大学院・教育研究科・理科教育コース・修士課程・1998年修了 東京学芸大学大学院・連合学校教育学研究科・学校教育学専攻・博士課程・2002年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 信州大学・教育学部・小学校教員養成課程理科・1996年卒業   〔取得学位〕 修士（教育学） 筑波大学大学院 （修甲第10971号） 博士（教育学） 東京学芸大学大学院 （博甲第38号）  
【職歴】 2001年-2003年 2001年-2004年 2002年-2003年 2003年-2005年 2003年-2008年 2008年-2016年 2010年-現在 2016年-現在 
千葉看護専門学校非常勤講師 東京水産大学非常勤講師 中央介護福祉専門学校非常勤講師 千葉大学非常勤講師 麻布大学環境保健学部 教職・学芸員課程講師 麻布大学生命・環境科学部 教職・学芸員課程講師 環境保健学研究科授業担当（修士課程） 麻布大学生命・環境科学部 教職課程研究室 講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 日本環境教育学会 理事・企画委員・編集委員・関東支部副支部長 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    1 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本生物教育学会 (国内) 日本理科教育学会 (国内) 日本環境教育学会 (国内) 日本科学教育学会 (国内) 日本教科教育学会 (国内) 「持続可能な開発のための教育の10年」推進会議（ESD-J） (国内) 神奈川県生物教育研究会 (国内) 科学技術社会論学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 － 581 －
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 理科指導法Ⅰ(4.0;必修)、理科指導法Ⅱ(2.0;必修)、理科指導法Ⅲ(2.0;必修)、科学技術論(2.0;選択)、科学技術英語(2.0;選択)、 卒業論文(6.0;卒業論文)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 教職実践演習(中･高)(2.0;必修)、教育実習Ⅰ(2.0;必修)、教育実習Ⅱ(2.0;必修)、教育実習指導(1.0;必修)、 リサーチローテーション(1.0;必修)、科学者・研究者論(2.0;選択、大学院)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 身近な自然環境を活かした環境教育教材の開発;市民参加型テクノロジー・アセスメントの手法を導入した理科カリキュラムおよび教員研修プログラムの開発;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕 科学と環境について考えるための理科・科学教育プログラム集   〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 中学校教諭第一種免許状（理科） (1996年) 小学校教諭第一種免許状 (1996年) 高等学校教諭第一種免許状（理科） (1996年) 中学校教諭専修免許状（理科） (1998年) 高等学校教諭専修免許状（理科） (1998年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)       〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)科学研究費補助金・基盤研究（C） 16K01038 福井智紀 科学技術に関する児童・生徒の意思決定と合意形成を支援する教員養成プログラム開発 1,040,000円
－ 580 －
 － 582 －
区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)科学研究費補助金・基盤研究（C） 15K00918 渥美茂明 新学習指導要領に対応した生物教育用語の選定と標準化に関する研究 219,676円   2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)      3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)      4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)     〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 アクティブ・ラーニングと環境教育 共著 2016年6月 小学館 日本環境教育学会編 42    〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 遺伝子組換え食品に関する意思決定と合意形成を取り入れた中学校理科教材の開発 共著 2016年3月 日本科学教育学会 研究会研究報告 30(5) 福井智紀、岩本大樹 19-24    〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 科学史上の旧理論の教授価値について―高校生物における用不用説の取扱いに焦点を当てて― 共著 2016年3月 麻布大学雑誌 27 福井智紀、長田純 19-26    〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
平成27年度第5回日本科学教育学会研究会 
遺伝子組換え食品に関する意思決定と合意形成を取り入れた中学校理科教材の開発 〇福井智紀、岩本大樹 
東京学芸大学 2016年 3月19日 19-24 口頭 
日本理科教育学会第66回全国大会 地球温暖化対策に関する意思決定と合意形成を支援する理科教材の開発 ○福井智紀、竹内 均 信州大学 2016年 8月 6日 168 口頭  
 － 583 －
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数 立教大学 科学技術論 2   〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所 
環境学習のための研修講座 神奈川県 持続可能な社会づくりのための環境教育の開発方法 2016年11月5日 なぎさの体験学習館 
大学模擬授業（出張講義） 神奈川県立座間高等学校 科学技術と環境について考えてみよう 2016年11月8日 神奈川県立座間高等学校  〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 1件 神奈川県立座間高等学校   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称 相模原市教育委員会相模原市立野外体験教室運営協議会委員   〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名     〔各種委員会に関する事項（大学）〕 学芸員課程委員会委員、教職課程委員会委員、学部広報委員会委員、環境教育研究会運営委員会委員、麻布大学いのちの博物館企画委員会委員   
－ 582 －
 － 584 －
 〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）  
 
【補遺】         
         
２８年度    
附置生物科学総合研究所 
 
－ 585 －

 － 587 －
【氏名】 氏名 落合 秀治  
【現職】 生物科学総合研究所 学科名  研究室名 生物科学総合研究所 職名 准教授 発令年月日 2012年4月1日    
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 北海道大学・獣医学部・獣医学科・1990年卒業   〔取得学位〕 博士(獣医学) 麻布大学 （乙第412号）  
【職歴】 1990年-1992年 1992年-2007年 1992年-2008年 1992年-2008年 2007年-2008年 2008年-2012年 2012年-現在 
明治製菓㈱薬品総合研究所研究員 麻布大学附置 生物科学総合研究所助手 麻布大学 放射線取扱主任者その他 麻布大学 放射線安全管理者その他 麻布大学附置生物科学総合研究所・助教 麻布大学附置生物科学総合研究所･講師 麻布大学附置生物科学総合研究所・准教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    6 件  〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本生化学会 (国内) 日本獣医学会 (国内) 日本放射線安全管理学会 (国内) 日本実験動物学会 (国内) 日本獣医師会 (国内) 
European Association of Vision and Eye Research  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕     
 － 588 －
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学特論(2;必修)、卒業論文(5;必修)、専門ゼミⅠ(2;必修)、動物生化学(2;必修)、専門ゼミⅡ(2;必修)、放射線衛生化学(2;必修)、地球共生論(2;必修)、獣医放射線学(2;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 動物生命科学基礎実習(1;必修)、動物生化学実習(1;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; イヌ白内障発症における細胞容積調節系イオン輸送体の関与の解明;哺乳類における脱炭酸水素酵素 VIの発現と分布;LAMP法による迅速な犬アデノウィルス検出システムの開発;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許（第29798号）（1990年） 第 1 種放射線取扱主任者免状（第14268号）（1990年）   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)   
 － 589 －
  4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Dectection of skunk adenovirus 1 
(SkAdV-1) in an African pigmy 
hedgehog. 
共著 2016年 Vet. Rec. Case Reports 4 Madarame, H. *, Ogihara, K., Ochiai, H., Omatsu, T. and 
Mizutani, T.
e000321  
Serum ornithine carbamoyltransferase 
activity and correlation with fatty liver 
in dairy cows with displaced abomasum. 
共著 2016年 Am. J. Ani. Vet. Sci. 11 Onda, K.*, Sato, R.,  Sasaki, Y., Madarame, H., 
Ochiai, H., Kawai, K. and 
Sunaga, F.
85-90  
Effects of intraaneous lactated Ringer’s 
solution in cows suffering from hepatic 
disorders. 
共著 2016年 A. J. Ani. Vet. Adv. 11 
Onda, K.*, Noda, C., 
Nakamura, K., Sato, R., 
Ochiai, H., Arai, S., 
Madarame, H., Kawai, K. and 
Sunaga, F.
469-476  
Antibodies reacting to carbonic 
anhydrase isozymes (I and II) and 
albumin in sera from dogs.  
共著 2016年 Res. Vet. Sci. 106 Nishita, T.*, Miyazaki, R., Ochiai, H., Orito, K. and 
Arishima, K.
180-182  
Agglutination of human erythrocytes by 
the interaction of Zn
2+
 ion with 
histidine-651on the extracellular domain 
of band 3. 
共著 2016年 Collo. Surf. B: 
Biointerf.  
141 Kiyotake, K., Ochiai, H. and 
Yamaguchi, T*. 
284-290  
The 3’ untranslated region is required 
for hepatitis C virus genome 
encapsidation. 
共著 2016年 PLOS Pathogen 12 (2)
Shi, G., Ando, T., Suzuki, R., 
Matsuda, M., Nakashima, K., 
Ito, M., Sawasaki, T.,  
Wakita, T., Ochiai, H. and 
Suzuki, T*.
e1005441  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
          〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式        
－ 588 －
 － 590 －
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕 放射線安全委員会委員、生物科学総合研究所運営委員会委員、学術情報運営員会委員   〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日     
 － 591 －
 〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】      
－ 590 －
－ 592 －
         
２８年度    
附 属 動 物 病 院  
－ 593 －

 － 607 －
【氏名】 氏名 斑目 広郎  
【現職】 附属 学科名 動物病院 研究室名 小動物臨床研究室 職名 教授 発令年月日 2009年10月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 北海道大学大学院・獣医学研究科・・博士課程・1984年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 北海道大学・獣医学部・獣医学科・1979年卒業   〔取得学位〕 獣医学博士 北海道大学大学院 （2252号）  
【職歴】 1984年-1987年 1987年-1997年 1990年-1991年 1995年-1996年 1997年-1999年 1999年-2007年 2007年-2009年 2009年-現在 
北里大学助手 北里大学講師 ザンビア大学獣医学部（獣医病理学）（JICA専門家）出向 スイス ベルン大学（Institute of Animal Neurology）留学 北里大学助教授 麻布大学獣医学部附属動物病院助教授 麻布大学附属動物病院准教授 麻布大学附属動物病院教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本獣医学会 (国内) 日本実験動物学会 (国内) 日本病理学会 (国内) 日本毒性病理学会 (国内) 日本比較臨床医学会 (国内) 日本獣医皮膚科学会 (国内) 日本ウイルス学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕  
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 － 608 －
 
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学特論(2;必修)、卒業論文(5;必修)   〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 産業動物臨床実習(1;必修)、小動物獣医総合臨床(8;必修)、小動物病院実習(2;その他)、小動物臨床実習(3;必修)、 獣医学概論(2;必修)、獣医病理学各論(2;必修)、総合獣医学(3;必修)、先端獣医療(1;必修)、臨床病理(2;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; ボルナ病の実験病理学的研究,ボルナ病、実験感染;動物の腫瘍病理学に関する研究,腫瘍、犬と猫;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許（1979年） 日本獣病理専門家協会認定会員   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)   
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 － 609 －
  4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式     
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   
－ 596 － 597
 － 610 －
 〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
598
 － 599 －
【氏名】 氏名 印牧 信行  
【現職】 附属動物病院小動物臨床研究室 学科名  研究室名 （兼務）小動物臨床研究室 職名 教授 発令年月日 2016年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 麻布獣医科大学大学院・獣医学研究科・獣医学専攻・修士課程・1980年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布獣医科大学・獣医学部・獣医学科・1978年卒業   〔取得学位〕 博士 麻布獣医科大学大学院 （乙第252号）  
【職歴】 1980年-1987年 1987年-1997年 1997年-2007年 2007年-2016年 2016年-現在 
麻布大学獣医学部 助手 麻布大学獣医学部 講師 麻布大学獣医学部 獣医学科助教授 附属動物病院小動物臨床研究室 准教授 附属動物病院小動物臨床研究室 教授 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 第12期比較眼科学会役員（2008年～2011年会誌担当理事 継続 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    1 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕 
 
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本獣医学会（国内） 比較眼科学会（国内）  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕   〔感謝状等〕   〔永年勤続表彰等〕   〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 小動物獣医総合臨床(8;必修)、小動物臨床実習(3;必修)、獣医学特論(2;必修)、総合獣医学(3;必修)、卒業論文(5;必修)、 獣医療倫理・動物福祉(2;必修)     
－ 598 －
 － 600 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 小動物病院実習(2;その他)、獣医学概論(2;必修)、獣医内科学(2;必修)、獣医内科学実習(1;必修)、先端獣医療(1;必修)、 臨床病理(2;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 犬の緑内障;虚血性網膜症,ブドウ膜炎、虚血性網膜症;犬の白内障;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 第16991号 (1978年) 日本獣医眼科学専門医 (1992年) 日本獣医眼科学専門医 (2002年) 
Asian Collage of Veterinary Ophthalmologists <Aicvo> (2011年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号 反応範囲測定装置およびプログラム  特願2014-220265 イヌの緑内障を診断する方法およびキット   特願2011-152745 視軸・視野の測定方法およびその測定装置   特願2010-213880 涙染色症候群治療用点眼薬 公開特許広報 特願2002-68978   〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)   
 － 601 －
  4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学関連携等に関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻 (Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
Evaluation of weekly bathing in allergic 
dog with methicillin-resistant 
Staphylococcal colonization. 
共著 2016年5月 Jpn J Vet Res. 64 Kawarai, S., Fujimoto, A.,  Nozawa, G., Kanemaki, N., 
Madarame, H., Shida, T. and 
Kiuchi,A.
153-158  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考         〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
European College of 
Veterinary Ophthalmologists, 
2016 Annual Scientific 
Meeting 
Serum immunoglobulin G 
and M antibodies against 
lens alpha-crystalline in 
dogs with ocular diseases.
Kanemaki, N., Tada, H., 
Minato, A., Inaniwa, M., 
Terakado, K. and  
Ichikawa, Y.
Budapest, 
Hugary 
2016年 5月19日～ 2016年 5月22日 115  
BIT's 14th Annual Congress 
of International Drug 
Discovery Science and 
technology-South Korea 
2016 
Serum autoantibodies 
against lens crystalline in 
dogs with and without 
cataract. 
Kanemaki, N. 
Gyeonggi, 
South Korea
2016年 6月16日～ 2016年 6月18日    
American College of 
Veterinary Ophthalmologists, 
47th Annual Conference 
Differences in epitope sites 
of lens alpha-crystallin in 
dogs with and without 
cataract. 
Kanemaki, N., Inaniwa, M.,
Terakado, K. and  
Ichikawa, Y. 
 
2016年10月26日～ 2016年10月29日    
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数        
－ 600 －
 － 602 －
 〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
       〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕     
 － 603 －
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 602 －
 － 604 －
【氏名】 氏名 渡邊 俊文  
【現職】 附属 学科名 動物病院 研究室名 小動物臨床研究室 職名 副病院長（准教授） 発令年月日 2007年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 麻布大学大学院・獣医学研究科・獣医学専攻・博士課程・1983年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布獣医科大学・獣医学部・獣医学科・1978年卒業   〔取得学位〕 獣医学博士 麻布大学大学院  
【職歴】 1986年-2007年 1986年-現在 1986年-現在 2007年-現在 2008年-2009年 2009年-現在 
麻布大学獣医学部獣医学科助教授 麻布大学大学院獣医学研究科獣医学専攻授業担当 麻布大学大学院獣医学研究科獣医学専攻授業担当（博士課程） 麻布大学附属動物病院副病院長 麻布大学附属動物病院小動物診療部長 麻布大学附属動物病院副病院長 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕 
 
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本獣医腎泌尿器学会（国内）  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度,大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数 獣医学特論(2;必修)   
 － 605 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 小動物獣医総合臨床(8;必修)、小動物病院実習(2;その他)、小動物臨床実習(3;必修)、獣医外科学(2;必修)、 獣医外科学実習(1;必修)、総合獣医学(3;必修)、先端獣医療(1;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 小動物における腎泌尿器疾患に関する研究,腎性高血圧、先天性腎疾患、膀胱腫瘍、慢性腎臓病;  
【教育業績,研究業績,社会貢献,法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 日本小動物外科専門医 (2008年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
 
－ 604 －
 － 606 －
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式       
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称   
 － 607 －
 〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムでの講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 606 －
 － 620 －
【氏名】 氏名 圓尾 拓也  
【現職】 附属 学科名 動物病院 研究室名 小動物臨床研究室 職名 講師 発令年月日 2014年10月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕    〔取得学位〕   
【職歴】 2007年-2014年 2014年-現在 麻布大学附属 動物病院助教 麻布大学附属 動物病院講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    1 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 動物臨床医学会 (国内) 日本獣医がん研究会 (国内) 
Veterinary Cancer Society 日本獣医学会 (国内)  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数    〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 小動物病院実習(2;その他)、小動物臨床実習(3;必修)、先端獣医療(1;必修)、動物内科学(2;選択)  
08
 － 621 －
 〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード;   
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許 (1994年) 第1種放射線取扱主任者免状 (2004年) 日本獣医がん研究会獣医腫瘍科認定医Ⅱ種 (2004年) 日本獣医がん研究会獣医腫瘍科認定医Ⅰ種 (2007年)   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)     4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）    
－ 608 － 09
 － 622 －
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考
The palliative effecacy of modified 
Mohs paste for controlling canine and 
feline malignant skin wounds. 
共著 2016年 7月 Veterinary Quarterly 36(3) Fukuyama, Y., Kawarai, S.,  Tezuka, T. Kawabata, A. and 
Maruo, T.
176-182  
  〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
Veterinary Cansor Society 
The usefulness of a 3D 
sensor for detecting 
rotational errors fo the 
canine head immobilized 
with a bite block system for 
radiation therapy. 
Maruo, T., Iwano, M., 
Nagata, K., Fukuyama, Y., 
Kawarai, S., Yoshioka, C., 
Kanai, E. and Orito, K. 
Orlando, 
Florida 
2016年10月26日 ～ 2016年10月29日   
 
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件  
10
 － 623 －
 〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】     
－ 610 － 11
 － 628 －
【氏名】 氏名 川原井 晋平  
【現職】 獣医学部 学科名 附属動物病院 研究室名 小動物臨床研究室 職名 講師 発令年月日 2015年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕 東京大学・農学生命環境科学研究科・獣医学専攻・博士課程・2007年修了   〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 麻布大学・獣医学部・獣医学科・2003年卒業   〔取得学位〕 博士（獣医学） 東京大学 （博農第3202号）   
【職歴】 2007年-2008年 2008年-2009年 2009年-2010年 2010年-現在 2015年-現在 
麻布大学獣医学部獣医学科（微生物学第一研究室）（株）サポート・スタッフ・派遣社員（研究助手） 麻布大学獣医学部獣医学科（微生物学第一研究室）特任教員Ⅱ種 麻布大学獣医学部獣医学科（微生物学第一研究室）非常勤職員 麻布大学附属 動物病院助教 麻布大学獣医学部 附属動物病院講師 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕  
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本獣医学会（国内） 日本アレルギー学会（国内） 日本獣医皮膚科学会（国内） 獣医臨床遺伝研究会（国内）  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数    
12
 － 629 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 動物健康管理学(2.0;選択)、小動物獣医総合臨床(8.0;必修)、小動物病院実習(2.0;選択)、小動物臨床実習(3.0;必修)、 獣医内科学実習(1.0;必修)、総合獣医学(3.0;必修)、臨床病理(2.0;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内）  副査回数（学内）  副査回数（学外）   
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 犬および猫の皮膚疾患の病態に関する研究;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 学芸員（2003年） 獣医師免許（第42263号）（2003年）   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額)  0円   4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)    
－ 612 － 13
 － 630 －
 〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）   
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考        〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
         〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
      
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件   
14
 － 631 －
 〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】      
－ 614 － 15
 － 624 －
【氏名】 氏名 伊藤 哲郎  
【現職】 附属 学科名 動物病院 研究室名 小動物臨床研究室 職名 助教 発令年月日 2007年4月1日 併任   
【学歴・学位】  〔出身大学院・研究科・専攻・課程・修了年〕    〔出身学校・学部・学科・卒業年〕 岐阜大学・農学部・獣医学科・1999年卒業   〔取得学位〕   
【職歴】 2007年-現在 2011年-現在 2012年-現在 
麻布大学附属 動物病院助教 国際交流委員会委員 関東4大学間連携共同教育推進事業学内委員会委員 
 
【学会】  〔学会及び社会における活動実績に関する事項〕 獣医がん臨床研究グループ正会員 継続 
 〔学会誌・国際学会議事録等に掲載された学術研究論文数（Ａ論文，Ｂ論文のみ）〕    0 件 
 〔学会賞等・年〕  
 〔国際学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔国内学会でのゲストスピーカー歴〕  
 〔所属学会〕 日本獣医学会 (国内) 日本動物病院福祉協会 (国内) 日本獣医がん学会 (国内) 日本比較臨床医学会 (国内) 
NPO法人 EBIC研究会  
【賞罰】  〔教育関係の表彰〕  
 〔感謝状等〕  
 〔永年勤続表彰等〕  
 〔その他〕   
【授業担当科目（当該年度、大学院を含む）】  〔教育担当科目（学内）〕   ・科目名，単位数     
16
 － 625 －
 〔分担科目（学内）〕   ・科目名，単位数 先端獣医療(;選択)、動物健康管理学 診断後の処置、動物の管理法(;選択)、小動物獣医総合臨床(;必修)、 小動物病院実習(;選択)、小動物臨床実習(;必修)、総合獣医学(;必修)   〔論文審査に係る事項〕 主査回数（学内） 0 副査回数（学内） 0 副査回数（学外） 2  
【現在の主要な研究課題】  ・課題名，キーワード; 犬のリンパ腫に対する自家骨髄移植併用強化化学療法の臨床応用,犬、リンパ腫、自家骨髄移植、強化化学療法;  
【教育業績、研究業績、社会貢献、法人・大学運営に関する事項】 
（1）教育上の実績に関する事項  〔作成した教科書，教材〕    〔その他〕 短期研修生の受け入れ人数等  
 
（2）職務上の実績に関する事項  〔資格，免許〕 獣医師免許（1999年） 日本獣医がん研究会認定医Ⅱ種（2006年） 日本獣医がん学会 獣医腫瘍科認定医Ⅰ種（2011年）   〔特許等〕 発明の名称 公報種別 特許番号      〔内部研究資金〕   1）公的研究助成金事業；    例）学術研究振興資金，ハイテクリサーチセンター経費，学術フロンティア経費，研究科特別経費，他 区分 代表者 研究課題名 金額 
(年度配分額)      2）その他 区分 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)     〔外部研究資金（競争的資金）の受入〕   1）各省庁及び各種財団等の補助金； 区分 課題番号 代表者 研究課題名 金額 (年度配分額)      2）奨学寄附金 研究課題名 金額(年度配分額)     3）受託研究； 研究課題名 金額(年度配分額) 犬用抗がん剤「パラディア錠」の有効性および安全性に関する製造販売後調査 0円   4）その他； 研究課題名 金額(年度配分額)   
－ 616 － 17
 － 626 －
 〔その他〕（産学官連携等に関する事項を含む）  
 
（3）著書，論文，学術発表の実績に関する事項（本人については下線で示す）  〔著書〕 著書の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発行所 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考          〔論文〕Ａ論文（権威ある学術誌（欧文・和文）） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 
        〔論文〕Ｂ論文（原著の形の国際学会報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｃ論文（財団・調査等研究報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔論文〕Ｄ論文（大学紀要・研究所報告） 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考           〔総説・解説・論文形式を除くその他（国内定期刊行物・商業誌）〕 論文の名称 単著・ 共著の別 発行年月日 発表雑誌 巻(Vol.) 編著・著者名 （共著の場合のみ） 該当頁数 備考 化学療法中の皮下補液部位に膿瘍を発生したリンパ腫の犬の 1 例 共著 2016年6月 小動物腫瘍臨床 Joncol  吉村沙織、伊藤哲郎     〔学術講演・学会報告〕 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式
平成27年度神奈川県獣医師会学術大会 動脈血栓症を発症した下垂体性副腎皮質機能亢進症の犬の 1 例 岡本拓也、瀬川和仁、 伊藤哲郎、茅沼秀樹 神奈川県伊勢原市 2016年 3月    
（4）社会貢献の実績に関する事項  〔非常勤講師（大学）〕 大学名 科目名 単位数      〔講師派遣〕 派遣名称 派遣先名称 テーマ 日時 場所        〔首都圏西部単位互換協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔神奈川県学術交流協定（受入）〕 科目名（単位数）    〔高校と大学との教育交流（高大連携）協定〕 受入数 件 派遣数 件   〔神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会〕 受入数 件 派遣数 件 
18
 － 627 －
  〔市民大学〕 テーマ  時間数    〔各種審議会等の委嘱〕 委員会等の名称    〔麻布獣医学会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔麻布環境科学研究会〕（記念講演を含む招待講演，ラウンドテーブル，パネルディスカッションを含むシンポジウム等） 学会・会議名 演題 発表者名 （発表者は○，本人はアンダーライン) 開催地又は会場名 開催年月日 抄録頁 発表形式         〔その他〕（高校生セミナー，小・中学校での講演，地域シンポジウムへの参加等）   
（5）法人・大学運営の実績に関する事項  〔役員・評議員に関する事項（法人）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（法人）〕 委員会名    〔役職に関する事項（大学）〕 役職名    〔各種委員会に関する事項（大学）〕    〔学内各種学術集会等に関する事項（大学）〕 例）毒性談話会，システムバイオロジー研究会 等    〔広報活動〕 例）報道発表（プレスリリース），雑誌への投稿，取材（学外者）の受入，取材監修，ホームページへの発表等 タイトル 媒体 年月日      〔その他〕   
（6）附属施設における活動  例）附属動物病院における臨床活動（担当科，診療時間，診療件数，その他）   
【補遺】   
－ 618 － 19
 － 620 －
Ⅴ 学 事 
 １ 学生数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成
28年
度 各
学部
の学
生数
男
女
計
男
女
計
男
女
計
男
女
計
男
女
計
男
女
計
男
女
計
男
女
計
男
女
計
１年
次
65
86
151
51
98
149
30
71
101
48
49
97
75
23
98
-
-
-
-
-
-
-
-
-
269
327
596
２年
次
74
78
152
45
101
146
28
78
106
53
46
99
62
24
86
-
-
-
-
-
-
-
-
-
262
327
589
３年
次
78
77
155
44
94
138
19
66
85
49
47
96
66
41
107
-
-
-
-
-
-
-
-
-
256
325
581
４年
次
68
69
137
43
84
127
25
61
86
34
43
77
64
37
101
-
-
-
-
-
-
-
-
-
234
294
528
５年
次
63
82
145
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
63
82
145
６年
次
72
81
153
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
72
81
153
合計
420
473
893
183
377
560
102
276
378
184
185
369
267
125
392
0
0
0
0
0
0
0
0
01
156
1436
2592
生命
・環
境科
学部
環境
科学
科
獣医
学部
環境
保健
学部
合　
計
健康
環境
科学
科
臨床
検査
技術
学科
環境
政策
学科
食品
生命
科学
科
獣医
学科
動物
応用
科学
科
衛生
技術
学科
平成
28年
度 大
学院
の学
生数
男
女
計
男
女
計
男
女
計
男
女
計
男
女
計
男
女
計
男
女
計
１年
次
5
4
9
10
10
20
2
2
4
0
0
0
3
2
5
0
0
0
20
18
38
２年
次
5
3
8
6
10
16
2
1
3
0
0
0
1
2
3
1
0
1
15
16
31
３年
次
1
1
2
-
-
-
2
1
3
-
-
-
-
-
-
0
0
0
3
2
5
４年
次
3
2
5
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
3
2
5
合計
14
10
24
16
20
36
6
4
10
0
0
0
4
4
8
1
0
1
41
38
79
環境
保健
学研
究科
環境
保健
科学
専攻
博士
前期
課程
獣医
学研
究科
環境
保健
科学
専攻
博士
後期
課程
環境
衛生
政策
専攻
修士
課程
合　
計
動物
応用
科学
専攻
博士
課程
後期
課程
獣医
学専
攻
博士
課程
動物
応用
科学
専攻
博士
課程
前期
課程
－ 620 －
 － 621 －
２ 入試概要（学部・大学院） 
麻布大学 平成２８年度 獣医学部 入学試験データ 
学科
 
試験 区分 募集人員 志願者 受験者 合格者 合格 最高点 合格最低点男 女 計 男 女 計 男 女 計 
獣医学科
 
AO 8 43 71 114 43 71 114 2 6 8 非公表 非公表推薦 25 33 56 89 33 56 89 7 18 25 非公表 非公表外国人 若干名 0 3 3 0 3 3 0 0 0 非公表 非公表帰国子女 若干名 0 1 1 0 1 1 0 0 0 非公表 非公表社会人 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0 非公表 非公表地域枠 若干名 1 0 1 1 0 1 1 0 1 － －獣医学科 その他※1 若干名 12 11 23 12 11 23 6 3 9 非公表 非公表一般 75 693 699 1,392 661 676 1,337 90 106 196  センター 第Ⅰ期 12 148 226 374 142 223 365 30 52 82   合計 120 930 1,067 1,997 892 1,041 1,933 136 185 321    
動物応用科学科
 
AO 15 11 37 48 11 37 48 4 13 17 非公表 非公表推薦※2 25 8 36 44 8 36 44 6 28 34 非公表 非公表外国人 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0 非公表 非公表帰国子女 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0 非公表 非公表社会人 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0 非公表 非公表一般 55 154 252 406 148 243 391 64 126 190  センター 第Ⅰ期 25 136 230 366 135 227 362 49 97 146   センター 第Ⅱ期 若干名 1 0 1 1 0 1 1 0 1 非公表 非公表合計 120 310 555 865 303 543 846 124 264 388    
獣医学部
 
AO 23 54 108 162 54 108 162 6 19 25     推薦※2 50 41 92 133 41 92 133 13 46 59     外国人 若干名 0 3 3 0 3 3 0 0 0     帰国子女 若干名 0 1 1 0 1 1 0 0 0     社会人 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0     地域枠 若干名 1 0 1 1 0 1 1 0 1     獣医学科 その他※1 若干名 12 11 23 12 11 23 6 3 9     一般 130 847 951 1,798 809 919 1,728 154 232 386     センター 第Ⅰ期 37 284 456 740 277 450 727 79 149 228     センター 第Ⅱ期 若干名 1 0 1 1 0 1 1 0 1     合計 240 1,240 1,622 2,862 1,195 1,584 2,779 260 449 709     入学者数は、補欠からの繰上者を含む。 ※1【獣医学科】「獣医学科その他」：内訳（附属、卒業生後継者） ※2【動物応用科学科】「推薦入試」：内訳（附属含む） 
 麻布大学 平成２８年度 獣医学部 編入学試験データ ※編入年次：２年次 
学科 選抜 区分 募集人員 志願者 受験者 合格者 合格 最高点 合格最低点男 女 計 男 女 計 男 女 計 獣医学科 第 1次選抜 若干名 26 16 42 26 15 41 13 7 20 非公表 非公表第 2次選抜 13 7 20 13 7 20 0 3 3 非公表 非公表動物応用
科学科   若干名 0 1 1 0 1 1 0 1 1 非公表 非公表
 
－ 620 － － 621 －
 － 622 －
麻布大学 平成２８年度 生命・環境科学部 入学試験データ 学科
 
試験 区分 募集人員 志願者 受験者 合格者 合格 最高点 合格最低点男 女 計 男 女 計 男 女 計 
臨床検査技術学科
 
推薦 20 17 36 53 17 36 53 11 27 38 非公表 非公表帰国子女 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0 非公表 非公表社会人 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0 非公表 非公表一般 A 
55 
77 104 181 75 98 173 21 36 57  一般 B 33 39 72 32 38 70 12 11 23  一般 C 62 101 163 50 87 137 16 28 44  
一般(A･B･C)小計 172 244 416 157 223 380 49 75 124  センター 第Ⅰ期 5 42 57 99 42 56 98 12 14 26   センター 第Ⅱ期 若干名 4 4 8 4 4 8 1 0 1 非公表 非公表合計 80 235 341 576 220 319 539 73 116 189    
食品生命科学科
 
推薦 25 9 12 21 9 12 21 8 12 20 非公表 非公表帰国子女 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0 非公表 非公表社会人 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0 非公表 非公表一般 A 
50 
59 41 100 57 37 94 25 26 51  一般 B 48 41 89 45 39 84 21 22 43  一般 C 98 105 203 91 96 187 46 52 98  
一般(A･B･C)小計 205 187 392 193 172 365 92 100 192  一般Ⅱ 若干名 10 5 15 7 4 11 2 3 5 非公表 非公表センター 第Ⅰ期 5 79 92 171 78 92 170 19 25 44   センター 第Ⅱ期 若干名 6 3 9 6 3 9 0 1 1   合計 80 309 299 608 293 283 576 121 141 262    
環境科学科
 
推薦 25 7 1 8 7 1 8 7 1 8 非公表 非公表帰国子女 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0 非公表 非公表社会人 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0 非公表 非公表一般 A 
50 
52 23 75 47 22 69 34 18 52 非公表 非公表一般 B 42 25 67 41 25 66 30 20 50  一般 C 83 44 127 79 41 120 67 38 105  
一般(A･B･C)小計 177 92 269 167 88 255 131 76 207  一般Ⅱ 若干名 8 2 10 7 1 8 4 0 4 非公表 非公表センター 第Ⅰ期 5 67 50 117 65 49 114 33 21 54   センター 第Ⅱ期 若干名 3 0 3 3 0 3 1 0 1   合計 80 262 145 407 249 139 388 176 98 274    
生命・環境科学部
 
推薦 70 33 49 82 33 49 82 26 40 66    帰国子女 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0    社会人 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0    一般 A 
155 
188 168 356 179 157 336 80 80 160    一般 B 123 105 228 118 102 220 63 53 116    一般 C 243 250 493 220 224 444 129 118 247    
一般(A･B･C)小計 554 523 1,077 517 483 1,000 272 251 523    一般Ⅱ 若干名 18 7 25 14 5 19 6 3 9    センター 第Ⅰ期 15 188 199 387 185 197 382 64 60 124     センター 第Ⅱ期 若干名 13 7 20 13 7 20 2 1 3     合計 240 806 785 1,591 762 741 1,503 370 355 725     入学者数は、補欠からの繰上者を含む 
    
－ 622 －
 － 623 －
麻布大学 平成２８年度 生命・環境科学部 編入学試験データ 学科
 
編入 年次 募集人員 志願者 受験者 合格者 合格 最高点 合格最低点男 女 計 男 女 計 男 女 計 臨検
 
2年次 若干名 3 3 6 3 1 4 3 0 3 非公表 非公表
3年次 0 0 0 0 0 0 0 0 0 非公表 非公表食品
 
2年次 若干名 2 0 2 1 0 1 1 0 1 非公表 非公表
3年次 0 0 0 0 0 0 0 0 0 非公表 非公表環境
 
2年次 若干名 0 0 0 0 0 0 0 0 0 非公表 非公表
3年次 0 0 0 0 0 0 0 0 0 非公表 非公表
 
－ 622 － － 623 －
 － 624 －
麻布大学 平成２８年度 獣医学研究科 入学試験データ （第１期・第２期） 獣医学専攻    志 願 者 受 験 者 合 格 者 入 学 者博士課程 4年 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計募集人員 10名 6 4 10 6 4 10 5 4 9 5 4 9
[出身大学] 麻布大学 4 2 6 4 2 6 3 2 5 3 2 5帯広畜産大学 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1北京農大学 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1酪農学園大学 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1
※10月入学  酪農学園大学 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1
 動物応用科学専攻 志 願 者 受 験 者 合 格 者 入 学 者博士前期課程 2年 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計  募集人員 12名 12 16 28 11 16 27 10 13 23 10 10 20
[出身大学] 麻布大学 10 15 25 10 15 25 9 12 21 9 9 18
 北里大学 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1
 日本獣医生命科学大学 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 ※10月入学  麻布大学 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1
 動物応用科学専攻 志 願 者 受 験 者 合 格 者 入 学 者博士後期課程 3年 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計  募集人員 4名 2 3 5 2 3 5 2 2 4 2 2 4
[出身大学] 麻布大学 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1
 慶應義塾大学 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1
 日本大学 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1
 麗澤大学 0 2 2 0 2 2 0 1 1 0 1 1
 
 麻布大学 平成２８年度 環境保健学研究科 入学試験データ （第１期・第２期） 環境保健科学専攻 志 願 者 受 験 者 合 格 者 入 学 者博士前期課程 2年 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計  募集人員 7名 4 2 6 4 2 6 3 2 5 3 2 5[出身大学] 麻布大学 4 2 6 4 2 6 3 2 5 3 2 5
 環境保健科学専攻 志 願 者 受 験 者 合 格 者 入 学 者博士後期課程 3年 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計  募集人員 2名 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
[出身大学] 志願者なし 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 環境衛生政策専攻 志 願 者 受 験 者 合 格 者 入 学 者修士課程 2年 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計募集人員 7名 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
[出身大学] 志願者なし 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 
－ 624 －
 － 625 －
３ 学位授与状況 
 獣医学研究科 
平成28年度 
博士（獣医学） 甲第146号 片 川 優 子 BMP 応答細胞内シグナル伝達因子である Smad8/9の遺伝子発現制御に関する研究 甲第147号 島 倉 秀 勝 イヌの食物アレルギーにおける免疫学的解析および免疫療法に関する研究 甲第148号 片 山 真 希 心拍変動解析を用いたイヌ－ヒト間の不快情動伝染に関する研究 甲第149号 津 郷 孝 輔 エルシニア症ワクチン開発に関する研究 
 
博士（獣医学） 乙第433号  比 企 基 高 家畜由来大腸菌における第 3 世代セファロスポリンに対する薬剤感受性調査および分子遺伝学的解析に関する研究 
 
博士（学術） 甲第66号  犬 飼 直 人 Polytetrafluoroethylene樹脂表面上での細胞観察手法の開発および血中分子の及ぼす影響 甲第67号  和 賀 正 洋 塩漬食肉製品の色調安定性に係る諸因子の研究 甲第68号  小 林   愛 日常的な関わり方と人と猫の情緒的結びつきに関する研究 
 
 
 
－ 624 － － 625 －
 － 626 －
４ 学業成績優秀者及び各種受賞者  （１）学業成績優秀者【 6 月表彰】 【平成28年度】 学科 学年 学籍番号 氏名 学科 学年 学籍番号 氏名 獣 医 学 科 2 V15046 佐藤 沙菜 臨床検査技術学科 2 M15028 梅木 淳祥    V15081 川原 真琴  M15035 大野 古都里   V15109 羽根 圭亮   M15078 片倉 加奈子  V15114 矢島 裕介  3 M14009 坂口 碧    V15138 梅澤 凌   M14017 近藤 芳菜   3 V14010 菅宮 舞   M14057 飯田 梓    V14019 輿石 望  4 M13008 水野 裕樹   V14047 髙橋 宏実   M13017 中辻 彩加   V14060 三島 魁斗   M13027 吉岡 明澄    V14066 川北 智子   M13079 千葉 アリサ  4 V13004 神谷 有美子 食品生命科学科 2 F15008 吉田 篤司    V13047 小林 由佳   F15018 内藤 千秋    V13075 大澤 ふみ    F15032 佐島 歩   V13088 酢谷 晃平    F15047 遠藤 彩夏   5 V12045 佐久間 龍之助   3 F14052 青木 渉    V12116 太野 佳世子    F14075 川島 玲奈    V12132 村田 拓馬    F14087 池田 杏樹    V12146 渡邉 佳明   4 F13005 樋木 真夏   6 V11011 石川 史香   F13006 大沼 華    V11031 岡部 萌   F13025 井手 康輔   V11106 野崎 春奈 環 境 科 学 科 2 E15006 亀井 崚平   V11107 橋口 麻未   E15023 中野 楓 動物応用科学科 2 A15029 米塚 友理   E15080 森田 郷   A15100 村山 未来  3 E14023 池田 侑由    A15114 吉村 綾花   E14061 深沢 勇太    A15138 高松 福恵   E14068 志賀 翔太  3 A14012 立澤 なつみ  4 E13002 藤川 陸    A14032 田中 美帆   E13040 大塚 真登   A14134 村山 花子   E13080 河内 俊樹    A14138 河南 輝大       4 A13015 前島 広平        A13032 大島 実咲        A13033 宮田 奈緒       A13113 田村 奏美 注）受賞者の学年は、受賞当時のもの。 
－ 626 －
 － 627 －
（２）学業成績優秀者【最終学年－３月表彰】 【平成28年度】 学科 学年 学籍番号 氏名 学科 学年 学籍番号 氏名 獣 医 学 科 6 V11006 阿部 大二郎 臨床検査技術学科 4 M13002 河本 希    V11012 石田 大歩   M13027 吉岡 明澄    V11110 林 滉平    M13043 岡田 紗奈    V11129 水野 雄貴 食品生命科学科 4 F13006 大沼 華 動物応用科学科 4 A13033 宮田 奈緒   F13012 滝澤 彩里   A13042 齋藤 汀    F13053 生井 美帆   A13095 牛澤 貴恵 環 境 科 学 科 4 E13068 布施 裕貴   A13097 堀尾 朋世   E13080 河内 俊樹       E13103 立石 悟          （３）越智賞 【平成28年度】 学科 学年 学籍番号 氏名 
獣 医 学 科 6 V11106 野崎 春奈 動物応用科学科 4 A13032 大島 実咲 臨床検査技術学科 4 M13017 中辻 彩加 食品生命科学科 4 F13050 酒井 彩花 環 境 科 学 科 4 E13106 杉原 杏奈   （４）古泉賞 【平成28年度】 学科 学年 学籍番号 氏名 
獣 医 学 科 6 V11137 森元 美紗子 動物応用科学科 4 A13097 堀尾 朋世 臨床検査技術学科 4 M13084 小林 加奈 食品生命科学科 4 F13025 井手 康輔 環 境 科 学 科 4 E13021 田邉 華穂   （５）日本獣医師会優等卒業生     獣医学科  6 年 V11106 野崎 春奈      
－ 626 － － 627 －
 － 628 －
（６）日臨技学生表彰 会長賞     臨床検査技術学科  4 年 M13017 中辻 彩加   （７）増井光子賞     獣医学部獣医学科(獣医免疫学研究室)                     V10026 大庭 愛海（H27年度卒業）     獣医学部獣医学科(伴侶動物学研究室)                     V10148 度會 晃行（H27年度卒業）     生命・環境科学部臨床検査技術学科(病理学研究室)                     M12029 黒鳥 優（H27年度卒業）  
 （８）学生功労賞 （団体） 受賞団体 順位等 大会等 
獣医学部 動物応用科学科 食品科学研究室 FOOMA AP賞 (78 組中上位 4組) 
国際食品工業展 FOOMA JAPAN 2015 にてポスター発表をし FOOMA AP賞受賞 (国内 57 研究室，海外 21 研究室，全 78 研究室参加) 
女子ハンドボール愛好会 
優勝(9 ﾁｰﾑ中 1 位)  優勝(10 ﾁｰﾑ中 1 位)  
平成 27 年度関東医歯薬獣大学ハンドボール春季大会 女子の部(9 大学参加) 平成 27 年度関東医歯薬獣大学ハンドボール秋季大会 女子の部(10 大学参加) 
弓道部 
優勝(27 ﾁｰﾑ中 1 位) 準優勝(27 ﾁｰﾑ中 2 位) 第 3 位(15 ﾁｰﾑ中 3 位) 第 3 位(13 ﾁｰﾑ中 3 位)
第 90 回関東医歯薬系学生弓道大会 女子団体(14 大学参加) 平成 27 年度神奈川県学生弓道連盟秋季女子団体戦(14 大学参加) 第 47 回関東学生弓道選手権大会決勝女子団体 Ⅰ部(47 大学参加) 第 90 回関東医歯薬系学生弓道大会 男子団体(13 大学参加)   （個人） 
受賞者 順位等 大会等 
剣道 V15081 (2 年) 川原 真琴 
優勝 (51 人中 1位)第 3 位 (108 人中 3位)準優勝 (52 人中 2位)
第 61 回関東理工科系学生剣道選手権大会 女子個人  第58回春季関東医歯薬獣医科大学剣道大会 女子個人  第 49 回関東理工科系学生剣道新人戦大会 女子個人  
－ 628 －
 － 629 －
受賞者 順位等 大会等 
トライアスロン V11048 (6 年) 岸野 巧 
第 2 位 (26 人中 2位)  第 2 位 (13 人中 2位)第 2 位 (16 人中 2位)第 2 位 (2 人中 2位)第 5 位 (77 人中 5位)第 3 位 (43 人中 3位)
2015 年度 JTU ロングディスタンストライアスロン・エイジグループ・ポイントランキング→ 表彰状，2016 年世界ロングディスタンストライアスロン選手権出場権獲得 アイアンマン 70.3 セントレア知多半島ジャパン年代別 2015 五島長崎国際トライアスロン大会 A タイプ年代別 2015 佐渡国際トライアスロン大会 A タイプ年代別  第 3 回館山船形アクアスロン&OWS&PADDLE MIX アクアスロン(総合男子) 第 3 回館山船形アクアスロン&OWS&PADDLE MIX 
OWS 1Km(総合男子) 
馬術 A12021 (H27 年度卒業) 鵜殿 稜河 
第 2 位 (42 人中 2位)優勝 (23 人中 1位)第 23 位 (95 人中 23 位)第 2 位 第 3 位 (14 人中 3位)第 3 位 (18 人中 3位)第 30 位 (61 人中 30 位)
第 87 回関東学生馬術選手権大会  第 7 回関東学生レースホースカップ  第 65 回全日本学生賞典障害飛越競技大会  第 36 回学生馬術東西対抗競技大会 第 42 回東京都馬術大会 クラス 110cm  第 42 回東京都馬術大会 クラス 100cm  第 50 回関東学生賞典障害飛越競技大会 他 全日本学生馬術選手権大会出場 
女子ハンドボール V13071 (4 年) 長田 萌 
最優秀選手 (63 人中) ※1チーム 7 人
平成 27 年度関東医歯薬獣大学ハンドボール春季大会 女子の部(9 大学参加) 
女子ハンドボール V12076 (5 年) 田中 帆奈 
優秀選手 (63 人中) 最優秀選手 (70 人中) ※1チーム 7 人
平成 27 年度関東医歯薬獣大学ハンドボール春季大会 女子の部(9 大学参加) 平成 27 年度関東医歯薬獣大学ハンドボール秋季大会 女子の部(10 大学参加) 
弓道 V13073 (4 年) 西木 夏帆 
優勝 (81 人中 1位)※1チーム 3 人27チーム参加
第 90 回関東医歯薬系学生弓道大会 女子個人(14 大学参加) 
 
－ 628 － － 629 －
 － 630 －
５ 各種国家試験合格状況 
 獣医学科獣医師国家試験結果 
年度 人数 合格率 受験者 合格者 不合格者 麻布大学 全国 
28 151 132 19 87.4％ 87.5％ 
 
 臨床検査技術学科臨床検査技師国家試験結果 
年度 人数 合格率 受験者 合格者 不合格者 麻布大学 全国 
28 81 76 5 93.8％ 78.7％ 
 
－ 630 －
 － 631 －
６ 就職状況                       （平成29年 5 月 1 日現在） 
 
 
 
 
 
 
 
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計72 80 43 83 25 61 34 42 63 37 237 303 54053 73 29 66 18 56 31 35 58 32 189 262 45151 73 27 65 17 51 31 35 52 31 178 255 4332 0 2 1 1 5 0 0 6 1 11 7 1896.2 100.0 93.1 98.5 94.4 91.1 100.0 100.0 89.7 96.9 94.2 97.3 96.01 1 1 1 24 9 1 1 1 5 11 163 2 1 1 1 4 4 81 1 1 4 2 5 74 2 4 2 66 7 7 10 4 1 17 18 351 1 1 1 3 1 40 0 01 0 1 11 2 1 3 2 4 2 1 6 10 160 0 00 0 01 3 4 0 40 0 00 0 00 0 00 0 03 1 3 1 41 3 1 3 4 7 5 122 2 5 1 7 3 101 3 1 5 4 1 6 9 151 2 7 3 7 7 15 12 272 0 2 21 1 1 1 21 0 1 10 0 00 0 01 4 2 3 3 7 1016 47 16 47 631 1 1 1 0 4 42 11 1 3 1 1 4 15 190 0 01 1 1 1 21 2 2 1 31 2 1 2 32 1 1 2 31 2 1 2 31 0 1 11 0 1 138 54 2 7 40 61 1011 1 0 11 1 0 11 3 1 1 3 5 4 90 0 00 0 01 1 2 1 3 2 51 0 1 11 0 1 11 1 1 2 1 4 2 61 0 1 11 1 0 11 1 2 3 3 3 3 6 9 13 220 0 051 73 27 65 17 51 31 35 52 31 178 255 433
6 7 10 1 4 2 1 15 16 310 0 01 1 1 1 2 31 2 1 4 0 41 0 1 11 1 1 2 4 1 51 1 1 1 20 0 08 1 10 13 1 2 2 4 4 1 25 21 46
1 1 3 2 2 1 3 4 6 11 17
10 5 1 2 4 2 1 1 17 9 26※　国家試験不合格者及び未提出者等、上記に区分されない者を含む。
計
就職しない
その他　※
聴講生専門学校進学未定者その他（科目等履修生など）計
進学
大学院編入学留学（海外渡航含む）研究生
その他の娯楽業廃棄物処理業宗教その他のｻｰﾋﾞｽ業上記以外のもの
複合
サー
ビス
ＮＯＳＡＩその他の複合サービス事業
サー
ビス業
専門サー
ビス
実験動物関連動物病院コンサルタント広告業その他の専門・技術サービス学術・開発研究機関法務生活関連ｻｰﾋﾞｽ業洗濯・理容・美容・浴場業娯楽業 JRA
保健衛生社会保険･社会福祉･介護事業教育学習支援
学校教育動物園・水族館その他の教育・学習支援業
医療・福祉
医療業
病院診療所その他の医療（臨床検査所・治験等）
金融業保険業不動産取引・賃貸・管理業物品賃貸業宿泊業・飲食サービス業
情報通信業運輸業・郵便業卸売･小売業
卸売小売 小売ペットショップ
電気・ｶﾞｽ・熱供給・水道業
農・林・漁・鉱・採石・砂利採取業建設業
製造業
食料品製造業飲料・たばこ・飼料製造業繊維工業印刷・同関連業化学工業石油・石炭製品製造業鉄鋼業・非金属・金属製品製造業はん用・生産用・業務用機械器具製造業電子部品・デバイス・精密機械器具製造業電気・情報通信機械器具製造業輸送用機械器具製造業その他の製造業
就職希望者 就　職　者就職先未定者就職率（％）
公務員
国家都道府県市区町村
区分
獣医学部 生命・環境科学部 合計卒業者数 獣医 動物応用科 臨床検査技術 食品生命科 環境科152 126 86 76 100
－ 630 － － 631 －
 － 632 －
７ 高大一貫・高大連携 
 平成28年度 学部概論 A (2年生対象授業）： 火曜日5･6校時（13:00～14:40） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学期 回 予定日 校時 場所 科目 単元 講師 内容山下　匡　学部長 獣医学部折戸　謙介　学科長 獣医学科（獣医）大木　茂　学科長動物応用科学科（動応）56 佐原　弘益　教授基礎教育生物（獣医）石井　康夫　准教授基礎教育英語（獣医）勝俣 昌也　教授（獣医）須永 藤子　准教授（獣医）新井 佐知子　講師（獣医）大木 茂　教授（動応）神作 宜男　教授（動応）武田 守　教授（食品）川上 泰　准教授（環境）関本 征史　准教授（環境）
学期 回 予定日 校時 場所 科目 単元 講師 内容5 市原 伸恒　准教授6 解剖学第一（獣医）5 山本 雅子　教授6 解剖学第二（獣医）5 村上 賢　教授6 分子生物学（獣医）体験授業 体験･実験(選択）
各学科からそれぞれ2～4講座（調整中） 実験・フィールドワークを主体とした体験型授業
細胞レベルから見た動物の体
7 6月28日 分子レベルから見た動物の体
 夏休み
獣医学部概論Ａ　前期
前期
5 6月7日 L棟１F高大共用講義室105
獣医学部
各論Ａ 体の構造から分子へ
動物の体のしくみ①
6 6月14日
大学総論
共通授業
施設見学 高槻　成紀　先生 博物館見学
3 5月17日 5 高校基礎科目 高校から大学に繋げる勉強（生物・英語）6
4 5月31日
5
教員との懇談会 進路決定のきっかけ
6
学部概論Ａ　前期•共通授業
前期
1 4月19日 5
V棟7F 大会議室701/702
獣医学部
概論 学部･学科紹介（学部別授業）
挨拶（概論を受講する心構え、獣医学部の紹介）
獣医学科の紹介6 動物応用科学科の紹介
2 4月26日
学期 回 予定日 校時 場所 科目 単元 講師 内容5 市原 伸恒　准教授6 解剖学第一（獣医）5 永根 大幹　助教6 生化学（獣医）市原 伸恒　准教授（獣医）
松井 久実　講師（獣医）
伊藤 潤哉　准教授（動応）
南 正人　准教授（動応）5 山本 雅子　教授6 解剖学第二（獣医）5 滝沢 達也　教授6 動物工学（動応）5 池田 輝雄　准教授6 獣医免疫学（獣医）5 代田 欣二　教授6 病理学（獣医）5 塚本 篤士　講師6 実験動物学（獣医）5 植竹 勝治　教授6 動物行動管理学（動応）5 大谷 伸代　講師6 介在動物学（動応）5 代田 眞理子　教授6 比較毒性学（動応）5 田原口 智士　教授6 微生物学第二（獣医）5 阪口 雅弘　教授6 微生物学第一（獣医）5 白井 明志　准教授6 薬理学（獣医）5 塚田 英晴　准教授6 野生動物学（動応）5 村上 裕信　助教6 衛生学第二（獣医）5 杉田 和俊　講師6 公衆衛生学第一（獣医）
後期
V棟1F 119/120 動物と人の健康
23 2月14日 V棟7F 大会議室701/702 産業動物の感染症24 2月21日 環境汚染
15 11月15日
動物と人の健康
動物実験と実験動物福祉
16 11月22日
V棟7F 大会議室701/702
健康とウィルス
20 1月24日 動物のアレルギー
21 1月31日 薬のはたらき
動物の福祉
17 11月29日 動物のもつ力
18 1月10日 V棟1F 119/120 食品の安全
22 2月7日
体のはたらきと物質
動物の発生
12 10月11日 生命の連続性と幹細胞
動物の免疫
14 11月8日 病気の原因を見つける
動物の体のしくみ②
9 9月20日 体を構成する物質
10 9月27日 5 L棟１F 会議室103/104 入試相談（懇談会形式）
8 9月6日 V棟7F 大会議室701/702
獣医学部
各論A
体の構造から分子へ
13 11月1日
19 1月17日
入試個別相談会（教員との懇談を含む。）6
11 10月4日
V棟7F 大会議室701/702
獣医学部概論Ａ　後期
－ 632 －
 － 633 －
                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学期 回 予定日 校時 場所 科目 単元 講師 内容古畑 勝則　学部長 生命･環境科学部岩橋 和彦　学科長臨床検査技術学科（臨検）武田 守　学科長食品生命科学科（食品）稲葉 一穂　学科長環境科学科（環境）56 佐原　弘益　教授基礎教育生物（獣医）石井　康夫　准教授基礎教育英語（獣医）勝俣 昌也　教授（獣医）須永 藤子　准教授（獣医）新井 佐知子　講師（獣医）大木 茂　教授（動応）神作 宜男　教授（動応）武田 守　教授（食品）川上 泰　准教授（環境）関本 征史　准教授（環境）
5月31日
5
教員との懇談会 進路決定のきっかけ
6
学部概論Ａ　前期•共通授業
1 4月19日
5 L棟１F高大共用講義室105/106
博物館見学
3 5月17日 5 高校基礎科目 高校から大学に繋げる勉強（生物・英語）6
2 4月26日
V棟7F 大会議室701/702
大学総論
共通授業
施設見学 高槻　成紀　先生
4
生命・環境
科学部概論
学部･学科紹介（学部別授業）
挨拶（概論を受講する心構え、生命･環境科学部の紹介）
臨床検査技術学科の紹介
6 食品生命科学科の紹介環境科学科の紹介
学期 回 予定日 校時 場所 科目 単元 内容5 本田 晃子　准教授6 血液学（臨検）5 島津 德人　准教授6 食品生理学（食品）5 大河内 由美子　准教授6 水環境学（環境）体験授業 体験･実験(選択）
各学科からそれぞれ2～4講座（調整中） 実験・フィールドワークを主体とした体験型授業 夏休み
6 6月14日 食と口腔の健康科学
7 6月28日 生命を衛る水
生命・環境科学部概論Ａ　前期
前期
5 6月7日 L棟１F 高大共用講義室106
生命・環境科
学部各論Ａ
健康な生活を支える
病気の発見に役立つ血液細胞検査
生命・環境科学部概論Ａ　後期
学期 回 予定日 校時 場所 科目 単元 講師 内容5 髙木　邦明　教授　6 衛生学（臨検）5 武田 守　教授6 食品生理学（食品）岩橋 和彦　教授（臨検）
吉原 英児　准教授（臨検）
小西 良子　教授（食品）
稲葉 一穂　教授（環境）
原田 公　講師（環境）5 曽川　一幸　講師6 生化学（臨検）5 栗林　尚志　准教授6 免疫学（臨検）5 髙田 香世子　講師6 総合検査学（臨検）5 守口 徹　教授6 食品栄養学（食品）5 小林 直樹　講師6 食品安全科学（食品）5 村山 史世　講師6 地域社会（環境）5 遠藤 治　教授6 環境衛生学（環境）5 島田　章則　教授6 病理学（臨検）5 石﨑　直人　講師6 微生物学（臨検）5 小西　良子　教授6 食品安全科学（食品）5 山本 純平　助教6 食品栄養学（食品）5 川上　泰　准教授6 環境生物学（環境）5 久松　伸　講師6 環境遺伝子工学（環境）5 伊藤　彰英　教授6 環境分析学（環境）
18 1月10日
人と環境、そして地球共生系
地球温暖化がもたらすヒトと動物への健康影響19 1月17日 微生物とは何者か　　（特に細菌について）
20 1月24日 食の安全っていったい何で判断するの？
23 2月14日 環境汚染物質の調べ方
24 2月21日 環境水中の汚染を微量元素から探る
21 1月31日 食品の三次機能について
22 2月7日 最近話題になっている衛生動物
12 10月11日 生体防御の仕組み
13 11月1日
16 11月22日 生物多様性（講義とグループワーク）17 11月29日 化学物質の安全性 ～発がん物質～
病気と臨床検査
14 11月8日 食生活と健康・病気
15 11月15日 食とカビの不思議
後期
8 9月6日 L棟１F高大共用講義室106
生命･環境科学部各論Ａ
健康な生活を支える 体の中を廻る水分のお話し9 9月20日 食品成分と生体の機能
10 9月27日 5 L棟１F 会議室103/104 入試相談（懇談会形式） 入試個別相談会（教員との懇談を含む。）
6
11 10月4日
L棟１F高大共用講義室106
人と社会の健康
疾患に関するタンパク質の解析
－ 632 － － 633 －
 － 634 －
平成 28 年度 学部概論 B （3 年生対象授業）： 火曜日 3・4校時（10:45～12:25） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
獣医学部概論Ｂ　前期　
学期 回 予定日 校時 場所 科目 単元 講師 内容山下　匡　学部長 獣医学部折戸　謙介　学科長 獣医学科（獣医）大木　茂　学科長動物応用科学科（動応）3 竹田 志郎　講師4 食品科学（動応）3 松井 久実　講師4 生理学第一（獣医）3 南 正人　准教授4 野生動物学（動応）3 佐藤 礼一郎　講師4 内科学第三（獣医）3 佐藤 礼一郎　講師4 内科学第三（獣医）3 加藤 行男　准教授4 公衆衛生学第二（獣医）坂上　元栄　准教授（獣医）河合　一洋　准教授（獣医）伊藤 潤哉　准教授（動応）南 正人　准教授（動応）体験授業 体験･実験(選択）
各学科からそれぞれ2～4講座（調整中） 実験・フィールドワークを主体とした体験型授業
夏休みにやっておくべきこと麻布大学を受験するために4
 夏休み
8 6月28日 3 L棟１F 会議室103/104 共通授業 入試対策
動物を知り、人を知る
ヒトとミルクについて
3
5 6月7日
V棟7F 大会議室701/702
食と動物①
6 6月14日 食と動物②
7 6月21日 動物からうつる人の病気
前期
1 4月19日
5 V棟7F 大会議室701/702
獣医学部
概論 学部･学科紹介（学部別授業）
挨拶（概論を受講する心構え、獣医学部の紹介）
5月17日 V棟7F 大会議室701/702 血液の生理変化の観察
4 5月31日 L棟１F高大共用講義室105 動物の社会とからだ
獣医学科の紹介
6 動物応用科学科の紹介
2 4月26日 L棟１F高大共用講義室105
獣医学部各論Ｂ
学部概論Ｂ　後期・共通授業
学期 回 予定日 校時 場所 科目 単元 講師 内容3 教育推進センターチューター4 山本 雅子　教授（獣医）恩田 賢　准教授（獣医）大木 茂　教授（動応）神作 宜男　教授（動応）岩橋 和彦　教授（臨検）吉原 英児　准教授（臨検）守口 徹　教授（食品）大倉 健宏　准教授（環境）ｼﾞｮﾅｻﾝ ﾘﾝﾁ　講師（環境）3 教育推進センターチューター43 教育推進センターチューター43 教育推進センターチューター43 教育推進センターチューター43 教育推進センターチューター43 教育推進センターチューター43 教育推進センターチューター43 教育推進センターチューター4
16 11月15日 大学の専門と将来に役立つ高校の勉強（生物②）
4
11 9月27日
8号館6階8601講義室
入学前教育共通授業
入学前教育入試対策
大学の専門と将来に役立つ高校の勉強
12 10月4日
10 9月20日
3
L棟１F 会議室103/104
共通授業 教員との懇談会
17 11月22日 大学の専門と将来に役立つ高校の勉強（数学①）
18 11月29日 大学の専門と将来に役立つ高校の勉強（数学②）
15 11月8日 大学の専門と将来に役立つ高校の勉強（生物①）
9 9月6日 8号館6階8601講義室 入学前教育共通授業 入学前教育入試対策 大学の専門と将来に役立つ高校の勉強
後期 大学の専門と将来に役立つ高校の勉強（化学①）
13 10月11日 大学の専門と将来に役立つ高校の勉強（化学②）
14 11月1日 大学の専門と将来に役立つ高校の勉強（化学・理科計算）
推薦入試前の不安解消受験手続について
－ 634 －
 － 635 －
 
 
                              
生命・環境科学部概論Ｂ　前期　
学期 回 予定日 校時 場所 科目 単元 講師 内容古畑 勝則　学部長 生命･環境科学部岩橋 和彦　学科長臨床検査技術学科（臨検）武田 守　学科長食品生命科学科（食品）稲葉 一穂　学科長環境科学科（環境）3 村山 洋　准教授4 生化学（臨検）3 角野 洋一　講師4 衛生学（臨検）3 大仲 賢二　講師4 食品衛生学（食品）3 良永 裕子　教授4 食品分析化学（食品）3 秋山 孝洋　講師4 環境生物学（環境）3 関本 征史　准教授4 環境衛生学（環境）岩橋 和彦　教授（臨検）吉原 英児　准教授（臨検）良永 裕子　教授（食品）原田 公　講師（環境）大河内 由美子　准教授（環境）体験授業 体験･実験(選択）
各学科からそれぞれ2～4講座（調整中） 実験・フィールドワークを主体とした体験型授業
4
 夏休み
7 6月21日 環境化学物質の生体毒性（講義と体験）
8 6月28日 3 L棟１F 会議室103/104 共通授業 入試対策 夏休みにやっておくべきこと麻布大学を受験するために
6月7日 食品の呈味成分について（講義と体験）6 6月14日 モデル生物
3 5月17日 尿検査（講義と体験）4 5月31日 食中毒を起こすバイキンを形から科学する前期
1 4月19日
5 L棟１F高大共用講義室105/106
生命・環境
科学部概論
学部･学科紹介（学部別授業）
挨拶（概論を受講する心構え、生命･環境科学部の紹介）
臨床検査技術学科の紹介
6 食品生命科学科の紹介環境科学科の紹介
2 4月26日
L棟１F高大共用講義室106
生命・環境科学部各論Ｂ
生命と環境（講義・体験授業）
バイオサイエンスの基本となる技術：PCRと電気泳動
5
学部概論Ｂ　後期・共通授業
学期 回 予定日 校時 場所 科目 単元 講師 内容3 教育推進センターチューター4 山本 雅子　教授（獣医）恩田 賢　准教授（獣医）大木 茂　教授（動応）神作 宜男　教授（動応）岩橋 和彦　教授（臨検）吉原 英児　准教授（臨検）守口 徹　教授（食品）大倉 健宏　准教授（環境）ｼﾞｮﾅｻﾝ ﾘﾝﾁ　講師（環境）3 教育推進センターチューター43 教育推進センターチューター43 教育推進センターチューター43 教育推進センターチューター43 教育推進センターチューター43 教育推進センターチューター43 教育推進センターチューター43 教育推進センターチューター4
15 11月8日 大学の専門と将来に役立つ高校の勉強（生物①）
16 11月15日 大学の専門と将来に役立つ高校の勉強（生物②）
教員との懇談会 推薦入試前の不安解消受験手続について
大学の専門と将来に役立つ高校の勉強
12 10月4日 大学の専門と将来に役立つ高校の勉強（化学①）
13 10月11日 大学の専門と将来に役立つ高校の勉強（化学②）
4
11 9月27日
8号館6階8601講義室
入学前教育共通授業
入学前教育入試対策14 11月1日
17 11月22日 大学の専門と将来に役立つ高校の勉強（数学①）
18 11月29日 大学の専門と将来に役立つ高校の勉強（数学②）
大学の専門と将来に役立つ高校の勉強（化学・理科計算）
9 9月6日 8号館6階8601講義室 入学前教育共通授業 入学前教育入試対策 大学の専門と将来に役立つ高校の勉強
後期
10 9月20日
3
L棟１F 会議室103/104
共通授業
－ 634 － － 635 －
 － 636 －
平成28年度「夏期体験実習」及び「夏休み研究室体験」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 実験の都合上、有機溶剤や有害化学物質を取り扱う可能性があります。 
 
 
 
 
学科 受入れ研究室 テーマ 日程 期間 実施時間 所属高校 参加者人数 学年
附属高校 3 2
麻溝台高校 1 3
1
2
2
3
附属高校 1 3
麻溝台高校 1 3
2
2
附属高校 7 2
相原高校 1 2
3
3
7 食品科学研究室 食品作りを体験し科学する 平成28年8月5日（金）～平成28年8月10日（水） 4日間
9時30分～16時30分 附属高校 1 1
3
3
2
2
2
2
3
3
座間高校 1 2
川﨑工科高校 1 3
13 細胞生物学研究室 ショウジョウバエ研究入門編 平成28年8月9日（火） 1日 9時00分～15時00分 附属高校 1 1
合計 56
12
環境科学科
環境衛生学研究室 環境中の発がん関連物質 平成28年8月23日（火）～平成28年8月25日（木） 3日間
10時00分～16時00分
病理組織学的検査 平成28年8月23日（火） 1日
10時00分～15時00分 附属高校 4
11 食品生命科学科 食品衛生学研究室 ジビエ食品（鹿肉）を微生物的に科学する 平成28年8月9日（火）～平成28年8月10日（水） 2日間
10時00分～15時00分 附属高校 2
平成28年8月22日（月）～平成28年8月24日（水） 3日間
10時00分～16時30分 附属高校 2
平成28年8月23日（火） 附属高校 9
8
臨床検査技術学科
生化学研究室 認知症遺伝子の分析
13時00分～16時00分 附属高校 9
10 免疫学研究室 抗原抗体反応を理解する 平成28年8月25日（木）～平成28年8月26日（金） 2日間
9 病理学研究室
附属高校
2
6
動物応用科学科
介在動物学研究室 動物のことを理解して、世話を体験しよう
平成28年8月22日（月）
2日間 14時00分～17時00分
4
4
附属動物病院 附属動物病院 動物病院においての小動物(犬猫)医療現場を体験する
2日間 10時00分～17時00分 附属高校 6
3 衛生学第一研究室 　牛の乳房炎の診断と予防、乳製品について学ぶ 平成28年8月5日（金）
平成28年8月8日（月） 1日 8時55分～14時20分
5 平成28年8月9日（火） 1日 8時55分～14時20分 附属高校
1日
1日 9時00分～17時00分
2 病理学研究室 病理組織標本を作成して顕微鏡で観察してみる 平成28年8月10日（水）～平成28年8月11日（木）
1
獣医学科
生化学研究室 DNA抽出と遺伝子型解析 平成28年8月24日（水）
10時00分～15時00分
－ 636 －
 － 637 －
平成28年度高大連携事業に係る講師派遣依頼先及び依頼内容一覧 
   学校・機関名 科目名 依頼内容 実施予定日 開講時期・学年
1 川崎工科高等学校 教育職概論 「これからの教員に求められるもの」学校教育の現状と課題、期待される教師像や教育観に関する講義 平成 28 年 7 月 11 日（月） 前期・1 年 
2 麻溝台高等学校 特別活動論 高等学校の特別活動の現状と課題、及び教育実習における特別活動の留意事項に関する講義 平成 28 年 7 月 19 日（火） 前期・3 年 3 座間高等学校 教育実践演習 学級経営案作成に関する指導・講評 平成 28 年 12 月 8 日（木） 後期・4 年 
4 相模原高等学校 生徒・進路指導論 高等学校における生徒指導・進路指導の現状と課題に関する講義 平成 29 年 1 月 10 日（火） 後期・2 年 5 相原高等学校 教育実践演習 学生の模擬授業に関する指導・講評 平成 29 年 1 月 12 日（木） 後期・4 年 
6 城山高等学校 〃 〃 平成 29 年 1 月 19 日（木） 〃             
 相模原市総合学習センター所長宛て 教育実践演習 教師の使命・責任に関するグループ討論・発表への指導講評 未定 後期 4 年 
 
 
－ 636 － － 637 －
 － 638 －
平成28年度県立相模原高等学校対象「教養講座」及び「演習講座」 
 【教養講座】 
学部 講師 テーマ 実施日 実施場所 受講人数
生命・ 
環境科 環境科学科 環境衛生学研究室 関本 征史 准教授
環境中の有害化学物質を見つけだし，健康な環境を創る！ 
9月21日（水）14:00～15：30
生命・環境科学部棟1階 高大共用講義室 （105･106） 17 
 
 【演習講座】 
学部 講師 テーマ 実施日 実施場所 受講人数
獣医 獣医学科 生理学第二研究室 折戸 謙介 教授 身体を駆けめぐる神経の動き・役割を理解する 9月14日(水)13:00～16:00 獣医学部棟 6階実習室 15 
 
 
－ 638 －
 
－ 639 －
Ⅵ 国際交流及び地域交流 
  平成 9 年 7 月の事務組織機構の改革に伴い、それまで学外連絡部に所属していた国際交流課が新しく学長直属の学術交流室として配置された。平成15年10月には、事務局に研究交流課が新設され、その中にこれまで学長直属であった学術交流室が包括された。その後、数回の事務組織機構の改革を経て、現在は教務部学生支援・国際交流課が国際交流関連業務を担当している。 国際学術交流・海外出張等に関する事項を処理するために設置されている国際交流委員会の委員長には、学長指名により、平成28年度は、附属動物病院小動物臨床研究室の斑目広郎教授及び同年11月からは獣医学科病理学研究室の代田欣二教授がその任に当たった。 
 １）国際交流関係  麻布大学における国際交流の現状   本学における国際交流は、20年以上経過している。この間、毎年20人前後の教員が、本学の海外出張旅費助成制度を利用して、国際学会発表や海外留学を行い、豊富な知識を得て帰国している。その知識や経験は、教育や研究に反映され、麻布大学の発展に大きく貢献している。本学におけるこの制度は、我が国の国公立を含む他の獣医系大学と比較してきわめてユニークであり、他大学からも高い評価を受けている。   平成28年度現在、ペンシルヴァニア大学獣医学部（アメリカ合衆国）、ベルン大学獣医学部（スイス連邦）、国立台湾大学（台湾）、国立中興大学（台湾）、北京農学院（中華人民共和国）、モンゴル大学（モンゴル国）、チェンマイ大学（タイ王国）、全北大学校（大韓民国）、吉林農業大学（中華人民共和国）、アスンシオン大学（パラグアイ共和国）の10大学及びモンゴル国の「モンゴル科学アカデミー」「フスタイ国立公園」「モンゴル自然史博物館」の3機関と学術交流協定を締結している他、エディンバラ大学（スコットランド）と準協定を締結している。   その中でもペンシルヴァニア大学においては、平成 2 年以降、毎年、学生たちが夏期休暇期間を利用して、附属動物病院において 2 週間の獣医臨床学教育を受けると同時に、異文化に触れ、多くの貴重な経験をし、帰国している。また、国立台湾大学及びチェンマイ大学においても、それぞれ獣医学科の学生 4 人を派遣し、日本では見られないエキゾチックアニマルや野生動物の症例を中心に研修を受けている。平成21年度からは、北京農学院にも、獣医学科の学生 4 人を派遣し、鍼灸療法や東洋医学についての研修機会を得られるようになった。国立中興大学については、動物科学系と本学動物応用科学科との学生交流も実施されており、動物応用科学科の学生は、現地の家畜試験場他で実習を行っている。さらに、平成27年度に学術交流協定を締結した、ベルン大学獣医学部においても、獣医学科の学生 3 人を派遣し、主に馬や産業動物の臨床実習を行っている。 学術交流協定校からの学生の受入れについては、国立台湾大学、国立中興大学、北京農学院及びベルン大学からそれぞれ 3 ～ 4 人の研修生を受け入れ、大学附属動物病院で主に小動物臨床実習を行っている。国立中興大学については、獣医学系の研修生の他、動物科学系の研修生も受け入れ、動物応用科学科所属の研究室で実習を行っている。教員については、毎年、ペンシルヴァニア大学、チェンマイ大学及びベルン大学の教員を本学に招へいし、学生及び教職員に対して、特別講義等を実施している。 また、平成28年から、日本獣医師会からの依頼に基づき「アジア地域臨床獣医師等総合研修事業」を実施し、平成30年度までの 3 年間、タイの臨床獣医師を受け入れる。   このように本学の国際交流は、多くの教職員の努力によって、少しずつ前進しているが、将来的には、動物応用科学科の学生の派遣先をさらに開拓するとともに、生命・環境科学部の学生を海外に派遣できるよう努力したいと考えている。 
－ 638 － － 639 －
 
－ 640 －
１．本学への来訪者の状況  平成28年度の外国人来訪者は、次のとおりである。 
 平成28年度来訪者の状況 
No 来訪日 国籍 氏名 所属・職名 来訪目的 
1 5/23～5/27 スイス連邦 Vinzenz Gerber ベルン大学 教授 学術交流協定に基づく招へい （受入先：生産獣医学系研究室） 
2 5/24～5/26 アメリカ合衆国ほか Ambrozic Kristen ほか 25人 オハイオ州立大学 学部学生 公衆衛生学短期留学プログラム （受入先：寄生虫学研究室ほか） 
3 6/6～6/22 台湾 Vicki Chang 国立台湾大学 大学院学生 学術交流協定に基づく招へい研修 ほか 3人 （受入先：附属動物病院） 
4 6/22～7/5 台湾 Ti-Chun Chang ほか 1人 国立中興大学 大学院学生 学術交流協定に基づく招へい研修 （受入先：食品科学研究室ほか） 
5 6/22～7/5 中華人民共和国 Tuo Li ほか 3人 北京農学院 大学院学生 学術交流協定に基づく招へい研修 （受入先：附属動物病院） 
6 7/5～7/19 スイス連邦 Michel Koch ほか 2人 ベルン大学 学部学生 ほか 学術交流協定に基づく招へい研修 （受入先：附属動物病院） 
7 7/19～8/1 台湾 Yu-Chia Chang ほか 3人 国立中興大学 学部学生ほか 学術交流協定に基づく招へい研修 
(受入先：附属動物病院） 
8 7/25 不明 蘇 新焱 ほか 1人 四川農業大学ほか 見学 （受入先：附属動物病院） 
9 8/23～8/30 モンゴル国ほか Badmaa Battsetseg ほか 24人 モンゴル生命科学大学  大学院学生 ほか 
平成 28年度日本・アジア青少年サイエンス交流事業（さくらサイエンスプラン）に伴う研修 （受入先：寄生虫学研究室ほか） 
10 10/8～10/10 ドイツ連邦ほか Achim Stiebing ほか 37人 ドイツ農業協会 
第 3回 DLGドイツ農業協会の食品コンテストの審査・運営 
(受入先：食品科学研究室） 
11 11/22～12/16 タイ王国 Wasana Chaisri チェンマイ大学 講師 学術交流協定に基づく招へい 
(受入先：食品安全科学研究室） 
12 12/12～12/16 アメリカ合衆国 Erica L. Reineke ペンシルヴァニア大学 講師 学術交流協定に基づく招へい 
(受入先：附属動物病院） 
13 1/24～1/27 リビア Abdulatef Ahhmed Erciyes University 研究打合せ及び講義 （受入先：食品科学研究室） 
14 2/1～3/31 ドイツ連邦 Linda Scheider ベルリン自由大学 日本学術振興会外国人研究者招へい事業に基づく招へい （受入先：伴侶動物学研究室） 
15 2/13～3/4 中華人民共和国 Duo Hong 青海省畜牧獣医科学院 研究員 共同研究 （受入先：野生動物学研究室） 
    計 114人
 
－ 640 －
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２．教員の在外研究の状況  平成28年度は、13人が海外出張助成の制度を利用して、出張している。 
No 所属 職名 氏名 自 ～ 至 出張先 目的地（国/地域/都市） 目的 
1 獣医学部 教授 坂田 亮一 H28.8.14 ～ H28.8.25 アジア タイ王国 バンコク 
62nd International Congress of Meat
Science and Technology において座長及び発表 
2 獣医学部 教授 柏崎 直巳 H28.7.15 ～ H28.7.22 北米・ オセアニア アメリカ合衆国サンディエゴ 
Society for the Study of Reproduction 
(北米生殖生物学会） において発表 
3 獣医学部 教授 田中 智夫 H28.7.11 ～ H28.7.18 欧州・中近東 スコットランドエディンバラ 50th ISAE Congress (国際応用動物行動学会）において発表 
4 獣医学部 准教授 河合 一洋 H28.7.2 ～ H28.7.9 欧州・中近東 アイルランドダブリン XXIX World Buiatrics Congress において発表 
5 獣医学部 講師 佐藤 礼一郎 H28.7.2 ～ H28.7.9 欧州・中近東 アイルランドダブリン XXIX World Buiatrics Congress において発表 
6 生命・環境科学部 教授 島田 章則 H28.9.20 ～ H28.9.26 欧州・中近東 ルーマニアブカレスト One Health European Inter-Regional Conference において発表 
7 生命・環境科学部 教授 コリンズ パトリック H28.5.31 ～ H28.6.9 欧州・ 中近東 ドイツ連邦共和国ヴェセリング市ほか
13th International Confence of the 
European Industrial Hemp Association において発表 
8 生命・環境科学部 講師 曽川 一幸 H28.9.11 ～ H28.9.17 欧州・ 中近東 オーストリア共和国ザルツブルグ 
Mass Spectrometry : Applications to the 
Clinical Lab 2016 EU 2nd Annual 
Congress & Exhibition において発表 
9 生物科学総合研究所 准教授 落合 秀治 H28.10.3 ～ H28.10.10 欧州・中近東 フランスニース European Association for Vision and Eye Research 2016において発表 
10 附属動物病院 教授 斑目 広郎 H28.12.1 ～ H28.12.10 北米・ オセアニア アメリカ合衆国ニューオリンズ
American College of Veterinary 
Pathologists Annual Meeting 2016 において発表 
11 生命・環境科学部 教授 守口 徹 H28.9.3 ～ H28.9.11 南米・ アフリカ 南アフリカ共和国ステレンボッシュ
12th Congress of the International 
Society for the Study of Fatty Acids and 
Lipids において座長，講演及び発表 
12 獣医学部 准教授 上家 潤一 H28.10.1 ～ H29.9.30 欧州・中近東 スエーデンルンド 動物及びヒトの疾患プロテオーム研究を実施するため 
13 獣医学部 准教授 平 健介 H28.9.12 ～ H29.4.14 アジア タイ王国 家畜家禽の寄生蠕虫についての生態及び病原性に関する研究のため 
 
 ３．学生の海外での研修   平成28年度は夏期休暇期間の 2 週間を利用し、ペンシルヴァニア大学において 6 人（獣医学科）、国立中興大学において 2 人（動物応用科学科）、北京農学院において 2 人（獣医学科）、チェンマイ大学において 3 人（獣医学科）、ベルン大学において 3 人がそれぞれ研修に参加し、見識を広めて帰国した。  
 
－ 640 － － 641 －
 
－ 642 －
２）市民大学   社会の進展に伴う市民の生涯学習の場として大学を提供・開放し、市民の多様な学習意欲に応えるとともに、地域社会との一体化を図る機会とすることを目的として、本学も相模原市及び座間市と共催で市民大学を実施している。昭和56年度に開設以来、平成28年度で36回目となる。プログラムは次のとおりである。  平成28年度市民大学  獣医学部開催講座  動物から人間社会へ －動物研究からわかる人の進化と健康－ 回 月日（曜） 内容 講師 
1 7月27日（水） 動物研究から探るココロの発達と進化 動物応用科学科  准教授   茂木一孝 
2 8月 3日（水） ヒトとイヌをつないだ共進化の可能性 動物応用科学科  教授    菊水健史 
3 8月24日（水） 動物研究による健康リスクの回避 動物応用科学科  教授    代田眞理子
4 8月31日（水） 動物の毛色が決まるしくみ 動物応用科学科  教授    神作宜男 
5 9月 7日（水） ラボから始まるいのち －人のくらしを支える動物繁殖学－ 動物応用科学科  教授    柏崎直巳 
 生命・環境科学部開催講座  私たちの生活に潜む健康リスク ～環境科学でリスクと向き合う～ 回 月日（曜） 内容 講師 
1 7月28日（木） 海外渡航した場合のリスク；昆虫が媒介する感染症 国立感染症研究所 主任研究官 案浦 健 
2 8月 4日（木） 空気汚染物質の健康リスク ～発がん性の観点から～ 環境科学科    教授    遠藤 治 
3 8月25日（木） 身近に潜む寄生虫や衛生動物のリスク 環境科学科    准教授   川上 泰 
4 9月 1日（木） 快適な生活と水質汚染 ～化学物質使用のメリット・デメリット～ 環境科学科    教授    稲葉一穂 
5 9月 8日（木） 地球温暖化がもたらす健康リスク 国立環境研究所  客員研究員 小野雅司 
 
 
 
 
－ 642 －
 
－ 643 －
Ⅶ 麻布獣医学会及び麻布環境科学研究会  １）麻布獣医学会   本学会は、昭和34年に当時の板垣四郎学長を会長として発足し、昭和38年からは越智勇一学長、平成 2 年 6 月には中村経紀学長が就任、その後、平成14年 6 月から政岡俊夫学長に引継がれ、平成26年 6 月からは現在の浅利昌男学長が就任している。   本学会は、毎年開催されることになっており、主に本学内で開催されているが、その年によっては、全国各地の同窓会支部が担当する地方大会として開催されている。   この学会は、教職員及びその他の機関で活躍している卒業生の、獣医学・畜産学（関連領域含）に関する学術の向上と情報交換を主たる目的とした学術研究の発表の場となっている。   本学会は、平成28年度で91回目となり、平成28年11月12日（土）に本学で開催した。   当日の午前は、13題の一般学術講演を行い、午後は、特別講演として、麻布大学微生物学第一研究室 阪口雅弘教授の「犬の遺伝子疾患における原因遺伝子解析のための遺伝子（DNA）バンク」を演題とした講演、麻布大学附属動物病院 印牧信行教授の「犬の緑内障および白内障の遺伝子解析」を演題とした講演、引き続き、麻布大学衛生学第二研究室 村上裕信助教の「犬のアトピー性皮膚炎の遺伝子解析」の 3 名の演者による講演、その後、市民公開講座として、一般財団法人食品薬品安全センター秦野研究所研究開発室 桒形麻樹子 氏を招き「いくつから始めればいいの？ アンチエイジング」を演題とした講演を行った。   なお、本学会では、発表された学術研究の中で、最も優秀な学術研究発表には「麻布獣医学会越智賞」を、優秀な学術研究発表には「麻布獣医学会賞｣及び「麻布獣医学会奨励賞｣を授与し、表彰を行っている。 
 ２）麻布環境科学研究会   本研究会は、麻布大学環境保健学部（改称 生命･環境科学部）の前身である麻布公衆衛生短期大学の設立以来、卒業生有志が学術研鑽のために始めた「研究交流会」が年々その輪を大きくし、卒業生達の年中行事にまでなった。   そこで、さらに発展飛躍させて、環境衛生分野、臨床検査分野について高度な学術研究の発表の場とするために、大学側と卒業生が一体となった「麻布環境科学研究会」が、昭和56年に新たに発足した。   本研究会の研究発表及び総会は、学内の会場で開催されており、環境保健に関するトピック的話題を市民公開講座として市民にも開放することによって、地域及び学部の活性化にも貢献し、本研究会の評価は年々高くなっている。   本研究会をとおして自らの研究・開発の成果を多くの仲間に知ってもらうと共に、技術の交流、情報の交流の場として、多くの卒業生・在学生・教職員が参加している。   本研究会は、平成28年度で36回目となり、平成28年10月 1 日（土）に生命･環境科学部棟において開催した。   当日は、10題の一般学術講演に引き続き、午後の市民公開講座では「健康な環境の創生をめざして」を講演テーマとして、産業技術総合研究所四国センター所長 田尾博明氏を招き「環境問題の歴史と分析技術の進歩」を演題とした講演、東京農工大学大学院農学府教授 高田秀重氏を招き「有機化学物質による水域汚染のトレンドと将来展望」を演題とした講演、休憩をはさみ、国立環境研究所環境リスク研究センター拠点長 鑪迫典久氏を招き「バイオの眼で見る化学物質複合汚染」を演題とした講演を行った。   なお、本研究会では、発表された学術研究の中で、最も優秀な学術研究発表に対しては「麻布環境科学研究会越智賞」を、優秀な学術研究発表には「麻布環境科学研究会賞」を授与し、表彰を行っている。 
－ 642 － － 643 －
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Ⅷ 附属施設の活動 
 １ 附置生物科学総合研究所  平成28年度研究活動及び共同施設利用状況の概要  平成28年度の附置生物科学総合研究所における研究活動及び共同利用施設利用状況の概要は、以下のとおりである。  なお、研究成果等の詳細は、麻布大学附置生物科学総合研究所紀要 No.27(2016年度)に報告した。 
 １. 研究所教職員 
 所長（兼）教 授・猪股 智夫   （兼）教 授・佐原 弘益   （兼）准教授・白井 明志      准教授・落合 秀治 事務局（学術支援課）       課 長・角野 由香      主 査・神藤  昭      課 員・磯野 裕之 
 ２. 研究部門の活動 研究部門長：佐原 弘益（獣医学部） （1）研究プロジェクト（研究代表者） 
 1 ）化学物質の毒性発現機序に関する研究 （和久井 信・獣医学部） 
 2 ）疾患モデルおよび遺伝子改変動物個体・細胞を用いた 受精・発生メカニズムの解明に関する研究 （伊藤 潤哉・獣医学部） 
 3 ）EPR法等を用いた一酸化窒素（NO）産生の解析と 
NOS遺伝子の発現調節機構の解明 （滝沢 達也・獣医学部） 
 4 ）社会緩衝作用における下垂体ホルモンの作用 （菊水 健史・獣医学部） 
 5 ）早期離乳ストレスによる行動神経への影響の解析 （菊水 健史・獣医学部） 
 6 ）マウスにおける社会認知機構の解析 （菊水 健史・獣医学部） 
 7 ）腸内細菌移植による中枢ならびに行動分泌機能の伝播の解析 
   （菊水 健史・獣医学部） 
 8 ）マウスにおける情動伝染の分子調整機構の解明 （菊水 健史・獣医学部） 
 9 ）ラットのアルコール性肝障害モデルにおけるいわゆる休肝日の効果の検討 
   （曽川 一幸・生命・環境科学部） 
10）ラットの系統特性を活かした生殖発生毒性評価に関する研究 
   （代田眞理子・獣医学部） 
11）EL系統由来けいれん発作感受性 QTLを導入したコンジェニック系統の形質解析（Ⅱ） 
   （田中 和明・獣医学部） 
－ 644 －
 － 645 －
12）生体における糖脂質・糖鎖機能に関する研究 （山下  匡・獣医学部） 
 （2）専任教員 
 1 ）落合秀治・准教授（放射線取扱主任者、放射線安全管理者） 毎年、放射線業務従事者教育訓練実施。   ① 研究テーマ    ア. エキゾチックアニマルからのウィルスの検出    イ. 細菌の網羅的検出方法の開発    ウ. イヌ腫瘍細胞のアミノ酸輸送の解析 
 ３. 専任教員による学部、大学院教育 （1）落合秀治   ［授業担当科目（学内）］    ・科目名,単位数     動物生化学実習（1；必修）、動物生化学（2；必修）、放射線衛生化学（2；必修）、 専門ゼミⅠ・Ⅱ（2；必修）、地球共生論（2；必修）、 動物生命科学基礎実習（2；必修）、卒業論文（6；必修）、獣医学特論（3；必修） 
 ４. 麻布大学附置生物科学総合研究所ワークショップ講演会 （1）麻布大学バイオセキュリティー教育講演    開催日；平成28年 6 月 3 日（金）18時00分～19時30分    場 所；獣医学部棟 7 階 大会議室    テーマ；バイオセーフティレベル 4 施設における致死性ウィルス研究  －宿主免疫 VSウィルス病原性－       奥村 敦 コロンビア大学（感染・免疫センター） 
 ５. 共同利用施設部門の活動状況  共用利用施設部門長：白井明志（獣医学部） （1）動物実験施設     使用動物種：ラット･マウス･スナネズミ･イヌ･ネコ･ニワトリ・ウズラ・キンカチョウ・カエル・サンショウウオ  1）検疫施設、SPF動物飼育施設、Clean動物飼育施設、Conventional動物飼育施設     施設を利用した研究：35 課題  2）化学物質毒性実験施設     施設を利用した研究： 1 課題  3）感染症実験施設     施設を利用した研究：22 課題  4）水生生物飼育施設     使用種：貝類、両生類、サンゴ、イソギンチャク、外     施設を利用した研究： 7 課題      
－ 644 － － 645 －
 － 646 －
（2）ラジオアイソトープ実験施設  1）利用したラジオアイソトープ： I-125、H-3、C-14、  2）定期汚染検査     放射線障害予防規程に定めた定期汚染検査を月 1 回行った。その結果、いずれの定期検査でもラジオアイソトープ実験施設に放射線の汚染がないことが確認された。  3）施設利用者：総計 25 人  4）本学放射線障害予防規程に係わる放射線業務従事者教育訓練： 2 回  5）施設を利用した研究： 8 課題 
 （3）組換え DNA実験施設     全学の施設を利用した平成28年度中の新規申請件数： 10 課題 
 
－ 646 －
 － 647 －
２ 附属学術情報センター 
 
平成28年度 
 １．利用統計 
 
図書館 メディアステーション オープンルーム 合計 （総数）総数 土曜日 延長開館日 総数 土曜日 延長開館日 (9101,8602教室) 開館日(日) 266 32 166 269 32 166 151 入館者(人) 74,968 2,540 12,924 90,972 2,207 18,577 5,631 171,571 1 日平均(人) 281.8 79.4 77.9 338.2 69.0 111.9 37.3 貸出冊数(冊) 26,359 1,859 5,525   1 日平均(冊) 99.1 58.1 33.3  
 
 ２．図書館・メディアステーション利用状況 
 平成 28年度
ＩＬＬ件数 文献複写 
依頼 711受付 2,172
相互貸借 依頼 29受付 29
 外部データベース利用件数 134,386
 電子ジャーナル利用件数 54,996
 電子ブック利用件数 1,574
 麻布大学学術情報リポジトリ利用件数 33,712
 学外者来館件数 167
 他館紹介状発行件数 0
 学内コピー件数 489
 レファレンス総件数 1,067
 特別閲覧室利用件数 736
 共同閲覧室利用件数 213
 ビデオ閲覧件数 147
 
－ 646 － － 647 －
 － 648 －
３．ガイダンス実施状況 区分 概要 実施月 回数 参加人数 備考
情報システム基礎講習会 学内システム，図書館の利用案内 学部入学者 4月
各学科 
1回 572 授業として実施 大学院入学者・編入学者 4月 1回 5   
専門講師による講習会 外部の専門講師による講習会 
PubMed（データベース） 6月 1回 57 初開催
ProQuest（アグリゲータ） 10，11月 2回 14   
RefWorks（文献管理ツール） 10，11月 2回 16   プレゼン対策講習会 10，11月 2回 44 初開催
SciFinder（データベース） 10月 1回 7   
Scopus（データベース） 11月 2回 13   オーダーメイド文献検索基礎講習 研究室等単位での文献検索講習会講習内容は，研究室等からの要望に応じる。 6月～8月 7回 95   
文献検索ミニ講習会 
レベル別文献検索講習会 （30分程度） 
初心者向け（PubMed・医中誌） 10，12月 2回 5 初開催 中級者向け（PubMed・医中誌） 11月 3回 26 初開催 
資料の探し方講座 学生がアクティブラーニングエリアで説明するフレンドリーなミニ講座 11，12月 4回 12 初開催 
 
 ４．その他 ４.１ 学術情報センター運営委員会   第 1 回  平成28年 6 月 6 日      1.学術情報センター運営委員会委員の紹介      2. 学術情報委員会委員の紹介      3. 情報システム委員会委員の紹介      4. 全学情報システム改善化部会専門委員の紹介      5. 平成27年度決算報告について      6. 平成28年度予算配分（案）について      7. 情報化グランドデザインと平成28年度情報システムリプレイス計画について      8. 平成28年度研究室登録資料の所蔵点検実施（案）について      9. 平成28年度第 1 回除籍図書等（案）について 
  第 2 回  平成28年10月18日      1. 学術情報センター運営委員会委員の紹介      2. 平成28年度図書及び視聴覚資料の受入状況について      3. 平成29年度予算要望（案）について      4. 平成28年度第2回除籍図書等（案）について      5. 麻布大学附属学術情報センター収書方針別表 2 （第 4 条第 6 号関係）の一部改正（案）について   第 3 回  平成29年 3 月16日～ 3 月21日(持ち回り)      1. 平成29年度学術情報センター開館スケジュール（案）について 
                                            ４.２ 学術情報委員会  第 1 回  平成28年 5 月16日      1. 委員の紹介      2. 平成27年度決算報告      3. 委員長の選出      4. 平成28年度予算配分（案）について      5. 平成28年度研究室登録資料の所蔵点検実施（案）について      6. 平成28年度第 1 回除籍図書等（案）について 
  第 2 回  平成28年10月14日      1. 平成28年度図書及び視聴覚資料の受入状況について      2. 学術情報センター（図書館関係）平成29年度予算要望（案）について      3. 麻布大学附属学術情報センター収書方針別表 2 （第 4 条第 6 号関係）の一部改正（案）について      4. 平成28年度第 2 回除籍図書等(案)について 
－ 648 －
 － 649 －
  第 3 回  平成29年 3 月14日～ 3 月16日(持ち回り)      1. 平成29年度学術情報センター開館スケジ ュール（案）について                                               ４.３ 情報システム委員会  第 1 回  平成28年 5 月23日      1. 委員の紹介      2. 平成27年度決算報告（情報システム関連）      3. 平成28年度予算配分結果（情報システム関連）      4. 平成27年度学術情報センターシステム関連業務報告      5. マイクロソフト社製品の今後の利用手続
について   第 2 回  平成28年 5 月24日～ 5 月26日(持ち回り)      1. 基幹事務システム（キャンパスプラン）リプレイスに係る構築業者の選定について   第 3 回  平成28年10月18日      1. 平成29年度予算要望（案） 
                                              ４.４ 全学情報システム改善化部会   第 1 回  平成28年 5 月23日      1. 専門委員の紹介      2. 平成27年度決算報告（情報システム関連）      3. 平成28年度予算配分結果（情報システム関連）      4. 平成27年度学術情報センターシステム関連業務報告      5. マイクロソフト社製品の今後の利用手続について 
 
  第 2 回  平成28年10月17日      1. 平成29年度予算要望（案）   第 3 回  平成28年11月14日      1. 事務系 PC調達の業者選定について      2. 次期ポータルサイト・メール・SSOシステムのリプレイス方針について   第 4 回  平成28年12月19日      1. ポータルサイト・SSOシステムの業者選定について 
 
 
 ５．平成２８年度 麻布大学いのちの博物館 事業報告書 １．開館日数及び入館者数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
総数(*1) （内）イベント時以外の入館者
（内）イベント時の入館者
（内）土曜日入館者数 1日平均入館者数
（内）イベント以外の1日平均入館者数1 H28年4月 21 467 467 0 104 22.2 22.2 4/26(火）附属高校高大一貫授業 41人
2 H28年5月 18 234 234 0 79 13.0 13.0
3 H28年6月 23 682 321 361 106 29.7 14.0
4 H28年7月 22 277 221 56 55 12.6 10.0
5 H28年8月 16 1425 342 1083 522 89.1 21.4
6 H28年9月 22 384 349 35 27 17.5 15.9
10/22(土）　 大学祭 638人
10/23(日）　 臨時開館　大学祭 697人
10/30(日）　 ミニオープンキャンパス 182人
8 H28年11月 22 509 507 2 204 23.1 23.0 11/3（木）　臨時開館　文化の日 2人
9 H28年12月 19 214 214 0 52 11.3 11.3
10 H29年1月 15 141 141 0 32 9.4 9.4
11 H29年2月 21 247 247 0 109 11.8 11.8
12 H29年3月 24 606 308 298 88 25.3 12.8 3/26（日） 臨時開館　ミニ・オープンキャンパス 298人合計 246 7,024 3,672 3,352 2,088 28.7 14.9
(*1) 入館者数の総数は、下記2．の団体者見学者の人数を含む。
平成28年度
6/5(日)ミニオープンキャンパス
7/26（水）～28（金）夏休み子供教室
8/6（土）～7（日）オープンキャンパス
9/4(日)分子生物学研究室３５周年
No 年月 開館日数（日）
入館者総数（人） 1日平均入館者数（人） イベント
710 79.9 14.0
－
－
－
7 H28年10月 23 1,838 321 1,517
－ 648 － － 649 －
 － 650 －
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１日平均入館者数(人)
年 月
平成28年度1日平均入館者数推移
イベント時の１日平均入館者数(人)イベント時以外の１日平均入館者数(人)平成27年度１日平均入館者数
－ 650 －
 － 651 －
２．団体見学者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
No 入館者数(人)1 41
2 30
3 20
4 6
5 24
6 37
7 13
8 48
9 32
10 30
11 20
12 14
13 35
14 76
15 50
16 10
17 23
18 12
19 70
20 63
21 淵野辺保育園 14
22 相模原市立清新中学校特別支援学級 20
23 麻布大学附属高等学校 75
24 デイサービスセンター　モモ　(計4日) 63
25 62
26 153
27 14
28 8
29 20
30 相模原市立大野北中学校内　青少年相談センター相談指導教室「大地」 11
31 青少年相談センター相談指導教室「銀河」「大地」「いずみ」 23
32 アズハイムデイサービスセンター町田(計2日) 17
33 相模原市立上溝南中学校特別支援学級 10
34 アズハイムデイサービスセンター町田 13
35 アズハイムデイサービスセンター町田 9
36 霧が丘カルチャーウォーク 13
37 高津歴史散歩の会 22
38 一般社団法人日本オオカミ協会 12
39 相模原市立博物館 6
40 平成29年3月25日(土) 湘南学園中学校・高等学校 6
1225
平成29年3月17日(金)
平成29年3月2日(木)PM
平成28年5月26日（木） OHIO州立大学平成28年6月12日(日） 日本平和委員会平成28年6月16日（木） 55会（シニアの会）
団体入館者数は、上記1．の入館者数に含む。来館日 団体名平成28年4月26日（火） 麻布大学附属高等学校（高大一貫授業）
平成28年9月27日（火） 横浜市立十日市場中学校
平成28年8月24日（水） 日本獣医師会平成28年9月3日(土） 日本美術専門学校平成28年9月4日（日） 卒業生（分子生物学研究室３５周年記念イベント）
平成28年6月18日(土） 南こども会平成28年6月21日（火） 相模原市立淵野辺小学校支援学級平成28年6月23日(木） 神奈川県立神奈川総合高等学校平成28年8月10日（水） 相模原市夏休み環境学校プログラム平成28年8月10日（水） 科学プレゼンテーション講座(聖セシリア女子中学校・高等学校)平成28年8月23日（火） さくらサイエンスの海外学生・教員
平成28年9月11日（日） 日本繁殖生物学会平成28年9月20日(火） 麻布大学附属高等学校（高大一貫授業）
町田市立山崎中学校PTA平成28年10月8日（土） 自修館中等教育学校平成28年10月19日（水） 相模原市立光が丘小学校
平成28年11月8日(火)～11日
平成28年10月20日(木） 相模つばさ幼稚園（年長）平成28年10月20日(木）平成28年10月21日(金）
平成28年12月7日(水）AM 相模原市立大野台中央小学校支援学級
平成28年11月12日(土） 淵野辺一丁目自治会
平成28年11月5日(土）
平成28年11月14日(月） 相模原市立淵野辺東小学校平成28年12月2日(金） 日本獣医生命科学大学(さくらサイエンスプロジェクト協力)平成28年12月3日(土） 桑の木会
平成28年9月29日（木）
平成28年12月7日(水）PM平成29年1月17日(火）
平成29年2月21日(火）AM
平成29年3月4日(土）
平成29年3月2日(木）AM
平成29 年2 月15日(水)，16日
平成29 年2月21日(火)PM平成29 年2月25日(土)PM
合計 38団体(44件)
－ 650 － － 651 －
 － 652 －
３．ハンズオンコーナー利用者数(原則土曜日限定) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ４．子ども教室開催      ５．博物館活動       
大人
1 H28年4月 2 21 12
2 H28年5月 4 42 61
3 H28年6月 5 43 106
4 H28年7月 5 29 34
5 H28年8月 2 10 24 42
6 H28年9月 3 18 9 33
7 H28年10月 6 28 175
8 H28年11月 4 24 190
9 H28年12月 4 20 29 47
10 H29年1月 2 9 18 34
11 H29年2月 2 8 51 80
12 H29年3月 4 12 45 72
合計 43 264 886
(*1)　入館者内訳が斜線の月は、内訳が不明な開催日がある(*2)　10月22、23日の大学祭開催日はハンズオンコーナーは開催せず
利用者数合計(人)ハンズオンコーナー利用者数(人) 　(*1)大学生・高校生・中学生 小学生・幼児
9 18
15
19
2
0
3
3
26
No 年月 活動日数(日)
ﾐｭｾﾞｯﾄ担当者数(人)
5
16
16
(*2)
No 対象 講師 出席者数(人)
1 本学学生及び八ヶ岳自然クラブ 高槻成規 33
名称
フクロウの巣からネズミの骨を取り出す(フクロウ食性分析)
内容
八ヶ岳のフクロウの巣材分析作業
平成28年　　　11月19日(土)　　　11月26日(土)　　　12月3日(土)　　11:00～14:00頃
日時
麻布大学いのちの博物館
主催者
No 対象 講師 出席者数(人)
1 小学4年　～6年生 高槻成紀学生5人 56
日時 主催者講座名
麻布大学いのちの博物館【夏休み子ども教室】　　博物館で骨を学ぼう！　　　～タヌキの骨とシカの骨～
平成28年7月26日（火）～28日（木）10:00～11:30
－ 652 －
 － 653 －
６．企画展示・特別展示開催            ７．刊行物配付先 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ８．寄贈品受入れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
No
1
2
3
4
開催期間 展示名
麻布大学いのちの博物館
上席学芸員　高槻成紀
平成28年7月30日(土)～8月27日(土)（期間延長10月30日） 第１回特別展示「須田コレクション」展
病理学研究室　教授　宇根有美寄生虫学研究室　准教授　平　健介
第２回企画展示「動物の目」展
平成29年3月7日(火)～6月30日(金) 第３回企画展示「動物の病気」展
平成28年6月28日(火)～8月27日(土)（期間延長9月30日） 第１回企画展示 「ロードキル」展 麻布大学いのちの博物館
主催者 監修
麻布大学いのちの博物館 附属動物病院　教授　印牧信行
麻布大学いのちの博物館 上席学芸員　高槻成紀
平成28年10月4日(火)～12月28日(水)（期間延長2月25日）
No 引渡し日 部数
1 平成28年4月25日(月） 200
2 平成28年6月22日(水） 200
3 平成28年9月11日(日） 300
4 平成28年10月5日(水） 2000
5 平成29年2月19日(日) 100
学園祭実行委員会（学生自治会傘下団体）
入試・広報課
地域連携室(麻布大学教育セミナーinさいたま） 麻布大学いのちの博物館　MUSEUM GUIDE
キャリア支援・地域連携課
配付先 資料名
麻布大学いのちの博物館　MUSEUM GUIDE
麻布大学いのちの博物館　MUSEUM GUIDE
代田先生（日本繁殖生物学会） 麻布大学いのちの博物館　 MUSEUM GUIDE(複写）
麻布大学いのちの博物館　MUSEUM GUIDE(複写）
No 受入れ日 寄贈件数
1 平成28年6月20日（月） 43点
2 平成28年11月9日（水） 1点
3 平成29年1月16日（月） ウシ胎児のミイラ(重量約1kg) 1点
4 平成29年2月9日(木) 1点
免状などの証書類、「家畜醫範」などの古書籍、調剤用の秤、獣医診療具など
寄贈品名 寄贈者名
卒業アルバム(大正12年3月、第29回卒業アルバム) 伊東秀章氏(昭和61年動物応用科学科卒業)
木内　守氏(昭和24年卒業)〈木内　遵氏(大正9年卒業)からの寄贈〉
須田　修氏（明治41年　麻布獣医学校卒業）＜御遺族（孫：金子倫子氏）からの寄贈＞
ウシ胎児のミイラ(全長約10㎝) 古畑勝則〈3号館の移転時(2011年5月)微生物学研究室にあったもの〉
－ 652 － － 653 －
 － 654 －
９．標本作製一覧 
 
 
 
 
 10．紹介記事一覧(取材含む。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
No
1
動物名 部位名
木曽馬 頭蓋・前肢 性別：オス年齢：10歳体重：430kg ミュゼット
受入れ日
平成28年12月23日(金)
製作者名詳細
No 取材日
1
2
3
4 平成28年9月16日(金)
5
6 平成28年11月15日(木)
7 平成29年1月24日(火)
平成28年10月28日（金）
平成29年1月6日（金）
平成29年2月7日(火)
新電気　2016.4
掲載媒体
理科教室　2016.4
読売新聞　東京版　朝刊(相模)
読売KODOMO新聞
ショッパー　町田・相模原版
読売新聞　夕刊
日本経済新聞　朝刊
掲載日
平成28年4月
平成28年4月
平成28年7月3日(日)
平成28年10月6日(木）
大学付属美術館＆博物館の秋の催し「動物の目」展、「須田修氏遺品」展の紹介
探訪サイエンス麻布大学いのちの博物館本物の骨格標本で動物観察
シティライフ「ミュージアムへ行こう」
概要(タイトル)
行ってみよう科学探検麻布大学いのちの博物館―小さいながらに個性的に動物の魅力を伝える―
野生動物との共存考えて相模原「ロードキル」企画展
なるほど！調査隊くらしと進化　　わかる！骨くらべ
個性派ミュージアムガイド「いのち」を学び教える麻布大学いのちの博物館
－ 654 －
 － 655 －
３ 附属動物管理センター年報  
 1 ．動物飼育施設・畜舎及び付帯施設利用状況 （1）動物飼育施設・畜舎利用状況 施設及び畜舎名 動物種・頭羽数・利用研究室 
牛舎施設 
牛 11頭 【16頭】 臨床実習教育用 
ポニー 1頭 【1頭】 臨床実習教育用 
めん羊 1頭 【1頭】 動物行動管理学研究室 
豚舎施設 豚 126頭 【107頭】
内科学第一研究室（37頭） 臨床繁殖学研究室（76頭） 動物繁殖学研究室（13頭） 
厩舎施設 
（馬繋留場所含む。） 馬 17頭 【19頭】 介在動物学研究室（4頭） 馬術部（13頭） 
鶏  舎 鶏 149羽 【76羽】 動物行動管理学研究室(142羽) 動物資源育種学研究室(7羽) 
羊  舎 めん羊 23頭 【24頭】 動物行動管理学研究室 
小動物飼育施設 
犬 96頭 【95頭】
外科学第一研究室（14頭） 外科学第二研究室（11頭） 内科学第二研究室（29頭） 伝染病学研究室（1頭） 獣医放射線学研究室（13頭） 微生物学第一研究室（8頭） 臨床繁殖学研究室（6頭） 小動物臨床研究室「川原井」（8頭） 病理学研究室（6頭） 
猫 19頭 【26頭】
外科学第一研究室（10頭） 栄養学研究室（4頭） 小動物臨床研究室「渡邊」（5頭） 
仮設小動物舎 犬 26頭 【31頭】 外科学第二研究室（19頭） 動物行動管理学研究室（7頭） 
【 】は平成 27年度 
－ 654 － － 655 －
 － 656 －
（2）家畜ふん尿処理施設稼働状況 
家畜ふん乾燥発酵処理施設 
発酵堆肥生産量 発酵堆肥処理量 バラ処理 袋詰処理 
275.6トン 【275.0トン】 245.2トン 【246.2トン】 30.4トン（15㎏/袋） 【28.8トン（15㎏/袋）】
 
家畜尿汚水処理施設 尿汚水処理量 
1738.6トン 【4843.5トン】 
【 】は平成 27年度  
 2 ．教育・研究用動物火葬処理量 
動物種 頭羽数 重量（㎏） 動物種 頭羽数 重量（㎏） 
牛 44  【29】 12,537.5 【8,886.0】 猫  13  【5】 34.5  【19.1】
馬 13  【4】 5,226.0  【707.0】 兎 29  【36】 85.5  【121.1】
豚 167  【64】 2,875.3  【3,020.2】 ラット 7,559  【10,425】 1,727.5  【2,076.5】
めん羊 0  【1】    0  【11.0】 マウス 14,948  【9,707】 492.0  【470.5】
山羊 22  【20】 467.0【585.6】 鶏 149  【341】 190.9  【372.0】
犬 144  【114】 1,432.6【1,547.2】 その他 1,726   【1,008】 1,366.9  【1,077.0】【 】は平成 27年度 
 
合 計 24,814   【21,754】 26,435.7  【18,893.1】  3 ．動物飼育・動物実験倫理等に関する説明会及び教育訓練 
説明会及び講習会の種類 説明者 実施日 参加人数
小動物飼育施設利用者説明会 仮設小動物舎利用者説明会 事務局管財課 加藤 翼 
平成 28年 5月 23日 
198人 【139人】平成 28年 6月 17日 平成 28年 10月 26日 
動物実験倫理に関する教育訓練 動物実験委員会委員長猪股 智夫 
平成 28年 5月 23日 
640人 【636人】平成 28年 6月 17日 平成 28年 10月 26日 
バイオセキュリティーに関する 教育講演 
コロンビア大学（感染・免疫センター）奥村 敦 平成 28年 6月 3日 94人 【 】は平成 27年度  ※敬称略 
－ 656 －
 － 657 －
 4 ．犬の個体識別及び狂犬病予防注射 
届出の種類 新規届出 された頭数 狂犬病予防 注射した頭数 
接種猶予頭数及び予防注射対象外 
学内において飼養及び管理する犬 160頭 【102頭】 119頭 【139頭】 3頭 【3頭】 
学外から教員・学生等とともに入構する犬 10頭 【9頭】 10頭  【9頭】 0頭 【0頭】 【 】は平成 27年度   
 5 ．動物管理センター運営委員会   委員長 勝俣 昌也（動物管理センター長・豚舎利用代表者）   委 員 須永 藤子（生物科学総合研究所動物実験施設責任者）       恩田  賢（動物病院産業動物診療部長・牛舎利用代表者）       土屋  亮（小動物飼育施設利用代表者）       栗林 尚志（臨床検査技術学科）       島津 徳人（食品生命科学科）       遠藤  治（環境科学科）       佐原 弘益（厩舎関係者）〔学長指名〕       河合 一洋（家畜ふん尿処理施設関係者）〔学長指名〕       田中 智夫（鶏舎・羊舎関係者）〔学長指名〕 
   第 1回 平成 28年 6月 8日（水）     報告事項     1. 平成 28度附属動物管理センター運営委員会委員について     2. 平成 27年度決算及び平成 28年度予算について     3. 平成 27年度犬の個体識別・予防注射及び登録の実施結果について     4. 豚舎及び更衣室棟建築工事について     5. 動物飼育エリア将来構想等検討委員会の報告について     6. 発酵堆肥の分析結果について 
     審議事項     1. 平成 27年度附属動物管理センター年報（案）について 
     その他     1. ダウンタイムの取り方について 
   第 2回 平成 28年 6月 20日（月）～7月 1日（金）【メール会議】     審議事項 
－ 656 － － 657 －
 － 658 －
    1. ダウンタイムの取り方に関する指針の一部変更について 
   第 3回 平成 28年 10月 12日（水）     報告事項     1. 平成 28年度第 1回・第 2回施設合同説明会について     2. バイオセキュリティーに関する教育講演について     3. 新築豚舎の進捗状況について     4. 発酵堆肥の分析結果について 
     審議事項     1. 平成 29年度附属動物管理センター予算（案）について     2. 平成 29年度動物飼育エリアの計画について 
   第 4回 平成 28年 11月 15日（火）～11月 18日（金）【メール会議】     審議事項     1. 平成 29年度動物飼育エリアの計画に基づく｢学内における犬の施設及び設備計画（案）｣の一部変更について 
  
－ 658 －
 － 659 －
４ 附属動物病院 平成２８年度動物病院運営に関わる主な事項 
 1 ．平成28年度研修獣医師は、62人の入学が承認された。   1．専科研修獣医師62人 
 2 ．学術交流のため次の研修を受け入れた。   1．国立台湾大学（台湾）平成28年 6 月 9 日から 6 月22日   2．国立中興大学（台湾）平成28年 7 月19日から 8 月 1 日   3．北京農学院（中国）平成28年  6 月22日から 7 月 5 日   4．ベルン大学（スイス）平成28年 7 月 5 日から 7 月19日 
 3 ．学術交流のため次の見学を受け入れた。   1．ペンシルヴェニア大学（アメリカ）平成28年12月12日～12月16日   2．ベルン大学（スイス）平成28年 5 月23日～ 5 月27日   3．平成28年度動物病院運営費予算総額は 355,370,000円となった。（特殊事業経費を含む）   4．平成28年度の症例件数及び収支並びに支出は、別表 1 － 1 、 1 － 2 、図 1 のとおりである。  別表 1 － 1 
 1 ．月別症例件数・収入額および支出額 平成 28 年度 月 件数 収入額 支出額 4 1,099 24,832,280 57,023,5455 1,161 26,640,576 12,599,0626 1,209 27,640,323 18,504,0237 1,417 32,887,901 12,575,5168 1,013 26,551,647 13,402,6029 1,070 29,329,960 15,535,55510 1,389 34,973,171 31,022,30511 1,501 32,274,539 17,323,82312 1,488 29,530,032 17,424,1631 1,075 29,375,746 18,319,0202 1,122 35,021,262 31,826,4013 2,456 31,143,047 52,658,267合計 16,000 360,200,484 298,214,282月平均 1,333 30,016,707 24,851,190  
－ 658 － － 659 －
 － 660 －
別表 1 － 2  動物別症例件数および収入内訳   平成 28 年度   全般 学用（うち数） 動物種 件数 収入額（円） 件数 収入額（円）馬 765 7,956,155 336 0牛 1,854 0 1,519 0豚 64 7,959 63 0緬山羊 58 13,998 15 0犬 11,085 295,720,518 338 1,405,056猫 2,147 56,290,841 96 337,443その他 27 211,013 2 8,314合計 16,000 360,200,484 2,369 1,750,813
  図 1  平成28年度 症例件数および収入額の推移                     
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－ 660 －
 － 661 －
５ 健康管理センター   活動状況   項 目 対 象（内容）
前期 
学生健康診断（4月 1・2・3・6日） 学生 学生健康診断（予備日）（4月 4～28日） 学生 破傷風予防接種（4月 7～20日） 学生 献血（4月 20日） 学生   教職員学生健康診断成績表配布（4月 21日～6月 17日） 学生 尿再検査（4月末～） 学生 
HBs抗体検査（5月 12日） 学生 破傷風予防接種（5月 16～18日） 学生 献血（6月 21日） 学生   教職員
B型肝炎ワクチン接種（6月 2日） 学生 学生健康診断結果報告書保護者へ郵送（6月 30日） 学生 
B型肝炎ワクチン接種（6月 30日） 学生 教職員健康診断・破傷風予防接種（7月 6日） 教職員 夏の健康管理のお願いチラシ（7月） 教職員 熱中症・ジカ・デング熱対策チラシ（7月） 学生   教職員教職員健康診断（予備日）（4月～8月） 教職員 教職員健康診断（精密検査）（4月～10月） 教職員 
後期 
献血（9月 27日） 学生   教職員健康講演会・意見交換会（相模野病院）（11月 25日）   インフルエンザ予防対策（予防接種案内・チラシ）（10月） 学生   教職員献血（11月 30日） 学生   教職員インフルエンザ予防接種（10月 19・20・24・25日他） 学生   教職員冬の健康管理対策（感染症・アルハラ・禁煙対策等）（12月） 学生   教職員
B型肝炎ワクチン接種（12月 1日） 学生 
HBs抗体、他４抗体検査（1月 12日） 学生 アルハラ（チラシ）（3月） 学生   教職員
 
－ 660 － － 661 －
 － 662 －
６ 附属教育推進センター   平成２８年度活動報告  
 1 ．リメディアル教育部門  リメディアル（補習）授業及びチューター指導を担当するスタッフは、5 科目（生物、化学、物理、数学、英語）の 11 人で構成される。コーディネーターの専任教員、科目担当教員等とこれらのスタッフが教育プログラムを作成し、リメディアル（補習）授業とチューターによる個別指導を実施した。   平成 28 年度の本部門における活動は、前年度の活動をベースとし、教育推進センター運営委員会で決定した基本方針に基づいて実施した。その基本方針は、以下の 3つである。   1 ．【学科特化型】リメディアル（補習）授業の推進・強化   2 ．チューターと学科教員との情報交換   3 ．各種機関との連携･協働 
 
 （1）活動内容 
1）【全学対象型】リメディアル（補習）授業の実施（生物、化学、数学、英語）  前期リメディアル（補習）授業は、4月 11 日から 7月 7日まで、4 科目につき 12回ずつ実施した。  利用者数は、下表のとおり。前年に比べ総利用者数は 31％減少している。 
 
 （実施日及び回数） 平成 28年度 （前年度比） 平成 27年度 生物 （4/12～7/5 12回） 137 （＋10） 127 化学 （4/14～7/7 12回） 156 （－99） 255 数学 （4/13～7/6 12回） 51 （－54） 105 英語 （4/11～7/4 12回） 17 （－22） 39 
  361 （－165） 526 
 
2）チューター指導の実施（生物、化学、物理、数学、英語）  利用者数は、下表のとおり。前年に比べ総利用者数は 2％増加している。 
 
 平成 28年度 （前年度比） 平成 27年度  生物 1142 （＋134） 1,008  化学 1380 （－35） 1,415  物理 25 （＋10） 15  数学 555 （－17） 572  英語 46 （－31） 77  
 3148 （＋61） 3,087 （人） 
 
 
－ 662 －
 － 663 －
3）【学科特化型】リメディアル（補習）授業（獣医学科、動物応用科学科、臨床検査技術学科、環境科学科）  リメディアル（補習）授業を、各学科の担当者と連携を取りながら、学科ごとの要望に沿った内容及び時間割で実施した。  授業概要及び出席者数は、下表のとおり。 ［ 前 期 ］ 
 科目 開講期間（回数） 対象者 延べ出席者獣医学科 動物応用科学科 化学 6月13日～8月1日 「化学入門」の小テスト不合格者 75人 
臨床検査技術学科 生物 化学 数学 4月13日～7月27日 
「基礎教養科学演習」の 履修者で希望学生 
279人 
408人 
98人 
環境科学科 化学 6月22日・23日・ 
29日・30日 「基礎化学」小テスト 33人 
   計 893人 ［ 後 期 ］ 
 科目 開講期間（回数） 対象者 延べ出席者
環境科学科 化学 数学 生物 
平成29年3月6日～23日 （1科目当たり2コマ×5日間）
「基礎化学」 「基礎数学」 「基礎生物」 
34人 
129人 
16人 
   計 179人 
 
4）高大一貫授業「麻布大学概論 B」へのチューター派遣  麻布大学附属高等学校との高大一貫授業「麻布大学概論 B」の一部としてチューターを派遣して、3科目（生物、化学、数学）の入学前教育を実施した。 
 
5）推薦入試等合格者に対する入学前準備教育プログラムの実施  入学前教育を担当している学生支援課からの要請に基づいて実施した。  推薦入試等合格者 123人を対象に平成 29年 3月 6日から 23日に実施した。 
 
6）チューター、コーディネーター、科目担当教員間の連携の強化  チューター、コーディネーター、科目担当教員間の連携を強化するために、チューターのヒアリング、コーディネーターとチューターの意見交換会、懇親会等の情報交換の機会を設けた。  意見交換会 第一回 平成28年 8月 4日（木）        第二回 平成28年12月21日（水） 
 
 
－ 662 － － 663 －
 － 664 －
（2）まとめ   
1）リメディアル（補習）授業とチューター指導について 全学対象リメディアル授業の利用者数は減少傾向にある。その一方で、チューターによる個別指導の利用者数は、昨年度同様、多くの需要があった。この傾向は学生の需要が個別指導にシフトしつつあることを示す。また、学科特化型リメディアル授業についても、講義形式から、個別指導に需要がシフトしている。 チューターの指導利用は、前後期共に試験直前に固まる傾向にあり、その繁忙期は短期間に集中する。また、従来からの課題であるが、自発的に教育推進センターを利用する学生たちは、ある程度の学力がある意欲ある学生達であり、「真にリメディアル教育を必要とする」学生の利用が少ない。本当に指導が必要な学生に指導を受けさせるための仕組みづくりが必要である。そのためにも各学科の正課カリキュラムとの連携が必要となる。 臨床検査技術学科 1 年次必修科目「基礎教養科学演習」との連携は、3 年目となった。「正課授業での演習 → 自習課題への取組 → 個別指導での解説」という流れは、一定の教育効果を示すと推測される。この流れは 1つのモデルケースとして捉えられる。 他学科の学習法モデルの 1つと期待される。 
 
2）高大一貫授業「麻布大学概論 B」へのチューター派遣及び推薦入試等合格者に対する入学前準備教育プログラムの実施 高大一貫授業のプログラムは、高大一貫推進委員会において作成されており、同委員会からの依頼に基づき，チューターを派遣している。しかし，チューターからは，授業目的が明確でないため，内容をどこまで掘り下げるべきか分からない、との意見がある。同委員会に対し，高大一貫授業でのチューターによる授業の目的を改めて明確にし、相互理解を深めて実施していきたい。 
 
3）運営について 各学科において、基幹科目の問題点における具体的な解決手段として、リメディアル教育を積極的に利用する動きが見られる。この状況において、学科担当者、チューター、教育推進センター長・部門長、事務局での打合せを重ね、各学科が抱える問題の共有と、チューターからの学生の様子を伝えることができた。学科としては、チューターからの情報は貴重なものであるため、今後も情報提供を継続したい。学科教育と本部門の教育指導の連携は各学科とも一層深める必要がある。次年度は、これらの学科との連携が進むよう働きかけることとしたい。    
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 2 ．教育開発（FD）部門  教育開発（FD）部門は、全学的な FD 活動を実施するとともに、各学部・各研究科の実施する FD 活動を支援し、また、授業評価や在学生調査などの各種アンケート調査の企画と実施分析などを通じて全学の教育改善に関する事項を統括するとともに、教育改善の支援開発を行うことを目的としている。  活動状況は、（1）授業評価、（2）FD 活動、（3）グッドティーチング賞、（4）私立大学等改革総合支援事業への対応、（5）まとめと今後の課題 に分けて記載する。 
 （1）授業評価  「学生による授業評価」は、本学の教育の現状と課題を明らかにするために実施している。授業評価の結果については、各学科の授業科目を系や講義・実習等の区分に分類し、授業評価実施の有無、回収率、次年度の改善策提出の有無について一覧表を作成した。さらに、授業評価結果については、学科長から推薦された各区分の責任者に、各授業の授業評価スコアと自由記述欄（獣医学部のみ）、改善策に基づいてコメントを記述してもらった。これらの成果は、「概要版冊子」の形で発行し全教員に配付した。  また平成 28 年度においては、学長の方針により、昨年度に引き続き私立大学等改革総合支援事業のため、従来授業評価の実施対象としてこなかった、卒業研究・ゼミ科目や、インターンシップ等の学外実習科目も対象として実施した。 
 （2）FD活動  FD 活動として全教員を対象に、本学における教育の現状、教員及び教育組織が取り組む FD活動の重要性について理解を深めてもらうため、FD 講習会及び調査をそれぞれ実施した。その概要は以下の通りである。 
  ① FD講演会「麻布大学在学生調査 2015結果報告会」   日 時 ：平成 29年 2月 17日（金）16:00～17:00   場 所 ：9号館 3階 9301講義室   対象者 ：全学教職員   出席者 ：70人   概 要 ：平成 27 年度に全在学者を対象として実施した「麻布大学在学生調査 2015」の結果を、外部コンサルタント業者による分析結果と共に報告した。 
  ② 「麻布大学在学生調査 2016」   期 間 ：平成 28年 12月 1日（木）～12月 22日（木）   対象者 ：平成 28年度 入学年次学生 612人，卒業年次学生 539人   趣 旨 ：「私立大学等改革総合支援事業」において“学生の学修時間の実体や学修行動の把握のためのアンケート調査等を、学生全員に対し、記名式により、在学期間中に少なくとも 2 回以上実施していること”が要求されている。これを受け、
2010 年度及び 2014 年度に教育推進センターにおいて実施した「麻布大学在学生調査」を、「入学年次学生」及び「卒業年次学生」を対象に、昨年度から毎年実
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施することにしている。   概 要 ：「入学年次学生」と「卒業年次学生」に対し、それぞれ異なる調査項目にて満足度調査を行う。調査項目は、2010年度及び 2014年度と同じ内容を基本とする。 
 （3）グッドティーチング賞  本学の教育の質を向上させるために、優れた授業を「学生による授業評価」等を参考に選出し、担当教員を表彰するために設けられ、平成 24年度実施科目分から選考が開始された。  平成 28年度は、平成 26年度分と平成 27年度分を合わせて選考した。 
 （4）私立大学等改革総合支援事業への対応  教育改善の活性化のために、特徴的な教育への取組に対する、学長裁量経費による学内補助金制度である「教育改善プログラム」の選考を行った。期限までに 4 件の応募があり、書類審査の結果、3 件のプログラムを本審査に進めることにした。本審査は、スライドを使用したプレゼンテーション形式により行われ、審査の結果、次の 1件が採択された。 
採択プログラム名 代表者名 助成額 
バーチャルスライド導入による組織・病理学実習のイノベーション 
生命・環境科学部 食品生命学科   島津 徳人 准教授 999千円  なお、採択者に対しては、平成 29 年度に結果報告会を行ってもらう予定である。この結果報告会は、FD研修会として全学教職員に公開する。 
 （5）まとめと今後の課題  平成 28 年度をもって、教育推進センターの FD 部門は教務委員会の中に組み入れられることになった。以下の諸課題が残されているが、今後は当委員会に対応を委ねたい。 
 ・「授業評価結果を受けての学生へのメッセージ」の提出率と学生の回答率の改善  「学生による授業評価」は、平成 15 年度の後期に本学に導入されてからすでに 10 年以上が経過している。平成 26 度の授業評価実施率は 96.7％と高い水準にあるが、担当教員による「授業評価結果を受けての学生へのメッセージ」の提出率は、前年度よりもわずかに改善されたとはいえ、50.2％と依然として低調である。また、学生の回答率の低さが目立つ科目も散見される。今後、これらの数字を改善するための何らかの対策が必要であると考えられる。 
 ・授業評価結果とシラバスの関連付け  授業評価結果をより多くの学生に活用してもらうことを目的として、授業の入口であるシラバスと過去の学生の授業評価を関連付けて、イントラネット上に公開することが可能かどうか検討されているが、今年度は残念ながら結論を出すことができなかった。今後さらに検討していく必要がある。 
 ・グッドティーチング賞の定期的な選考  平成 28 年度は、諸事情により平成 26 年度分と平成 27 年度分を合わせた形で選考が行なわれ
－ 666 －
 － 667 －
た。しかし本来は、年度毎に選考する申し合わせとなっている。規則に則った定期的な選考が実施できるよう、その実現のための検討が今後必要である。 
 
 3 ．学習支援部門  1．平成 28年度活動状況  （1）履修相談    常駐職員による学生相談     ・主な相談内容は、選択科目の履修、進級要件に関する質問であった。     ・相談件数について、平成 27 年 10 月 1 日の事務組織改組により、担当事務局が教務部学務課から教務部教務課に変更されたことに伴い、正確な件数は集計できていない。 
  （2）ホームページの随時更新    例年どおり、積極的にセンターを活用できるように学生の便宜を図った。 
  （3）関係部署との協力    麻布大学推薦入学等合格者対象「入学前準備教育プログラム」として 4 科目（生物、化学、数学、英語）、高大一貫授業「学部概論 B」の一部を実施した。 
  （4）プレースメントテスト    実 施 日 ：平成 28年 4月 5日（火）及び 6日（水）    科  目 ：5科目（生物、化学、数学、英語、日本語）    対  象 ：平成 28年度入学者    結果配付 ：個人成績は、各学生個人宛に配付し、各学部長、各学科長、各学長補佐、入試・広報課長、教育推進センター部門長及び 1 年次クラス担任に成績一覧表を配付した。 
  （5）入学者向け授業の受け方リーフレット    毎年選出される成績優秀者から、入学者に向けて、授業を受ける際の工夫、予習・復習の方法等のコメントを集め、大学での「学び方」ガイド」というリーフレットを作成し、平成 29年度入学者に配付した。 
  2．今後の課題  （1）プレースメントテストの実施を円滑にするため、不測の事態に対して予備日等を設けるなどの対応を検討する必要がある。 
  （2）高大一貫授業で行われる入学前教育と入学後の学習支援が効果的に関連付けられるように、関連部署に対して継続的に協力する必要がある。 
  （3）学習支援を円滑に進めるためには、個々の学生の学習状況を把握することが重要である。そのために、学生の追跡調査とその効果的な利用を検討する必要がある。 
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